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平成２５年第３回名寄市議会定例会会議録
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の認定について

議案第２０号 平成２４年度名寄市簡

易水道事業特別会計決算の認定につい

て

議案第２１号 平成２４年度名寄市公

設地方卸売市場特別会計決算の認定に

ついて

議案第２２号 平成２４年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて

議案第２３号 平成２４年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて

議案第２４号 平成２４年度名寄市病

院事業会計決算の認定について

議案第２５号 平成２４年度名寄市水

道事業会計決算の認定について

日程第20 報告第１号 専決処分した事件の報告

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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について

報告第２号 専決処分した事件の報告

について

１．追加議事日程

追加日程第１ 議案第２６号 工事請負契約の締

結について

議案第２７号 工事請負契約の締

結について

議案第２８号 工事請負契約の締

結について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 平成２５年第２回定例会付託議案第１

号 名寄市子ども・子育て会議条例の

制定について（市民福祉常任委員長報

告）

日程第４ 行政報告

日程第５ 議案第１号 名寄市手数料徴収条例の

一部改正について

日程第６ 議案第２号 名寄市税外収入徴収条例

の一部改正について

日程第７ 議案第３号 名寄市介護保険条例の一

部改正について

日程第８ 議案第４号 名寄市後期高齢者医療に

関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第５号 名寄市水洗便所改造資金

貸付条例の一部改正について

日程第10 議案第６号 名寄市病院事業の設置等

に関する条例の一部改正について

日程第11 議案第７号 北海道後期高齢者医療広

域連合規約変更に関する協議について

日程第12 議案第８号 工事請負契約の締結につ

いて

日程第13 議案第９号 平成２５年度名寄市一般

会計補正予算（第５号）

日程第14 議案第１０号 平成２５年度名寄市国

民健康保険特別会計補正予算（第２

号）

日程第15 議案第１１号 平成２５年度名寄市介

護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第16 議案第１２号 平成２５年度名寄市下

水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第17 議案第１３号 平成２５年度名寄市病

院事業会計補正予算（第１号）

日程第18 議案第１４号 平成２５年度名寄市水

道事業会計補正予算（第１号）

日程第19 議案第１５号 平成２４年度名寄市一

般会計決算の認定について

議案第１６号 平成２４年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て

議案第１７号 平成２４年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

議案第１８号 平成２４年度名寄市下

水道事業特別会計決算の認定について

議案第１９号 平成２４年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について

議案第２０号 平成２４年度名寄市簡

易水道事業特別会計決算の認定につい

て

議案第２１号 平成２４年度名寄市公

設地方卸売市場特別会計決算の認定に

ついて

議案第２２号 平成２４年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて

議案第２３号 平成２４年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて

議案第２４号 平成２４年度名寄市病

院事業会計決算の認定について

議案第２５号 平成２４年度名寄市水

道事業会計決算の認定について
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日程第20 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

報告第２号 専決処分した事件の報告

について

追加日程第１ 議案第２６号 工事請負契約の締

結について

議案第２７号 工事請負契約の締

結について

議案第２８号 工事請負契約の締

結について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまより平成２５

年第３回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 川 村 幸 栄 議員

７番 植 松 正 一 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より９月２７日まで

の２６日間といたしたいと思いますが、御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より９月２

７日までの２６日間と決定いたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ 平成２５年

第２回定例会付託議案第１号 名寄市子ども・子

育て会議条例の制定についてを議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

市民福祉常任委員会、日根野正敏委員長。

〇市民福祉常任委員長（日根野正敏議員） 議長

より指名をいただきましたので、平成２５年第２

回定例会におきまして当委員会に付託されました

議案第１号 名寄市子ども・子育て会議条例の制

定について、委員会における審査経過並びに結果

について御報告申し上げます。

委員会は、８月７日、８月２２日、８月２８日

の３回にわたり、田邊健康福祉部長を初め担当職

員の出席を願い、本条例の内容について詳細な説

明を受けた後、慎重に審査を行いました。

付託された議案第１号は、提案理由の説明にも

ありましたように、子ども・子育て支援法第７７

条第１項の規定により市町村は条例で定めるとこ

ろにより審議会そのほかの合議制の機関を置くよ

うに努めるものとするとうたわれております。名

寄市でも国が推し進めている新たな子育て支援策

に準じ、制度改正におくれることのないよう体制

を整えるため、当該条例を制定しようとするもの

です。

第１回目の委員会で各委員から出されました主

な質疑では、第８条の会議の運営に関し必要な事

項は市長が別に定めるとあるが、どういうことが

考えられるのかの質疑に、国のほうでも同時進行

の中内容を確定してきており、今後何が必要にな

るか未確定で、取り組める段階のものを条例で固

めさせていただいて、そのほか必要になってきた

ものについては随時対応していくこととなるとの

答弁がありました。

選任された委員はボランティアか、それとも市

の嘱託というような形になるのか、また報酬につ

いてはどうなるのかの質疑では、条例設置の上の

ことなので、委嘱し、規定されている報酬は ０

００円ということになるとの答弁がありました。

３条の２項、委員の委嘱で学識を有する方とか

子供関係団体等があるが、どういう団体、関係者

を想定されているのか、また他市の先進的条例で

は正式な委員の方のほか臨時委員を必要に応じて

置くこともあるが、その必要性はないのかの質疑

には、学識経験者では大学の先生に、子供関係団

体に属するということであれば療育的なところ、

教育関係者では学校、幼稚園というところ、保育

関係者では保育所の公立、民間それぞれから、子

供保護者というところでは名寄地区と風連地区の

今子育てをしている最中の方に入っていただきた

いと考えている。臨時的な方の御意見を聞くこと

については、今のところそういう考えはなく進め
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ているとの答弁がありました。

８条で必要な事項は市長が別に定めるとなって

いるが、この条例には教育委員会も関係してくる。

限定をしたわけはの質疑には、教育委員会は文部

科学省、保育という部分に限定して言えば厚生労

働省ということになりますが、その部分を国が一

体となって今後子供たちや子育て世代をどう支援

していくのかということを中間の位置で内閣府が

取りまとめて国の一大政策として実態に応じてき

ました。名寄市としても教育委員会とか市長部局

とかの枠組みを取り払って、一つの大きな名寄市

の子供や子育てをしている世代の支援策として大

きなくくりで最終的に市長一本にまとめた形で進

めていくとの答弁がありました。

２回目の委員会で各委員から出されました主な

質疑では、１回目の委員会で質疑のあった任期３

年にした理由に訂正があり、内容は任期終了は平

成２８年１０月ごろで、条例が可決されたら遅く

ともことし１０月ごろまでに委員を選任し、会議

を立ち上げたいと考えている。任期は、平成２５

年１０月から平成２８年１０月ごろまでの３年間

を予定している。任期３年の理由としては、子供、

子育て支援の新制度が平成２７年４月から実施を

予定しているため、会議の中で地域の子育てニー

ズ調査を含め、支援事業を策定し、策定後の実施

状況の点検、評価も実施するため、相応の期間が

必要と判断し、３年としたとの答弁がありました。

国民会議での案を見ると、保育の資格を持たな

い職員が半数であってもよいというような内容で、

公的責任の担保が必要と受けとめているが、あら

ゆる情報を提供して会議を進めるべきとの質疑に

は、幼稚園教員、保育士の資格を持っていなけれ

ば運営できないと言われている。公的なことも含

めしっかりと議論した中で新制度に向けていくと

の答弁がありました。

男女共同参画の問題等女性の社会進出などを考

えると、この会議の１３人ということではなくて、

女性枠をトータルとしてフィフティー・フィフテ

ィーにすることの明記が必要だと考えているが、

委員の数の検討のときに女性枠についての検討経

過はの質疑には、１３人枠については他市の例で

出ている人口比を参考にさせていただいた。女性

枠については、女性に参画して計画を立てていた

だきたいという気持ちは十分持っているが、特段

女性枠という形で規定上過半数とか３分の２とか

という規定は考えていないが、この会議に対する

女性の役割、そして男性の役割も当然必要なこと

で、そういう区分なく女性が極端に少なくなるこ

とが決してないような形で推薦を図っていくとの

答弁がありました。

会議の会議録は求めて公開するというものでは

なくて積極的な公開をすべきとの質疑には、既に

この子育て会議の会議録を開示している自治体も

ある。情報公開は、積極的にインターネットなど

も使いながら、広く市民の皆さんに周知していく

ような手法をとっていくとの答弁がありました。

２回目の最後にこの条例に委員の男女比率を明

記した修正が法的に可能かどうか、次回３回目の

審査までに事務局に確認してもらうこととした。

３回目の委員会では、冒頭男女比率を明記した

修正が法的に可能かどうか説明を受け、説明では

性的マイノリティーな方々の受けとめ方の配慮も

検討しなければならないが、法的には可能との見

解が示され、委員間の議論を行い、主な意見では、

名寄市の男女共同参画推進計画があり、目標数値

として各種委員会、審議会での女性参画を推進す

るため、男女比率の目標５０％というのがあり、

確実に推進するために委員の男女比率を条例に明

記すべき。男女比率を条例に明記すると押しつけ

ることになり、提案されている委員のくくりでよ

い。この条例だけを考えると女性の割合は高くな

ると考えられるが、男女の比率を明記することで

確実に担保すべきであり、市内の各種委員会、審

議会の女性の割合も平成２３年２ ９％、２４年

２ ３％、ことし２ １％と毎年低下をしている。

男女共同参画推進計画の事務事業評価でも積極的
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な取り組みや介入が必要で、より高いレベルの意

思統一が必要と評価され、今回条例に盛り込むこ

とは初めてのことだが、これが契機となり具体的

に進む。法のもとの平等や人口比からいくと男女

半々ぐらいになることは望ましいが、これをこの

個別の条例で強制するものではない。条例の目的

から見ると、名寄市全体で安心、安全に子育てが

できるための会議なので、男女の比率を決める必

要はなく、ほかのところで推進すべき。３条の選

任される項目１から６以外にも必要な方々がいる

ことも考えられ、市長が特に認める者という項目

も必要ではないのかの発言に、田邊健康福祉部長

から発言が求められ、この会議に参画していただ

きたいという方は６項の公募によるという項目も

ありますので、そこで対応したい。また、子育て

は男女が共同で行うものであり、選考に当たって

はこの会議は地域の子供や子育て家庭の実情を十

分踏まえ、実施することができるよう子供の保護

者や子育て支援の当事者、またこの間この委員会

で審議されている男女の比率も十分勘案してバラ

ンスよく委員を委嘱していくとの答弁がありまし

た。

委員間議論では、主に市全体の各種委員会、審

議会の男女の割合について一般的には半々が望ま

しいと考えていることは共通していたが、この子

ども・子育て会議条例に限り加えることではなく、

男女共同参画推進等のほかの計画で補完すべきと

いう意見と男女共同参画推進計画の実態を踏まえ

ると本条例に加えるべきとの意見が分かれ、採決

の結果、議案第１号 名寄市子ども・子育て会議

条例の制定については、賛成多数で原案どおり可

決すべきものと決定いたしました。

以上、付託された議案の審査経過並びに結果に

ついて御報告といたします。

〇議長（黒井 徹議員） これより、委員長報告

に対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。本件は委員長報告のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議がありますので、

起立により採決を行います。

平成２５年第２回定例会付託議案第１号を委員

長報告のとおりに決定することに賛成の議員の起

立を求めます。

（起立多数）

〇議長（黒井 徹議員） 起立多数であります。

よって、平成２５年第２回定例会付託議案第１

号は委員長報告のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時１４分

再開 午前１０時１４分

〇議長（黒井 徹議員） 再開します。

日程第４ これより行政報告を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。本

日、平成２５年第３回定例会の開会にあたり、こ

れまでの主な行政事項について、その概要を御報

告申し上げます。

はじめに、企業会計を除いた平成２４年度の各

会計決算について申し上げます。

一般会計については、歳入総額から歳出総額を

差し引いた形式収支で３億 ３２２万７千円の黒

字となり、翌年度に繰り越すべき一般財源 ２１

８万５千円を差し引いた実質収支は、３億 １０

４万２千円となりました。この額から、名寄市基

金条例に基づき財政調整基金へ１億２千万円、減

債基金へ６千万円を積み立て、残り１億 １０４

万２千円を平成２５年度へ繰り越しました。

特別会計では、国保の保険事業勘定で１億４９

４万１千円、介護の保険事業勘定で ０３９万９

千円それぞれ黒字となり、他の特別会計について

は、一般会計繰入金で調整を行い、収支はゼロと

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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なっています。

次に、基金の状況について申し上げます。

一般会計における平成２４年度末の基金残高は

６１億 ２８４万９千円で、前年度末に比べて、

７億 ０２３万８千円の増加となりました。

地方交通確保基金など、基金の設置目的に応じ

て経常的な経費の財源として取り崩したほか、医

療従事者確保の財源として市立総合病院整備基金

から、東病院の改修に係る財源として名寄東病院

振興基金から、名寄市土地開発公社の保有する土

地の購入に係る財源として土地開発基金から、ま

た（仮称）市民ホール整備事業に係る基本設計事

業など、公共施設の整備に係る財源として公共施

設整備基金からなど、総額１億 ６７４万３千円

を取り崩したものの、減債基金、公共施設整備基

金、名寄東病院振興基金、名寄市立大学振興基金

などに、合計９億 ６９８万１千円を積み立てた

ことから、基金全体では、前年度比１ ８パーセ

ントの増となりました。これは、合併算定替の終

了を見据えて、地方交付税の増額分、行革効果額

の一部を減債基金などに積み立てたことによるも

のです。

これにより主な基金残高は、財政調整基金１０

億 １５６万１千円、減債基金１２億 ９０１万

６千円、公共施設整備基金７億 ９２５万５千円、

名寄東病院振興基金６億 ４８６万３千円、名寄

市立大学振興基金４億５７７万３千円、合併特例

基金１２億 １６０万円となりました。

このほか、特別会計では、国民健康保険支払準

備金基金 ９００万９千円、介護給付費準備基金

１億 ３５７万６千円となっています。

これらの基金については、今後も、有効かつ適

切に活用し、健全な財政運営に努めてまいります。

次に、コミュニティ活動の推進について申し上

げます。

名寄市町内会連合会主催による町内会長と行政

との懇談会は、６月２８日に開催されました。市

の事業報告や情報共有を図ったほか、地域の課題

などについて意見交換を行いました。

また、８月３０日には、地域連絡協議会代表者

等会議を開催し、地域連絡協議会等推進交付金な

どの支援制度について情報提供したほか、各協議

会の現状や課題について情報交換を行いました。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

国内交流の東京都杉並区との交流については、

６月１６日に開催された第３４回ふうれん白樺ま

つりに、東京都杉並区から田中区長をはじめとす

る代表団８人と東京高円寺阿波おどり親善訪問団

３３人に加え、東京商工会議所杉並支部からも宇

田川会長をはじめ１６人が来名され、阿波おどり

などを通じて広く市民との交流を深めました。８

月２４日、２５日に東京都杉並区で開催された第

５７回東京高円寺阿波おどりには、本市から代表

団と市民合わせて４２人が参加し、本市のＰＲと

友好自治体との交流を深めてきました。また、杉

並区立井草森公園の約１千平方メートルの花壇一

面に、都市交流実行委員会が種を提供したひまわ

り約４千本が８月初旬から次々に開花し、区民の

目を楽しませました。

山形県鶴岡市藤島との交流については、少年少

女交流事業として、藤島バレーボールスポーツ少

年団の児童をはじめ１８人が本市を訪れ、７月２

９日から４日間、市内５つの少年団との交流試合

や市立天文台での星空観察、交流会などを通じて

友情の絆を深めました。

ふるさと会の交流については、東京なよろ会か

ら２３人が恒例のゴルフツアーで来名され、６月

２８日からの４日間、ゴルフをはじめ市立天文台

見学や市民交流会など、ふるさとでの楽しいひと

ときを過ごしていただきました。

自治体スクラム支援会議による南相馬市との交

流については、昨年に引き続き「なよろ夏季林間

学校」を実施して、児童の受入を行いました。南

相馬市の小学５年生から中学１年生２５人と引率

２人が７月２１日から２８日まで本市に滞在し、

自然体験や牛の乳しぼりなどを通じてのびのびと
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活動したほか、市民との交流も深めました。今後

もさらなる支援と交流のため、事業を継続してま

いります。

交流居住の推進については、移住体験「ちょっ

と暮らし」の受入施設として旧風連高等学校教員

住宅の改修工事が６月に完了し、７月から運用を

開始しました。奈良県から６０歳代の男性２人が、

７月１日から２６日までの２６日間、名寄での生

活を体験しました。

国際交流の姉妹都市カナダ国カワーサレイクス

市リンゼイとの交流については、名寄・リンゼイ

姉妹都市友好委員会が主体となり、７月３日から

８月２５日までの５４日間にわたり、交換学生２

人を受け入れました。交換学生は、ホームステイ

をしながら学校訪問や地域のイベントに参加する

など、相互の友好と交流を深めました。

友好都市ロシア連邦ドーリンスク市との交流に

ついては、名寄・ドーリンスク友好委員会が主体

となり、８月２１日から２６日までの６日間、訪

問団１５人を受け入れました。友好の証である

「ドーリンスク通り」や「友好の広場」を訪問し

たほか、名寄南小学校、市立総合病院、市立天文

台の視察などを通じて、これまで育んできた友好

の絆をさらに深めました。

台湾との交流については、７月１８日から２１

日までの４日間、台湾教育旅行モニターツアーを

実施し、台湾の高等学校８校から校長先生を含む

教員８人を招聘しました。名寄高等学校及び名寄

産業高等学校の両校をはじめ市立天文台や冬期間

を中心とした体験施設などを視察いただき、今後

目指す教育旅行の受入に向け、意見交換などを行

いました。

次に、名寄観光大使及び名寄ふるさと大使につ

いて申し上げます。

名寄ふるさと大使設置要綱を改正し、各界で活

躍されている著名人を新たに観光大使、市内在住

者、本市にゆかりのある方などをふるさと大使と

しました。ふるさと大使については、意欲ある市

民の発掘と活用を図るため、公募制度を導入し、

７月２３日に、第１号として応募のあった市民２

人をふるさと大使に委嘱しました。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。

新たな外部人材の活用として、新規就農につな

がる農業支援員２人及び観光振興に携わる地域振

興支援員１人を募集していた地域おこし協力隊に

ついては、８月１日付で、寺島裕美さんを地域振

興支援員に委嘱しました。現在、なよろ観光まち

づくり協会において、積極的になよろの観光ＰＲ

に携わっていただいています。

また、農業支援員については、８月１５日締切

りの２次募集に道内外から５人の応募がありまし

た。現在、風連日進地区への移住に向け、選考及

び委嘱の準備を進めているところです。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１３市町村で構成する「テッシ・オ

・ペッ賑わい創出協議会」による、夏の「移住モ

ニターツアー」を７月２４日から２７日までの３

泊４日で実施し、カヌー体験など地域の魅力に触

れていただくとともに、移住に備えた意見交換や

情報収集のため、地域の方々や先輩移住者との交

流会を開催しました。

また、天塩川流域が夏休みの自由研究や子育て

にも最適であることをＰＲするため、７月２８日

から３０日までの３日間、小学館の月刊誌ｅｄｕ

の読者モニターによる取材ツアーを実施しました。

なお、この記事は来年の春に掲載される予定です。

次に、自衛隊関係について申し上げます。

名寄駐屯地創立６０周年記念行事は、６月１６

日、市道西３条通及び南広場を会場に開催されま

した。会場には市内外から１万５千人が訪れ、名

寄駐屯地との交流を通じて、理解を深める貴重な

機会となりました。

今後とも、関係機関、団体と連携して体制の維

持強化を求めるとともに、大規模災害時等におけ

る派遣隊員の留守家族支援について、調査、検討

を進めてまいります。
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次に、病院事業について申し上げます。

本年４月から６月までの第１四半期における一

般科の患者取扱い状況については、入院患者数が

延べ２万 ６８７人で前年比５３人の増、率にし

て ２パーセントの増加となっています。また、

外来の取扱い患者数は、４万 ９８９人で前年比

９４３人の増、率にして ５パーセントの増加

となっています。

医業収益については、一般科と精神科を合わせ

た入院収益は１２億 ４４８万円で前年比１億

１２５万円の増、率にして１ ４パーセントの増

加となっています。また、一般科と精神科を合わ

せた外来収益は５億 ０７２万円で前年比 ７７

８万円の増、率にして ０パーセントの増加とな

っています。

この結果、入院収益と外来収益の合計額は、１

７億 ５２０万円となり、前年比１億 ９０３万

円の増、率にして ７パーセントの増加となって

います。

次に、看護師の配置基準について申し上げます。

看護基準７対１については、本年秋頃の導入を

予定していましたが、必要となる看護職員数に一

定の目処が付いたことから、７月に北海道厚生局

へ届出を行い、一般病棟の看護基準は８月１日か

ら１０対１を７対１に変更しました。

次に、精神科病棟改築事業について申し上げま

す。

８月５日現在の精神科病棟改築工事の進捗率は

１ ８パーセントで、工事別では建築工事が２

９パーセント、空調設備工事が１ ９パーセント、

給排水衛生設備工事が ５パーセント、電気設備

工事が ８パーセントとなっています。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

遠距離通園・通所費助成事業については、本年

度から３㎞以上離れた幼稚園・保育所に通園・通

所する全世帯に対象を拡大し、名寄地区１０世帯、

風連地区１８世帯の負担軽減につながっています。

今後とも、更なる子育て支援の充実に努めてま

いります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

戦没者追悼事業は、実行委員会を組織して７月

１０日に実施しました。追悼式は市民文化センタ

ーを会場に、御遺族をはじめ約２００人の参列の

もと、厳粛に執り行いました。

また、第５７回を迎える平和音楽大行進では、

市内幼稚園、小中学校をはじめ１６団体が平和を

願い力強く演奏し、沿道の市民とともに悲惨な戦

争が繰り返されないよう願いが込められました。

次に、国民健康保険事業について申し上げます。

本年度、後期高齢者支援金分及び介護納付金分

の拠出超過を解消し、国民健康保険事業の安定化

を図るために税率を改正しました。

当初賦課の状況は、被保険者数が ２９６人で

前年度比２３８人の減、世帯数は ４１６世帯で

前年度比６５世帯の減となっています。

軽減の対象は、７割軽減が ５３０世帯、５割

軽減が２９８世帯、２割軽減が６２４世帯となり、

全体では国保加入世帯の５ ５パーセントにあた

る ４５２世帯となりました。

今後とも、市民が安心・信頼できる医療保険制

度を確立するため、事業の円滑な運営に努めてま

いります。

次に、新エネルギー・省エネルギーについて申

し上げます。

太陽光発電普及のモデル実証事業である「住宅

用太陽光発電システム支援事業」については、６

月末締切りの１次募集に１０件の申込があり、う

ち６件が新築住宅、４件が既存住宅への設置とな

っています。現在、２次募集中であり、引き続き、

建設事業者などの協力の下、事業推進に努めてま

いります。

また、家庭用節電モニターを募る「エコチャレ

ンジ２０１３」については、名寄消費者協会に事

業の一部を委託して実施しており、夏季の取組に

対し１３人の参加となっています。

今後とも、民間と連携・協力しながら、新エネ
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ルギー・省エネルギービジョンの推進を図ってま

いります。

次に、消防事業について申し上げます。

本年１月から６月までの上半期における火災及

び救急・救助出動状況について申し上げます。

火災件数は８件で前年比１件の増、負傷者２人

となっています。また、火災種別では、建物火災

４件、車両火災３件、その他火災１件となってい

ます。

救急件数は６５１件で前年比１４１件の増、事

故種別では、急病４２４件、一般負傷８４件、転

院搬送７２件、交通事故２３件、その他４８件と

なっています。

救助件数は１７件で前年比２件の減、交通事故

によるもの９件、その他８件となっています。

火災予防については、４月から７月末までに政

令対象物５０事業所、危険物施設５９事業所の立

入検査を実施し、法令違反の対象物に改善指導を

行っています。また、一般住宅 ６６１世帯と高

齢者独居住宅２２９世帯の防火訪問を実施し、住

宅防火の指導と併せて住宅用火災警報器の設置推

進及び維持管理の重要性について指導しています。

消防事業については、風連消防団第四分団車の

更新を進めており、地域防災の要である消防団の

充実・強化を図ってまいります。

次に、防災対策について申し上げます。

本年度の防災訓練は、８月２０日に参加者１７

４人で行いました。訓練内容は、大雨による風連

日進地区の河川のはん濫を想定し、風連庁舎で市

職員の指揮所訓練を実施した後、町内会に避難勧

告を伝達して避難訓練を開始するとともに、消防

団による土のう設置、作成訓練を行い、４００袋

を日進地区に備蓄しました。

また、防災研修として、日進コミュニティセン

ターを会場にＡＥＤの実演を行い、防災への意識

と知識を高めていただきました。

次に、生活安全対策について申し上げます。

暴力団は住民の生活や社会活動に介入し、住民

や事業者に多大な脅威を与える存在であることか

ら、全国の自治体で暴力団排除に関する条例の制

定が進んでいます。本市においても暴力団を排除

するため「名寄市公共施設の暴力団等排除に関す

る条例」を制定し、５月３１日に施行しました。

さらに、条例の実効性を高めるため、６月２７日

に本市と名寄警察署による「名寄市暴力団排除に

関する協定書」の調印式を行い、連携強化を図っ

ています。

次に、建設事業の発注状況について申し上げま

す。

８月１３日現在における発注状況については、

建設・委託事業合わせて９６件、事業費で１１億

１７０万円、発注率は６１パーセントとなって

います。

今後も引き続き、早期発注に努めてまいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

北斗・新北斗団地建替事業の北斗団地について

は、昨年着手した鉄筋コンクリート造２階建て１

棟１０戸の８月末現在の進捗率は約８０パーセン

トとなっており、９月の完成を予定しています。

本年度建設分の鉄筋コンクリート造２階建て１棟

１２戸の工事は９月に着手し、平成２６年１０月

の完成を予定しています。

７月に着手した新北斗団地の全面的改善工事に

ついては、コンクリートブロック造及びプレキャ

ストコンクリート造平家建て２棟８戸の８月末現

在の進捗率は約５０パーセントとなっており、１

０月の完成を予定しています。

また、７月に着手したノースタウンなよろ団地、

１棟３０戸の長寿命化型改善工事については、８

月末現在の進捗率は約２０パーセントとなってお

り、１１月の完成を予定しています。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

都市公園の長寿命化修繕計画に基づく公園施設

整備工事は、広報やホームページで周知を図りな

がら進めています。本年度は、名寄公園の人道橋

の更新工事を７月に完了しており、現在は、浅江

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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島公園のコンビネーション遊具の設置工事を施工

中です。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、エルム団地内老朽管更新工事ほか５

路線、延長 ４７３メートルが８月に完了し、現

在は１６線道路ほか３路線、延長 ２９９メート

ルの１０月完成に向け、整備を進めています。

配水管網整備については、風連２９線配水管網

整備工事ほか３路線、延長 ２６０メートルを９

月に着手する予定です。

サンルダム建設事業に伴う上水道２期拡張工事

については、名寄から風連地区への送水管の実施

設計を進めています。

また、有収水量向上のための漏水調査業務や、

清浄な水道水の供給を図るための配水管洗浄作業

を継続して実施しています。

次に、下水道事業について申し上げます。

老朽化した施設の改築工事については、名寄下

水終末処理場における沈砂池機械設備の更新工事

を６月に着手し、来年３月の完成を予定しており、

長寿命化更新実施設計の業務委託は６月に着手し、

来年２月の完成を予定しています。また、雨水管

渠新設工事では、豊栄川３号幹線、延長１４３メ

ートルの整備を７月に着手し、来年１月の完成を

予定しています。

個別排水処理施設整備事業については、名寄地

区３基、風連地区４基の合併浄化槽の設置が完了

し、現在は、名寄地区２基、風連地区３基の１０

月完成に向け、整備を進めています。今後、両地

区合わせて３基の工事を９月に発注する予定です。

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金による道路整備につい

ては、国の暫定予算分として、本年度工事が完了

している西４条仲通のほか南１０丁目西仲通の工

事を進めており、通常予算分として、３路線の工

事を進めているところです。

地域の元気臨時交付金を活用した道路整備につ

いては、新たに南６丁目仲通ほか１路線について、

９月に発注する予定です。

未舗装道路のアスファルト乳剤による防塵処理

補修工事については、１２６路線で延長約３０キ

ロメートルを８月中旬に完了しています。

次に、地域公共交通について申し上げます。

昨年から実証運行中のコミュニティバスについ

ては、本年６月末で一年が経過しました。この間

の乗車実績は、市内循環３路線合わせると、前年

に比べ １４７人増の１７万８５９人、うち西回

りが１万 ４１１人減の２万 ４１１人、東回り

が ５２５人増の１万 ５８４人、徳田線が ０

３３人増の１２万 ８６４人となっています。

今後、これらの実績や緊急雇用創出推進事業を

活用した利用者や地域の声の聞き取りを行い、年

内を目途に見直しを図るとともに、きめ細かな案

内や乗車へのインセンティブを活用して、地域に

適した交通体系を目指してまいります。

次に、除排雪について申し上げます。

現在、昨年の大雪により経験した課題をもとに

本年度の除排雪対策について協議を進めています。

併せて、４月から毎月のチラシ配布による市民へ

の啓発を行っており、市民との協働のもとに、冬

の道路環境の向上による市民生活の安定を目指し

てまいります。

次に、農業農村行政について申し上げます。

８月１５日現在の農作物の生育状況については、

基幹作物である水稲はもち米、うるち米ともに平

年並となっています。

小麦は、秋まき、春まきともに収量と品質が昨

年を上回る見込みで、現在、調整作業が進められ

ています。

馬鈴しょ、玉ねぎ、てん菜は平年並となってい

ますが、アスパラガスは、６月の干ばつの影響を

受けて上位規格の割合は低く、収量も減少となり

ました。

畑作物全般で融雪の遅れや低温により、移植作

業は遅れたものの、６月以降の好天により回復の



－12－

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号

兆しが見えています。

また、８月２０日の智恵文地区における局地的

な大雨と降雹による農作物被害は、スイートコー

ン１ ２ヘクタール、南瓜２ ９ヘクタール、キ

ャベツ３ヘクタール、白菜 １ヘクタール、てん

菜 １ヘクタール、レタス ３ヘクタールの合計

４ ６ヘクタールとなり、被害戸数は１６戸とな

りました。被害額は今後の推移によりますが、収

穫途中や収穫を目前にした時期であり、被害に遭

われた生産者の皆さんにお見舞いを申し上げます。

ＴＰＰへの取組については、旭川市や札幌市で

開催された総決起大会に参加するとともに、６月

２７日には、関係機関・団体による実行委員会主

催の「ＴＰＰを考える名寄市民の集い」を開催し、

市民約３００人の参加により、改めて農業や生活

への影響について考える機会となりました。

今後も引き続き、連携した取組を進めてまいり

ます。

次に、米のブランド化について申し上げます。

もち米作付け日本一のＰＲと消費拡大、新たな

食文化及びマーケットづくりに取り組むために、

農林水産省の平成２５年度事業「食のモデル地域

構築計画」に応募し、全国６６カ所の一つに選定

されました。

今後、計画を推進するため、食のモデル地域育

成事業を活用し、「名寄産もち米」のブランド化

に取組んでまいります。

次に、野菜の振興について申し上げます。

道北なよろ農業協同組合が実施する南瓜選別施

設建設工事については、本年度中の完成を目指し、

８月に契約が締結されました。

施設の完成にともない、品質の均一化が一層進

み、安定出荷やブランド化につながることから、

本市としても施設建設に対して補助を行い、野菜

の振興と生産者の経営安定に努めてまいります。

次に、有害鳥獣農作物被害防止対策について申

し上げます。

８月１５日現在で、昨年度より４５頭多い３７

５頭のエゾ鹿を駆除しており、残滓については焼

却処分を実施しています。今後とも関係団体と連

携し、被害防止に努めてまいります。

次に、ヒグマの出没等について申し上げます。

本年度の出没報告数は、８月１４日現在で、昨

年度より１３件多い３２件となっており、出没箇

所への看板設置、周辺への注意喚起をはじめとす

る必要な対策などを実施しているところです。

今後、農繁期やキノコ採りのシーズンを迎える

ことから、広報、ホームページによる注意喚起や

農業者への周知を行うとともに、警察をはじめ関

係機関や団体と連携し、安全対策に努めてまいり

ます。

次に、畜産振興について申し上げます。

公共牧場については、受精対象牛を中心に放牧

を行っており、名寄市営牧野では６月７日から３

０２頭を、母子里地区共同牧場では、６月１８日

から１００頭をそれぞれ受け入れています。

食肉センターについては、３期工事の係留所改

修が６月１４日に完成し、全ての工事が完了しま

した。７月３１日には、北海道から１日８０頭の

と畜許可を受け、９月からは５０頭のと畜処理を

行っています。

次に、薬草・花まつりについて申し上げます。

独立行政法人医薬基盤研究所薬用植物資源研究

センター北海道研究部との共催による「第３回薬

草・花まつり」を６月２９日に開催しました。約

６０人の参加者は、日頃目に触れることの少ない

薬草を鑑賞するとともに、施設を見学し、同セン

ターへの理解を深めました。

次に、産業まつりについて申し上げます。

地産地消の推進と地場産品の良さを広め、農業、

農村への理解と農産物の消費拡大を目的として、

９月１日に「第３５回なよろ産業まつり」を開催

しました。会場のなよろ健康の森には、各種イベ

ントや地場産品を求めて多くの人々が訪れ、賑わ

いました。

次に、林業の振興について申し上げます。
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木質バイオマスの利活用調査については、７月

２６日に庁内検討委員会を、８月７日には関係機

関・団体で構成する名寄市木質バイオマス利活用

検討地域協議会を設立しました。

今後、年度末までに本市における利活用の可能

性について検討を進めてまいります。

次に、商工業の振興について申し上げます。

地元金融機関による７月調査時点の管内におけ

る景気動向が発表され、ＤＩ値で見る前期の業況

については、前年同期比・前期比ともに改善され

ていますが、売上の低迷・減少及び仕入価格の上

昇から利益確保は厳しい状況となっています。次

期の見通しでは、今期に比べ大幅な改善予想とな

り、マイナス基調の中、悪化は下げ止まりつつあ

るものの、依然として経営環境は厳しい見通しと

なっています。

しかし、市の設備資金融資制度の利用状況は、

本年度８月末までの利用実績９件、投資事業費

９３２万円で、前年同期比では、件数、事業費と

もに大きく上回っており、明るい兆しも見られま

す。

次に、駅前交流プラザ「よろーな」について申

し上げます。

Ｑマート南側の駐車場用地として取得した土地

については、７月１７日から造成工事に着手し、

８月２０日に完成、供用を開始しています。また、

駅前交流プラザ「よろーな」運営委員会、入居団

体懇談会、市民アンケートなどの要望において、

特に施設東側の駐輪場が高齢者にとって使用しづ

らいとの意見を受け、施設南側のイベントスペー

スに利用者専用駐輪場を設置しました。

今後も利用者の御意見を反映し、さらなる改善

に向けて随時取り組むとともに、サービスの向上

に努めてまいります。

次に、商店街整備事業について申し上げます。

５丁目・６丁目商店街における歩道のインター

ロッキングについては、破損や凹凸が激しい箇所、

約２４１㎡の部分改修工事を８月１日に終了しま

した。

年次計画で進める商店街ファサード整備事業に

ついては、本年度は「名寄市大通り会」からアー

ケード改修に係る整備計画書が提出され、７月２

０日に改修工事が終了しました。

今後も引き続き、商店街との連携を密にして、

整備事業に取り組んでまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

来春の新規高卒予定者の求人については、就職

希望者率が増加している中、依然として厳しい状

況を踏まえ、「高校生のための企業見学会」が公

共職業安定所、上川総合振興局、上川教育局と地

元自治体の連携により管内４市において開催され

ました。６月１７日開催の本市における見学会に

は、高校生２５人が参加し、ＪＡ道北なよろ、グ

ランドホテル藤花での体験を通じ、就職への意欲

を高めました。

また、８月２６日には、２１の企業や団体が参

加した企業説明会が駅前交流プラザ「よろーな」

において開催されました。市内をはじめ近隣の高

等学校から約９０人が参加し、各企業の経営理念、

求められる人材などについて学ぶ貴重な機会とな

りました。

今後も関係機関などと連携し、就職活動支援に

努めてまいります。

次に、ご当地グルメＰＲ事業について申し上げ

ます。

７月１４日に駅前交流プラザ「よろーな」オー

プン記念事業の一つとして、「第７４６なよろ煮

込みジンギス艦隊」主催の北海道遺産ジンギスカ

ンＰＲイベント「ジンギあり戦い」が実施されま

した。

当日は、市内外の様々なジンギスカンが集まり、

来場者の食べ比べによる投票の結果、株式会社ニ

チロ畜産が初代チャンピオンに輝きました。

また、「第７４６なよろ煮込みジンギス艦隊」

は、全国的なご当地グルメイベント「Ｂ―１グラ

ンプリ」に参加するため、主催団体である一般社
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団法人Ｂ級ご当地グルメでまちおこし連絡協議会

への加盟を目指し、各種イベントやＰＲ活動に取

り組んできており、これまでの実績が認められ、

今般、北海道で３番目の準会員となりました。

これにより、９月７日と８日に青森県十和田市

で開催される北海道・東北Ｂ―１グランプリｉｎ

十和田大会への出場が決定となりました。

次に、ひまわり観光について申し上げます。

サンピラーパークひまわり事業については、ひ

まわりの開花に合わせて、なよろひまわり観光マ

ップの作成や、なよろ観光まちづくり協会による

案内所の設置など、各地から訪れる観光客の受入

体制の整備を行いました。

一昨年来、好評をいただいている道立サンピラ

ーパークでのライトアップひまわりについては、

８月２日から１７日までの期間中、１１日間実施

し、さらに、市立天文台でのペルセウス座流星群

観望会と併せてＰＲするなど、効果的な情報発信

に努めてきました。

また、大手旅行会社のクラブツーリズムがライ

トアップに合わせて企画したツアーも実施され、

東京方面から３１８人の観光客が訪れました。こ

のことは、映画「星守る犬」のロケ地となったこ

とを契機に取り組んできた、ひまわり観光の成果

の表れと考えています。

なよろ２３９ひまわりロード事業については、

昨年に引き続き、ひまわりボランティアを募集し、

市役所名寄庁舎北側から国道４０号に至る国道２

３９号で、６月２２日に約７０人の御協力により

行った苗の移植をはじめとして、７月には名寄高

等学校陸上部の協力による草取り作業など、市民

参加による景観形成について取り組みました。

ひまわりのまちプロジェクトについては、ひま

わりの種の無料配布が３年目を迎え、目標である

「どこに行っても“ひまわり”があるまち」に対

する各家庭、学校、団体などの協力の輪がさらに

広がり、市内各地でひまわりが咲き誇りました。

また、７月２７日、名寄ひまわりまちづくり大

使の有森裕子氏を招いて開催した「第１回有森裕

子なよろひまわりリレーラン」には、市内外から

５０チームが参加し、地域資源を活用した交流人

口の拡大に取り組みました。

次に、合宿受入事業について申し上げます。

東京の香川調理製菓専門学校では、地域の特産

品素材を活用した新商品開発の教科で、昨年度か

ら本市の特産品を活用した新商品開発に取り組ん

でいます。

本年度は、８月１７日から２１日まで、本市で

合宿が行われ、ＪＡ道北なよろの振興作物である

スイートコーンを題材に、１１品の新たなメニュ

ーが開発されました。８月１９日の試食会には、

名寄市観光交流振興協議会会員をはじめ市内飲食

店等関係者が参加して、様々な視点から学生と意

見交換を行い、相互に実り多い交流の場となりま

した。

次に、イベント関係について申し上げます。

かみかわ「まるごと食べに」よろーなフェスタ

ｉｎなよろアスパラまつりは、駅前交流プラザ

「よろーな」のオープンを記念し、従来のなよろ

アスパラまつりを拡大して、６月２日に開催され

ました。市内で活動する団体のステージイベント、

市内外から２５店舗が出店した食グルメ市、さら

には「なよろう」をはじめ、近隣自治体のキャラ

クターによるＰＲなどに、多くの来場者が楽しみ、

街中に賑わいが生まれました。

「第３４回ふうれん白樺まつり」は、６月１５

日、１６日にふうれん地域交流センター及びふう

れん望湖台自然公園において開催されました。バ

ンド演奏や歌謡ショー、さらには杉並区代表団を

はじめ、高円寺阿波おどり親善訪問団の一行ほか

多くの来賓にも参加をいただき、大いに盛り上げ

ていただきました。

名寄の夏を彩る「てっしフェスティバル」は、

７月２８日に天塩川曙橋下流河川敷において開催

されました。野外ライブや各種団体のステージ、

さらにはフィナーレを飾る花火などの多彩な催し
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が行われ、約１万人の来場者で賑わいました。

第３５回を迎える「風連ふるさとまつり・風舞

あんどん」は、８月１３日夜、１４団体１５基の

行燈がＪＲ風連駅前通り特設会場を練り歩き、多

くの市民が夏の風物詩を堪能しました。

道北観光連盟が中心となり昨年度から取り組ん

でいるシーニックバイウェイについては、６月２

４日に札幌で開催された「シーニックバイウェイ

北海道推進協議会」において提案していた「天塩

川流域ミュージアムパークウェイ」が候補ルート

に登録されました。

また、８月１３日には、上川北部９市町村の構

成２７団体による「第１回ルート運営代表者会

議」が開催され、正式ルート指定に向けた取組が

スタートしました。

次に、名寄日進地区再整備基本構想について申

し上げます。

名寄日進地区は、平成４年に「ピヤシリヘルシ

ーゾーン構想・基本計画」が策定され、各種事業

が進められてきました。その後、高速道路の延伸

に加え、道立サンピラーパークの整備により、広

域的な利用が促進されるなど、その利用は大きく

変化しています。また、近年のスキー需要低迷へ

の対応や温泉施設のリニューアルも大きな課題と

なっており、地区全体の総合的な見直しが必要に

なってきていることから、今後の望ましい整備方

向を明らかにするため、庁内等検討委員会を８月

８日に設立しました。今後、年内を目途に基本構

想をまとめてまいります。

次に、学校教育について申し上げます。

名寄市教育改善プロジェクト委員会については、

５月２７日に第２回会議を開催し、学習指導の工

夫改善に関する研究グループでは道教委のチャレ

ンジテストの効果的な活用など、校内研修の充実

に関する研究グループでは学校間連携による研修

活動など、教育資源などの活用に関する研究グル

ープでは教育施設や地域ボランティアの効果的な

活用などの取組を進めています。

また、学校力向上に関する総合実践事業につい

ては、８月２１日から、実践指定校の名寄小学校

及び近隣校である３つの小学校と４つの中学校の

初任教員８人を対象に学習指導の方法などに関す

る研修を始めています。

名寄市特別支援教育専門家チームについては、

本年度から言語障害難聴通級指導教室と中学校の

特別支援教育コーディネーターの教員２人を加え

７人体制で、より機動的かつ効果的に巡回相談を

実施しています。また、７月１７日に第２回名寄

市特別支援教育研修会を開催し、市や小中学校、

幼稚園、保育所、名寄保健所などの管理職と特別

支援教育推進の中核的な役割を担う教員や職員が

参加し、組織全体で取り組む子ども一人ひとりへ

の適切な支援のあり方などについて理解を深めま

した。

次に、学校施設の整備について申し上げます。

名寄南小学校の校舎などの改築については、基

本設計において各施設の配置や建物の構造、災害

時の活用方法などについて、本年１月から５回に

わたる校舎等改築準備委員会を開催し、検討を進

めてきました。屋内運動場を校舎が取り囲むコン

パクトな学び舎となる予定ですが、今後行われる

実施設計の中で、さらに検討を進め、平成２６年

度からの本体工事に向け、準備を進めてまいりま

す。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

大学図書館の整備事業については、６月に建設

に係る具体的な検討を行う「大学図書館棟整備検

討委員会」を設置し、昨年度策定した大学図書館

整備基本構想・基本計画に基づき、建物配置や求

められる機能の検討など、基本設計の作業に着手

しました。

短期大学部児童学科の４年制化及び保健福祉学

部の再編強化に関する検討については、７月に

「名寄市立大学短期大学部児童学科の４年制化及

び名寄市立大学保健福祉学部再編強化に関する検

討準備会議」を設置しました。今後、新学科の設
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置に関する所要の調査、具体的な制度設計、設置

計画などの検討を進めてまいります。

オープンキャンパスについては、入学を希望す

る高校生と保護者を対象に７月２１日と８月１７

日の２回実施し、延べ高校生４１８人、保護者２

８３人が参加しました。高校生には、名寄市立大

学をより深く知り、進路決定につなげていただく

ために、大学紹介をはじめ模擬講義、学長講話、

在学生からのメッセージ発表などを行いました。

併せて市外から参加された保護者を対象に、市内

施設を巡るバスツアーを実施し、本市の住み良さ

への理解を深めていただきました。なお、３回目

のオープンキャンパスを１０月１９日に予定して

います。

３年目となる特別支援学校教諭免許状の取得に

つながる免許法認定公開講座については、７月３

１日から８月１１日までの１２日間にわたり、関

係機関の協力及び北海道教育委員会の後援を得て

実施しました。昨年度と同様に、一部を文部科学

省の委託事業として行い、市内の現職教員１５人

をはじめ道内道外の教員、保育士など６３人が先

進的な教育理論や教育実践の講義を受講しました。

また、１１月上旬には、重複障がいと発達障が

いに関する発展的な講座の開講を予定しており、

教育現場の課題に即した実践的教育手法を学ぶ機

会を提供してまいります。

今後も学生確保対策の充実と、名寄市立大学の

特色を生かした地域貢献活動に努めてまいります。

次に、食育の推進について申し上げます。

本年度からスタートした「第２次名寄市食育推

進計画」については、ダイジェスト版を全戸配布

し周知を図ってきました。

学校給食センターについては、毎日発生する残

菜・残食を効率的かつ安定的に処理するため、老

朽化した厨芥処理施設の修繕を行いました。これ

により、給食調理や提供などの作業がより円滑に

推進されることとなりました。

名寄市立大学の給食経営管理論実習生の受入に

ついては、本年も栄養教諭が中心となり、７月１

日から５日間、学校給食センターと智恵文小学校

で６人の学生を受け入れました。

また、６月１４日、本市と関係団体で構成する

実行委員会により、「美しくて健康になる！５０

℃洗いと７０℃蒸し」講演会を駅前交流プラザ

「よろーな」で開催しました。テレビなどで有名

な平山一政氏の講演に約１３０人の市民が参加し、

身体にによい調理法について学びました。

次に、生涯学習の推進について申し上げます。

市民講座については、「なよろ入門」「ゆかた

着付教室」を開催し、延べ１６３人の市民が受講

しました。また、高齢者を対象に開学している名

寄ピヤシリ大学においては、一般市民も対象とし

た公開講座を２回開講し、延べ１２７人が受講し

ました。

本市の夏を締めくくる市民盆踊り大会は、雨天

のため８月１４日は中止となり８月１５日の１日

開催となりましたが、子ども盆踊りに約１７０人、

仮装盆踊りには、個人、団体での参加をいただき、

観衆を合わせ約 １００人の人出で賑わいました。

御協力いただいた関係団体の皆様に、お礼申し

上げます。

次に、市立図書館について申し上げます。

子どもの読書普及のため、読みかかせを行って

いるボランティア団体と連絡会議を開催し、読み

聞かせの活動状況や相互連携について情報交換を

行いました。また、７月１３日には読み聞かせボ

ランティア団体の会員を対象とした講習会を実施

しました。

夏休み中には、本館、分館において「一日司書

体験」や「夏のおはなし会」「夏の工作」などの

事業を行い、大勢の子どもたちが参加しました。

次に、市立天文台について申し上げます。

日本公開天文台協会主催の第８回全国大会が６

月２４日から３日間、市立天文台をメイン会場に

開催され、南は熊本県をはじめ道外から４５人、

道内から８人が参加して、天文知識を深めました。
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本年初めて開催した特別企画「七夕かざりで星

に願いを」は、７月６日と７日の２日間開催し、

幼児５１２人が願いを書いた短冊の飾りつけなど

を、幼児や保護者など２８６人が鑑賞し、楽しみ

ました。

また、７月２５日には入館者５万人を達成し、

セレモニーを行いました。開館から３年３カ月で

の大台は、当初計画より約１年早い達成となりま

した。

７月２７日に開催した「きたすばる星と音楽の

集い」は、子どもを対象とした企画や夕焼けライ

ブ、プラネタリウムコンサートなど翌朝３時まで

開催し、多くの方が星と音楽を満喫しました。

次に、（仮称）市民ホール整備事業について申

し上げます。

この間、当初予定していました施設の開館時期

が延期となり、事業を予定されていた団体の皆様

には、お詫びを申し上げ、事業の実施時期につい

て改めて調整のお願いをさせていただいたところ

です。

今後は、７月に設置した事業企画委員会を中心

に、開館記念事業などの検討を進めてまいります。

次に、北国博物館について申し上げます。

６月７日から１８日間、企画展として「鉱物の

世界 上手コレクション展」を開催しました。こ

の企画は、上手二三男さんが旧風連町教育委員会

に寄贈した資料の中から鉱物５２９点を分類した

もので、小学生を中心に延べ６２０人が訪れまし

た。

また、７月２０日から８月２５日まで、夏の特

別展として「名寄の米作り～もち米日本一までの

歩み」を開催しました。明治の開拓者による米作

りから、戦中戦後の社会情勢や農業行政の変化を

克服して、うるち米からもち米に転換を図り、も

ち米作付け日本一となった歩みなどを、パネルや

農機具などの収蔵品とともに展示し、期間中 ６

４２人が訪れました。さらに、８月11日には関連

イベントとして、もち米の生産と加工をテーマに、

もち米の里ふうれん特産館代表取締役の堀江英一

氏による講演やバスツアーを開催し、延べ６９人

の参加をいただきました。

８月７日には、夏休みの新企画として「親子で

史跡めぐり」を開催し、親子１３人が天然記念物

出土地や指定文化財など、市内１９カ所を巡り、

地域の歴史を学びました。

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭教育支援講座については、６月４日に、子

育て支援センター「さくらんぼ」との共催により、

上川教育局から社会教育主事を招き、「親子ふれ

あい体操」を開催しました。また、８月２３日に

は、市立総合病院の平野診療部長を講師に、家庭

教育に必要な知識・技術を学ぶとともに、親同士

のコミュニケーションを図りました。

次に、スポーツの振興について申し上げます。

（仮称）市民ホールの整備に伴うスケートリン

クの移転については、将来的な配置を見据え、４

月から改めて関係団体との協議を進めてきました。

最終的に、本年度から３シーズンは豊西小学校の

グラウンドに仮設置し、その後は名寄南小学校改

築に伴い整備される新グラウンドに移転して、関

連施設も整備することで合意いただいたところで

す。

移転協議に関わり、御理解と御協力をいただき

ました関係者の皆様に感謝申し上げます。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

子ども会育成連合会との共催によるリーダー養

成事業「わくわく！体験交流会」については、１

４人の児童が登録し、第１回目は６月２２日に市

民文化センター屋外において、第２回目は７月６

日から１泊２日で道立トムテ文化の森キャンプ場

にて、キャンプなどの野外体験や集団生活におけ

るリーダーとしての心構えなどを学びました。

第２４回を迎える野外体験学習事業「へっちゃ

ＬＡＮＤ」については、小学４年生から６年生２

７人が参加し、７月３０日から３泊４日の日程で、

道立トムテ文化の森キャンプ場を中心に野外体験
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を行いました。テントでの生活や飯ごう炊飯、ピ

ヤシリ登山、川釣り、キャンプファイヤーなどを

体験した子どもたちは、集団生活を通じてたくま

しく成長し、かけがえのない思い出を作ることが

できました。

東京都杉並区との都会っ子体験交流事業につい

ては、小学４年生から６年生を対象に市内から２

５人、杉並区から２５人が参加し、７月２８日か

ら３１日までは名寄会場、８月５日から８日まで

は杉並会場において、相互交流が行われました。

高校生・大学生ボランティアをリーダーとした班

行動を通して、お互いに協力し合い、友情を深め

ることができました。

次に、青少年センターについて申し上げます。

７月１９日に名寄警察署の協力を得て、北海道

青少年健全育成条例に基づく立入調査を実施しま

した。立入調査では、青少年に対して有害となる

図書類の販売状況の確認、携帯電話販売店へのフ

ィルタリング機能利用徹底の依頼、カラオケ店へ

の青少年利用の指導などを行いました。

夏休み期間中は、名寄市児童生徒補導協議会と

の連携で特別巡視を行うとともに、名寄祭り・風

連ふるさとまつりでは、各町内会から推薦された

指導員とともに街頭指導を実施しました。

次に、教育相談センターについて申し上げます。

適応指導教室では、学校登校に向けて５人の児

童生徒が通室しています。７月２３日には、調理

実習などの体験学習を取り入れたお楽しみ会「ほ

っと縁日」を実施しました。これまで個々に活動

していた通室者が、このお楽しみ会を通じてほか

の通室者とともに活動するなど、交流の輪を広げ

ることができました。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

なお、最後になりますが、２点追加で報告をさ

せていただきます。この間、市民の皆様や市議会

に御心配をおかけしておりました（仮称）市民ホ

ール整備事業についてであります。８月８日に建

築主体工事を初めとする関連工事の入札に係る再

々公告を行っておりましたが、８月３０日に無事

入札の執行が行われ、それぞれ受注業者が決定を

いたしました。既に仮契約を取り交わしておりま

すが、速やかな工事着手を図るため、本日工事請

負契約の締結に係る議会の議決をいただきたく、

追加議案として提出をさせていただきます。よろ

しくお取り計らいくださいますようお願い申し上

げます。

２点目は、公設地方卸売市場についてでありま

す。公設地方卸売市場については、丸鱗名寄魚菜

卸売市場株式会社に施設を貸与し、運営をしてい

ただいたところでありますが、８月３１日に破産

手続に入ったとの掲示が市場施設になされたとこ

ろであります。これについては、８月２９日に市

内金融機関から連絡をいただき、今般の状況にあ

ることの情報を伺ったところであります。地元生

産者や取引先など市内の流通、従業員の方々の生

活など地元に与える影響は大きなものがございま

す。関係者と相談の上、早急に今後の対応につい

て検討を進めてまいります。

以上、概要を申し上げ、報告といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で行政報告を終わ

ります。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時１１分

再開 午前１１時３０分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

日程第５ 議案第１号 名寄市手数料徴収条例

の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市手数

料徴収条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本件は、平成２４年７月９日に住民基本台帳法
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の一部改正に伴い外国人登録原票が廃止され、同

票の記載事項に係る証明については制度移行から

１年が経過をしたことから、当該条項を削除する

ものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第６ 議案第２号

名寄市税外収入徴収条例の一部改正についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号 名寄市税外

収入徴収条例の一部を改正する条例について、提

案の理由を申し上げます。

本件は、本年３月３０日に地方税法の一部を改

正する法律等が公布をされたことに伴い、名寄市

税外収入徴収条例の一部を改正する必要が生じた

ものであります。

改正の主な内容につきましては、延滞金の割合

に係る特例を引き下げ、あわせて文言整理を行う

ものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第７ 議案第３号

名寄市介護保険条例の一部改正についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３号 名寄市介護

保険条例の一部改正について、提案の理由を申し

上げます。

本件は、地方税法及び名寄市税条例の改正によ

る延滞金の割合の変更に伴い、名寄市介護保険条

例の延滞金に係る条項について割合の変更等の整

備を行うものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第８ 議案第４号

名寄市後期高齢者医療に関する条例の一部改正

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第４号 名寄市後期

高齢者医療に関する条例の一部改正について、提

案の理由を申し上げます。

本件は、地方税法及び名寄市税条例の改正によ

る延滞金の割合の変更に伴い、名寄市後期高齢者

医療に関する条例の延滞金に係る条項について割

合の変更等の整備を行うものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第９ 議案第５号

名寄市水洗便所改造資金貸付条例の一部改正に

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第５号 名寄市水洗

便所改造資金貸付条例の一部改正について、提案

の理由を申し上げます。

本件は、平成２６年１月１日から施行されます

地方税法の一部を改正する法律において、延滞金

の割合の変更が行われたことに伴い、名寄市水洗

便所改造資金貸付条例の一部を改正をし、名寄市

税外収入徴収条例に準じて延滞金の率を引き下げ

ようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１０ 議案第６

号 名寄市病院事業の設置等に関する条例の一部

改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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〇市長（加藤剛士君） 議案第６号 名寄市病院

事業の設置等に関する条例の一部改正について、

提案の理由を申し上げます。

本件は、平成１５年１２月１日に当時の国立療

養所名寄病院を国から本市が移譲を受け、名寄東

病院を設置をし、管理を上川北部医師会に委託、

平成１８年９月１日からは指定管理者の指定方式

に変更をしてきているところであります。本条例

の指定管理者の管理の期間が平成２５年度末とな

っており、引き続き指定管理者による管理が行え

るように期間の見直しを行うもので、指定管理者

が長期的な展望に立って管理を行っていくために

は一定の期間を必要とするため、１０年間を期間

とし、所要の改正を行うものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１１ 議案第７

号 北海道後期高齢者医療広域連合規約変更に関

する協議についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第７号 北海道後期

高齢者医療広域連合規約変更に関する協議の件に

ついて、提案の理由を申し上げます。

本件は、住民基本台帳の一部改正に伴い、名寄

市も組織団体となっている北海道後期高齢者医療

広域連合の規約の変更について、地方自治法第２

９１条の１１の規定に基づき議会の議決を求める

ものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１２ 議案第８

号 工事請負契約の締結についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第８号 工事請負契

約の締結について、提案の理由を申し上げます。

本件は、平成２５年度北斗団地公営住宅建設工

事について８月２０日、３社による一般競争入札

を執行した結果、中舘・吉田経常建設共同企業体

が１億 ５００万円で落札をし、これに消費税及

び地方消費税８２５万円を加え、１億 ３２５万

円で契約を締結しようとするものであります。
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名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき提

案をするものであります。

なお、詳細につきましては建設水道部長から説

明をさせますので、よろしく御審議くださいます

ようお願いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 補足説明を長内建設水

道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 議案第８号の提

案理由の追加説明を申し上げます。

本工事は、名寄市公営住宅等長寿命化計画に基

づき老朽化した北斗団地、新北斗団地の建てかえ

事業により建設をするものであり、昨年の実施設

計に基づき平成２６年１０月下旬の完成に向け工

事に着手するものであります。

本日議決をお願いいたします平成２５年度北斗

団地公営住宅建設工事の事業概要について御説明

いたします。本工事は、鉄筋コンクリート造２階

建て、延べ面積は住宅部分が ０３ ８８平方メ

ートル、物置、自転車小屋が５ ９８平方メート

ルの合計 ０８ ８６平方メートルであり、住宅

戸数は２ＤＫが８戸、２ＬＤＫが２戸、３ＬＤＫ

が２戸で合計１２戸の建築工事であります。全体

工事費は２億 ９８０万円を計上しており、建築

工事、機械設備工事、電気設備工事、建具工事、

駐車場整備の５工事に分けて発注を予定しており

ます。本件は、一般競争入札により７月２３日に

公示をし、３社から応募がありましたので、入札

等審議委員会において入札参加資格者３社を認定

し、８月２０日に入札を執行いたしました。結果、

中館・吉田経常建設共同企業体と消費税込み１億

３２５万円で契約を行ったものであります。

なお、工事期間は議決後の翌日から平成２６年

１０月１７日までを予定しております。

次に、お手元の説明資料について御説明をいた

します。図面１番の配置図をお開きください。図

面上部は、来年度発注する駐車場であり、台数は

全住宅分を確保しております。図面中、中央は公

営住宅で、図面下部は入居者が自由に使える菜園

スペースとなっております。

図面２番の１階平面図をお開きください。図面

上部は各戸の物置、自転車置き場などの共用スペ

ースであり、下部は住宅となっております。住宅

の配置は、２ＤＫが４戸、２ＬＤＫが１戸、３Ｌ

ＤＫが１戸となっております。

図面３番の２階平面図をお開きください。各住

戸の配置図は１階と同様となってございます。

図面４番の立面図をお開きください。落雪によ

る事故防止及び除排雪軽減に配慮して、雪庇切り

金具や無落雪屋根及び雁木通路を採用し、外壁面

は塗装仕上げをしたいとしてございます。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

熊谷吉正議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 契約の締結に当たっ

て何点かお聞きをしたいと思います。

１つは、参考までに３社でそれぞれ入札をされ

ていますけれども、入札、落札の状況についてお

聞かせをいただきたいと思います。

それから、２つ目には、これで３棟目になるの

ですね、北斗団地は。それで、もう既に１棟目か

らそれぞれ入居されておりますけれども、当初の

建てたものと現在これから来年１０月完成という

ことで、特に入居者の要望、希望などで全く当初

のものと同じものが設計されたのか、あるいは改

善点などが幾つかあったのかどうかお聞かせをい

ただきたいというように思います。

それから、３つ目には、 １１以降特にオール

電化問題やら、今月からまた電気料金の値上げが

始まりましたけれども、当初から１０年計画とい

うことで１年でも２年でも財源次第では前倒しを

という全体計画があったのですが、いわゆるオー

ル電化がいいのか、あるいはガスか、台所関係で

ガスの利用がいいのかということなど、あるいは
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再生エネルギーの活用の問題なんかについて、こ

の３棟目の実施設計の中ではどういう検討経過が

あるのかどうかお知らせをいただきたいと思いま

す。

それから、前倒しの見通しみたいのが全体計画

の中で見通しが立っているのかどうか、４点目に

お聞かせをいただきたいと思います。

今既存の旧北斗団地の入居者を全部取り込むこ

とになって、最終的には何戸を新規に、現在の入

居状況からして既存の入れかえだけで終わる状況

かどうか、もう少し進捗が徐々に進んでいますの

で、お聞かせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 契約の関係の落札率

を含めてのお話、私のほうから説明させていただ

きます。

３社のＪＶの参加があったというお話を今御説

明させていただきましたけれども、入札に当たり

ましては２回目で落札者が決まったということで、

落札率につきましては９ ４８％となっておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 入居者の要望に

よる改善点ということで御質問いただきました。

これは、北斗団地につきましては、あくまでも老

朽化ということで、構造体、全体的な芯となる部

分については一切変えていないので、壁だとか屋

根、そういったところを変えております。ただ、

改善点はどこかといいますと雁木で、玄関先から

出たら雪や雨に耐えられるということも含めまし

て、そういう整備をさせていただいてございます。

あと、オール電化の関係につきましては、これ

までもいろいろと議論をされておりますけれども、

今回のように北電さんの値上げなんかによります

と、オール電化というのは非常に厳しい状況にな

るのかなと思っておりますけれども、今の状況下

の中ではもともとの設計自体は変えておりません

ので、そのままの推移でこれからもやっていきた

いなと思っておりますけれども、総体的には今後

まだ値上げも含めてそういう上昇する部分があれ

ば検討していかなければならないのかなと思って

ございます。

それと、前倒しの見通しということであります

けれども、今うちの計画期間につきましては平成

２２年から平成３２年を計画期間としてございま

す。現在２４年度までは２棟２２戸、２５年は１

棟１２戸ですので、先ほど議員が言われた３棟が

２５年度に終わる状況になっておりますけれども、

残り８棟についてはこれから整備ということにな

っておりますので、前倒しという部分ではできれ

ばやっていきたいなと思っておりますけれども、

それも財政状況によるものと思っておりますので、

御理解をいただければと思っています。

それと、既存の、新規の状況でございますけれ

ども、今現在その状況で言いますけれども、１１

戸の既存住宅における、現在３棟ということで、

これはこれからも新築はそのまま、北斗団地につ

いては新築ということで整備はしていきますけれ

ども、新北斗については改善ということで整備を

していくということでございますので、御理解を

いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） ちょっと聞き漏らし

たかもしれませんが、１棟目、２棟目、３棟目で

一定の年数もたってきていますから、入居者の、

実際入居されている人たちの使い勝手の問題も含

めて、少しでもやっぱり要望来ているものという

のは２棟目、３棟目、これから４棟目以降に反映

をされていかなかればならないというふうに思う

のですが、何か屋根の部分とか雁木という話だけ

でしたか。特に大きな設計変更は見られなかった

ということなのか、ちょっと確認をして、基本的

には改善をされていかれるだろうというふうに、

当然求められると思いますが、その基本的な考え

についてだけまず１つお聞きをしておきたいと思

います。
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それから、今回３棟目はオール電化の見直しに

ついては特に検討経過はないということなのです

が、電気料金がどうだとかこうだということばか

りでなくて、地元の経済的な効果だとか、あるい

は入居者が棟によってしか選べませんけれども、

燃料関係をどう選ぶか、使い勝手の問題も含めて。

特に電気料金がこのままずっとまた値上げが続く

ということになると、当然要望、希望も出てくる

のでないかと思いますので、これまでも担当課長

なんかの話では絶対オール電化で最後までという

ことではないと。しっかり見直していくのだとい

うお答えもいただいているところなのですが、こ

れはこれですぐ今月からスタートをするというこ

とでやむを得ないかもしれませんけれども、４棟

目以降もっと具体的な見直しに言及をされた上で、

地域経済の関係、あるいは入居者の利便は当然相

絡みますけれども、再生エネルギーのいわゆる太

陽光、例えば太陽光を活用しながら、それとあわ

せてガスの活用なんかも含めて、矛盾しないこと

だというふうに思いますけれども、しっかり見通

しに対する、見直しに対する基本的な考えを少し

整理をされたほうがよろしいのではないかという

ふうに思いますので、改めて御見解をいただきた

いというふうに思います。

それから、ちょっとこれも聞き漏らしたのでは

ないかと思うのですが、最終的に完成年度前倒し

についての基本的な考えは持っておられると思い

ますので、その再確認と既存の、旧の今入ってい

る人、移転をされる方も途中いるかもしれません

し、お亡くなりになる方もいるかもしれませんが、

非常に高齢化も進んでいる団地ですので、最終的

には全く新規に入られる枠というのはどのぐらい

出るという想定でおられるのか、入れかえだけで

はなくて。入れかえは当然充当をしっかりしなけ

ればなりませんけれども、新規に入れる枠の可能

性について少し言及いただければと思います、見

通しとして。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） このたびの北斗

団地のケースの要望、市民要望も含めてどのよう

な変更があったかという御質問でございますけれ

ども、先ほど言いましたけれども、要望的には実

に中身の要望的なことは伺っておりませんけれど

も、総体的には先ほど言いましたけれども、老朽

化に伴ってそれは改善をしていくということで事

業を実施させていただいております。

それと、地元のエネルギーということでありま

すけれども、これも先ほど言いましたけれども、

あくまでもオール電化ということで進めている中

では、当然地元のＬＰガスを含めて、それは検討

しなければならないと思っておりますけれども、

ただ毎年毎年１棟、２棟、３棟とやっていく中で

は、当初の設計の段階では一定程度の検討はさせ

ておりますけれども、これから先ほども言いまし

たけれども、議員は値段ではないというお話をし

ていましたけれども、最終的にはどれだけのコス

トが上がるかということも含めて検討していかな

ければならないものと思っておりますけれども、

議員言われたとおり４棟目あるいは５棟目、これ

から残りの部分についても検討はしていかなけれ

ばならないものと考えております。

それと、前倒しの部分ということでありますけ

れども、最終年度が先ほど３２年ということで言

いましたけれども、そこの部分については今の段

階で前倒しという考え方というか、検討は申しわ

けありませんけれども、してございません。でき

るものであれば、財政事情もつけば前倒しも考え

ております。

それとあと、入居者の関係でありますけれども、

今全てに入居者が戻ってくるというのは考えてお

りませんし、南団地も含めて、２棟目を含めて検

討しておりますので、その分については今後どの

ようになるかわかりませんけれども、ただ新規の

枠についてということでお話をいただきましたけ

れども、今ここで資料持ってきておりませんで、

数はわかりませんけれども、そこも含めて今回の



－25－

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号

戸数的になっておりますので、御理解をいただけ

ればと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 当初計画１０年なの

で、特に北斗、新北斗以上に北斗は高齢化は高い

地域ですから、１年目に１棟目でき上がって入る

方と１０年後、予定では入る方では本当にかなり

実際に入れるのかと、元気であればあれですけれ

ども。そういう意味では、やっぱり１年、２年の

前倒しというのは財源、財政状況次第ですけれど

も、基本的にはそういう方向でしっかり向かって

いくということで、私は今まで議会や私的な調査

でも聞いておりますので、そこら辺は特に財政に

責任ある市長なり副市長なり、基本的な考えだけ、

現在の時点で結構でございますけれども、基本的

な考えを御表明をいただければなというように思

っております。ぜひ当初１棟目建てた住宅に住ん

でおられる方のいろんな、大きな変化がなければ、

設計全体に変更ということでなければ従前どおり

で結構なのかもしれませんけれども、できるだけ

新しくこれからできていく住宅に反映をしていく

という基本的な考え方についてはいただいており

ますから、前倒しの関係について少しお答えをい

ただいて、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 今熊谷議員おっしゃ

るとおり、高齢化社会の中における公営住宅のあ

りようと、それから若干まちの中から外れた新北

斗と北斗団地の建てかえ事業ということでありま

すので、できるだけ財政の許す範囲で前倒し対応

ということについては可能であれば検討したいと

いうふうに思っていますけれども、合併したまち

であるということも含めて平成２８年から３２年

にかけて１７億円程度の合併算定がえの大幅な削

減ということも同時進行で作業を進めていまして、

片方では合併してから風連地区における本町地区

の再開発も含めて、今回の市民ホールも含めて、

さまざまなハード事業の関係も取り組んでおりま

すので、この辺毎年毎年のローリングと、それか

ら住宅マスタープラン等も含めて、ちょっといろ

いろな検討はしてみたいと思いますけれども、相

当大きい。公営住宅の関係につきましては、国か

らの住宅交付金が出るのですけれども、有利な起

債がほとんど使えないで家賃で対応すると、こう

いう状況でもありますので、改めて総合計画のロ

ーリングの中でさまざまな検討はしてみたいと思

っています。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午前１１時５９分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を再開いたします。

日程第１３ 議案第９号 平成２５年度名寄市

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 平成２５年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。
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今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正をしようとするものでありまして、歳入歳

出それぞれ９億 ６２０万円を追加し、予算総額

２００億 ７８２万 ０００円にしようとするも

のであります。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして一般管理事業費で備荒資金組

合超過納付負担金１億円の追加は、今後見込まれ

る地方交付税の合併算定がえの終了など将来の安

定的な財政運営に備えて負担金の超過納付を行お

うとするものであります。同じく２款総務費にお

きまして一般管理事業費で公共施設整備基金積立

金１億１００万円の追加は、今後見込まれる公共

施設の老朽化に備え基金の積み立てを行おうとす

るものであります。

同じく２款総務費におきまして地域総合整備資

金貸付事業費２億 ７００万円の追加は、現在工

事中の株式会社アイ・ジーによるメガソーラー発

電施設建設に対し、新エネルギー活用推進の観点

等から資金を貸し付けしようとするものでありま

して、国の地域総合整備資金貸付制度を活用しよ

うとするものであります。財源として同額を市債

で計上しております。

６款農林業費におきまして強い農業づくり事業

費２億 ９１０万円の追加は、道北なよろ農業協

同組合の実施をするカボチャ集出荷施設の整備事

業に対し補助しようとするもので、財源として道

支出金で１億 ４００万円と市債で ５１０万円

を計上しております。

同じく６款農林業費におきまして有害鳥獣・ヒ

グマ等対策事業費１７６万円の追加は、昨年度に

比較し、既に市内各地域で頻発をしているヒグマ

による農業被害防止及び地域の安全確保を図るた

め、ハンターの出動経費等の総額を早期に確保し、

体制を整えてヒグマ対策に当たろうとするもので

あります。

７款商工費におきましてよろーな管理運営事業

費４６７万 ０００円の追加は、このたび完成を

いたしました南側よろーな駐車場を含めた除排雪

に係る経費及び供用開始後入居者の方々との意見

交換を受けて実施をする施設の一部改良に係る経

費を補正をしようとするものであります。

８款土木費におきまして河川維持管理事業費５

００万円の追加は、豪雨等により河岸の崩壊や土

砂の流入があった河川の改修を実施をし、安全な

交通の確保や農作業被害の事前防止等を図ろうと

するものであります。

１０款教育費におきまして大学一般行政経費で

備荒資金組合超過納付負担金２億円の追加は、今

後予定される大学図書館等の強化、充実に係る財

源の確保及びこれに係る起債償還に対応するため

負担金の超過納付を行おうとするものであります。

同じく１０款教育費におきまして図書館建設事

業費４００万円の追加は、現在基本設計が行われ

ております大学図書館建設に係る地質調査を実施

をしようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。事業費の変

更に伴う特定財源の調整のほか、収支不足を地方

交付税で調整をいたしました。

２０款繰越金で前年度繰越金１億 １０４万

０００円の追加は、平成２４年度一般会計決算に

係る剰余金を全額計上しようとするものでありま

す。

次に、第３表、債務負担行為補正では、名寄市

立大学の大学案内作成業務につきまして大学案内

に掲載をする情報を早期に収集する必要があるこ

となどから、年度を前倒しで契約をするために追

加をしようとするものであります。

次に、第４表、地方債補正では、地域総合整備

資金貸付事業ほか１件を追加をし、臨時財政対策

債を変更しようとするものであります。

以上、補正の概要について申し上げましたが、

細部につきましては総務部長から説明をさせます

ので、よろしく御審議くださいますようお願いを

申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 補足説明を扇谷総務部
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長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） それでは、一般会計

の補正予算につきまして市長より申し上げた分の

重複を避けて補足説明をさせていただきます。

まず最初に、歳出から説明させていただきます。

議案第９号の１４ページから１５ページをお開き

ください。６款農林業費、１項２目農業振興費で

水稲の乾田直播技術向上機械整備事業補助金９０

０万円の追加は、名寄市内の曙乾田組合の取り組

む技術向上事業に対し補助しようとするものであ

りまして、財源として同額を道支出金で計上する

ものであります。同じく６款農林業費、１項２目

農業振興費で経営体育成支援事業補助金 ４７２

万 ０００円の追加は、名寄市農業の中心的な経

営体６者に対し機械、施設の購入に係る費用を補

助しようとするものでありまして、財源として同

額を道支出金で計上するものであります。

１６ページから１７ページをお開きください。

７款商工費、１項３目スキー場費で第４ロマンス

リフト常用制動機分解整備工事１６７万円及び第

１・第２リフト電気部品交換工事１５１万 ００

０円の追加は、シーズン終了後の点検においてそ

れぞれ不良箇所が発見されたため、安全な運行管

理のために改修を実施しようとするものでありま

す。

１８ページから１９ページをお開きください。

８款土木費、４項３目公園費で公園施設整備工事

４５０万円の追加は、風連地区緑町公園内にある

池周辺の護岸柵が老朽化し、危険な状態にあるた

め、これを改修しようとするものであります。

２０ページから２１ページをお開きください。

１０款教育費、１項４目教育研究指導事業費の嘱

託職員報酬及び共済費合わせて１３５万 ０００

円の追加は、名寄西小学校において新たに児童の

在籍数がふえた情緒学級に対して指導体制の強化

を図るため、学習支援員の増員をしようとするも

のであります。

１０款教育費、７項２目体育施設費で名寄スケ

ートリンク場管理運営事業費の備品購入費で５１

５万円の追加は、移転するスケートリンクに必要

なプレハブ棟及びリンク用除雪機等を購入しよう

とするものであります。同じく名寄スケートリン

ク場管理運営事業費で名寄スケートリンク管理棟

新設工事を８００万円減額し、予算の組み替えを

しようとするものであります。

次に、歳入について説明させていただきます。

６ページから７ページをお開きください。１１款

地方交付税で普通交付税３億 ８９１万円の追加

は、収支不足を調整するものであります。

８ページから９ページをお開きください。１８

款寄附金４６９万 ０００円の追加は、市民の皆

様からいただきました寄附金として一般寄附金で

３０１万 ０００円、社会福祉費寄附金で１万

０００円、農林業費寄附金で１６万 ０００円、

教育費寄附金で１４９万 ０００円を追加補正し、

それぞれ活用させていただくものであります。

１９款繰入金で財政調整基金繰入金１億円の減

額は、今後の財政状況を勘案し、財政調整基金の

取り崩しを減少させようとするものであります。

以上、補足説明とさせていただきますので、よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま
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した。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１４ 議案第１

０号 平成２５年度名寄市国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１０号 平成２５

年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして各種

負担金、納付金及び交付金の精算を中心に補正を

しようとするものでありまして、歳入歳出それぞ

れ６１６万 ０００円を増額をし、予算総額を３

３億 ６３２万円にしようとするものであります。

まず、歳出について申し上げます。１款総務費

では、国保連合会負担金の決定により１１万 ０

００円を追加をしようとするものであります。

３款後期高齢者支援金では、支援金額の決定に

より１４２万 ０００円を減額しようとするもの

であります。

４款前期高齢者納付金等では、納付金額の決定

により１４万 ０００円追加しようとするもので

あります。

６款介護納付金では、納付額の決定により７０

万 ０００円減額しようとするものであります。

１１款諸支出金では、主に平成２４年度保険給

付費等の確定に伴う精算還付金として８０３万円

を追加しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。９款繰越金

では、前年度繰越金のうち６１６万 ０００円を

追加しようとするものであります。

次に、直診勘定について申し上げます。直診勘

定におきましては、歳入歳出それぞれ５２９万

０００円を追加し、総額を１億 ２９１万 ００

０円にしようとするものであります。

補正の内容について歳出から申し上げます。１

款総務費では使用料及び賃貸料で２１万 ０００

円を、３款施設整備費では医療機器等の備品購入

費で５０７万 ０００円をそれぞれ追加をしよう

とするものであります。

次に、歳入について申し上げます。４款繰入金

では、一般会計繰入金で５２９万 ０００円追加

をして調整を図ろうとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１５ 議案第１

１号 平成２５年度名寄市介護保険特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 平成２５

年度名寄市介護保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれに ７２１万 ０００円追加をし、

予算総額を２２億 ３４８万 ０００円にしよう

とするものであります。

補正の主なものを歳出から申し上げます。平成

２４年度の介護給付費負担金の精算等に伴い、６



－29－

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号

款諸支出金では返還金として ７２１万 ０００

円を追加をしようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。歳出と同様、

平成２４年度の介護給付費負担金の精算等に伴い、

６款道支出金では ６９７万円を、９款繰越金で

は ０２４万 ０００円を追加しようとするもの

であります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１６ 議案第１

２号 平成２５年度名寄市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 平成２５

年度名寄市下水道事業特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、地域の元気臨時交付金事業によ

る道路改良舗装工事に伴い、公共桝取りかえ工事

を追加をし、補正をしようとするものであり、歳

入歳出にそれぞれ２５２万円を追加をし、予算総

額を１１億 ８４５万 ０００円にしようとする

ものであります。

まず、歳出について申し上げます。１款下水道

事業費では、南６丁目仲通道路改良舗装工事等に

伴う公共桝取りかえ工事費として２５２万円を追

加をしようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。４款繰入金

では、歳入歳出予算調整のため一般会計繰入金で

２５２万円追加をしようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１７ 議案第１

３号 平成２５年度名寄市病院事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 平成２５

年度名寄市病院事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、市立病院における精神科病棟改

築事業に伴い整備をするヘリポート設置費用に対

する補助金収入等について補正をするとともに、

地方公営企業法第３３条第２項の規定に基づき予
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算に定める取得する重要な資産に内視鏡システム、

検体検査システムを追加しようとするものであり

ます。

補正の内容について収益的支出から申し上げま

す。２款病院事業費用では、精神科病棟改築工事

中の駐車場管理、休日案内業務委託、老朽化が進

んでいる院長公宅の解体費及びそれに伴う資産除

却費７７７万 ０００円を追加し、総額を８９億

１９７万 ０００円にしようとするものであり

ます。

次に、資本的収入では、３款資本的収入におき

ましてヘリポート設置費用に対して補助金が採択

をされる見通しとなったことから、企業債の借り

入れで ５００万円を減額、道補助金で ５００

万円を追加しようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１８ 議案第１

４号 平成２５年度名寄市水道事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号 平成２５

年度名寄市水道事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、地域の元気臨時交付金事業によ

る道路改良舗装工事に伴う支障水道管移設工事に

係る工事負担金の増額及び当該工事の追加につい

て補正をしようとするものであります。

まず、資本的収入について申し上げます。３款

資本的収入では、工事負担金に７００万円追加を

し、総額を３億 ４４６万 ０００円にしようと

するものであります。

次に、資本的支出について申し上げます。４款

資本的支出では、南６丁目仲通道路改良舗装工事

に伴う支障水道管移設工事費として７００万円追

加をし、総額を６億 ５８５万 ０００円にしよ

うとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１９ 議案第１

５号 平成２４年度名寄市一般会計決算の認定に

ついて、議案第１６号 平成２４年度名寄市国民

健康保険特別会計決算の認定について、議案第１
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７号 平成２４年度名寄市介護保険特別会計決算

の認定について、議案第１８号 平成２４年度名

寄市下水道事業特別会計決算の認定について、議

案第１９号 平成２４年度名寄市個別排水処理施

設整備事業特別会計決算の認定について、議案第

２０号 平成２４年度名寄市簡易水道事業特別会

計決算の認定について、議案第２１号 平成２４

年度名寄市公設地方卸売市場特別会計決算の認定

について、議案第２２号 平成２４年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定について、議

案第２３号 平成２４年度名寄市後期高齢者医療

特別会計決算の認定について、議案第２４号 平

成２４年度名寄市病院事業会計決算の認定につい

て、議案第２５号 平成２４年度名寄市水道事業

会計決算の認定について、以上１１件を一括議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１５号から議案第

２５号までの平成２４年度名寄市一般会計決算、

各特別会計決算、病院事業会計決算の認定につい

て及び名寄市水道事業会計決算の認定について、

一括して提案の理由を申し上げます。

各会計の決算につきましては、議案第１５号か

ら議案第２３号までは平成２５年５月３１日、議

案第２４号及び議案第２５号は平成２５年３月３

１日をもってそれぞれ出納閉鎖をし、決算を行い

ましたので、地方自治法第２３３条第３項及び地

方公営企業法第３０条第４項の規定により議会の

認定に付するものであります。

なお、細部につきましては別途御説明をさせて

いただきますので、よろしく御審議をくださいま

すようお願いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

議案第１５号外１０件については、本会議質疑

を省略し、全議員をもって構成する決算審査特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査いたした

いと思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号外１０件については、全

議員をもって構成する決算審査特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することに決定いたし

ました。

ただいまの決定に基づき、決算審査特別委員会

の委員に全議員を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２０ 報告第１

号 専決処分した事件の報告について、報告第２

号 専決処分した事件の報告について、以上２件

を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第１号及び報告第２

号 専決処分した事件の報告について、一括して

提案の理由を申し上げます。

初めに、名寄市営住宅栄町５５団地に入居して

いた借家人について申し上げます。本件借家人は、

平成１８年１月分から平成２１年３月分までのう

ち３３カ月分の家賃を滞納したまま退去をし、退

去後においても再三にわたり納付催告を行ってま

いりましたが、納入の意思を確認できないため、

道北法律事務所と委任契約を交わし協議を進めて

いたところ、和解の申し出があり、訴え提起前の

和解が成立をいたしました。

次に、名寄市営住宅新北斗団地に入居していた

借家人に対する事件について申し上げます。本件

借家人は、平成１９年８月分から平成２４年８月

分までのうち４８カ月分の家賃を滞納したまま退

去、退去後においても再三にわたり納付催告を行

ってまいりましたが、納入の意思を確認できない

ため、道北法律事務所と委任契約を交わし和解を

しようとするものであります。

地方自治法第１８０条第１項の規定により専決

処分をしましたので、同条第２項の規定により御

報告を申し上げます。
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よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

報告第１号及び報告第２号を終結いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 市長より議案第２６号、

議案第２７号、議案第２８号 工事請負契約の締

結について提出されました。これについては、さ

きに行われた議会運営委員会にて日程に追加し、

議題とすることを決定しております。

お諮りいたします。お手元に配付の追加日程の

とおり日程に追加し、議題とすることに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

議案第２６号、議案第２７号、議案第２８号を

日程に追加し、議題とすることに決定をいたしま

した。

〇議長（黒井 徹議員） 追加日程第１ 議案第

２６号、議案第２７号、議案第２８号 工事請負

契約の締結についてを一括して議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２６号及び議案第

２７号並びに議案第２８号 工事請負契約の締結

について、一括して提案の理由を申し上げます。

本件は、（仮称）市民ホール整備事業における

建築主体工事及び電気設備工事並びに空調換気設

備工事の工事請負契約を締結しようとするもので

ありまして、まず議案第２６号の建築主体工事に

つきましては、８月３０日に４社指名による競争

入札を執行した結果、岩倉・盛永・大野特定建設

工事共同企業体が１１億 ４００万円で落札をし、

これに消費税及び地方消費税 ６２０万円を加え、

１１億 ０２０万円で契約を締結しようとするも

のであります。

次に、議案第２７号の電気設備工事につきまし

ては、同じく本年８月３０日に４社による一般競

争入札を執行した結果、末廣屋・新光特定建設工

事共同企業体が２億２５０万円で落札をし、これ

に消費税及び地方消費税 ０１２万 ０００円を

加えて２億 ２６２万 ０００円で契約を締結し

ようとするものであります。

次に、議案第２８号の空調換気設備工事につき

ましては、同じく本年８月３０日に４社による一

般競争入札を執行した結果、日比谷・池田・扶桑

特定建設工事共同企業体が３億 ４００万円で落

札し、これに消費税及び地方消費税 ７２０万円

を加え３億 １２０万円で契約を締結しようとす

るものであります。

以上３件について名寄市議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条

の規定に基づき議会の議決を求めるものでありま

す。

以上、提案の概要について申し上げましたが、

詳細につきましては建設水道部長より説明をさせ

ますので、よろしく御審議くださいますようお願

いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 補足説明を長内建設水

道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 議案第２６号、

（仮称）市民ホール整備事業（建築主体工事）、

議案第２７号、（仮称）市民ホール整備事業（電

気設備工事）、議案第２８号、（仮称）市民ホー

ル整備事業（空調換気設備工事）の提案理由の追

加説明を一括して申し上げます。

（仮称）市民ホールは、これまで議会や委員会

でも御報告させていただきましたが、老朽化した

市民会館の代替施設にとどまらず、隣接する既存

市民文化センターと一体的な施設としてすぐれた

文化芸術の鑑賞機会や文化創造の拠点、地域コミ

ュニティーの醸成の場、まちの活力の創出の場と
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して担っていく施設をつくるものであります。

建物の構造、規模は、鉄骨鉄筋コンクリート造、

一部鉄骨造、地上４階建て、延べ面積 ３６０平

方メートルと新築棟東側の既存名寄市民文化セン

ターの内外部改修を一括して工事に着手いたしま

す。

なお、本事業の発注区分につきましては、工事

請負として建築主体工事、電気設備工事、空調換

気設備工事、給排水衛生設備工事、舞台機構工事、

舞台照明工事、舞台音響工事の７工事と委託請負

として現場管理の計画内容を熟知している実施設

計業者と随意契約を行い、事業を進めてまいりま

す。

このうち本日議決をお願いします建築主体工事、

電気設備工事、空調換気設備工事につきまして入

札の経過と結果について申し上げます。最初に、

議案第２６号、（仮称）市民ホール整備事業（建

築主体工事）でございます。入札等審議委員会が

入札参加資格者と認定した者の中から８月８日に

４社に指名し、指名通知を行い、平成２５年８月

３０日に指名競争入札により入札を執行いたしま

した。結果、岩倉・盛永・大野特定建設工事共同

企業体と消費税込み１１億 ０２０万円で契約を

行ったものであります。

次に、お手元の説明資料の建築主体工事につい

て御説明いたします。図面１番の配置図をお開き

ください。新築棟が図面中央にあり、その右手に

既存名寄市民文化センターとなる位置関係を示し

ております。新築棟、既存棟は渡り廊下で接続し、

双方の施設機能を補完できるように配慮しており

ます。

図面２番の１階平面図をお開きください。新築

棟の床面積は約 ０００平方メートルで、中心に

ホールを構え、上部を倉庫や楽屋ゾーンと中央左

手には機械室、下部と右手は市民利用空間として

事務室、多世代交流スペース、音楽スタジオ、展

示スペースを配置しております。既存棟の改修に

つきましては、多目的ホールのステージ拡張及び

防音改修や和室、市民工芸室、トイレなどの機能

向上を図ってまいります。

図面３番の２階平面図をお開きください。新築

棟の床面積は約８６０平方メートルで、ホール、

客席を中心に下部に親子観覧室、トイレ、電気、

空調機械室などを配置しております。既存棟は、

研修室の簡易防音ドア化、映写室の収納庫など一

部改修を行います。

図面４番の３階平面図をお開きください。床面

積は約３４０平方メートルの中に照明操作と音響

操作をするための調整室と空調機械室を設けてお

ります。主には、舞台と客席の上部空間で形成さ

れておりますが、客室内壁の外側には管理用の点

検通路を設けております。

次に、図面５番の４階平面図をお開きください。

床面積は約４５平方メートルの中にフォロースポ

ット室を設けてございます。３階と同様に主には

舞台と客席の上部空間で形成をされております。

次に、図面６番の立面図をお開きください。一

番上の図は南側から、中央の図は浅江島公園側か

ら、下の図の左手は東側から、右手の西側は豊西

小学校側からそれぞれ見た図面であります。

続きまして、議案第２７号、（仮称）市民ホー

ル整備事業（電気設備工事）につきまして入札の

経過と結果について申し上げます。本件は、一般

競争入札により道内規定の入札参加特定建設工事

共同企業体を公募し、４社から応募がありました

ので、入札等審議会において入札参加資格者４社

を認定し、８月３０日に入札を執行いたしました。

結果、末廣屋・新光特定建設工事共同企業体と消

費税込み２億 ２６２万 ０００円で契約を行っ

たものであります。

次に、お手元の説明資料の電気設備工事につい

て御説明いたします。図面１番の１階、２階幹線

動力設備図をお開きください。本工事は、配電盤

から各機器等に電気を送る電路をつくる幹線設備

や動力設備、照明器具設置、コンセントの設備、

避雷保護設備、情報通信など整備を行うものであ
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ります。また、既存棟の建築改修にあわせて各電

気設備も改修してまいります。

図面２番の３階、４階の幹線動力設備図につき

ましては、図面１番と同様でございます。

次に、図面３番の１階から２階の照明設備をお

開きください。照明設備については、ギャラリー

や廊下などはＬＥＤ照明を採用し、省電力化を図

っております。また、ＬＥＤ以外の照明につきま

してはダウンライトや蛍光灯を採用しております。

次に、図面４番の３階、４階の照明設備図につ

きましては、図面３番と同様でございますので、

省略させていただきます。

続きまして、議案第２８号、（仮称）市民ホー

ル整備事業（空調換気設備工事）についての入札

の経過と結果について申し上げます。本件は、一

般競争入札により道内限定の入札参加特定建設工

事共同企業体を公募し、４社から応募がありまし

たので、入札等審議委員会において入札参加資格

者４社を認定し、８月３０日に入札を執行いたし

ました。結果、日比谷・池田・扶桑特定建設工事

共同企業体と消費税込み３億 １２０万円で契約

を行ったものであります。

次に、お手元の説明資料の空調換気設備工事に

ついて御説明をいたします。図面１番の空調換気

設備系統図をお開きください。空調換気設備工事

は、熱源設備を電力平準化や災害への備えができ

る仕様とし、主熱源はＡ重油を燃料とした設備、

事務室や楽屋などへの熱源はＬＰＧを採用し、エ

ネルギーの多様化を図っております。図面１番に

おきましては、空調設備の配管や機器の設置を建

物の断面に写し模式化した系統図を添付してござ

います。

図面２番の空調配管系統図をお開きください。

こちらは、冷暖房の系統図になり、各室までの配

管と設置する機器を示しております。

なお、工事期間は３件いずれも議決後の翌日か

ら平成２７年２月２５日まで予定をしております。

以上、追加説明といたします。よろしく御審議

くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第２６

号外２件について一括して質疑に入ります。御発

言ございませんか。

熊谷吉正議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 何点かお尋ねいたし

ます。

建築本体の関係、１回目、２回目失敗をされて

３回目ということで、いろいろ御努力もあったの

でしょうが、結果として９ ９３％ということで、

予定価格との差７０万円、１１億円という大きな

予算規模の中での９ ９何％という評価について

まずお伺いをしたいと思います。

２つ目には、１回目、２回目の臨時会等の関係

などで市民周知のその後の経過、これまでの執行

者の説明によりますと対外的な要因を中心に説明

をされて、３回目はまさに失敗ができない入札行

為ということでありましたけれども、正式に１回

目、２回目の原因調査なども含めて市民説明もい

ただくことになっておりますから、その辺につい

ての結果についてお知らせをいただきたいと思い

ます。

それから、３つ目には１回目、２回目の関係で、

３回目結果的には ０００万円上積みをされてと

いう経過がございますけれども、業者のランクに

よりそれぞれ判断をされ、１回目、２回目それぞ

れ指名等されていますが、最終的には現場段階で

のいろいろ積み上げの努力、そして最終的にどの

ような入札行為を行うかというのは市長なり副市

長、最高責任者での判断があったのではないかと

思いますが、その辺についての経過についてもお

知らせをいただきたいというふうに思います。

まず、この３点についてお聞かせをいただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） まず、今回再々入札

という形で無事終わりましたけれども、結果とし

て高い落札率になっているということでありまし
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て、この辺の考え方について御説明をさせていた

だきたいと思いますが、これまで何回か繰り返し

お答えをしておりますが、予定価格の積算の考え

方でありますけれども、これはあくまで私ども従

前からの既定のルールにのっとった形で積算をし

ておりまして、今回約 ０００万円を超える上積

みをして入札に、結果として落札に至ったという

話で形としてはなっておりますが、非常に厳しい

入札の結果であると。落札率が予定価格ぎりぎり

ということでは、非常に厳しい認識を持っており

ます。この間さまざま報道機関等でも報道されて

おりますけれども、私ども従前の一般的なルール

の中では読み切れない部分が相当あったというふ

うにも結果としては考えざるを得ないというとこ

ろでありますし、積算上なかなかこれもまた織り

込むことができないような中でそれぞれ資材の問

題ですとか、それから技能労働者の確保等の問題

がやはり出てきているのかというふうに考えてお

ります。こういったことから、高い落札率の背景

にしましては今説明申し上げたような影響があっ

たのかなというふうには結果として考えざるを得

ないというふうに考えております。

それから、市民周知の考え方でありますけれど

も、この間２回の入札が中止に至るということに

関しましては、議会等々とのやりとりを含めて、

また市民の皆さんにはホームページ等を通じて、

それぞれ市長のこれまでの経緯、今後の考え方に

ついては周知をさせていただいたというふうに考

えております。しかしながら、この間２回の入札

の延期に係る、特に２回目につきましては事情聴

取も行われたということでありますけれども、３

回目の入札に係るさまざま細かい内容についても

いわゆる事情聴取をさせていただいたということ

で、こうした内容につきましては３回目の入札に

一定程度予断を与える部分も多く含まれていると

いうことでありまして、細かい２回までの内容に

つきましてはなかなか周知しにくい状況であった

ということにつきましては一定程度御理解いただ

けるものなのかなというふうに考えております。

しかしながら、そういった経過も含めて３回で何

とか入札にこぎつけたということがありますから、

今後の考え方、対応等につきましてはしっかりま

た市議会初め市民の皆さんに周知できるような形

で、ぜひホームページ等を含めてこれについては

対応してまいりたいというふうに考えております。

特にきょう議決をいただきましたならば、速やか

に工事のほうに入るということでありますから、

工事の安全性含めて改めて町内会等の対応も含め

て必要になってくるというふうに考えております

ので、そうした細かい機会を捉えてしっかりこの

間の経緯なり今後の対応なりを説明申し上げるよ

うな機会もまた持っていきたいというふうに考え

ております。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） ２回の入札が行

われなかった、この調査とその結果についてとい

うことでお話をいただきました。１回目の公募に

つきましては、４月２５日から５月１５日まで公

募を行いまして、その間電気設備、空調、それか

ら給排水につきましては応募がございました。建

築主体工事については応募がなかったということ

でございます。この建築主体工事の公募につきま

しては、評定値は ５００点とさせていただきま

した。これは、市民会館建設以降５０年ぶりのホ

ール建設ということもありまして、市民の市民ホ

ールに対する期待も非常に大きいということ、過

去２０年間のホールなどの建設実績や特に構成企

業体の代表が進めるところであること、さらには

ホール建設に伴う音響、照明、舞台などの調整や

取り合いなどの高い技術なども考慮して評定値を

決定したところであります。また、建築以外の附

帯工事もございまして、その取り合いなど調整を

しながらの施行となりますので、非常にスケジュ

ールに大きく影響するのではないかということで、

実績を積んだ業者とさせていただきましたけれど

も、結果として ５００点以上の業者の応募がご
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ざいませんでした。これは、これまでの政権下に

おける公共事業の縮減の影響あるいは政権がかわ

り、国の施策によって公共事業が増額して全国各

地で防災、安全対策などの大型事業が急増したこ

とも加え、震災復興などによって多くのゼネコン

も参加している時期であったと考えてございます。

それぞれの支店などの技術者や労務者を東北地方

に異動させ、道内での発注に対する準備が整わな

かったと考えてございます。

２回目の公募につきましては、当初と同様の公

募条件とすることは非常に困難という判断をさせ

ていただきまして、評定値を緩和して ２００点

以上とさせていただきました。建築主体工事に係

る入札の公告で２つのＪＶにより参加申請があり

ましたけれども、そのうちの１社から辞退という

ことで申し出があり、入札の延期を決めたところ

であります。これらの実態を受けまして、その要

因などについて調査あるいは時点修正を行ったと

ころでございますけれども、入札辞退につきまし

ては先ほど総務部長からもお話ありましたけれど

も、辞退された業者から事情聴取をさせていただ

きました。具体的な内容まではお話しすることは

できませんけれども、予定価格との乖離があった。

また、労務不足から工期の延長が必要であるとい

うことも確認をさせていただいております。全道

的な状況を見ますと、震災復興の関係、あるいは

民主党政権下における公共事業の圧縮などによっ

て雇用の削減あるいは重機の維持ができなくなり、

技術者やオペレーターなども不足しているという

状況もございました。さらには、鉄筋工や型枠工

などの技能工不足も拍車をかけておりまして、そ

れらが顕在化している状況でもございました。辞

退した業者からの事情聴取では、予定価格に乖離

がありましたけれども、名寄市における積算につ

きましてはこれまでもお話しさせていただいてお

りますけれども、営繕単価あるいは刊行物、これ

は公共建築物の設計積算に使用されているもので

ありますけれども、これらにないものについては

メーカー３社から見積もりをとる。そして、実勢

価格を加味して設計単価を行うということになっ

てございます。全道的にも同じルールのもとに積

算を実施しておりまして、これは昨年１２月に執

行されました市立病院の精神科病棟改築工事につ

いても同じルールに基づき積算をさせていただい

たところであります。しかしながら、予定価格に

乖離があるということでございましたので、当然

ながら時点修正も行わせていただきました。予定

価格も含めてみますと、認める中では大まかであ

りますけれども、４％以上の物価上昇ということ

で、資材関係が上がっていた状況であります。た

だ、労務単価につきましては、北海道のほうから

営繕単価が来ておりますけれども、ほとんど変わ

っていない状況ということでございましたので、

これらに基づき時点修正を行った結果、このたび

の補正額となったところでありますので、御理解

をいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） この間議員の皆さん、

市民の皆さん方に大変御心配をおかけしましたけ

れども、３回目で辛うじて落札者が出たというこ

とで、これからは議決いただいた後、速やかに工

事着手に向けて進めてまいりたいと思います。こ

の間市民ホールの建設につきましては、たび重な

る議員協議会、それから市民委員会での相当な議

論をしまして、これまでも議会にお示ししました

ように、地元調達可能なものについては地元業者

を最大限活用するということで、技術的には音響、

それから照明関係も含めて、舞台も含めて相当技

術レベルの高い工事ということにつきましては、

この間議会の皆さん方にも総務部長、建設水道部

長のほうからお答えをさせていただきました。そ

ういう状況の中で過去２０年間の道内の劇場型の

市民ホールの設置につきましては、朝日町さんも

含めてスーパーゼネコンさんを活用しているとい

う例もありましたので、高い技術力と地元の地域

の経済、雇用にも配慮して、その高い技術を地元
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の業者のほうにも経験を積ませるということも含

めて、今回公募型で１回目、２回目をさせていた

だきました。残念ながら２回目の業者につきまし

ては前日の辞退ということでありまして、それも

価格的に相当予定価格と大きな開きもあって、民

間企業であるがゆえに一定の差が大き過ぎること

については諸経費等の中でののみ込みも不可能だ

と、こういう状況でありましたので、先ほど建設

水道部長が言いましたように道の営繕単価を予定

価格の根拠にしている関係もありまして、この間

１回目、２回目では予定価格を見直すだけの道か

ら単価の改正がなかったものですから、３回目に

つきましてはしっかり落札すべく道から示されて

いる単価について時点を修正させていただきまし

て、今回の入札に臨ませていただきました。公平、

公正な入札であるということと、それから先ほど

述べましたように市民期待の大きな施設でありま

すので、この辺しっかり考えて、打てるべき手は

全部打って臨んだつもりでありますので、ぜひこ

の辺については御理解賜りたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） お聞きしました１点

目の落札９ ９３％の関係については、電気設備

や給排水設備等が大体他の２件は９５％で一定の

競争性が担保されたのかなという感じはしますが、

本体のほうの９ ９３％という率については、業

者さんの積算能力、熟度が高まったというよい評

価もすることもできるし、逆に言えば税金をぎり

ぎりのところまで支出をせざるを得ない状況の結

果でもあるし、両面そういう意味では競争性が非

常に乏しかったなという印象は拭えないのですけ

れども、出た結果については尊重はしますけれど

も、やっぱり両面の評価が出るのではないかとい

う感じがしております。特に２回目の問題の関連

も含めて、地元ＪＶ、入ったＪＶが１社という状

況については、そういう面では競争性に多少欠け

るのかなという印象が拭えませんけれども、副市

長いわく公明、公正に情報収集をしながら対応し

たということでしょうから、結果として尊重いた

しますけれども、ただ１回目、２回目の判断、２

回目は特定の業者さんが辞退をされたということ

で行政側としての責めはないのかもしれませんが、

１回目はやっぱり事前の情報収集等を含めてかな

り判断に誤りがあったのではないかという印象を

受けざるを得ませんけれども、それについての認

識を改めてお聞きをしたいと思っています。それ

は、結果として買い手市場につながることに、あ

るいは道単価の見直しという経過も中に入ってお

りますけれども、トータルとして税金を ０００

万円から ０００万円上積みをしなければならぬ

という結果になったり、当初２６年１０月完成予

定が大幅に数カ月ずれるということでは、大変準

備をされていた、あるいは期待をされている市民

からすると、これについても一定の行政的な責め

についてはやっぱりけじめをつける必要もあるの

でないかというふうに考えておりまして、考え方

についてお知らせをいただきたいというふうに考

えます。

それと、もう一点は、市民説明、これから総務

部長から懇切丁寧に御説明はいただきましたけれ

ども、改めてやっぱり出た結果以降、特にあす以

降、きょう成立するとすればあすからということ

になるわけで、これから具体的にもう既に新聞に

も具体的な運用や完成以降のソフトの関連などを

含めた準備が始まっているようでありますけれど

も、市民説明についてはしっかりあらゆる方法を

通して理解をしていただくような努力を、説明責

任を果たしていただかなければなりませんけれど

も、責任者の立場で改めてその点についてお聞き

をしておきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） １回目のスーパーゼ

ネコンを使ったことが判断が間違ったのではない

かという御意見ですが、先ほども述べましたよう

に、これまでも議会説明で述べましたように、や

はり通常の一般の建物とは違って相当ハイレベル
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な技術を要するということで、過去２０年間の実

績を調べさせていただきました。その中で結果と

して北海道、それから東北に近い北海道というこ

とも含めて、北海道の業者さんも東日本大震災の

復興事業のほうに人的なものも導かれていると。

その片方で国全体として公共事業の圧縮傾向の中

で削減されている傾向の中で、やはりスーパーゼ

ネコンといえどもかち合うような仕事の中で、特

に東北地方におきましては港湾の関係で大きく工

事の進捗がおくれているということもありました

ので、大手スーパーゼネコンの皆さん方におかれ

ましてもそういう面では受けたくても自分たちの

抱えている業務量が相当かち合いをしていまして、

新たな分野のところまで来ることについては難し

かったのかというのにつきましては、実際に応募

がなかった段階で改めてその関係については認識

をさせていただきました。決してその関係につき

ましては、地元の業者を含めたＪＶということも

ありましたけれども、やはり改めて公共事業の仕

事が担う業者が少なくて大変だというのにつきま

しては、この間も言いましたけれども、昨年９月

段階で東北のほうにおきましては２割の入札不調

が起きていると。その情報を会計検査が報告をし

て、何らかの対策が必要だなということを検討を

始めているという情報を聞いたのは、たしか７月

でなかったかなというふうに思っています。それ

ぐらい出ている情報は薄かった。そういう中で市

民の皆さん、議員の皆さんも含めてさまざまな方

たちから立派な施設をということでの強い要望も

含めて、いろんなものを取り込んだことも含めて、

スーパーゼネコンという選択をさせていただきま

したので、結果を見てそれは申し込みがなかった

ので、間違ったのでないかという御意見はあろう

かもしれませんけれども、私たちとしては近隣の

朝日町もスーパーゼネコンさんが手がけたことも

含めまして、できるだけ立派な劇場型の市民ホー

ルということも含めて対応したいということで考

えておりましたので、この辺については御理解賜

りたいと思っています。

それから、市民説明の関係につきましては、ま

ずはホームページ等につきまして御説明を申し上

げたいなと思っています。その後例年総合計画の

ローリングも含めて新年度の予算の住民要望の聞

き取りも含めましてまちづくり懇談会を予定して

おりますので、その機会にもこちらのほうから説

明という形で対応してまいりたいと思っておりま

す。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 若干私とのやりとり

の中ですれ違いもあるような気がしますけれども、

今年度入ってからの１回目、２回目、３回目の行

為でありますから、わずかの期間だったという感

じします。年度末の時点あるいは新年度立ち上が

りの時点で、今言われたようなことについては巷

間伝えられていたような気がいたしますし、改め

て１回目、２回目の段階で大きな変化があったと

いうふうに私は認識しておりませんので、やっぱ

りこの判断に一定のそごを来していたのではない

かという感じがしております。その結果、 ００

０万円なり ０００万円なり、道単価の見直しは

あったにしろ、あるいは市場動向の変化も作用は

していたのでしょうけれども、やっぱり一定の判

断ミスがここに残ったような気がします。あるい

は数字の上でも残ったし、完成、開演の準備をさ

れた多くの市民に一定の迷惑、言葉としては何回

も一定の反省のものが伝わってきますけれども、

本問題に関する一定のけじめはやっぱり市長とし

ても市民に対してすることによって、この問題の

最終決着の信頼関係、あるいは再来年の２月完成

に向けた大きな期待が、またしぼんだものが大き

く膨らんでいくのではないかという気がいたしま

して、この問題の１点目のけじめ、行政責任みた

いのは求めざるを得ないというふうに考えており

ます。これについてはお答えをいただきたいと思

いますし、あとこの後は了とされるでしょうから、
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議会全体としてもしっかりした施設の完了とそれ

に向けた市民的な盛り上がりをまた再構築をして

いくという、あるいは地域経済へ大きくやっぱり

反映をしていくということなども含めて私自身も

期待をするものでありますけれども、一定の行政

責任についてのけじめについてお聞かせをいただ

きたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先ほど来から部長、副市

長の答弁をさせていただいておりますが、この間

３回目の入札で無事落札業者が出たということで

ありまして、本当にうれしく思っています。この

間先ほど来説明させていただいているとおり、十

分さまざまな情報を得ながら精査をし、持ち得る

情報に基づいてしっかりとした適切な入札のほう

を行ってきたというふうに思っていまして、結果

として事態の急激な変化等が読み切れなかったと

いうことはありますが、それにしてもそれを労務

単価を積み直す機会もなかったということも含め

て、その都度、都度ベストな判断をしてきての今

回の結果だというふうに思っていまして、決して

それに伴って結果、税金がふえたという、市民の

負担がふえたということではなくて、結果として

これがベストな選択、結果に落ちついたのだろう

というふうに私は考えております。その中でオー

プン日を２６年１０月というふうにお話をしてい

ましたから、このことに関しては結果として市民

の皆さんの期待を裏切る結果になった。このこと

に関しては、何度もおわびをさせていただいてい

るところであります。この後のやはり何十年来の

建物であって、市民の夢でありますから、これを

しっかりとソフトも含めて市民皆さんによかった

と喜んでいただける形のあるものにしていくこと

が我々これからとらなければならない責任だとい

うふうに考えておりまして、ぜひこのことを御理

解いただきたい。また、この完成に向けて議員各

位の皆さんの御協力もあわせてお願い申し上げて、

答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

関連がありますので、議案第２６号、議案第２

７号、議案第２８号を一括して採決を行います。

原案のとおり決定することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２６号、議案第２７号、議案第

２８号は原案のとおり可決されました。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日９月３日から９月１７

日までの１５日間を休会といたしたいと思います

が、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、明日９月３日から９月１７日までの１

５日間を休会とすることに決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ２時０８分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

平成２５年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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議 長 黒 井 徹

署名議員 川 村 幸 栄

署名議員 植 松 正 一
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平成２５年第３回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２５年９月１８日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

５番 山 田 典 幸 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

加藤市長の今後について外２件を、日根野正敏

議員。

〇１５番（日根野正敏議員） おはようございま

す。ただいま議長より指名がありましたので、本

定例会において大項目３件について通告に沿い質

問をさせていただきます。

初めに、加藤市長の今後についてお伺いをいた

します。平成２２年４月に加藤市長が初就任以来、

３年半が経過をいたします。就任当初の市政執行

所信表明にもありましたように、民間会社名寄市

的発想のもと、これまでの市政運営の取り組みを

どう評価されているのか、また改選任期もあと残

すところ約半年を迎え、来春予定されている市長

選挙についてみずからの進退についてどのように

考えているのかお伺いをいたします。

次に、名寄市公設卸売市場の今後の対応につい

てお伺いをいたします。先月８月末日で営業廃止

の張り紙が出され、破産をした丸鱗名寄魚菜卸売

市場株式会社が委託管理を受けていた公設卸売市

場については、関係者に衝撃を与え、現在も今後

どのように解決されるのか不透明でありますが、

公設卸売市場ということもあり、利用者は信頼し、

安心をして利用されていたということは言うまで

もありません。今後の市の対応についても関係者

や多くの市民が関心を持って注視をしているとこ

ろであります。これまでに至る市の対応と経過に

ついてお伺いいたします。

また、この市場を頼りに生計を立てている方々

も多く、市場の存続について市として長期的な考

えと現在の対応についてお伺いをいたします。

また、出荷をして未入金になっている方々の法

的な対応や市場関係者の雇用についてどのような

対策をしているのかお伺いをいたします。

３点目に、公共施設の冷暖房設備についてお伺

いいたします。平成２３年第３回定例会一般会計

補正予算審議の中において今後の公共施設の冷房

施設について市の方向性が示されました。内容は、

平成２４年度中に市内公共施設調査をして、優先

順位をつけ、今年度から予算組みを含め順次計画

的に整備を進めていくというものでしたが、これ

までの取り組み経過と今後の計画内容についてお

伺いいたします。

また、市内各小中学校にあるコンピューター教

室には、コンピューターに電源を入れると教室内

の温度が５度以上上がるとのことで、気温の高い

日に利用すると熱中症の可能性やホルムアルデヒ

ドの検出もあることが報告されています。高温に

よる機械の故障の原因にもなり、いまだ冷房が整

備されていない小中学校のコンピューター教室に

は早急に整備すべきものと考えますが、市のお考

えをお伺いいたします。

壇上からの質問は以上とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。日

根野議員から大項目３点にわたって御質問をいた

だきました。大項目１については私から、大項目

２については営業戦略室長、大項目３の小項目１

については総務部長、小項目２については教育部

長からの答弁となります。よろしくお願いをいた

します。

来春の市長選挙に対する考え方についてであり
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ます。平成２２年春の市長選挙におきまして第２

代となります新名寄市の市長の任を預かりまして、

間もなく３年半を迎えようとしております。この

間民間出身としての発想や行動力を持って、至ら

ぬ点も多々あったと存じますけれども、議会を初

め多くの皆様の御指導と御鞭撻もいただきながら、

自治体のリーダーとして市政執行に努めてきたと

ころでありまして、お力添えいただきました関係

各位の皆様に改めて感謝を申し上げる次第であり

ます。

来春予定されています名寄市長選挙に向けての

考えでありますけれども、現在は平成２５年度事

業の進捗の最盛期にありまして、また本市におけ

るまちづくりの基本となる総合計画の第２期のロ

ーリングの採用、その後には骨格予算とはなりま

すけれども、次年度の予算編成を控えた時期であ

ります。与えられた４年の任期の仕上げに最善を

尽くして、総合計画の着実な推進による将来像の

実現、さらには老若男女問わず全ての市民の皆様

が名寄市を愛し、住みよさを実感できる明るく元

気なまちづくりに全力を傾ける時期であると考え

ているところであります。これらの課題、取り組

みが一定の段階を迎えた時期に改めて来春の市長

選挙に対する私の考え方につきましては、議会を

初め、市民の皆様にお知らせをさせていただきた

いと思います。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目２、名寄市公設地方卸売市場について、小項目

１、今後の対応についてお答えいたします。

公設地方卸売市場については、今定例会初日の

行政報告において加藤市長より報告いたしました

とおり、指定業者である丸鱗名寄魚菜卸売市場株

式会社が８月３１日をもって営業を停止したとこ

ろであります。地元生産者や市内取引先、解雇さ

れました従業員の方々の生活など地元に与える影

響は大きく、公設市場設置者として当面の対応や

情報収集などに努めているところであります。長

年にわたり指定業者として営業を続けてきた丸鱗

名寄魚菜卸売市場株式会社につきましては、昭和

５９年度の取り扱い高４１億円台をピークに減少

に転じ、平成１５年度には２０億円を切る状況と

なり、経営状況打開に向け経費節減や販路拡大な

どに取り組むとともに、設置者である本市の支援

策として市場使用料の減免措置を講じ、平成１６

年度から５年間を取り扱い高の ０００分の７を

０００分の ５に、さらに平成２１年度から３

年間減免を延長しましたが、業績は回復せず、昨

年度からは減免率を拡大し、２年間 ０００分の

７５としたところです。本年５月２８日に開催

されました株主総会以降、７月には経営状況や今

年度までとなっている市場使用料の減免措置など

今後の対応について協議の場を持ち、会社側から

は経営は厳しいが、減免を継続していただき、何

とか次年度以降も指定業者として運営をしたい旨

のお話をいただきましたが、市としては市民の皆

さんや市議会の理解が得られる業務改善等の計画

がなければ厳しい旨を伝え、再度会社内で御相談

をいただき、改めて協議をすることとしたところ

です。その後本州の取引業者から支払いが滞って

いるとの連絡が市に直接なされましたので、私ど

もとしましては公設市場としての機能を維持する

ためにも再度会社側に状況の説明と今後の対応に

ついて早期に取締役会等を開催し、会社としての

方針を示していただくよう要請をしたところであ

ります。しかし、最終的には営業停止の措置がと

られ、再三の状況説明を含めた連絡要請にもかか

わらず、この９月４日に弁護士と常務２人が市役

所を訪れ、経過を含めて説明を受けたものでござ

います。

次に、公設市場の存続等についての対応であり

ますが、当面の対応として運営を担っていただけ

る業者さんと交渉に入っている段階であります。

破産管財人による財産の換価等の処分が終了しな

いと施設も使用できない状況となっておりますが、

一日でも早く運営をできるよう努力してまいりま
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す。

続きまして、地元農家の方々など生産者の皆さ

んが出荷をした未払い金についてでありますが、

代理人弁護士からの報告によりますと地元生産者

の債権額は約 ５００万円前後、債権者数は１３

２人とお聞きをしております。本件につきまして

は、会社側が弁護士に委任をした上で準破産の申

し立てを行い、裁判所が破産手続開始決定と同時

に破産管財人を選任したところであります。今後

破産管財人が会社の在庫を含む資産の換価を行い、

１２月には第１回目の債権者集会の開催が予定さ

れているとお聞きしておりますので、そこで債権

者に対する配当についての説明がなされるものと

考えております。

最後に、解雇となられました従業員の方々の対

応についてでありますが、１９人の方々が８月３

１日付で解雇されております。市としてもできる

限り対応してまいりたいと考えておりますが、当

面の対応といたしましては名寄公共職業安定所と

の連携により、雇用保険受給手続にあわせ名寄労

働基準監督署、旭川年金事務所、上川総合振興局、

上川北部地域人材開発センターの各機関にも御参

加をいただき、総合相談会が９月１０日に名寄公

共職業安定所で開催され、各種相談に対応したと

ころであります。今後も職業相談等を含めて関係

機関と協調の上、最大限の支援に努めてまいりま

す。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目３、

公共施設の冷暖房設備の設置につきまして、小項

目１、公共施設の冷暖房設備設置計画の内容と取

り組み経過について申し上げます。

公共施設の冷暖房設備の整備の基本的な考え方

につきましては、平成２３年第３回定例会におき

まして市立病院につきましては診療体制に影響の

ない範囲で早急に整備をしていくこと、市立病院

以外の公共施設は利用の内容や利用される市民の

皆さんの状況などにより優先順位を決めて整備を

進めることとして答弁をしております。答弁以降

の取り組み状況についてでありますが、市立病院

では平成２４年度に病棟やナースステーションな

どに冷房設備を整備いたしました。また、市立病

院以外の公共施設につきましては、平成２３年１

０月に実施をしました冷房設備設置に係る調査に

より冷房設備を必要とする施設を洗い出し、その

中から健康面や衛生面などにより優先順位を決め、

平成２４年度に各保育所の調理室やふうれん健康

センター、学校給食用食材供給施設の冷房設備を

優先的に整備をいたしました。今後もまだ整備を

必要とする施設要望もありますが、予算や施設の

老朽化などの問題もありますので、ローリングを

通じて順次検討を進めてまいりたいと考えており

ます。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私からは、大項目３、

小項目２、市内小中学校のパソコン教室への冷房

設備の設置についてお答えをいたします。

小中学校での情報教育の推進につきましては、

平成１０年に改訂をされました学習指導要領にお

いて各教科や新たに加わった総合的な学習の時間

の領域の中で横断的、総合的な学習や児童生徒の

興味、関心に基づく学習など創意工夫を生かした

教育活動を行うことが求められました。その具体

的な手法として、児童生徒がコンピューターや情

報通信ネットワークなどの情報手段になれ親しみ、

積極的に活用できるようパソコン教室の設置など

が進められたところです。本市におきましても名

寄小学校の改築が指導要領改訂時と同時期であっ

たことから、建設段階で冷房つきのパソコン教室

を設置した学校もありますが、その他の学校につ

きましては普通教室や特別教室を転用、改修して

パソコン教室を設置している状況であります。こ

のような中で、名寄西小学校、風連中央小学校、

名寄中学校、名寄東中学校、智恵文中学校ではホ
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ルムアルデヒドの検出量が多かったことなどにも

より冷房設備を設置をいたしましたが、冷房設備

が設置されていない学校におきましては情報機器

がいわゆる熱暴走のようなトラブルを起こした経

過もございます。教育委員会といたしましては、

パソコン教室が高性能な情報機器を配置をしてい

ることから、ちりやほこり、虫などに対して窓を

開放して換気をするというような対応が難しいと

判断をしており、冷房装置を設置することが一番

の方策と考えております。ただし、各学校の今後

の整備計画とも関連をいたしますのと財政負担を

伴うものですので、財政担当とも協議を行ってま

いりたいと考えております。

以上、私からの答弁させていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） それぞれ答弁をい

ただきましたので、再質問をさせていただきます。

まず、市長の今後についてですけれども、市長

も３年半前に３０代という若さで市長になられて、

言ってみれば行政経験のない中、苦労した点もあ

るのではないかなというふうに思います。また、

当時の中尾副市長には随分お世話になったのでは

ないかなというふうにも思っているのですけれど

も、首長はどこの首長もそれぞれ同じだと思うの

ですけれども、行政運営において最善の選択をし

て結果を出さなければならないという、プロ野球

の監督と同じような感じではないかなというふう

に思っているのですけれども、率直に私のこの３

年半の感想を言わせていただきますと、やはり後

手に回った点、後づけの点が非常に多かったので

はないかなというふうに感じております。よろー

なの冷房施設あるいは駐車場、それから市民ホー

ルの入札の２回の流れた点も含めて、いろんな結

果を踏まえてこの任期３年半を振り返った中で次

の決断があるというふうに思っているのですけれ

ども、この３年半を振り返ってそういった部分も

含めて自分の足跡を見てどういうふうに感じてお

られるのかをお伺いいたしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 繰り返しになりますけれ

ども、中尾前副市長の話出ましたが、行政経験が

ないということで、それぞれ本当に議員の皆様は

もちろんでありますけれども、関係各位の皆さん

に御指導、御鞭撻をいただきながらこれまでやっ

てこれたのかなと改めて感謝を申し上げたいと思

います。

今議員からお話のあった施策が後手に回ったの

ではないかということに対しましては、そのこと

は真摯に受けとめさせていただきながら、反省す

るところは反省して前へ進んでいかなければなら

ぬのかなと思います。

成果と課題ということで、基本的には私の大き

な仕事は総合計画の着実な、あるいは計画的な推

進にあるというふうに思います。進捗状況につい

て申し上げますが、前期計画で当初計画の１９６

の事業に対して２５２の事業、後期計画において

は当初計画１６９事業に対して１８１事業と。と

もに当初計画を上回る状況でありまして、財政規

律をしっかりと守りながら、この計画の推進を着

実に進めていると考えています。その中で自治体

間は今厳しい地域間競争の中にあって、このよう

な環境の中で公約を掲げさせていただきましたが、

１０年先、２０年先を見据えて観光振興あるいは

交流人口の拡大の推進、多様な媒体あるいは機会

を活用した情報発信など民間的な発想あるいはト

ップセールス、さらには食肉センターの整備、野

菜等の共同施設支援、こうした基幹産業農業の推

進、精神科病棟の改築など市立総合病院あるいは

市立大学、市立天文台、こうした財産を生かした

まちづくりと。こうしたことを着実に進めてきた

ところでありまして、これらの取り組みが市民福

祉の向上、地域の活性化に結びつくと認識をして

いるところであります。

次期市長選の判断でありましたが、時期を明確

に言うということは避けたいと思いますけれども、

先ほどもお話ししたとおり総合計画のローリング
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等がありまして、これをしっかりと終え、年末ま

でには態度をしっかり表明していきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 年末までには判断

をするという話なのですけれども、名寄市は道内

でも住みやすさランキング常に上位を占めている

というようなまちですけれども、それは総合病院

ですとか、大学だとか、名寄駐屯地だとか、そう

いった財産があっての話だというふうに思います

けれども、今後やはり特質的な名寄の政策も含め

た部分も必要になってくるのではないかなという

ふうに考えているのですけれども、それらに向け

た特質、政策的にこれだけは他町村に負けないと

いうようなビジョンがおありなのかどうか、その

辺もお伺いして、この市長の進退については質問

を終わらせていただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 特質的な政策ということ

は、このことも含めてしっかりと自分の中で整理

をしながら、さっきと繰り返しになりますけれど

も、このことも含めて市長選挙の判断について年

内に議員あるいは市民の皆さんにお話をさせてい

ただきたいというふうに思っていますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 続きまして、公設

卸売市場の関係で再質問をさせていただきます。

市場関係の今継続していただける業者を探して

いるという話なのですけれども、この対応につい

てそれぞれ対策本部等を設置をして対応している

のか、それとも市長、副市長の判断の中で対応を

しているのか、まず最初にお伺いをいたしたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 市場機能の維持

を図るための今後の対応についてでありますけれ

ども、現在私ども営業戦略室の私と課長が中心と

なりまして業者のほうと相談をさせていただいて

いるところでございます。逐次市長、副市長のほ

うに御相談を申し上げながら、今検討を進めてい

る段階でございますので、現状においては進んだ

部分というのはまだございませんけれども、当面

はそういった業者さんと交渉に入っているという

ことしか今の現段階ではお答えはできない状況で

あります。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 北見市でも平成１

５年に市場が倒産をした事例があるのですけれど

も、これは市場のほうが民事再生法の申請があっ

たのが４月１４日で、市は迅速に対策本部を立ち

上げて、その２週間後、５月１日には別の業者に

委託し、既にもう営業しているというような話な

のですけれども、たった２週間で次の業者を見つ

けられたという話なのですけれども、名寄市もい

ろんな角度から意見を聞きながら、後々問題残ら

ないような、いろんな知識を持った人の組織を対

策本部を立ち上げて、そういう対策をしたほうが

いいのではないかなというふうに考えているので

すけれども、その辺の考えはないのかどうか、ち

ょっとお伺いいたしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 今、日根野議員

からも御指摘いただきましたけれども、この間の

対応といたしましては対策本部というお話もいた

だきましたけれども、そういった対応はこの間と

っておりませんで、市長、副市長と綿密に協議を

しながら進めてきている段階でございます。今の

状況、流通ルートなども非常に発達をしておりま

して、物が簡単に手に入るような状況もございま

して、そういった業者さんと今話をさせている段

階でございますけれども、状況的にはなかなか厳

しいものがあるなというふうには実感はしており

ますが、今後も粘り強く協議をしてまいりたいと

いうふうに考えておりますので、対策本部につき

ましては今の段階では、私どもの段階では今そう

平成２５年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号
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いった話については設置するような方向では話を

させていただいておりませんので、今後も検討さ

せていただくようなこともあるかというふうに思

いますが、現段階におきましてはそういうような

状況で進めさせていただいておりますので、よろ

しくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 次の業者が見つか

る見込みがあるのであれば、そういった市長、副

市長対応でもいいのかもしれませんけれども、そ

ういう可能性は持っているのか、持っていないの

か、再度答弁をいただきたいというふうに思いま

すけれども。なければ、やっぱりちゃんとした組

織をつくって、どうするのだというようないろん

な意見を聞きながら進めていかなければならない

のではないかなというふうに考えますけれども、

その辺どうですか。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 次の業者がどう

なのかという話ですけれども、私どもはそういう

展望を持ってお話をさせていただいておりまして、

そのほかにもＪＡとも意見交換等もさせていただ

いておりますので、そういった中で今後の部分に

ついて一定の結論というのはまだ見えてこない状

況でありますので、いずれにいたしましても早急

にそういった部分話をさせていただきながら進め

るというのは当然でございますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） ちょっと質問をか

えたいと思いますけれども、アスベストの除去は

もう既に終わっているというふうに思うのですけ

れども、残り事務所の移転等の工事は今ストップ

しているという話なのですけれども、残りの工事

の金額的な部分は幾らなのか、それから公共施設

の学校給食だとか病院だとか介護施設だとか、い

ろんな部分で食品供給について支障は短期的ある

いは長期的に見てどうなのか、あるいは名寄市も

地産地消の取り組みをやっているわけなのですけ

れども、市全体の地産地消の取り組みの観点から

すると問題があるのではないかなというふうにも

考えますけれども、その辺の見解があればお伺い

したいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） アスベスト対策

の関連工事の対応でありますけれども、ことしの

２月に検出をされましたアスベストでありますけ

れども、その除去工事を６月から着手をいたしま

して８月で完了しております。その除去工事を行

うに当たりまして事務室を移転させる必要がござ

いましたので、それらに係る復旧工事が残ってい

るところでございまして、この件については９月

３日に入札をする予定でおりましたけれども、今

回の対応ということで今後の見通しがある程度固

まった段階でというふうに考えておりますけれど

も、予算的には６００万円程度というふうに考え

ております。

それと、給食センター初め市関連施設等での食

材の対応の関係でございますけれども、現状にお

きましては給食センター、市立総合病院、保育所、

特別養護老人ホームが２つでの食事の提供につい

ては影響がないというふうにお聞きをしておりま

す。納入業者さんの御配慮もいただきながら、ま

た努力もいただきながら食材は確保されておりま

すけれども、一日も早く安定供給できるように私

どもの役割を果たしていきたいというふうに考え

ておりますが、特に給食センターにおきましては

地元の食材を使うというのが原則だというふうに

お聞きをしておりまして、全て今地元産で賄えて

いるかというとなかなか難しい部分もあるようで

ございますけれども、そこの部分については他地

域産のものを使いながら、現状では対応している

という状況だというふうにお聞きをしております。

こういった状況が長期化するということになりま

すと、なかなか食材の供給というのが難しい状況

になってくるような状況にも考えられますけれど
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も、そういった部分を少しでも早く克服できるよ

うに私どもとしても努力をしてまいりたいという

ふうに思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） それから、市場か

ら預かっている保証金、魚菜市場、両方で１００

万円ずつ、２００万円市が市場からの保証金を預

かっていると思うのですけれども、この扱いにつ

いてはどういうふうになるのか、あるいは法的に

専門家に相談をされているのかどうかお伺いをい

たしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 保証金の取り扱

いでありますが、業務規則第７条に基づきまして

預託をされています保証金につきましては、青果

部、水産物部ということでそれぞれ１００万円の

トータル２００万円の預託を受けております。業

務規則におきましては、使用料その他市場に関し

て市長に納付すべき金額の納付を怠ったときは保

証金をこれに充てることができるというふうにさ

れておりますけれども、今回の場合につきまして

は名寄市も債権者として裁判所より破産債権の届

け出を求められております。市場使用料の取り扱

いについて、今現在法律の専門家と協議をしてい

るところでございますので、御理解をいただきた

いというふうに存じます。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 平成２４年度から

７５という特例措置を行っているわけですけれ

ども、株主総会でも経営内容についてはもう赤信

号がともっていたというふうに私は判断をしてい

るのですけれども、その以降運営委員会等の会議

等開催をふやしていたのか、それから市と市場と

のかかわり、情報収集については以前と同じぐら

いの回数なのか、もっとふやして注視をしていた

のかどうか、市側の対応はどうだったのかお伺い

をいたしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 市場運営委員会

につきましては、公設地方卸売市場運営委員会規

則において市長の諮問に応じ市場運営の適正を図

ることを目的としております。委員会の開催状況

につきましては、年１から２回程度開催をしてお

りまして、市場の概要や会計状況の報告、使用料

の取り扱い等に御意見をいただいていたところで

ございます。本年度につきましては、次年度以降

の使用料減免についての御意見等もいただこうと

いうことで開催時期を検討しておりましたけれど

も、今般の事件、事態を受けまして運営委員の皆

様には文書により御一報を入れさせていただきま

して、事態が一定の落ちつきと今後についての方

向性が見えてきた段階で、改めて状況報告を申し

上げて御意見をいただくための運営委員会を開催

させていただきたいというふうに考えております。

それと、市と市場との、会社との意見交換とい

うことでございますけれども、５月２８日に株主

総会が開催されて以降、私どもといたしましては

次年度の使用料の減免の件がございましたので、

そういった部分について先ほどの答弁もいたしま

したけれども、そういった検討を会社としての方

向性を出していただきたいということで協議をさ

せていただきました。そういった中でこういった

状況が見えてきたということでございまして、具

体的に情報交換という部分ではこの間定期的にや

っていたということにはなっておりませんけれど

も、今年についてはそういうような状況でこの間

を経過をしたということでございます。よろしく

お願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 経営内容を見ます

と、もう平成１８年度からずっと赤字が続いてい

るというような内容だと思うのですけれども、そ

れらを踏まえながら、そして減免、減免というこ

とで、やはり行政として連携というか、情報収集

が非常に少なかったのではないかなというふうに

感じざるを得ないのですけれども、名寄の公設地
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方卸売市場業務規則第４６条は御存じだと思うの

ですけれども、中身を見ますと市は市場業務の適

正かつ健全な運営を確保するために特に必要があ

ると認めたときは、市場関係者事業者に対し、そ

の業務もしくは財産に関し報告もしくは資料提出

を求め、またその職員に市場関係事業者の事務所

その他業務を行う場所に立ち入り、その業務、財

産状況もしくは帳簿書類のその他物件を検査させ

ることができるというような規則があるのですけ

れども、これらを規則を設けながら履行しなかっ

たというのは、やはり市の怠慢、真剣な対応がな

かったのではないかなというふうに言わざるを得

ないのですけれども、その辺どのように判断され

ていたのか、もし庁内で協議があればその経過に

ついてもお伺いをいたしたいというふうに思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 業務規則に基づ

いた、そういった指導等の申し入れ等についてで

ありますけれども、この間市場運営委員会の皆さ

んや、あるいは議会の皆さんとも御相談をしなが

ら、何とか良好な経営環境に向かって減免措置を

講じてきたということでございます。具体的な会

社の運営状況、株主総会等での数字的なものは見

えるわけでありますけれども、具体的に今回実際

に取引先に支払いが滞っていたですとか、そうい

った部分というのは私どもではなかなか読み取る

ことというか、実態が把握できなかったというこ

とは事実であります。そういうことでいけば、会

社側とのそういった意思疎通というのか、そうい

った部分が不足していたというのは事実あったの

かもしれませんけれども、現状におきましてはそ

ういった部分についてはなかなか把握ができなか

ったというのが実際のところでございまして、議

員言われているとおり実際に会社側とのそういう

場面が少なかったということはあったのかもしれ

ないということは言えるというふうに思います。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 規則を遵守してい

れば、遵守する見きわめが非常に甘かったのでは

ないかなというふうに思いますけれども、もう少

し早く平成２４年度の特例措置の時点でこういっ

た部分で将来は本当に大丈夫なのかというような

市の判断も今となってはできたのではないかなと

いうふうに考えますけれども、結果は結果であり

ますけれども、結果に対する責任という部分では

市側としてはどういうふうに受けとめておられる

のかお伺いをいたしたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） この間の業務規則含め

た対応について、市の対応を含めて不十分だった

のではないかという御指摘と、さらにはさきの１

年半前の使用料の減免の時点で、その時点での見

きわめが甘かったのではないかという御指摘でご

ざいます。２年前の運営資金計画についても銀行

さん等々とそれぞれ情報交換をさせていただきま

したし、今般の対応についても水面下で銀行さん

あるいはその他のでき得る範囲での情報入手をさ

せていただいたところであります。ただし、会社

にとりましてはまだ営業を続けていたということ

もありまして、営業行為の妨げにならないような

段階ということも含めて、情報等々の収集につい

ては皆さんのほうにしっかりとお伝えしなかった

ということもあるわけでありますけれども、これ

らの対応についてはそれぞれ結果的にこの事態に

至ったということでありますので、その点につい

てはこの結果については重く受けとめて、現行で

できるのは市場そのものの公設市場設置者として

の今後の維持について最大限努力をするというこ

とが結果責任に応える方策だというふうに考えて

おりますので、その点については重く受けとめて

今後対応させていただきたいと思いますので、御

理解いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。
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〇１５番（日根野正敏議員） 最後に確認したい

のですけれども、農産物等を出されて未入金にな

っている方々約 ５００万円というような話なの

ですけれども、その方々に対する市側の責任とい

うのはないのかあるのか、その辺法的な部分でど

ういうふうに受けとめておられるのかお伺いをい

たしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 生産者の方々の

５００万円前後と言われております未払い金の

部分についての対応でありますけれども、基本的

には民間会社である丸鱗さんのほうで生産者の皆

さんから受け入れをして、支払いをされていなか

ったということでありますので、名寄市としてそ

こをどうのこうのという話ではないというふうに

考えております。ただ、今後の部分でいけば、そ

ういった部分の受け入れ先なども含めてこれから

ＪＡともお話をしながら対応していくというとこ

ろが私どもの責任だというふうに思っております。

よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 一刻も早く方向性

を出してほしいなというふうに考えます。

次に、公共施設の冷房の関係ですけれども、２

３年度の１０月中にもう調査を終えたという話な

のですけれども、利用者あるいは市民の皆さんか

らの意見聴取という部分はしっかり行ったのかど

うかお伺いをいたしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 先ほどお答えをさせ

ていただきましたけれども、大雨もそうでありま

すけれども、今後の異常気象ということで、特に

夏の暑さも大変問題になってきております。私ど

ももこの間この地にあっては余りあえて冷房施設

というようなことについては考慮されていなかっ

た部分もあって、近年そういった意味では逐次公

共施設におきましても必要な部分について整備を

させていただいてきたということであります。平

成２３年１１月に改めて公共施設の冷房設備につ

きまして職場から聞き取りを行っておりまして、

調査させていただいた施設につきまして３８の施

設に及ぶということで、これ現状説明を申し上げ

ますと冷房が設置をされていない施設が１７施設

あるということでございます。それで、今後冷房

の設置が必要であるというふうに判断をしている

施設が４つの施設であります。しかし、この４つ

の施設には実は一部冷房設備が設置をされている

施設も含まれておりまして、新たな追加が必要と

いう施設が含まれて４施設ということであります。

今回の調査につきましては、各施設からの聞き取

りを行っておりまして、直接私どもが市民の皆さ

んの声をお伺いをしたということではございませ

ん。施設それぞれが利用されている市民の皆さん

の声を直接現場でお聞きをしているというふうに

判断をしておりまして、そうした市民の皆さんの

声も含めてそれぞれの施設が必要度について判断

をされて、それで私どものほうに報告をしていた

だいているというふうに考えております。

それで、２３年１１月ということでありますけ

れども、若干年数がたっているということもあり

ます。そして、それぞれこの夏における暑さも非

常に厳しいものもあったというふうにも認識をし

ておりますので、今後もう一度各施設に聞き取り

をしながら、改めてその設置につきましてぜひ協

議をしていきたいというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 改めてもう一回調

査をするというような話なのですけれども、やは

りこれニーズ、毎年の気温にもよるのですけれど

も、それぞれ毎年懇談会あるいは調査をしていく

という方向のほうが不公平感がないのかなという

気がするのですけれども、その辺の考え方につい

て再度お伺いをいたしたいと思います。

それから、４カ所今後必要だというような判断

をされているのですけれども、その場所について

お伺いをいたしたいのと、それはもう次年度つけ
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る予定なのかどうかも含めてお伺いをいたしたい

と思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 調査を毎年という話

もございました。一定程度私ども調査はさせてい

ただきますけれども、都度施設の状況によりまし

てそれぞれ原課のほうから総合計画のローリング

の中、もしくは予算の査定の中でいろんな声を聞

くという、そんな状況もございますので、ぜひ都

度検証していくということで御理解をいただきた

いというふうに思います。

それから、４つの施設でありますけれども、こ

れは追加が必要というふうなお話でありますが、

まずしらかばハイツ、それからこの後お話が出て

くると思いますが、小中学校、それから市立大学、

これらが現有、一部冷房施設ありますけれども、

追加が必要と判断をされているところでありまし

て、新たに冷房が必要と判断をされている職場は

図書館でございます。図書館につきましては、こ

の間老朽化が随分進んでおりまして、一部今も改

修作業を行っておりますが、なかなか改めての設

置につきましてはちょっと検証が必要という判断

をしておりまして、これにつきましてはまたロー

リング、それから新たな補修等の予算査定の中で

対応させていただきたいなというふうに考えてお

ります。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 次に、学校のコン

ピューター教室についてお伺いしたいと思うので

すけれども、残りコンピューター教室についてい

ない学校というのはどこなのかお伺いしたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 先ほどの答弁の中で

設置された学校については答弁をさせていただき

ましたが、現在未設置の学校につきましては多少

分類をしてお話をさせていただきたいと思います

けれども、先ほど答弁の中にもありましたホルム

アルデヒドも検出されている学校も含めて、非常

にホルムアルデヒドの検出量が多い学校として風

連中学校、それから比較的検出される学校として

智恵文小学校がございます。このほかにホルムア

ルデヒドとは直接関連はしませんが、未設置の学

校として名寄東小学校、下多寄小学校、東風連小

学校、それから南小学校と豊西小学校であります。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） 冷房施設で大体１

教室どの程度の費用がかかるのかお伺いしたいの

と今言った全部、今後合併する学校もあるのです

けれども、教育委員会として先の見通しとしてど

ういうふうにつかんで設置を考えているのかお伺

いいたしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） １教室当たりのいわ

ゆる冷房装置の設置費用につきましては、あくま

でも概算ですけれども、１教室当たり約６０万円

前後。ただ、これはいわゆる一般的な普通教室で

あります。御存じのように名寄市内の小学校にお

いては、東小学校のようにオープン方式を採用し

ている学校があります。これにつきましては、一

方の壁がフリースペースに向かって開放されてい

るというような状況もありますので、冷房効果を

高めるためには間仕切り等が必要であります。こ

れについては、その間仕切り等を加算されますと

７５万円から８０万円程度が必要ではないかと考

えております。

現在名寄市内の学校につきましては、小学校で

は児童２名に１台、それから中学校では生徒１人

に１台、小規模校においては複式学級で同時に使

用できる台数を基準として各学校にパソコンの配

備、配置をしております。このことから、教育委

員会といたしましては、冷房設備の整備について

は現在のところ１教室当たりの導入台数が多くて、

かつ使用頻度が多い中学校を優先とした整備が基

本と考えております。また、先ほどの例もありま

したように、ホルムアルデヒドの検査結果や校舎
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の南側にパソコン教室が設置されている学校、さ

らには現在改築事業等が進行中でありますけれど

も、名寄南小学校のような今後の学校設備の整備

等も考慮をいたして、未設置学校の状況について

それぞれ加味をしながらローリング等を通じた段

階的な整備を進めていきたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 日根野議員。

〇１５番（日根野正敏議員） これ予算の関係も

ありますので、教育委員会が一存でいくという話

でもないと思うのですけれども、次年度の予定と

してはやはりホルムアルデヒドが出ている２校が

最優先ではないかなというふうに考えていますけ

れども、それらについては教育委員会として予算

の中にしっかり盛り込んでいくつもりなのかどう

か最後お伺いしたいのと、それからそれらに向け

て財政のほうについてはどういうような、当然そ

のときになって判断ということもあるのですけれ

ども、考え方について両方にお伺いして、私の質

問を終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 予算要求につきまし

ては、基本はローリングを通じたものとして上げ

ていきたいと考えております。御存じのように、

先ほど使用頻度の問題を申し上げましたけれども、

例えば名寄小学校の例ですと年間８７時間ほどの

パソコン教室の使用ですが、風連中学校であれば

１２２時間と小学校より約 ５倍の使用頻度があ

りますので、そういった意味では中学校をまず優

先的に整備するように予算要求に配慮をしたいと

考えておりますので、御理解いただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 小中学校のパソコン

の関係につきましては、管内でも名寄市は進んだ

配置をさせていただきました。これは、教育委員

会の熱意と苦しい台所の事情の中でもそこは子供

たちの将来に情報教育も含めて必要だという判断

をしました。あわせまして学校の先生方について

も１人１台ということで、これもかなり進んだ配

置をさせていただきました。教育委員会のほうと

しまして財政のほうの厳しい状況の中で、どのよ

うに対応するかということについては、まず一回

整備しますと小学校、中学校でおのおの六、七千

万円から多いときには１億円近いようなお金がか

かって、５年リースで償還をしていると、こうい

う状態でありましたので、改めて先ほど扇谷総務

部長からも言いましたように、夏休み期間があっ

ても異常気象という中で、６月から場合によって

は１０月の初めぐらいまで暑い時期もありますの

で、この辺につきましては一定の機械整備につき

ましてはかなり進んだ整備をさせていただきまし

たので、今後につきましては教育委員会の学校の

現状も踏まえまして、パソコン教室の関係につき

ましては風連中学校、それから智恵文小学校等も

含めて、優先度をしっかり対応させていただいて、

予算協議の中で前向きな方向で検討したいなとい

うふうに考えています。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で日根野正敏議員

の質問を終わります。

加藤市長の政治姿勢に関して外３件を、大石健

二議員。

〇４番（大石健二議員） 新緑風会の大石健二で

ございます。議長より指名を賜りましたので、こ

れより通告順に従い４件６項目について質問を行

います。

最初に、加藤市長の政治姿勢に関してお尋ねを

いたします。加藤市長は、平成２２年４月に施行

された名寄市長選挙で、名寄市の１０年、２０年

先を見据えたまちづくりを掲げて臨み、有権者で

ある市民の皆様から圧倒的な支持を得て初当選を

飾られました。民間会社名寄市的発想での行政運

営を第一義に掲げ、臨んだ第１期加藤市政もはや

任期満了まで残すところ６カ月余となりました。

端的にお伺いをいたします。明春の名寄市長選挙

出馬に向けて、３年余の市政担当を踏まえた第２

期市政の抱負と課題について御答弁をお願いいた

平成２５年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号
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します。

次に、名寄市の行財政運営から、平成２６年度

予算編成についてお聞きをいたします。平成２６

年度の当初予算は、新年度早々に名寄市長選挙を

控えているため、一般会計については新規事業や

投資的事業等の政策的経費の計上を控え、義務的

経費や経常的事業を中心とした骨格予算の編成と

なり、選挙後の臨時会に改めて政策的経費を肉づ

けした補正予算案が提案される見通しとなってい

ます。平成２６年度予算編成に向けては、行政評

価の集約、あるいは総合計画のローリング作業等

を経て本格的な予算編成に着手するものと想定さ

れますが、今後の予算編成の過程と健全財政に向

けた取り組みについて御答弁を願います。

同じく名寄市の行財政運営から、災害発生時等

の対応、対策についてお聞きをいたします。気象

庁は、発生から２年余を経た東日本大震災など数

十年に１度となるおそれのある大雨や高潮、暴風

雪などの大規模災害の発生を受けて、この８月３

０日から新たに特別警報の運用を開始しました。

その運用開始間もない週初めの１６日未明にかけ

て、気象庁初の大雨洪水特別警報が発令され、発

達した台風１８号は東海、近畿、中国地方と日本

列島を縦断する中で、同日夜半には本道に上陸し、

道東各地に甚大な被害をもたらしました。この新

たな特別警報の運用を受けて、今後名寄市では未

曽有の災害発生時に一刻を争う迅速な避難行動に

極めてふなれな名寄市民への避難情報の伝達とそ

の避難方法についての対応、対策について御答弁

願います。

また、あわせて昨年１０月から進めている自力

で避難が困難な災害時要援護者の名簿の整備状況、

避難所トリアージなど市民の避難防災行動につな

がる具体的な取り組みの進捗状況についても御答

弁願います。

次に、生活弱者への支援対策についてお聞きを

いたします。この８月１日より生活保護の基準額

が引き下げられ、受給者の生活がさらに厳しくな

るだけでなく、今後はその基準額を目安に算定さ

れる就学援助や住民税の非課税限度額を初め、介

護保険料、保育料などの減免措置や除雪サービス

制度などの生活支援制度への影響が懸念されると

ころです。この基準額引き下げによる生活保護受

給者及び不受給者への影響とその対応策について

それぞれ御答弁願います。

また、一旦は廃案となった生活困窮者自立支援

法案がこの秋の臨時国会に再提出される見通しで

すが、これを受けて名寄市では生活保護費受給の

手前で困窮している方々への支給、支援計画及び

対策等についてもあわせて御答弁願います。

続いて、市民の声より、地域施設の管理運営か

ら都市公園、街区公園の整備、管理運営について

お聞きをいたします。名寄市内には、映画のロケ

にも使われたサンピラーパークや桜の開花期には

大勢の花見客でにぎわう弥生公園、家族連れや散

策を楽しむ市民でにぎわう名寄公園など都市公園

が名寄、風連両地区に計４１カ所設置されていま

す。このうち両地区で最も多い街区公園、かつて

の児童公園は計３０カ所を数えますが、近年の生

活様式の多様化に加え、利用者の意識や地域の人

的構成にも変化が顕著になってきている中で、現

行の街区公園の利用形態と整備実態についても御

答弁願います。

最後に、名寄市日進地区の再整備と管理運営に

ついてお尋ねをいたします。スポーツやレクリエ

ーション、そしてアミューズメントパーク等の各

施設が集積された名寄日進地区については、現在

検討委員会を設置して観光振興の核となるべく、

再整備事業に着手していると聞き及んでいます。

また、平成２６年４月には道から移管されるトム

テ文化の森の管理運営が新たに加わるなど名寄の

健康の森の施設拡充と機能強化が進む中で、同地

区の施設及び設備等の再構築を見据えた将来展望

及び構想について御答弁願います。

以上でこの場からの質問とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。
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〇市長（加藤剛士君） 大石議員から大項目４点

にわたり御質問いただきました。大項目１につい

ては私から、２については総務部長、３について

は健康福祉部長、４の都市公園の整備と管理運営

については建設水道部長、４の名寄市日進地区の

再整備、管理運営について営業戦略室長からのそ

れぞれ答弁となります。よろしくお願いいたしま

す。

それでは、大項目１の私の政治姿勢についてで

ありますが、新名寄市の第２代市長に平成２２年

４月に就任をし、間もなく３年５カ月ということ

であります。私の政治姿勢は、先ほどの日根野議

員からの御質問にもお答えしましたが、総合計画

の着実かつ計画的な推進がまずあると思っていま

して、島前市長から引き継いだ総合計画の前期計

画初め、後期計画につきましても市民との協力、

連携のもとにその進捗状況は当初計画を上回る状

況で順調に推移していると認識をしています。ま

た、厳しい財政状況の中で合併算定がえの終了な

どに備えた基金の積み増しなど、将来への一定の

蓄えも進めてきたところであります。

次期市長選挙の考え方でありますけれども、先

ほど質問でお答えしたとおり現在は現任期の仕上

げに全力を尽くしてまいりたいと考えております。

抱負と課題ということも御質問がございました。

この間貴重な経験を通じて、また住みよさランキ

ングが全道１位と。こうしたことに象徴されるよ

うに、名寄市のポテンシャルの高さというのを改

めて認識をしておりまして、地域間の競争にあっ

て先人あるいは市民の皆様が築き上げてきたこの

地域のかけがえのない資源を有効に活用する。そ

して、さまざまな機会や媒体を活用しながら積極

的に情報を発信をしていくと。こうしたことが求

められていると認識をしています。また、私が生

まれ育った名寄市であります。私が愛するこのま

ちが明るく元気なまちであることを強く願い、今

後とも行動してまいる所存であります。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目の

２、名寄市の行財政運営に関してについて申し上

げます。

まず、平成２６年度予算編成などからについて

申し上げます。予算編成に向けては、毎年度１１

月１日付で新年度予算編成に係る市長訓令と総務

部長事務連絡を通知し、各担当課から要求を提出

する作業から予算編成が始まりますが、この要求

に当たりましては前段に実施する作業がございま

す。１つ目は、毎年度１０月をめどとして取りま

とめられる総合計画のローリング作業であります。

このローリングにおきまして今年度の進捗状況や

事業効果の検証などを踏まえ、新年度以降総合計

画の方向性が打ち出されてまいります。ここでま

とめられた事業を新年度の中でどのように具現化

していくかが大きなテーマとなってまいります。

２つ目には、国の地方財政における動向の把握

であります。総合計画の取りまとめを受け、中期

財政計画の策定作業にも入りますが、この時点で

来年度の地方財政の状況を国の情報からどこまで

把握できるかが大きなポイントとなります。近年

におきましては、年が明けてから地方財政計画の

概要が発表されるなど、なかなか迅速に情報が出

てきておりませんけれども、情報を集める作業は

欠かせないものとなっております。

３つ目としまして、決算審査特別委員会での議

論経過、また今年度の予算執行状況を検討し、課

題を整理した上で新年度予算に反映させることで

あります。この中では、特にこの間の市民の皆さ

んとの対話の機会であります町内会長と行政との

懇談会でありますとか、まちづくり懇談会などで

出されますニーズを的確に捉えることも重要と認

識をしております。

以上、各担当課ではこれらの前段の作業を終え

まして、新年度予算要求を財政課に提出をいたし

ます。その後財政課から理事者まで一連の査定作

業を実施し、毎年度２月中旬には予算案の記者発

表を行い、第１回の定例会で予算案を御審議いた
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だく運びとなっております。査定と並行しまして

国の地方財政に対する状況が明らかになってまい

ります。ここから新年度で計上可能な事業規模を

判断をし、また新規事業では起債に係る公債費の

状況、ランニングコストから、将来にわたって健

全財政を維持できるかも視野に入れた編成作業と

なります。

次に、防災、減災の対応策から、現状の課題と

その対応策についてお答えをいたします。初めに、

特別警報の運用を受けて未曽有で不測の災害発生

時における名寄市民への情報伝達と周知方法につ

いてでありますが、 １１の東日本大震災の発生

や平成２３年台風第１２号による紀伊半島を中心

とする大雨などの経験から、本年の８月３０日、

気象庁によります特別警報の発令が創設をされま

した。数十年に１度の地震、大雨などの災害に対

し発表されますが、この警報は気象庁からの非常

事態の発令となり、直ちに命を守る行動をとるこ

ととされており、最終の通告と位置づけをされて

おります。災害時は、この特別警報が発表される

前に早目に避難することが重要となります。名寄

市の防災対策としましては、平成２３年に洪水ハ

ザードマップの改定を行い、各家庭に配布をし、

出前トーク、研修会などにおいて洪水被害に対す

る周知啓蒙を図ってきております。この地域では、

過去の洪水被害を教訓に河川改修や築堤などの整

備が進んだことで、近年では大規模災害への危機

感が薄らいでいることも指摘をされておりますが、

特別警報の創設に伴い、改めてハザードマップに

基づく対応、対策の重要性を訴えてまいります。

また、名寄市の災害時の情報伝達手段でありま

すが、Ｊアラートの割り込みによるコミュニティ

ーＦＭの避難情報の伝達を初め、町内会への直接

の伝達、広報車、インターネット、市のホームペ

ージ、また現在手続を進めております北海道の防

災情報システムを経由したａｕ、ドコモ、ソフト

バンク社の各携帯電話経由で同時に配信をされま

す災害時の緊急速報メールを用意をしております。

さらに、平成２６年度にはコミュニティーＦＭ放

送のアンテナの整備を図り、難視聴地域を解消し

まして、このＦＭ放送と連動して緊急信号を受信

する防災ラジオを各町内会及び公共施設に設置し

たいと考えております。また、あわせて災害時は

各家庭におきましてもテレビ、ラジオ、気象庁の

ホームページ、インターネットなどによりまして

情報を収集することも可能であると考えておりま

して、日常から各家庭におかれましても洪水ハザ

ードマップを中心に災害時の対応などについて話

し合っていただくことが必要と考えております。

いずれにしましても、万が一災害のおそれが高ま

り、また発生した場合は、各自におきまして命を

守る行動に最善を尽くすということを日常から考

えていただくことが重要でありますので、さまざ

まな情報伝達手段の確認を含め、各地域で防災訓

練が開かれる場合には積極的に参加していただき

ますよう呼びかけもしてまいりたいと考えており

ます。

次に、想定外規模の災害発生に備え、市民の避

難防災行動につながる具体的な取り組みの進捗状

況についてでありますが、本市では手挙げ方式に

よる災害時要援護者支援事業と自主防災組織育成

の推進に取り組んできております。災害時要援護

者名簿の整備につきましては、本年６月２１日の

災害対策基本法の一部を改正する法律の公布、ま

た８月１９日には避難所における良好な生活環境

の確保に向けた取組指針及び避難行動要支援者の

避難行動支援に関する取組指針が内閣府から示さ

れたところであります。この中で災害時における

名簿情報の利用及び提供が規定されることとなり、

災害時要援護者の名簿作成を市町村に義務づける

こととなりましたが、当市では昨年１０月から手

挙げ方式で取り組み始め、名寄市内８２町内会中

４６町内会の１５５人を災害時要援護者名簿に登

載をし、市と町内会などで共有をしているところ

であります。さらに、これらの名簿については消

防、警察、民生委員などと情報共有することで、
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いざというときには人命を守る有効な手段となる

と考えております。

自主防災組織育成の推進につきましては、平成

２２年７月の大雨により被災した旭ケ丘町内会と

風連南区町内会は被災後独自の危険マップの作成、

災害時要援護者の支援者の確定や避難方法の見直

しなどの取り組みを行ってきている例もあり、こ

れらの町内会を含め自主防災組織は９月４日現在

で１２の町内会となっており、ほかに１５の町内

会で立ち上げに取り組んでいただいているところ

でもあります。今後さらに自主的な防災活動を支

援し、推進して災害時の対応に備えていきたいと

考えております。

また、御質問にありました避難所トリアージで

ございますが、トリアージとは災害時に重傷者に

対し治療を行う搬送優先順位、治療優先順位の決

定を行うことをいい、救急医療で使われる言葉で

ありますが、南海トラフ大地震対策を議論をした

国の中央防災会議の有識者会議は本年５月の最終

報告で避難所トリアージの検討を求めました。避

難所トリアージを導入すると、その選別基準とし

て自宅の被災程度、病気や障害の有無などにより

避難所への受け入れを拒むことが出てくることも

想定され、また自治体や職員に大きな被害が出た

場合、仕組みそのものが機能不全に陥るおそれも

指摘されておりまして、南海トラフ大地震の想定

区域沿岸の自治体の約半数は導入に慎重であると

の報道もされております。いずれにしましても、

本市にありましてはさまざまな課題を念頭に今後

の全国の自治体の動向、国の中央防災会議の動向

を注視しながら、研究を進めてまいりたいと考え

ております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 私からは、大項

目の３、生活弱者等への支援対策に関して、小項

目１の生活保護行政などから、受給者及び生活困

窮者等の支援対策についてお答えします。

この８月１日から生活保護費のうち食費や光熱

費など日常生活の費用に充てる生活扶助の基準額

が引き下げられましたが、今後３年程度をかけて

段階的に引き下げが実施されることになっており

ます。平成２５年度の基準生活費は、おおむね見

直し前の基準生活費の３分の２と見直し後の基準

生活費の３分の１を合計した額となり、世帯内の

年齢構成や稼働世帯については毎月の収入額の変

化により変動はございますが、その影響額を計算

したところ、６５歳高齢者夫婦世帯では月額３０

０円、 ３％の減額、７０歳以上高齢者夫婦世帯

では月額約７００円、 ８％の減額、６５歳単身

世帯では月額約１００円の増額、７０歳以上単身

世帯では月額約３００円、 ６％の減額、３５歳

単身世帯では月額約 ２００円、 ８％の減額、

母子世帯で子供１人の場合、月額約 １００円、

１％の減額、同じく子供２人の場合、月額約

８００円、 ３％の減額となっております。なお、

名寄市全体の生活保護受給世帯の影響額につきま

しては一月約１５万円となり、 ６％程度の引き

下げと考えております。国は、今回の見直しとは

別に毎年度国民の消費動向や社会経済情勢を総合

的に勘案して、予算編成過程において翌年度の基

準額を検討しており、今後とも適切な検討のもと

生活保護基準の見直しを実施するものと考えてお

ります。

次に、生活扶助基準の引き下げに伴う他制度へ

の影響について申し上げます。政府では、生活扶

助基準の見直しに伴い、他の制度に生じる影響に

ついてはできる限りその影響が及ばないようにす

るため、２月５日に全閣僚で対応方針を確認され

たところであります。就学援助及び除雪サービス

事業については、前年度の生活保護基準を用いて

算定しており、後年度については引き下げ前の基

準を用いておりますので、影響はありませんが、

平成２６年度については平成２５年度の生活保護

基準を用いるため影響を受ける方が出ることも考

えられますことから、不利益をこうむらないよう
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に引き続き平成２４年度の基準を用いるなど検討

してまいりたいと考えております。また、介護保

険料の段階区分や保育料の免除に係る階層区分な

どについては、平成２５年度の住民税非課税限度

額による非課税世帯等を参照としているため影響

はありませんが、平成２６年度の税制改正につい

ては年末の税制改正大綱で決定されますので、政

府として他の制度への影響を避ける方針を確認し

ていることから、基本的な方針を踏まえて議論が

行われるものと期待をしております。なお、今般

政府においては平成２６年度予算の概算要求が取

りまとめられ、今後予算編成に向けた作業が進め

られますが、各地方自治体においても改めて政府

の対応方針の趣旨を理解し、適切に判断、対応す

るように９月３日付で厚生労働事務次官通知が発

出されたところであります。

次に、御質問の生活困窮者自立支援法案につい

ては、さきの通常国会で廃案となり、この秋の臨

時国会に生活保護法の一部改正法案とともに再提

出される予定との情報を得ております。この新法

案は、生活保護に至る前の段階において自立支援

策の強化を図るため、生活困窮者に対し自立相談

支援事業の実施や住居確保給付金の支給、その他

支援を行うための所要の措置を講ずるものとされ

ており、ワンストップ型の相談窓口を設け、相談

者に合わせて居住や就労など包括的に支援するも

ので、平成２７年４月１日からの施行が予定され

ております。現在本市の生活困窮者に対する自立

支援への取り組みといたしましては、社会福祉課

の相談員による社会保険制度における医療、年金

等の減免制度や児童扶養手当、雇用保険、年金受

給の手続など、また一時的な生活資金の不足につ

いては各種福祉資金の貸付制度の利用など、さま

ざまなセーフティーネットの活用やハローワーク

との間に協定を結び、連携強化をすることによる

求職活動への助言など総合的な相談を受けており、

また住居をなくされた離職者の方への住宅支給給

付事業などを実施しております。今後この生活困

窮者自立支援法案が国会に提出されましたら、厚

生労働委員会など国会の審議内容を注視しながら、

本市としても法案の目的であります生活困窮者の

自立促進のための体制を含めた準備を行ってまい

りたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 私からは、大項

目の４、市民の声より、小項目の１、地域施設の

管理と運営からのうち、都市公園の整備と管理運

営についてお答えをいたします。

現在名寄市においては、都市公園法により定め

られた公園が広域公園１カ所、総合公園３カ所、

近隣公園３カ所、街区公園が２４カ所、ほかに都

市公園法により定められていない小規模な公園や

市営住宅の団地内公園が９カ所ございます。都市

計画公園の総面積は１０ ３２ヘクタールで、そ

のうち街区公園につきましては ０６ヘクタール

ございます。これらのうち総合公園、近隣公園な

どの大規模公園については、指定管理や業務委託

により維持管理を行っているところであります。

現在整備済みの街区公園につきましては、都市公

園法の基準により街区に居住する者の利用に供す

ることを目的とする公園で、誘致距離２５０メー

ターの範囲の中で１カ所当たり面積 ２５ヘクタ

ールを標準として配置することを目標とした公園

であり、国が定めております１人当たり面積１０

平方メートル以上という基準を超えております。

今後新たな公園整備については、現在のところ予

定はしておりません。

また、街区公園などの維持管理につきましては、

公園愛護事業により草刈りや清掃の維持管理につ

いて町内会にお願いをしており、その上で必要な

資材等については町内会からの要望に基づき提供

をしております。遊戯施設などの点検については、

市で週１回実施しており、さらに町内会からの要

望などにより施設などの修繕を行っているところ

であります。公園愛護事業は、例年５月から１０
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月末まで実施しており、町内会からの実施報告に

基づき面積割、均等割でそれぞれ草刈りに対する

維持の一部として、労力の一部として報償費を支

出しており、公園愛護の観点から御協力をいただ

いているところであります。近年町内会における

役員の担い手不足などにより高齢化が進み、公園

などにおける維持管理も難しくなってきているこ

とは認識をしているところであります。今後街区

公園の維持管理のあり方につきましては、街区公

園が地域の憩いの場であり、夏祭りなどのイベン

トを町内会が自由に実施できる場であることを踏

まえ、これまで同様町内会に維持管理をお願いし

てまいりたいと考えておりますが、町内会から維

持管理に関する要望などがございましたら、協議

をさせていただきたいと考えております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目４、市民の声よりについて、小項目１、地域施

設の管理と運営から、名寄市日進地区の再整備と

管理運営についてお答えいたします。

名寄日進地区は、これまでなよろ健康の森、道

立サンピラーパーク、道立トムテ文化の森、ピヤ

シリスキー場、ピヤシリ温泉など各種レクリエー

ション施設などが整備され、市民や多くの道民の

憩いの場となっております。本地区については、

平成４年にピヤシリヘルシーゾーン構想基本計画

が策定され、それに基づき各種事業が進められて

きたところでありますが、その後高速道路の延伸

に加え、道立サンピラーパークが隣接地に整備さ

れ、広域的な利用が促進されるなど、その利用内

容は大きく変化してきております。また、近年の

スキー需要低迷への対応や温泉施設のリニューア

ル、なよろ健康の森の施設老朽化、利用低迷施設

への対応、さらには道立トムテ文化の森の名寄市

への移管により、新たな維持管理方針が必要にな

るなど大きな課題となっていることから、今年度

本地区全体の総合的な見直しを図るための検討を

進めているところです。検討に当たっては、８月

に名寄市日進地区再整備基本構想庁内等検討委員

会を設置し、これまでに２回開催をしており、今

後さらに２回の検討を重ねる予定であります。議

論を集中させるため、健康の森、サンピラーパー

ク及びスキー場、温泉の２つのエリアに分けて検

討を進め、素案を策定後市民の皆様の御意見を伺

う機会を設け、１１月をめどに名寄市日進地区再

整備基本構想としてまとめる予定であります。基

本構想の課題や取りまとめに当たっては、道立サ

ンピラーパークの設計業務に携わった株式会社ラ

イヴ環境計画に業務委託しており、検討委員会と

の連携を図りながら老朽施設の改修、更新や新た

なニーズに応じた新規施設の整備といったハード

的な整備に加え、受け入れ態勢の整備や新たな体

験メニューの開発といったソフト的な魅力の充実

など網羅したおおむね１０年先を見通したビジョ

ンを策定をいたします。

以上、答弁といたします。よろしくお願いしま

す

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） それぞれ御答弁をいた

だきました。ありがとうございます。それでは、

いただいた答弁をもとに再質問を行ってまいりた

いと思いますが、最初に加藤市長の政治姿勢につ

いてお尋ねをしてまいります。

私来春の名寄市長選挙に出馬するのかどうかと

いう、そういう意思を確認するのではなくて、来

春の名寄市長選挙に加藤市長は当然出馬するべき

だろうという観点からお聞きをしたわけなのです

けれども、ライブで中継ごらんになっている市民

の皆様にはちょっとわかりづらかったかもしれま

せん。そういう観点では、もう一度再確認の意味

でお聞きをしてまいりたいのですが、答弁の中、

全部を書いたわけではないのですが、ちょっと読

み上げさせていただくのですけれども、来春の名

寄市長選挙までの期間は現任期の仕上げに全力を

尽くしたいと。２期目の抱負と課題については、
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名寄市の持つポテンシャル、潜在能力の高さを再

認識して、御自身が生まれ育ったまちを明るく元

気なまちとなることを願い、今後とも活動してま

いりたいと。引き続き名寄市政を担当するという

政治姿勢を明確にされたという理解でよろしいで

しょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 来春の態度をどうするか

ということに関しては、先ほど日根野議員にも申

し上げたとおり、今現在総合計画のローリングあ

るいは予算査定、こういったやらなければならな

いような仕事が目の前にあって、そこをしっかり

と進めていくということがまず大事なのだろうと

いうふうに思っています。その中で常々周囲の皆

さんに対しても生まれ育った名寄市なので、この

愛するまちを私はどういう立場であってもこれか

ら振興していくということに変わりはないという

ことであります。そのことを申し上げたところで

ありまして、そのことは市民の皆さんにもお約束

をしているわけでありますから、どういった立場

にあってもこの地域のために全力を尽くしてまち

づくりをしていきたいという思いは変わらないと

いうことで、ぜひ御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） わかりました。十分に

市長の真意というのが私には伝わっているのです

けれども、私は加藤市長の３年半前の選挙パンフ

あるいは後援会のチラシも持っているのですけれ

ども、これから６カ月余の期間の中で新しく後援

会の会員になる方あるいは既存会員の方いらっし

ゃるのだろうと思います。そういった方々が６カ

月余と迫ればそろそろ次期に向けた準備もあるだ

ろうし、そうした心構えも必要だろうというふう

に考えているのですけれども、ここで再度くどい

ような質問は避けることにして、十分に市長の真

意は伝わったと。来期もまた引き続いて市政を担

当し、明るいまちづくりに励んでいきたい、民間

会社名寄市的な発想、計６項目にわたる市民との

お約束も着実に履行していきたいという意思が伝

わりましたので、あえてこれ以上の再質問は避け

たいと思います。

それでは次に、行財政運営から２６年度の予算

に関してお聞きをしてまいります。ちょっと質問

に入る前に確認をさせていただきたいのですが、

私は予算編成作業というのは各部各課あるいは集

約する財政課にとってルーチンワーク、定型業務

なのか、それとも絶えず新たな考え方が求められ、

新しい切り口だとか機軸が求められ、そういうイ

ノベーションが求められる非定型業務なのか、こ

の点についてまずお聞きをしたいのですが。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 予算編成に当たって

の姿勢ということでありますけれども、先ほど申

し上げましたとおり、私ども予算編成に当たりま

して市長訓令、それから私総務部長名での事務連

絡と２通り予算編成に当たる考え方として示して

おります。特に市長訓令におきましては、国の動

向なり、それから私どもを取り巻く社会的な状況

なり、それから予算編成に当たる基本的な考え方

であります。これを市長のほうから示していただ

くと。私のほうからは、ある種ルールにのっとっ

た事務的な考え方につきまして示しをしていると

いうところであります。いずれにしましても、予

算編成に当たりましては基本的なルール、それか

ら考え方というのが地方自治体の場合はほとんど

決まっておりまして、特に編成に当たっての大き

な変化が生じるという状況にはないと。そんな背

景もありまして、平成２６年度におきましてもこ

れまでのルールに基づき対応してまいりたいと。

これが定型的か非定型的かということであります

が、都度いろんな裁量が入ってきておりますので、

基本的には両方ということで御理解いただければ

と思います。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） わかりました。そんな

に新規の取り組みはないのだということでござい
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ますが、先ほどもお話があったかなと思うのです

が、次年度の新年度予算は選挙戦、名寄市長選挙

があるものですから骨格予算となるのだと。質問

の中でも求めましたけれども、政策的な予算は可

能な限り排除して、極めて骨格的な予算だけでや

って、その後の臨時会で政策予算を反映した補正

予算案を提案して議会の承認を得たいというよう

な話ですから、そうすると私は何を言いたいかと

いうと、かねてから申し上げているとおり新年度

予算の編成過程について市民の皆さんの情報共有

という観点からお話をしたいのですけれども、次

年度は政策的な予算が反映されない全くの骨格予

算に近いものになるのでしょうから、意外と各部

各課から上がってくる予算も極めてベーシックな

ものだろうと思うのですけれども、これらについ

て１１月１日の市長あるいは総務部長の訓令ある

いは事務連絡を受けて上がってきた予算要求の各

部各課の集計について、予算の編成過程のスケジ

ュールとあわせて各部各課から上がってきた予算

要求というのはこういう内容で金額はこうですと

いうような情報の開示については可能かどうかお

聞きしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 骨格予算を組むとい

うお話はさせていただいております。これ当然市

長選挙が行われる年度でありまして、政策的な判

断はある種新しい市長に行っていただくというこ

ともありますために、義務的経費でありますとか

継続事業、これを中心に計上するというのが一般

的なルールであるというふうに認識をしておりま

す。しかしながら、予算要求の段階ではいずれに

しろ全体の状況の把握ということが必要になって

まいりますので、通常の予算要求どおり原課から

事業を提出していただくと、予算要求をしていた

だくということをまず基本に考えたいというふう

に考えております。ここからいわゆる骨格予算、

それから肉づけ予算というふうに分けて査定をす

るという、そんな段取りになるだろうというふう

に考えております。いずれにしましても、骨格予

算では義務的経費、それから継続的な事業に係る

ものにつきましては都度予算がかかるわけですか

ら、当然必要な予算として計上するということが

ありますけれども、一方総合計画の中でそれぞれ

重要な事業につきましては前段ローリング作業が

行われておりますので、そういったものにつきま

してもしっかり織り込めるような、そんな協議も

してまいりたいと思います。いずれにしましても、

肉づけの予算につきましては新しい市長が決定を

してからということになりますので、４月選挙が

予定をされておりますが、市長が決まった段階で

改めて私どもの予算査定作業に入ると。また、改

めての予算作業に入るという段取りを経まして、

第２回の定例会、６月になりますけれども、この

中で改めて補正予算という形で審議をいただくと、

こんな予定にしております。この間は、通常の私

どもこれまでのルールにのっとったスケジュール

の中で対応してまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） わかりました。

それでは、少し質問をはしょってお聞きしてま

いりたいのですが、先ほど健全化に向けた取り組

みについても御答弁いただきました。今回の行政

報告の中でも書いてあるのですけれども、ちょっ

と確認の意味でお教えをいただきたいと思います。

平成２４年度の決算では、実質収支３億 １０４

万円のうち財政調整基金や減債基金に１億 ００

０万円積み立てた。また、残りほぼ２分の１強の

１億 １０４万円、これは平成２５年度に繰り越

したという報告がございましたけれども、ここで

確認をさせていただきたいのですけれども、地方

財政法でしたか、この第７条のところに地方剰余

金というのがあるのですけれども、これ各会計年

度で決算剰余金が生じた場合は当該剰余金のうち

２分の１を下らない金額は、これを剰余金が生じ

た翌々年度までに積み立て、または償還期限を繰

り上げて行う地方債の償還財源に充てなければな
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らないというような定めがあるのですが、今回は

市債の償還財源に充てないということでよろしい

のですよね。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 減債基金に今回一部

０００万円積んでいますので、起債の繰上償還

するときに補償金をつけられると決して有利にな

らない場合があったりしますので、１つは基本的

には２分の１以上財政調整基金に積むべきだと。

そのうち繰上償還に使ってもいいよと。繰上償還

するタイミングについては、一番補償金の少ない

時期であるとか、そういうものをにらんでやるの

で、減債基金も財政調整基金も総括して財政調整

的基金という形になっておりますので、今回は２

分の１以上、１億 ０００万円と ０００万円を

積み立てをして将来に備えたということでありま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） それでは、災害、防災、

減災についてお聞きをしてまいります。

質問通告をしてヒアリングがあった段階では、

全く特別警戒警報というのがなくて、終わった後

に１６日の未明に気象庁が初めて特別警報を発令

したということでちょっとびっくりしているので

すけれども、名寄市では洪水のハザードマップを

配って市民に対して浸水予想地域や避難場所、こ

ういったものを明記しているのですけれども、名

寄はこのほか洪水以外の災害についてはどのよう

な災害について想定されているのかお知らせくだ

さい。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 洪水外というお話で

ございますが、１つは地震がございます。当然当

初から地震の対策等につきましては、耐震化の促

進計画をもちまして対応させていただいていると

ころでありまして、しかしながらこの間名寄市の

状況を見ますと大きな地震災害がないということ

も１つありまして、なかなか危機的な対応という

ところでいくと少し危機感が薄れているかなとい

うような思いも正直しております。現実的に直近

でいきますと、平成２２年７月、大変大きな洪水

被害を受けたということがありまして、やはり市

民の皆さんは当面直面するであろう、いわゆる洪

水災害に対してぜひ対応をしっかりとっていただ

きたいと、そんな考えもありまして、近年は防災

訓練にありましても主に洪水災害を対象とした対

策をとっているということであります。しかしな

がら、当然地震も全く想定をしないということで

はありませんので、今後防災訓練のあり方含めて

少しさまざまな課題が都度出てまいりますので、

そういった中でさまざまな災害を想定した防災訓

練のあり方、また市民の皆さんへの周知のあり方

についてもぜひ研究、検討してまいりたいと考え

ております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） わかりました。今回の

総合計画の後期計画の専門部会の議事録の中に、

たしか防災担当の方が名寄は活断層による地震の

発生は極めてまれだけれども、直下型はいつあっ

てもおかしくないのだというような発言されてい

るのを議事録で拝見しているのですが、いずれに

しろ直下型の地震というのは名寄にも起きる可能

性があるということですから、これからは冬期間

の暴風雪についても、ことしの春先には道東で９

人ぐらいの死者が出たという暴風雪もありました

ので、ぜひ洪水のみならず、地震あるいは暴風雪

についても十分な事前の対応が必要だろうと私は

思うのですが。

あと、災害時の要援護者についてちょっと確認

をさせていただきたいと思います。今答弁にもあ

りましたけれども、手挙げ方式の名簿作成という

ことなのですが、ちょっと進捗率を出してみたの

ですが、５３７人中１５５人、電卓ではじくと２

８％ぐらいの進捗率かなというふうに思うので

すが、まだまだ登載進捗率というのは極めて低い

のですけれども、これから具体的にどのように進
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捗率を高めていくのかお教えください。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 災害時の要支援事業、

あわせながら自主防災組織の対応についてもそれ

ぞれ対応させていただいてきておりますが、実は

町内会も少子高齢化含めて人的な資源がなかなか

薄くなってきているというような状況もありまし

て、さまざまな場面で災害時における町内会なり

の対応が極めて難しくなっているかなという認識

を正直持っております。今回事業を立ち上げるに

当たりまして、まずは自助、共助、公助という考

え方のもとに、私どもやり得る役割とか、それか

らともに助け合う役割ですとか、それから自分で

みずからしっかり逃げる、自分をみずから助ける

というような、こんな役割をいかに総合的な対策

として進めていくかということで随分議論もして

まいりましたが、やはり地域は地域でしっかり自

分たちで自分たちの地域を守っていくということ

がまずは一番これは確実だろうと。いざとなって

はもう逃げるのが一番と。そして、まさにみんな

助け合って逃げるのが一番と。このことを今回の

大きな各地方の災害においても実証されているの

かなというふうにも思っておりまして、今後要支

援、それから自主防災組織のあり方につきまして

もやはりこの考え方、まずしっかり市民の皆さん

に御理解をいただかないといけないと。このこと

がまだまだ不十分だと言われるような場面もあり

ますので、私どもしっかりこの内容につきまして

は周知啓蒙を図ってまいりたいと思いますし、や

はり地域が地域でみずからしっかり守れるような、

そんなフォローも、どういったフォローが必要な

のかというのも改めて検証させてもらいながら、

行政として支援もしてまいりたいというふうに考

えております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） 手挙げ方式による名簿

の整備というのは、限界に来ているのではないの

ですか。どうなのですか。その辺をもう一度確認

したいのです。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 要支援の考え方であ

りますが、現在私どもがこれ必ず支援が必要だろ

うと。そして、私どもが要支援事業で対象とする

べき人方は、現在名寄市内で５３７名の方が対象

となるだろうというふうに押さえておりまして、

しかしながらなかなかそれ全てが押さえ切れてい

ないという状況もあります。これこの中には、当

然近くにいわゆる援助が可能な方がおられるとい

うことも含めて手を挙げていないという方もいら

っしゃいまして、本当の意味でどれだけの方が支

援を必要としているのかというのが正直つかみ切

れていないというところがまだ現状でございます。

そういう意味では、この方々全てに対してダイレ

クトメールでぜひ要支援事業についての理解と手

を挙げていただきたいという内容を含めてのお知

らせもしてまいっておりまして、まさに手を挙げ

ていただくことによりましてさまざまな状況がち

ょっと見えてくると。あくまでも個人情報の壁等

ございまして、行政でもやり得ることはある意味

少し限界がある部分もこれ正直感じておりますけ

れども、今後一層その内容についてやっぱり私ど

も精査をしていかないといけないという認識は改

めて持っておりますので、これからも町内会と協

力をしながら、内容についての理解をいただきな

がら、ぜひ手挙げも含めての理解をいただいて、

事業を進めてまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） 今扇谷部長のほうから

個人情報というお話がありましたけれども、この

名簿の共有による個人情報に対する過剰反応とい

うのはあるのですか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 個人情報に対する過

剰反応ということでありますけれども、災害対策

基本法が変わりまして、その中で要支援に係る名

簿の作成をしなさいということが義務づけられて
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おりました。これは、新しく義務づけられたとい

うことであります。まさに私どもそういう意味で

は、福祉サイドと協力しながら名簿の作成は行っ

ておりますが、この情報を共有するに当たりまし

ては１つただし書きがございまして、必ず個人の

承諾を得るというところがあります。これは、一

定程度法律の整備がなされていても、やはり個人

情報なりの対応については極めて慎重な形で対応

せざるを得ないというところがありますので、こ

の辺につきましてはぜひ手を挙げていただいた方

含めて、どんな形で情報開示が必要なのかしっか

り精査をさせていただいて、御理解もまたいただ

きながら、この名簿の作成の中身がしっかり効果

が出るような形にしてまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） 時間がなくなってまい

りましたが、最後に名簿を共有している町内会４

６町内会でしたか、このおろされている名簿に基

づいてＡさんという要援護者に対してどなたとど

なたが一朝一夕の災害時の発生時に対応するのだ

ろうというような具体的な避難行動というのでし

ょうか、訓練というのでしょうか、そういったも

のが行われた経過があるのかどうか、あればぜひ

お知らせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 一応要支援事業で手

を挙げていただいた方につきましては、基本町内

会の中で、もしくは近隣の中で個別計画を立てて

いただくということを原則にしておりまして、な

かなか手を挙げていただいた方全てにつきまして

個別支援の計画がなされているという状況にはあ

りませんけれども、町内会の中では改めて支援体

制について個別計画をつくっていただいていると。

その中で必要な状況におきまして、いわゆるうま

く避難をするという段取りも策定をしていただい

ておりますが、今のところ残念ながら具体的な訓

練については実施をしておりません。しかしなが

ら、やはりそれは課題だというふうに考えており

ますので、今後ぜひ対応する場面がありましたら

町内会と相談させていただいて、考えてまいりた

いと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇４番（大石健二議員） 残った質問は随分ある

ので、せっかくいただいた答弁ですので、また決

算委員会等で質疑をお願いしたいと思います。

以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で大石健二議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午前１１時５６分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

空き家対策について外２件を、竹中憲之議員。

〇８番（竹中憲之議員） 議長より指名をいただ

きましたので、さきに通告をした大項目３点につ

いて質問をいたします。

まず、１点目は、空き家対策についてお聞きを

いたします。ここ数年全国的に管理されていない

空き家が大きな問題になっております。名寄市に

おいても近年空き家が多く見られるようになって

いますけれども、核家族、少子化によるものかど

うかは私自身まだ分析をしておりませんが、空き

家をそのまま放置をしていくことにはならないと

思っております。防犯、防火上、または倒壊によ

る近隣への被害や冬季の落雪等が大きな問題にな

っています。昨冬は、特に大雪、寒冷により道内

で倒壊による隣接家屋への被害も出ました。名寄

市においても倒壊や入居不能家屋があります。昨

冬の大雪による家屋の倒壊や危険家屋もありまし

たが、町中で危険があったビル街もようやく解体

が進められております。市民の安心、安全な生活

環境を保障する意味でも適正な管理を求めること

が重要と考えています。

平成２５年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号
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７月に開催された議会報告会における市民要望

１０項目を取りまとめ、議会として行政に回答を

求めたところでございますが、その一つとして空

き家対策がありました。８月下旬に加藤市長より

正副議長に回答がなされましたが、空き家の実態

について行政として各町内会に空き家の軒数調査

をされたというふうに思います。現時点での名寄

における空き家の軒数と平成２４年度に倒壊した

空き家があれば倒壊軒数、また今後の空き家対策

についての考え方があればお知らせ願いたいとい

うふうに思います。

大項目の２点目は、地域防災対策についてお聞

きをいたします。近年温暖化によるものと見られ

る集中豪雨、ゲリラ豪雨が全国各地で多発をして

おります。田畑の水没、家屋の倒壊にとどまらず、

とうとい命を落とされております。名寄市におい

ても近年集中豪雨による田畑の被害や道路の冠水、

崩壊などが出ておりますけれども、被害に遭われ

た方にはお見舞いを申し上げたいと思います。

名寄における災害の多くは、豪雨による洪水と

土砂災害及び台風による被害が大半ではないかと

思っています。名寄における近年の降雨等による

被害の実態について、避難をせざるを得ない災害

時、特に洪水における避難所についてであります

が、名寄地区の避難指定所は農村地区を除いて、

あるいは風連、智恵文地区を除いて、名寄高等学

校、名寄産業高校名農キャンパスあるいは上川北

部地域人材開発センター、北国博物館等の４カ所

が指定をされておりますけれども、地域防災計画

に示されているこの箇所の収容人数について、約

０００少々、１万近い人数だというふうに思い

ますけれども、この計画で示されているのは名寄

市における最大の範囲と最大の水深を想定してお

りますけれども、収容体制及び避難対象地域から

避難所までの避難動線について、避難所の収容体

制について及び近年の降雨等による被害の実態に

ついてお知らせを願いたいというふうに思います。

大項目の３点目は、教育現場におけるいじめの

実態についてお聞きをいたします。近年のいじめ

は、陰湿になってきているのではないかというふ

うに思っています。携帯電話やパソコンによる直

接ではなく間接的ないじめが増大しているとの調

査が結果として出ています。教育委員会が発行し

ている教育なよろの教育相談センターの報告では、

平成２２年度が３件、２３年度が４８件、２４年

度が８件というふうになっておりますが、平成２

３年度の４８件は非常に多い相談件数ですが、一

人の児童生徒が複数回の相談をされていると思わ

れます。思春期における根深い長期でのいじめは、

成人になってから精神的な問題が生じるとの報告

もあります。現時点での名寄におけるいじめの実

態と件数及び教育委員会としての対応はどのよう

にされているのかお知らせを願いたいというふう

に思います。

以上、この場からの質問を終わらせていただき

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 竹中議員から大項目

で３点にわたり御質問がございました。大項目１

は私から、大項目２は総務部長、大項目３は教育

部長からの答弁となりますので、よろしくお願い

いたします。

まず、空き家の数について申し上げます。近年

少子高齢化や過疎化による人口の減少から、全国

各地で空き家の増加が大きな問題となっています。

老朽化したまま放置された空き家がもたらす課題

として、犯罪の発生、雑草繁茂や不法投棄による

公衆衛生の低下、景観の悪化、あるいは屋根に積

もった雪による落雪被害や倒壊の危険性などがあ

ります。特に昨冬は、管理不全になっている空き

家の近隣住民から落雪事故を危惧する相談が数件

寄せられ、その対策に苦慮したところです。本来

家屋の管理は所有者の責任でありますが、空き家

の所有者が既に死亡している、遠方に転居し、連

絡先が確認できない、相続を契機に管理責任が不

明確になるなどさまざまなことが管理不全となる
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要因として考えられるところです。これらの要因

から、管理不全の家屋が増加傾向にあることを踏

まえ、本年公営住宅を除いた７３町内会に空き家

に関する調査を実施したところで、このうち８割

の５８町内会より回答を得ました。空き家数につ

いては３０５戸で、現在の市内住宅戸数１万７９

０戸に占める空き家は約３８０戸と推定され、空

き家の割合は ６％となります。また、管理不全

と判断される家屋は８４戸でありました。

次に、平成２４年度の倒壊家屋の実態について

御質問をいただきました。昨冬は、管理不全とな

った家屋が雪の重みで倒壊するという事故が３件

発生しました。このうち中心街の大型商業店舗で

起きた事故では、隣接する商店街への安全対策に

係る協議を重ね、先般施設の解体、撤去作業が進

められたところです。同じく町中で起きた一軒家

の事故では、倒壊した外壁が近接する家屋に倒れ

かかり、居住者に危険が迫っている。市道の歩道

側に瓦れきが崩れ落ち、道路通行に支障を来す状

況から、危険回避のため直ちに瓦れきの撤去作業

を依頼し、住民の安全を確保しました。その後雪

解けを待ち瓦れきの飛散防止のため瓦れきをビニ

ールシートで覆う作業を行ったところです。３件

目の倒壊事故については、現在も所在を調査中で

ありますが、既に所有者が遠方に転居しており、

なかなか倒壊家屋の撤去が進まない状況にありま

す。現場には、子供たちが近寄らないようロープ

を張り、注意看板を立て安全対策をとり、頻繁に

パトロールを実施しております。

次に、今後の空き家対策についての御質問をい

ただきました。空き家が増加する原因は、居住者

の死亡や転居、相続人が居住しないことなどさま

ざまなことがあります。居住者がいなくても所有

者による適切な管理が行われていれば空き家が周

囲に悪影響を及ぼすことはありませんが、所有者

が遠方に住んでいるため管理意識が低い場合や跡

地の計画がないため高額な撤去費用を負担してま

で解体するメリットに乏しいことなどが空き家の

撤去が進まない要因となっているものと思われま

す。このような状況から、今後は空き家の増加と

同時に管理不全の空き家も増加し、管理水準の低

下した空き家がもたらす問題がさらに大きくなる

と想定されるところです。今後の対策であります

が、空き家が管理不全となる前に所有者に対して

適切な管理を義務づけることや意識づけが重要と

なるものと考えているところで、所有者の自発的

な適正管理を促すため、空き家条例の策定に向け

作業を進めております。また、これにあわせて空

き家の詳細な実態を把握する必要から、空き家台

帳の整備に係る空き家の調査、リストの作成や所

有者の把握、空き家マップの作成など廃屋化の予

防対策を講じていきたいと考えております。

私からは以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目の

２、地域防災対策について申し上げます。

まず、近年の降雨などによる被害の実態につい

てでありますが、御案内のとおり地球温暖化によ

る近年の気象で豪雨などの記録が事あるたびに塗

りかえられております。今年も当市では大雨など

の警報が多発し、７月２９日から９月５日までの

間に１０回にも及んでおります。この原因は、海

水の温度が平年より３度以上高いことから、気象

が不安定になっていると気象台のほうから説明を

受けております。近年の当市での災害であります

が、平成２２年７月２９日から３０日までに起き

た豪雨災害があります。時間雨量２ ５ミリ、１

日の降水量１１７ミリの大雨の影響により小河川

が増水し、名寄地区で床上浸水１軒、床下浸水３

１軒、風連地区では床上浸水４軒、床下浸水１０

軒の住家が被害を受け、避難勧告等により４８世

帯９７人の市民が４カ所の避難所で一夜を明かし

ております。平成２３年度は、９月２日から８日

までの間に大雨に対処するため災害対策本部を設

置し、真狩川右岸堤防に大型土のう、また智恵文

八幡地区に土のうを設置するなど水防対策を行っ



－66－

平成２５年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号

ております。平成２４年度は、７月５日に大雨に

より風連日進地区の農家の納屋付近に土のうを設

置し、水防対処を行っております。平成２５年度

につきましては、先般の８月２０日、智恵文地区

におきまして局地的集中豪雨とひょうによる農業

被害や一部道路の決壊被害が発生しており、幸い

平成２２年度以降住居や人命に係る大きな被害は

発生しておりませんが、明らかにこれまでと違う

気象変化を感じております。

次に、避難所の収容体制についてでありますが、

名寄地区において洪水被害が発生した場合、被災

住民を一時的に収容し、保護するいっとき避難所

につきましてはよろーな４３０人、人材開発セン

ター ２２３人、北国博物館２２４人、名高 ２

８７人、名農キャンパス １５８人の５つの施設

で合計１万 ３２２人となっております。これに

対しハザードマップにおける５０センチ以上の浸

水域の避難者は、浸水しない区域を除く町内会の

人数の積算からおおよそ１万 ７００人と推計し

ております。この人数は、天塩川及び名寄川の堤

防が同時に決壊したときの最悪の洪水時を想定し

ておりまして、これら壊滅的な災害時の被災者全

ての収容を行うためには風連地区の避難所、 ０

２７人収容でありますが、これを活用することや

民間の施設も利用することが想定をされます。

次に、収容場所と避難地区の動線についてであ

りますが、天塩川または名寄川の強固な堤防が決

壊するような状況で、当該名寄地区で洪水時に５

０センチ以上の浸水がある対象地区からの避難を

行うときは、まずハザードマップで浸水ゼロメー

トルの地域を確認をし、避難準備情報、避難勧告

などが出たときに早目に避難をすることが肝要と

考えております。具体的な動線の例としまして、

名寄市立図書館付近の大通から名寄駅までの間は

浸水ゼロメートル地点でありますので、まずはよ

ろーなを目指し、身の安全を確保する動線で避難

することが必要となります。これらの避難動線に

ついては、出前トークもしくは広報などで今後も

しっかり説明をしてまいりたいと考えております。

しかしながら、既に浸水が始まり逃げおくれたと

きには、水平移動ではなく、浸水をしないより高

い場所、とりわけ自宅２階や近くの堅牢な建物な

どの高い場所に垂直で避難をし、救助もしくは水

が引くまで待つことも命を守るためには必要な対

応と考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目３、教育現場におけるいじめの実態について

答弁をさせていただきます。

まず、小項目１、いじめの実態について、いじ

めにおける現時点での名寄市の実態についてお答

えをいたします。いじめの問題は、どの子供にも

どの学校にも起こり得るものであり、学校教育に

携わる全ての関係者が改めていじめの問題の重大

性を認識し、いじめの兆候をいち早く把握をして、

迅速に対応する必要があります。また、いじめの

問題が生じたときには、その問題を隠さず、学校

と教育委員会が一体となって対応するとともに、

地域や家庭と連携をして対処するなどいじめの解

決を図る取り組みの徹底が強く求められておりま

す。これまで本市では、いじめの問題の早期発見、

早期対応を図るため、市内の小中学校の全児童生

徒を対象に北海道教育委員会のいじめの問題実態

把握及びその対応状況等調査を実施をしてきてお

ります。本年６月の同調査では、６件をいじめで

あると認知をしております。その後この６件につ

いて解消に向けまして各学校で対応いたし、５件

は解消しておりますが、残り１件につきましては

学校と教育委員会が連携をし、全力で解決に向け

た取り組みを続けているところであります。

次に、小項目の２、委員会としての対応につい

てであります。いじめの問題に対する教育委員会

の対応についてお答えをいたします。学校からい

じめをなくすためには、よりよい人間関係づくり

を基盤とした集団づくりが大切であることから、
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各学校には児童会、生徒会活動によるいじめ防止

集会やいじめの防止標語、ポスターづくりなど一

層工夫をし、児童生徒の自発的、自治的な取り組

みによるいじめを絶対に許さない学校、学級づく

りを強力に推進していくようお願いをしておりま

す。その結果、いじめはどんなことがあっても許

されないと思うと答える児童生徒の割合がこの２

年間で全小学校の平均では８０％台から９０％台

に、全中学校の平均では７０％台から８０％台に

上昇しており、いじめは悪いことであるという認

識が子供たちの間に浸透してきております。

また、近年は携帯電話などのインターネット掲

示板やメールによる誹謗中傷などネット上のいじ

めが大きな問題となっていることから、情報モラ

ルに係る指導にも力を入れているとともに、家庭

でのルールづくりやフィルタリングの設定促進な

ど、家庭との連携にも努めるようにお願いをして

おります。

教育委員会では、児童生徒の問題行動や健康、

安全の問題に関する各学校からの報告、連絡、相

談については学校教育課長を窓口として対応をし

ております。また、教育相談センターにおいては、

学校や家庭生活における児童生徒、保護者からの

悩み、いじめ、不登校などの問題に対して学校や

関係機関と連携を図りながら、適切な支援を行っ

ております。センター内には、教育推進アドバイ

ザーを配置をし、いじめ、不登校、非行等の学校

生活に関する諸問題への対応と教職員や関係機関

との連携を図っておりますし、ハートダイヤルを

通じて教育専門相談員が児童生徒や保護者等から

の悩みについて電話や面談による相談やカウンセ

リングを行っております。そのほか心の教室相談

員を名寄中学校、名寄東中学校、風連中学校の３

校に配置をし、生徒が悩み等を気軽に話せる環境

を整え、ストレスを和らげ、心のケアを行ってお

ります。また、年３回心の教室相談員に教育推進

アドバイザーや教育専門相談員を交えて教育委員

会と情報交流会を行い、情報の共有や相談技術の

向上を図るように努めております。今後も教育委

員会といたしましては、学校と学校教育課、教育

相談センターの間の報告、連絡、相談を緊密に行

い、一致協力していじめなどの問題行動の未然防

止、早期発見、早期対応に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） それぞれ答弁をいただ

きましたから、再質問をさせていただきたいとい

うふうに思いますが、空き家対策の中身でいきま

すと、かなり行政として厳しいという対処のあり

方というのは確かにあるのだというふうに私は思

っておりますけれども、現実昨年３軒ですか、倒

壊あるいは倒壊のおそれということを含めてあり

ましたけれども、本当に行政としてこの空き家の

管理ということではなくて、それぞれの状況をど

こまで把握しているのかというのは非常に私自身

は疑問に思っているところであります。調査の中

ではかなりの軒数に上っているという状況であり

ますけれども、想定される３８０戸、大体 ６％

というふうに答弁ありましたけれども、中身的に

はそのうちはっきり調査の中で出たのが３０５軒

という状況だというふうに先ほどありましたけれ

ども、本当にこの中でも管理不全が８４軒、非常

に率が高い中身になっているなと。そういった意

味では、早急にということにはなりませんけれど

も、やはりそれぞれつてを頼って管理されている

方への勧告も含めてやっていかなければならない

というふうに思っておりますけれども、現状行政

としてこの管理不全の８４軒の中身についてどの

ぐらい連絡がとれているのか、承知をしていれば

お答えをいただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 今御質問ありました

８４軒については、ことし町内会の皆さんにお願

いをしまして調査をした結果ということで、３０

８軒の空き家の状況あるいは８４軒の危険家屋の

全軒について私どもでは把握をしてございません。
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ただ、これまでうちの担当のほうにそれぞれ毎年

危険であるので、何とか市のほうから連絡をとっ

てほしいというような案件で、実は継続の案件も

ありまして、そういうものも含めて先ほど５軒と

いうことで回答させていただいたということで、

大変申しわけありませんけれども、現在のところ

では８４軒の状況については全てを把握している

ということではありません。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） なぜこのような話で質

問をしたかというと、結果として１条８丁目でし

たか、の倒壊のものも税金使って結果的には潰し

たというか、整理をしたという状況なわけです。

そこで、あれ以上は整理ができないということで

ブルーシートをかけて置いてあるのですけれども、

あのまま置いておくことによって、実は先ほど答

弁の中でも若干ありましたけれども、不法投棄の

問題も含めて出てくるという可能性もあるわけで

す。また、管理不全で倒壊寸前のものを置いてお

くということになると、結果として防犯、防火の

問題も含めて行政として潰すだけ潰さざるを得な

いということになるのではないかというふうに私

は思っているのです。数年前国の施策で何軒か処

理をしましたけれども、そういう国の施策によっ

て出てくるというのは恐らく余りないのだろうと

思うので、それは持ち主の管理を徹底させる、あ

るいは継承するというか、そういう方にきちっと

管理をさせるということが一番いいのだというふ

うに私は思っていますけれども、行政として調べ

ようがないということもあるのかもしれませんが、

しかしきちっとそこはやっていただかなければな

らないのかなというふうに思っておりますので、

そういった意味でこの空き家対策、もう少しきち

っと行政として力を入れていただきたいというふ

うに思っています。

先ほど質問した中で、８月の議会報告会の中で

あった答弁が条例制定に向けてという回答になっ

ておりました。行政としてどこまでこの条例に向

けて進んでいるのか承知をしませんが、国の施策

も含めて臨時国会でという話もあるようですから、

それに向けて行政としてどこまで進んでいるのか

ちょっとお聞きをしたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 条例の制定に向けて

ということで御質問がございました。先般議会報

告会における市民要望ということで市長から回答

をさせていただきました。国としては、管理不全

な空き家の増加を受けて、防火、防災あるいは治

安確保の徹底を含めて国の段階で今法案を整備を

しているということで、特別措置法案をこの秋の

臨時国会に提出をして成立を目指すという状況も

実はございまして、これまで市としても条例制定

に向けて道内の市町村の条例の制定の状況を含め

て検討してきております。道内にもいろいろな条

例の制定の仕方がございまして、空き家に特化し

たものであったり、あるいは全体的な敷地におけ

る草等の管理状況も含めた全般的な管理の状況、

あるいは景観にかかわる条例ですとか、いろいろ

なものがあるということで、名寄市としては空き

家に特化した条例に向けて整備をしていこうとい

うことで考えてございまして、これまで特に今回

の市長からの回答の中にも何点かあったかと思い

ますけれども、代執行の問題であったり、あるい

は書いてございませんけれども、補助金をどうす

るのか、助成が必要なのかどうなのか、そういっ

た検討も含めて今やっていまして、ついせんだっ

て国のほうから国の段階でも法の整備をするとい

う一定の方針も出されたものですから、現在は国

の一定の方針を出された内容を見ながら、改めて

条例の制定に向けて取り組みを進めていきたいと

いうふうに考えているところです。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 今条例の制定に向けて

ということであります。秋の臨時国会に措置法案

がということでありましたけれども、市長の例の
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回答のですと、あれを読むと早急にできるのかな

という読み方もできるのであります。措置法案を

検証しながらというか、横に見られながら条例の

制定ということになるのだろうと思いますが、ち

ょっと確認だけさせてもらいたいのは、年度内の

条例制定を目指しているということで確認をさせ

ていただけるのかどうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先般回答させていただい

たとおりでありまして、本年度末に条例を制定し

ていくという方向は変わりありません。しかし、

今部長からお話あったとおり、今秋に臨時国会で

政府与党から議員立法で空き家対策に対する法案

が出ると。その中身を見ていても今いろんな情報

出ていまして、例えば実態調査を行った上で空き

家対策の計画を作成するように市町村に働きかけ

る、義務づけるだとか、対策協議会の設置等々、

これらの状況を見きわめてそごがないように、あ

るいはそこをしっかりと補完していく形で我々の

条例もまた地元の地域の実情も踏まえて制定して

いかなければならないというふうに考えているも

のですから、この法案がずれ込んでいくと条例も

ひょっとしたらずれ込むかもしれませんというこ

となのですが、基本的にはしかしそこの情報をに

らみながら、できる限り今年度末には策定をして

いきたいという方向では変わりありませんので、

このことをそこもしかし国の動向いかんによって

少しぶれる含みもあるということでぜひ御理解い

ただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） どうも私としてはしっ

くりしないのですけれども、国の措置法案の流れ

を見ながらということもあるのかもしれませんが、

結果としてこの間条例制定に向けてということで

結構議論のあったところでありますから、そうい

った意味では遅かったのかなというふうに私は実

は思っています。年度内にということであれば、

それまでの対策としてどのようなことを考えてい

るのか。というのは、昨冬のように大雪で、ある

いは低温で雪が落ちないと。潰れると。倒壊をす

るというようなことが結果としてあるとしたら、

それまでの、条例できたからすぐということには

恐らくならない。１カ月ぐらいはあくだろうと思

いますから、年度内に条例が制定されても新年度、

４月以降ということになるのだろうと思いますか

ら、そういった意味では条例施行までの対策につ

いてどのような考えを持っているのかだけお聞か

せを願いたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 条例の制定までの間

ということで、特に冬を迎えるということでござ

いまして、この対策については先ほど少しお話を

しましたけれども、いわゆる８４軒の危険家屋と

言われる部分について全軒は調査してございませ

んけれども、私どもの担当のほうでこれまで地域

から、町内会から情報として出されている情報を

もとに現地の確認ですとか、当面どうしても急が

れるような危険家屋についてはこちらのほうで現

地を確認しながらやっていきたいというふうに思

っています。８４軒全部ということではございま

せんので、今うちのほうで実は５軒ほどは本当に

これまでの経過でいうとことしの冬もつのかなと

いうような状況もちょっとございまして、その辺

は現地確認なり、あるいは町内会の皆さんとも協

議をしながら対応をしていきたいというふうに考

えているところです。ただ、中身的には全てが所

有者の方がいらっしゃって連絡をとれば対策を打

ってくれるかというと、非常にその５軒というの

も実は厳しい状況にございまして、改めて相続の

関係ですとか、所有者の関係も含めて、そういう

対策から始める必要があるのかなというふうに思

ってございます。基本的に行政としては、あくま

で家屋については所有者の責任でやってもらうと

いうことが基本でありまして、やはり民事不介入

といいますか、一定の行政としてのでき得る範疇

があるというふうに認識をしてございます。ただ、
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先ほど議員からもお話ありましたように、今にも

本当に危険が及びそうな危険家屋についてはやは

り行政として一定の危険回避の措置は必要だとい

うふうに考えてございます。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 行政でどこまでやれる

かというのは今後の問題としてあるのであります

けれども、ただ一方である人の話で、借地は別に

して自分の土地の場合、上屋を壊すと土地の税金

が上がると。そのことによってしばらく潰さない

というのも一方で実は思っている市民もいるので

す。そこは、やっぱりきちっと行政として持ち主

というか、相続された方は相続人に対しての連絡、

あるいは処し方をきちっと知ってもらうというこ

とが一番いいというふうに思いますので、そのよ

うな方法も含めて今後対処を求めておきたいとい

うふうに思います。

次に、防災対策についてでございます。特に名

寄地区以外の方には申しわけないのでありますが、

私が今回地域防災の問題で質問したのは、名寄地

区を中心にした水害にかかわってというふうに思

って今回質問をいたしました。昼前に大石議員か

ら台風１８号の話がございました。結果として特

別警報が出されて、３件でしたか、非常に多くの

方が避難指示が出されたという状況で、災害に遭

われた方についてはお見舞い申し上げたいという

ふうに思いますし、亡くなられた方については御

冥福を申し上げたいというふうに思いますが、現

状洪水ハザードマップの中身を見ますと、最大５

メートル以上、下は５０センチということでこの

中身載っていますけれども、最大でなくても２メ

ートル以内でも名寄の４条、国道以西というので

すか、が水没をするというか、水没まではいきま

せんけれども、そういう状況に実はなるのです、

この地図を見た限りでは。そうすると、避難所へ

行く場合の動線についてはいろいろあるのでしょ

うけれども、結果として名農のキャンパスあるい

は名高あるいは地域人材開発センター等々に行く

場合の動線としてそんなに多くないと思うのです。

２線、３線しかない。特に災害の場合、水害もそ

うでしょうけれども、自動車を使わない。車を使

わないというのが基本だというふうになっていま

すから、そういった意味での動線と、それから輸

送体制、特に午前中にもちょっと話がありました

けれども、災害による支援、要支援の中身があれ

ば車を使わざるを得ないという状況もありますか

ら、そういった意味ではその辺の動線のあり方あ

るいは市民への周知のあり方というのはどのよう

にお考えになっているのかお聞かせを願いたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） ハザードマップで最

悪の事態を想定した場合は、市内７割です。名寄

地区の７割が冠水をするというような状況になっ

ておりまして、こうした事態に至ったときに間違

いなく道路も含めてやはり避難する動線が寸断を

されるということは当然想定をされるということ

であります。やっぱりこうした洪水の災害対策に

おける一番の対処方法というのは、まずは逃げて

いただくということでありますから、そこでいく

と最悪の事態が起きてからでは全く遅いという話

になります。これは、私ども幾らハザードマップ

で防災対策をお示しをしても、まずは逃げるとい

う、いわゆる段取り含めてしっかり市民の皆さん

に周知をしていかないと大変なことになるという

ことは重々承知をしております。

それで、避難を実際に行っていただくという何

段階かのいわゆる手段として、１つは避難の準備

情報をお知らせをするということであります。こ

れは、気象警報が出る前には一定程度注意報なり、

あるいは段階として出されるということが１つあ

りまして、どのぐらいの被害、大雨が降るのかと

いうのも一定程度予測が可能な、そんな時代にな

ってきておりまして、１つは注意報、それから気

象警報が出された段階でどういった形で避難準備
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情報を出せるかということが１つ大きなポイント

になるだろうと。そして、その次にはいわゆる避

難勧告になります。その次には、いわゆる今回台

風１８号で出されておりました避難指示というこ

とで、既に１つ早い段階で災害を予測しながら、

常に避難をしていただけるような状況をしっかり

情報としてお知らせをするということが私どもの

最大の責務だと思っておりまして、これをするこ

とによって冠水前に速やかな避難が可能になると。

これしか方法はないというふうに私ども考えてお

ります。これ道路が一定程度冠水をした状況の中

で、仮に避難される方どこか１カ所に集まってい

ただいてバスなど出していわゆる避難を行うとい

うことは、実質相当無理だろうと思いますので、

要支援の方につきましては速やかに避難注意情報

をお示しをしながら、いわゆるこれは車を使わざ

るを得ないという状況もあるでしょうから、早い

段階でやっぱり避難をしていただく。まずはそこ

が一番。それから、健常者の方々につきましては、

避難勧告等々の状況を見ながら、しっかり避難の

体制をつくっていただく。そうした初期からの段

階的な対応を含めてやらないと、洪水対策、避難

はできないというふうに考えておりますので、ま

ずはしっかりした情報の発信をしていくというこ

とが一番重要なことになるだろうと。

そういう意味では、先般申し上げましたけれど

も、いろんな情報のツールがございまして、特に

今私どもが一番要するにこれから力を入れないと

いけないなというのは、身近なところでしっかり

情報を受け取るということができると。これは、

平成２６年の予算の段階でしっかり協議をさせて

いただきたいと思いますが、防災ラジオを各町内

会、それから公共施設に整備をしまして、いち早

く町内会に情報が発信できるような、そんな形を

ぜひとっていきたいと。そして、実際に今ほとん

どの方が携帯をお持ちなので、携帯を使った情報

の発信ツールも北海道のほうと協議をさせていた

だいておりますので、そうした私どもが対応し得

るさまざまな情報手段を使いながら、しっかり早

い段階から、要するに避難に対する準備、そして

行為をしていただくと。まずは、そこのところが

災害を防ぐための、災害に遭わないための一番の

対策だろうというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 考え方について少しは

前へ進んだのかなというふうに思いますが、実は

今町内会で災害における援護支援の扱いで再調査

というか、再確認をしておりますけれども、中身

的に高齢化になってきているということで、結果

的に老老介護ではありませんけれども、老老支援

という、年寄りが年寄りを支援をせざるを得ない

という状況になってきているのではないかという

ふうに思うのです。近くに若い人がいないという

か、そういう状況が出てきているというのが今日

的な中身になっておりまして、支援者をどこまで

の範囲でつけるかというのもかなり大変な状況だ

ろうと。先ほど答弁あったように、要支援の方に

ついては早目にということでありますから、それ

なりの対応を町内も含めてできるのかもしれませ

んけれども、結果としては車が必要だったりとい

う方もいるわけでありまして、かなり細かな計画

を立てないと厳しいなと。これは、町内との連携

も含めてありますけれども、そういうことも一方

で考えておかなければならないのかなというふう

に思いますので、そういったところの扱いも今後

考えていただいて、予防計画、防災計画を進めて

いただきたいというふうに思います。

もう一つ、食料等々の備蓄の問題です。毛布だ

とか、そういうものの備蓄のあり方について、恐

らく食料は年数があると思いますが、これはどの

ぐらいの備蓄で何年保存ぐらいの食料を備蓄をし

ているのか、ちょっとお聞かせを願いたいという

ふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 備蓄の関係でござい

ますが、特に水害の話をしますと、最大で３日程
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度でおおむね避難所からの撤退が可能という状況

も１つありますので、ある意味私どもいっとき避

難所の対応の中で５００人分を当座の目標としな

がら、食料の備蓄計画を立てております。最悪の

状況を想定するとなると、たった５００人という

お話にもなりますが、私どものこれまでの行政的

な対応の中では、例えば１万人分を備蓄をすると

かということはなかなか難しいというふうに判断

をしておりまして、食料ばかりではなくて医薬品

でありますとか、さまざまな資機材も当然用意を

しないといけないということもありますから、こ

の辺は適宜必要な備蓄については対応するととも

に、数については災害の支援協定等結びながら、

近隣含め、もしくは各種民間の方々と協定を結び

ながら、やはり支援をしていただきながら対応さ

せていただくということが現実的な対応だろうと

いうふうに考えております。

それで、どうしても備蓄品、特に食料に関して

はやはり保存期限がございまして、例えば２年か

ら５年とか、そういった状況もございますので、

そこのところはしっかり更新をしていかないとい

けないということであります。食料の考え方もや

はり単純に乾パンとか、そういったものが一般的

に防災の食料というふうに言われておりますが、

しかしながら避難される方の健康状態によっては

乾パンではだめと。ちゃんとしたある意味食料が

ないとだめということもございますので、その辺

につきましては適宜状況を見ながら、現実的な対

応をせざるを得ないということもございまして、

一定程度備蓄食料品の考え方につきましては、お

おむね健常者を含めて一般の方々を対象にしなが

らの食料の備蓄にならざるを得ないというふうに

考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 今答弁あったように、

５００人分くらいということでありましたから、

そういった意味では非常に少ない。財政の問題も

あるでしょうし、期限の問題もあるでしょうから、

そういった意味では厳しいのかもしれませんが、

行政としては最大限努力をしていただいて、ふや

していくということが必要だというふうに私は思

いますので、その辺の中身についてはもう少し努

力を求めておきたいというふうに思っています。

それと、もう一つ、例年訓練をやっておられま

すけれども、ここ数年自主訓練ということで地区

をかえてそれぞれやられておりますけれども、中

身的に防災計画の中でもうたわれておりますけれ

ども、給水、給食等の訓練も含めてというふうに

実はなっているのでありますけれども、その辺の

あり方について今後どのように考えているのか、

あるいは今備蓄をしている５００人分の中身につ

いて、２年から５年ですからある程度年数になっ

たら吐き出さなければならぬというか、そういう

言い方はちょっと言葉悪いのでありますが、そう

いうものを使っての訓練だとかも私は必要なのか

なというふうに思っています。何年か前にはやっ

たという話も聞いておりますけれども、私はちょ

っと記憶にないものですから、そういった訓練の

あり方も一方で必要かなというふうに思いますの

で、そんなところも今後の扱いとして求めておき

たいというふうに思います。

時間がありませんので、最後の教育現場におけ

るいじめの中身について再質問をさせていただき

たいというふうに思いますが、先ほど答弁いただ

いて、いろんなことで教育委員会として努力はさ

れているというのはわかるのでありますが、中身

的には学校と教育専門員あるいは心の教室相談員

等々との連携もされながらということだというふ

うに思っておりますが、もう一方で各学校との共

有というか、いじめに対する問題の共有というの

も私は必要かなというふうに実は思っています。

ある地域での教職員のいじめに対する解決の仕方

というか、解決ができるかどうかという調査をし

た結果、３０％ぐらいの教職員がいじめを解決を

できる自信があるというふうに、そういう調査結

果が実は出ておりまして、そういう意味でいくと
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約７０％ぐらいの教職員が解決できないというこ

とに、逆を言うとそういうことになるわけです。

そういうことだとすると、確かに名寄では今年度

今までに６件のいじめということでありますけれ

ども、教職員、各学校でいじめやっている中身は

同一ではないと思いますから、そういった意味で

は教育の中で各教職員が各学校のいじめ問題につ

いての共有をするということも私は必要だと思い

ますが、そのことについて考え方があればちょっ

とお知らせを願いたい。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからいじめ

に対応する教職員の解決能力の力量についてお話

をさせていただきたいと思います。

いじめなどの問題行動に対応するためには、当

然ながら教職員一人一人が適切に指導する力量と

いうものを高める必要がございます。特に学校の

生徒指導の方針というのを明確化をして教員の共

通理解を図る、また学校としての協力体制である

とか、指導体制を確立することが大切なことと考

えております。これまで教職員につきましては、

校内研修や初任者の研修、１０年経験者の研修等

通じまして、生徒指導の理論とか方法、問題行動、

いじめを初めとした問題行動に対するチームサポ

ートのあり方等についての研修を行っております。

しかし、議員も指摘のとおり児童生徒の問題行動

が多様化、複雑化する今日においては、教職員一

人一人がより実践的な指導力を身につけることが

重要であります。そのために各学校におきまして

は、先輩であります管理職、先輩教員による職場

内での日常的な指導、これについては英語の頭文

字でＯＪＴ、オン・ザ・ジョブ・トレーニングと

いうのだそうですけれども、そういったものを徹

底するとともに、校内研修の充実や研修会への積

極的な参加を奨励してまいります。

また、名寄では名寄市立大学の先生をスーパー

バイザーとして教員や教育相談センターの職員等

を対象にいたしましてカウンセリングに関する研

修会というのを実施いたしております。こういっ

た取り組みの充実も図っていきたいと考えており

ます。委員会としては、昨年度に引き続きいじめ、

不登校問題の専門家を招いての講演会も企画をし

ておりますので、それもまた教職員の指導力向上

を支援することに資すると考えております。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） いじめの問題について

は、結婚して親になって知らず知らずのうちに親

が子供をいじめている。親が意識をしなくてもい

じめているという、そういう状況というか、そう

いう調査結果も実は出ているのであります。これ

は、暴力だけでなくて言葉のいじめも含めてとい

う、そういう調査結果出ておりまして、中身的に

かなり厳しい子供のときのいじめがそうさせてい

る。いわば心身というか、心の病として残るとい

うのが現状としてあるわけです。そういった意味

からすると、必ずしも条例つくればそれでいじめ

がなくなるかという、そういうわけでもありませ

んけれども、中身的に北海道としてはいじめ防止

基本方針の策定ということで、条例をつくる状況

をにらみながら、ことしたしか１４地区でしたか、

意見聴取しておりますけれども、名寄でも条例つ

くるかどうかというのは考えておられるのかもし

れませんが、この道の条例にかかわっての教育委

員会としての問題意識というのはどのように持た

れているのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今条例の制定というこ

とにかかわっての御質問かと思いますが、御承知

のように第１８３回の国会におきましていじめ防

止対策推進法というのが成立いたしました。こと

しの６月に公布されたところでございますけれど

も、北海道では国のいじめ防止対策推進法との整

合性を図りながら、現在北海道子どものいじめ防

止に関する条例の基本的な考え方の案について、

先ほど御指摘あったように道内で説明会を行って
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いるという状況でございまして、うちの上川管内

におきましても８月に行われたところでございま

す。このように北海道では条例案の策定に向けて

取り組みを進めているところであり、マスコミ等

の情報では条例案の道議会への提出時期は来年の

２月ぐらいだということで受けとめております。

名寄市といたしましては、これまでの国や道の動

向を踏まえまして、今各学校にできるところから

具体的な対応をしてほしいというようなことでお

願いしているところでございます。学校の取り組

みとしては、道徳教育の充実でありますとか、早

期発見のための措置、あとは相談体制の整備など

さまざまな視点からお願いしているところでござ

いますが、既にこれまでも取り組んでいるものが

ほとんどでございますけれども、現在また改めて

学校にお願いしております。

先ほどの条例の件でございますが、本市教育委

員会といたしましては、今後道の条例等が整備さ

れた段階で条例等するかしないかを含めて検討し

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で竹中憲之議員の

質問を終わります。

木質バイオマスの利用について外２件を、東千

春議員。

〇１９番（東 千春議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告に従いお伺いをいたして

まいりたいと思います。

木質バイオマスは、本当の意味の再生が可能な

エネルギーで、カーボンニュートラルという考え

方も理にかなっているのではないかと思います。

また、バイオマスの利用は地域に雇用を生むとい

う大きなメリットもございます。この地域の現状

として、それぞれの自治体でバイオマスの利用を

検討しており、残念ながらスケールメリットを生

かすことは難しい状況になっております。そのよ

うな現状の中で、名寄市木質バイオマス利活用検

討地域協議会が立ち上げられましたが、どのよう

な可能性があるのか、現状での議論経過と今後の

協議の進め方についてお伺いをいたします。

２点目、確保できる木質バイオマスの量から、

単独で発電事業を行うことは難しいことが予想さ

れます。先日会派で中・北空知廃棄物処理広域連

合を視察してまいりました。ここでは、集められ

るごみを燃焼させて、金額にして年間で ０００

万円程度の電気を発電しておりました。プラスチ

ック１キログラムは、油１キログラムの熱量とほ

ぼ同じと考えてよいと思います。考え方によって

は、ごみもエネルギー源ということができるので

はないでしょうか。電力買い取り制度としまして

は、バイオマス、一般廃棄物ごみをまぜて発電を

しても搬入の分量でそれぞれの買い取り価格が算

定をされることになっております。炭化施設の耐

用年限が近くなる中で、近隣自治体で発生するプ

ラスチック等の燃やすことのできるごみとあわせ

て木質バイオマスの混焼発電施設の設置が可能で

あれば、１つの施設で２つの機能を持たせること

が可能ではないかと思いますが、見解をお知らせ

いただきたいと思います。

大項目の２点目、駅前交流プラザよろーなにつ

いてお伺いをいたします。駅前交流プラザよろー

なの設計の段階から、音響等については一定程度

音楽ができるものなどと求めてまいりました。部

屋のつくりや音響の設備が一定程度音楽ができる

程度の設計であれば、当然会議での声も聞きやす

く、使い勝手のよい施設と考えての提言でござい

ました。市民からも音響に配慮した設計を求める

要望があったようでありますけれども、実際には

そのような施設にはなりませんでした。待合室及

び会議室の音の響き方、また間仕切りの遮音性能

に対する評価となぜこのような設計になったのか

お知らせをいただきたいと思います。

２点目、大会議室の放送設備、館内放送設備、

移動式の放送設備の費用対性能、コストパフォー

マンスの考え方とどのような仕様で発注をされた

のかお知らせをいただきたいと思います。
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大項目の３点目、行政が観光振興を図る最も大

きな目的は民間企業への経済効果だと思います。

近年主に日進地域を中心とする観光、教育関連で

の交流人口が増加し、にぎわいがつくられつつあ

り、望ましい傾向にあると思っております。昨年

からは、有森裕子さんに名寄ひまわりまちづくり

大使に就任をいただく、または杉並区との御縁か

ら台湾からの高校生の修学旅行モニターツアーな

ど新たな展開も始まっております。名寄が持つ資

源と人的つながりを大切にしながら、名寄市、観

光協会、民間企業、市民が一体となり、組織的な

活動が今後必要ではないかと思っております。

そこで、営業戦略の今後の考え方についてお伺

いをいたしたいと思います。営業戦略の職員の皆

さんは、さまざまなイベント活動、来訪者への対

応、交流事業など休日問わず大変お忙しく活動し

ていることには敬意を表したいと思います。現場

を目で見て確認することは、次の戦略を立てると

きに必ず必要ですが、外での仕事の負担が大きい

のではないでしょうか。これを軽減させるために

は、ＮＰＯなよろまちづくり観光協会の負担金を

増額し、人員を確保してもらい、営業戦略室は将

来に向けて何を仕掛けていくのか、市内企業、観

光協会、市民の中心となって対策を練る、その中

心となる役割に重きを置いてはいかがかと思いま

すが、見解をお伺いをいたします。

２点目、ことしの天塩川クリーンアップ大作戦

はトヨタ自動車等に協賛をいただいた形で行いま

した。当日は、東京からそれぞれの担当者が名寄

にお越しになっておりました。この企画の中心に

なっているのは大手広告代理店で、いろいろお話

を伺うと自治体の何をどのように売り出すかとい

う業務も相当数こなしているとのことでございま

した。私たちには持ち得ない情報や私たちの発想

にはなかった合宿のあり方等、首都圏から見た魅

力とその売り出し方のノウハウもあるようでござ

いました。名寄の地域特性を生かしてどのような

ことが可能なのか、名寄市にとってメリットがあ

るのか、一度調査をされてみてはよいのではない

かと思いますが、考え方をお知らせください。

３点目、合宿誘致はさまざまな自治体でも取り

組んでおります。そのためには、オール名寄で受

け入れ態勢を整えることが必要ではないかと思い

ます。さらには、誰が中心となり、どこをターゲ

ットとして情報を流すのかなど具体的に誘致を進

めていただきたいと思います。名寄市には、その

ような形づくりを導くことが必要ではないかと思

いますが、考え方をお知らせください。

また、他の自治体では合宿受け入れの際に補助

金制度を設けて誘致する例がございますが、名寄

市としての考え方をお伺いをいたします。

以上でこの場の質問とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 東議員からは、大項

目で３点にわたり質問がありました。大項目１は

私から、大項目２は建設水道部長から、大項目３

は営業戦略室長からの答弁となりますので、よろ

しくお願いいたします。

まず、大項目１、木質バイオマスの利用につい

て、小項目１、名寄市木質バイオマス利活用検討

地域協議会について申し上げます。今年度名寄市

では、木質バイオマスの可能性について調査する

利活用調査を実施いたしております。本調査では、

コンサルタントに委託し、名寄市及び近郊の木質

バイオマス賦存量並びに名寄市で利用可能な量を

調査、算定し、有効な活用方法を検討し、調査書

を作成してまいります。調査においては、調査結

果に名寄市の地域性を反映させるため、名寄市木

質バイオマス利活用検討地域協議会を設置し、名

寄市内の農林業、商工業の担当者の御意見をいた

だくこととし、あわせて庁内でも政策、原材料供

給、施設などの担当者から成る庁内委員会を設置

しております。地域協議会委員には、上川北部森

林組合、道北なよろ農業協同組合、名寄商工会議

所、風連商工会、名寄振興公社にお願いするとと

もに、専門的な御意見をいただくためにアドバイ
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ザーとして上川北部森林管理署、上川総合振興局

林務課、上川総合振興局北部森林室、王子マテリ

ア名寄工場に参加をいただいております。地域協

議会は、８月７日に第１回目を開催いたしました

が、今後調査によって算定される木質バイオマス

の利用可能量や道内の先進事例に基づき来年３月

まで議論を進めることとしております。事業の仕

様として定めた可能性といたしましては、熱源供

給施設としての発電所、木質ボイラーとして公共

施設や農業施設、民間施設など広く検討を予定し

ており、あわせて将来に向けての可能性も検討し

てまいりたいと考えております。

次に、小項目２、木質バイオマス混焼発電の可

能性について申し上げます。木質バイオマス混焼

発電としては、経済産業省で石炭発電所の混合と

して木質バイオマスの利用が推進され、ＣＯ２の削

減につながっております。廃棄物発電所の混合と

しては、旭川市の日本製紙で行われており、名寄

市のパルプ材の廃材である木の皮などが燃料とし

て利用されていることを承知しております。今回

御質問のありました件につきましては、新しい提

案であり、プラスチック系のものは熱効率も高い

点など興味深いところもありますが、発電に使用

する場合、１日当たりどれぐらいの量が必要とな

るかなど検討すべき課題もあり、経済部サイドば

かりでもなく市民部との連携も必要となることか

ら、将来の可能性の一つとして研究してまいりた

いと思います。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 私からは、大項

目の２、駅前交流プラザよろーなについて、小項

目の１、会議室及び待合室などの音の音響につい

て、小項目の２、放送設備設置の考え方について

お答えします。

駅前交流プラザよろーなにつきましては、４月

のオープン以降多くの市民の皆さんに御利用いた

だいているところであります。これまで使用に当

たって利用者の方から音の響きについてお話をい

ただいており、その利用について現在調査をし、

検討しているところでありますが、当初ある程度

の音楽活動ができるようにとの市民要望書を平成

２２年１０月にいただいております。要望書の回

答といたしまして、市民会館の貸し館と同様に一

般的な会議を前提にしているため、防音対策は行

わない旨を要望者に対して回答しており、音楽活

動につきましては今後建設される（仮称）市民ホ

ールの中で音楽活動などに適したスタジオの整備

を予定していることから、利用いただきたいとの

回答をしております。

待合室などの音の響きにつきましては、通常の

会話やＦＭ生放送あるいはＢＧＭを流したり、楽

器のミニコンサートなど現場において検証した中

では音の響きはなかったものと判断をしておりま

す。また、大会議室の可動間仕切りの利用形態と

して、会議室が不足する場合に分割して使用する

ことを前提としており、通常の壁とは違い、遮音

性能を追求した気密性のある壁ではないことから、

利用する場合の用途や状況に応じて利用団体にお

かれましても施設側と相談しながら利用していた

だきたいと思いますが、多岐にわたっての利用と

なっていることから、現在検討を行っているとこ

ろであります。

また、４月以降多くの皆さんに小会議室などを

御利用いただいておりますが、室内の音の響きに

ついての御意見も伺っており、利用されている市

民の皆さんに大変御迷惑をおかけしておりますけ

れども、現在調査検討を行っており、改善方法な

どの結論が出次第対応してまいりたいと考えてお

ります。

次に、放送設備設置の考え方についてお答えい

たします。各種放送設備については、室内の用途

や面積に応じて設計会社から機器選定の提案を受

けて、所管課と協議しながら仕様を決定し、発注

しております。大会議室の放送設備については、

講演会や会議、ＢＧＭなどでの使用を前提に選定
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しており、室内では使い方に応じてマイクやスピ

ーカーの音量を調整しながら使用していただくこ

とで支障はないものと判断をしております。館内

放送設備については、消防法に基づく非常用放送

であり、スピーカー自体も消防法で認定されたも

のを工事で設置しております。また、移動式放送

設備については、屋外のイベントなどに使用する

ことを前提としたアンプ、スピーカー一体型の機

器を設置しています。議員からは、過去に機器に

関する御意見をいただいておりますが、よろーな

の利用形態は会議などが中心であることから、性

能や効果は室内の用途を考慮して一般的な仕様で

設計に反映されており、音響性能を有する放送設

備までは計画しておりませんので、御理解をお願

いしたいと思います。

次に、各放送設備のコストパフォーマンスは、

大会議室では用途上ＡＶワゴンアンプとスピーカ

ーの組み合わせにより多目的に使用できることを

前提とし、館内放送設備は防災の観点から消防法

による認定製品を採用して、基準に応じて必要な

スピーカーを設置することで館内で放送がどの位

置からも聞き取れるようにすること、移動式放送

設備は屋外使用を前提にした機種となっており、

各設備については用途を検討して必要な効果が得

られる機種の選定を行い、完成前に現場で聞こえ

方の検査を実施しまして、支障がないものと判断

をしております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。

〇営業戦略室長（常本史之君） 私からは、大項

目３、これからの交流人口のあり方について、小

項目１、営業戦略室の今後のあり方についてお答

えいたします。

営業戦略室は、平成２３年度に交流人口の増加

による経済効果の拡大を目指すため、商工労働、

観光振興、国内、国際交流など相互に関連性の高

い業務を総合的に集約し、営業的要素を盛りこみ、

中長期的な戦略を練って効率的な業務を行うため

に設置されました。一昨年度観光振興計画を策定

し、官民一体となってさまざまな取り組みを企画、

実行するオール名寄体制で取り組む組織として名

寄市観光交流振興協議会が設立され、ＮＰＯなよ

ろ観光まちづくり協会と連携して事務局を担うこ

とになりました。この名寄市観光交流振興協議会

では、観光振興計画の基本方針に基づき、既存資

源の見直し、一層の磨きをかけた観光資源として

活用するため、今まで行っていた事業の継続、発

展するための取り組みを行うとともに、本市の新

たな可能性を求めて試験的に事業を実施してきて

おり、ＮＰＯなよろ観光まちづくり協会とともに

先頭に立って行うことも戦略を練る上で貴重な経

験値となり、必要不可欠な要素であるというふう

に考えております。また、今まで本市単独では取

り組みが不可能であった事業により、さまざまな

御縁やチャンスの機会をつかむことも必要であり、

今年度は杉並区の御協力により台湾教育旅行招聘

事業などにも取り組んでいます。御指摘のありま

した内容につきましては、実際に取り組んでいる

私どもとしては一生懸命努力して取り組んでいる

反面、担うべき役割がなされていない面があるこ

とを改めて気づかせていただきまして、反省をし

ているところでございます。いま一度自分たちの

足元を検証させていただき、本来営業戦略室が担

うべき姿を見詰め直し、オール名寄体制で事業を

実施できるよう協力団体とも検討していきたいと

思います。

続いて、小項目２、広告代理店など交流人口誘

致のノウハウの活用についてお答えいたします。

営業戦略室が発足してから交流人口の拡大のため

新たな事業の試験的な取り組みを行うため、一昨

年度は財団法人地域総合整備財団から新地域再生

マネジャー事業、昨年度は総務省から緑の分権改

革調査事業の採択を受け、財団、国から支援を受

けて専門的知識を有する民間企業者を活用し、さ

まざまなアドバイス等をいただき、事業を実施し

てまいりました。その際にも私たちと違う視点に
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立った別の考え方や予想される結果など多くの情

報等を得ることができました。しかし、率直な感

想として、さまざまなノウハウを持っている広告

代理店などの専門家につきましても会社全体の考

え方や実績、従業員及び担当者の能力などそれぞ

れ違いがありますが、私たちがアドバイス等をい

ただきたい事業もありますので、御指摘のありま

した点につきましては専門家にお願いすることが

必要な取り組みであるというふうにも思っており

ます。一定の対価を払ってでも有効なノウハウは、

本市の交流人口の拡大に寄与するのであれば費用

対効果も高く、実施すべきであるというふうに考

えております。費用対効果を上げるためにも国等

の事業、支援を活用して財政負担を軽減しながら

さまざまな事業に係る情報収集に努めるとともに、

専門的企業を活用できるよう検討していきたいと

思います。

続きまして、小項目３、合宿誘致の考え方につ

いてお答えをいたします。冬のスポーツ施設が充

実している本市では、これまで健康の森やピヤシ

リスキー場、ジャンプ台を拠点とした合宿や大会

の開催地としての実績はありますが、近年低迷す

る経済情勢の影響もあり、減少傾向が続いていま

す。このような状況の中、交流人口の拡大や地域

にとって経済波及効果の高い合宿等の誘致を推進

すべく、総務、教育、経済各部による庁内検討会

議を組織し、先般第１回目の会議を開催したとこ

ろであります。御意見をいただきましたオール名

寄での受け入れ態勢や情報発信、さらに補助制度

を含めて具体的な誘致活動に向けた取り組みを進

めてまいりたいと考えておりますが、当面は庁内

検討会議において現状の把握ということで合宿に

来ていただいている団体等への要望等を含めた調

査や市内宿泊施設の利用状況、実際に市内で受け

入れがどの程度可能かなどを踏まえた上で具体的

な検討を進めてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） それぞれ答弁いただ

きましたので、再質問させていただきたいと思い

ます。

まず、バイオマスについてお伺いをしたいと思

います。この協議会の中にさまざまな方が入って

おられるというふうな答弁をいただきました。バ

イオマスの発電に関しましては、王子さんの会社

のほうでも中央のほうで発電を行うというふうな

情報もちらっと聞いているわけなのですけれども、

そういった方面に対する協力というのが今後の視

野の中に入っているのかどうなのか、名寄の王子

さんというのは名前いろいろ変わっていますけれ

ども、もともとは名寄の企業だと思いますので、

もしそういうふうな要望があるのであればお応え

するというのも私は１ついい方法だろうなという

ふうには思っております。そうでないのであれば、

市内の中の有効活用を目指していくべきで、その

有効活用というのはこういう先進的な、例えば再

生エネルギーを使います。だから、いいのですよ

ということだけではなくて、やっぱりそこには採

算性というのが入ってこなくてはいけないのだろ

うなというふうに思っておりますので、そこら辺

の基本的な考え方について再度ちょっとお伺いを

したいなというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 東議員からの再質問

ですけれども、基本的にはやっぱり採算ベースに

合わなければやっても赤字を生むだけなので、そ

の辺については慎重に検討していきたいというふ

うに考えています。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） そういった中で、私

の２番目の質問にありましたけれども、ごみとバ

イオマスのを一緒にまぜて燃やして発電をしよう

という提案をさせていただきました。数字的にち

ょっと申し上げますと、木質バイオマスを発電を

した場合に１キロワットアワー、１時間当たりで

３ ６円の買い取り価格になるのかなというふう
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に思います。それをずっと燃やしっ放しにすると、

それを例えば ０００キロワットアワーの発電を

想定をするとすると、年間の売電価格が ９億円

になろうかなという計算になります。ここに必要

になってくるチップの量というのがおおむねで１

万 ０００トンぐらいかなというふうに計算をさ

れます。チップの価格というのは変動しますので、

わかりませんけれども、 ０００円と計算をする

とその価格が年間で ０００万円、その他の費用

がかかったとしても採算がとれるのかなというふ

うな感じがしております。これは、混焼するから

採算がとれるというふうに考えています。ごみと

一緒に燃やすから、ごみを燃やした場合にはそこ

に人が２４時間張りついていなくてはいけないわ

けで、そうなるとチップを燃やしても人の数とい

うのは同じなのです。さらに、新たな設備投資を

するのではなくて、一緒に燃やすということにな

れば少し大きくすればそれで事が済むということ

で、設備費用にしてもそんなに莫大な金額にはな

らない。そういうことを総合的に考えて、採算が

合うのではないのかなというふうな提案だったの

ですけれども、再度評価についてお知らせをいた

だきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 出力 ０００キロワ

ットだと、大体チップベースで１万トン弱、東議

員言われるように必要だと思います。それで、買

い取り価格も消費税込みでバイオマスの場合、木

質、未利用木材を使った場合については東議員お

っしゃられた３ ６円、これが木質以外の廃棄物

の部分でいくと消費税込みで１ ８５円という形

になります。それで、中空知、北空知のごみ処理

の広域連合を視察してきたということで先ほど言

われたのですけれども、そこでは１４市町の人口

でいくと、２４年６月３０日現在でいくと１３万

２１０人です。名寄が広域でやるとしても下川、

美深、名寄、音威子府含めて３万 ３０２人とい

うことで、約 ５倍ぐらいの人口差があるのです。

当然その部分の人口規模からいくと、排出される

ごみの量が相当やっぱり違ってくるのだろうとい

うふうに思います。それで、質問にありましたよ

うに例えばごみだけでは２４時間燃焼できないの

だけれども、そこに木質バイオマスを入れること

によって２４時間稼働が可能になる可能性も秘め

ているというふうに考えています。ちょっと勉強

不足で申しわけないのですけれども、混合した場

合、先ほど東議員言われたように木質バイオマス

の使用量と、それからごみの部分と別々に算出し

て、お金がというか、そういう形なのか、そこま

では研究していないのですけれども、言われたと

おりだと可能性は一定程度あるのかなというふう

に判断させていただいております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 間違いないと思いま

す。買い取り制度をやっているところに電話をか

けて確認をしましたので、その方が間違っていな

かったら間違っていないと思います。搬入してき

たチップはチップの量をちゃんと多分スケールで

はかって入れるでしょうし、ごみはごみではかっ

て入れるでしょうから、その分量に従って買い取

り価格をお支払いをしますというふうな答えだっ

たですので、私はもう特に名寄の場合ですと可能

性が高いのかなというふうに思いますし、逆に言

うとごみの中間処理のことを将来的に考えてもそ

ういう方法をやはり視野に入れてもいいのかなと

いうふうに思っておりますので、ぜひ今後検討い

ただければありがたいなというふうに思っており

ます。

それで、こういうことって今まで誰しもが経験

をしたことがないわけだと思います。それで、さ

まざまな委員の皆さん、各団体の皆さんや、ある

いはコンサルの方々も相当知識と経験を持ってお

られる方なのかなというふうに思っておりますけ

れども、こういったバイオマスを利用した発電事

業にかかわったことがあるような方というのはこ

の中におられるのかどうなのかお伺いをしたいと
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思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 王子マテリア名寄工

場では、工場内の発電、自分のところで使う電気

を発電している部門がありますので、その部分で

は助言いただけるというふうに考えております。

また、王子マテリアさんでは江別に大規模な木質

バイオマスの発電所を設置するということも伺っ

ておりますので、それも含めて助言をいただける

かなというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 話の流れからいいま

すと、名寄地域で発生するバイオマスというのは

そちらのほうへの協力というのは余り求められて

いないのかなというふうに思いますけれども、そ

ういう考え方でいいのでしょうか。そうしますと、

多分王子さんはかなり大規模な施設を計画をされ

ているのではないかな、会社の規模だとかエリア

だとか考えてもそういうことが想像できるわけな

のですけれども、やはりコンパクトなものをつく

るときのノウハウというのも私は必要なのだろう

なふうに思っております。近年国内でそういった

施設というのは、大体 ０００キロワットとか、

もうちょっと大きなものとか、その程度ですから、

普通の発電所から見るとかなり小規模なのです。

そういったものを国内でも何カ所か手がけている

ようなＮＰＯだとか、そういった専門家も実はい

らっしゃいますので、そういったお話を一度伺っ

てみるというのも参考になるのではないのかなと

いうふうに思いますけれども、今のメンバーの中

でそんなに詳しい方がおられないのでしたら、今

後ちょっと考えてみてもいいのではないのかなと

いうふうに思いますけれども、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 今回のバイオマスの利活

用協議会のコーディネートしていただいているコ

ンサルの方がその木質バイオマスに対しても相当

経験があってお詳しいというふうに聞いています。

しかし、木質バイオマスはまだ発電については緒

に立ったばかりであって、実は実績もしっかり出

ていないと。これからかなり模索していかなけれ

ばならぬ部分だというふうにも理解しています。

まさに今下川町さんが ０００キロをもっと下回

るような感じでの発電を計画しているということ

でありますけれども、なかなかいろいろと難しい

課題もあるというふうに聞いていまして、可能性

が高いというふうな話ししましたけれども、実は

木質バイオマスの発電というのはこうした混焼と

いうことであっても非常にハードルが高い事業な

のではないかなというふうに思っています。ただ、

木質バイオマスの賦存量を調べて、これをいかに

活用していくかということは、先ほど議員がおっ

しゃったとおりいろんな形での雇用の創出だとか

にもつながってくるというふうに思っています。

発電のみならず、あらゆる利活用、場合によって

はまた下川さんに使っていただくということもあ

るのかもしれませんけれども、そうした幅広くい

ろんな角度から検討していくということが肝要な

のかなというふうに思います。

もう一つ、ＦＩＴという買い取り価格制度を使

って先ほどからごみの混焼での発電ということで

ありましたけれども、今最大のネックが今の状況

であれば電力を買っていただけないという現状だ

というふうに認識しています。メガソーラーの話

で、先般何とか滑り込んだという形で買い取りし

ていただいたということを聞いておりますけれど

も、今送電網あるいは西名寄の変電所の容量が今

の状況でもう既に満杯で、買い取る余地がないと。

これを広げていくには相当な施設の設備投資が必

要だと。これがまだめどが立っているというふう

に聞いていませんので、そのことも実は発電を計

画していくということに当たっての最大のネック

になっていくのではないかなというふうに思いま

す。このＦＩＴの価格の制度もこれからずっと続

いていくのかということを含めて、中長期的にそ

うした見きわめも必要になってくるというふうに
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思います。混焼して、ごみと一緒にまぜて発電し

ていくという考え方、今まで我々も本当に持ち得

ていなかったので、ぜひそうした総合的な環境も

しっかり見据えて研究、調査していきたいという

ふうに思いますので、またどうぞよろしくお願い

いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） ありがとうございま

す。多分こういう施設というのは、全国どこかに

はあるかもしれないねというふうなおっしゃり方

をしていましたけれども、どこにあるかは私も知

りません。あるのかもしれません。ないのかもし

れませんけれども、やはり一つの可能性としてし

っかりと捉えていただければありがたいなという

ふうに思っております。ハードルは、私もきっと

そんなに低くないだろうなというふうに思ってお

りました。建設に係る、では補助金はどうなのと

か、ではどちらの、林野庁の補助金が優先なの、

ごみが優先なのかとか、いろいろあるのだろうな

とか思いつつ提案をしておりますけれども、そこ

ら辺のところもぜひ今後検証していただければあ

りがたいなというふうに思いますので、よろしく

お願いします。

次に行かせていただきたいと思います。よろー

なについて答弁をいただきました。市民の皆さん

からも音の響きについて意見をいただいていると

いうふうなことがあるというふうに伺いました。

市民の皆さん、市民からの要望については、防音

は行わないというふうな回答をしたということで

あります。私は、これも残念な回答だろうなとい

うふうに思うのですけれども、それ以前にあの音

の響き方というのはこの要望、あるいは私がここ

で発言した中身とは真逆の施設ができたなという

ふうに思っております。大変残念だなというふう

に思っておりますけれども、これは最初からああ

いうふうな音の響きのものをつくろうとされて設

計をしたのかどうなのかお伺いをしたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 先ほども言いま

したけれども、利用されている市民の皆さんに大

変御迷惑をおかけしているところでありますけれ

ども、当初設計の中であのような音が響くという

ようなことは当然想定されてはおりません。音の

響きにつきましては、いろんな要因があるのかな

と、こう思っておりますけれども、今そこら辺に

ついては設計会社のほうで調査検討している最中

でありますので、早急な対応をしてまいりたいな

と思っているところであります。コンサルも全道

的にいろいろなところで受注をしておりますけれ

ども、このようなことは初めてだったのではない

かと思っております。調査につきましても現在行

っておりますし、私どもも何がそこの要因なのか、

ちょっとわかっておりません。今小会議室と中会

議室が響きがあるということで、私どもは確認を

しております。そのことについては、今現在早急

な調査と、それから改善ということで協議をして

いる最中であります。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 結果としてこういう

施設になったわけなのですけれども、設計の段階

で想定をされなかったというふうにお伺いしまし

たけれども、これは設計がこういう設計だったの

ですよね。建てる建築屋さんが好き勝手にああい

う建材を使ってこういうことになったというわけ

ではないと思いますけれども、それでいいのかど

うなのか。それと、本当にこれ建ち上がるまでこ

れで大丈夫だというふうにどこかの段階で疑うこ

とがなかったのかどうなのか、ちょっとお伺いを

したいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 先ほど想定され

なかったというのは、設計の段階では通常の壁で

すとか、そういったものを使用しておりますので、

設計当時につきましては当然ながら響きがあると

いう想定はしておりません。そういうことで先ほ
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ど想定はしていなかったということでお話をさせ

ていただきました。

どこかの時点でこの響きについてわからなかっ

たのかという御質問でありますけれども、わかる

とすれば恐らく検定時にわかる要素があったのか

なと思いますけれども、検定時につきましては当

然ながら寸法ですとか、それとか形状ですとか、

部材だとか、そういう検定をし、また窓なんかも

多分あけて、ドアもあけての検定になったのかな

と思っております。そうしますと、音の反響とい

うのは当然消えますので、その時点ではわからな

かたかなと。これは、あくまでも推測です。そう

いった部分でいけば音の反響はなかったのかなと。

当然ながら４月以降利用されて、窓なんかも閉め

切った中での話し声でその響きが出たのかなと。

そういう今私時点での推測はしておりますけれど

も、コンサルの調査の中でまだ答えが出てきてお

りません。その対策としてどうするかということ

で今現在検討している最中です。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 建物を建てるときに

は、吸音をする、ある程度音するような建材だと

か、そうでない建材というのがあると思うのです

けれども、あそこの建物というのは、では通常と

同じように音を吸収するようなものをちゃんと使

っていてあれだけ響いているということなのでし

ょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 小会議室、中会

議室については、吸音材などは使っておりません。

一般的な使用材、壁材を使っております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 一般的なといいます

と、ではほかの通常の施設についても同じような

建材を使っていてあそこだけ響くというのは私は

おかしいような気がするのですけれども、ほかは

本当に吸音するような材料を使わないでもうちょ

っとちゃんと使えているのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 大会議室につき

ましては音響設備がありますので、そこは天井の

ほうに吸音材を使っております。ほかの部分につ

いては使っておりません。多分これも推測であり

ますけれども、じゅうたんですとか、それとかロ

ッカーですとか、そういうものを置くことによっ

て少し反響も分散させるというようなことは聞い

ておりますけれども、それが本当に要因なのかは

今調査をしているところであります。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 例えばロビーだとか

待合室、あそこにいても遠くで誰かがちょっと大

きな声を出したら本当に響きます。使いづらいの

だろうなというふうに思うのですけれども、これ

だけれどもコンサルがわからないでこういうもの

をつくったのかというのが私は本当に疑問なので

す。今調査をしているというふうにおっしゃいま

したけれども、ではその調査は何をどの程度まで

今調査いっているのか、お知らせをいただきたい

と思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 音響について、

現地入りまして、その響きについて何が原因かと

いうのは、材料も含めて、壁含めて調査をして、

それでどういう対策をしたらいいかということを

含めて検討していると。先ほど言いましたけれど

も、そのようなことをしております。

それと、待合室で音が響くというお話ありまし

た。先ほどもちょっとお話しさせていただきまし

たけれども、通常の会話あるいはＦＭなんかの生

放送ではＢＧＭ流すのについては私どもも実際流

して音を確認しました。市民の方もおられるとき

に確認させていただきましたけれども、そのとき

には響きはなかったということで判断をしてござ

います。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。
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〇１９番（東 千春議員） 私は、響きがあると

思います。ひそひそ話は、それは大丈夫です。こ

ことここで話をするのは大丈夫ですけれども、そ

うではなくてあそこに子供が来てわっと騒いだり

だとか、そういうふうになるときの状況をやっぱ

りもう一度ちゃんと現地を調査をされたほうがい

いと思います。そういうことをしないでコンサル

が今やっているからというのは、ちょっと無責任

のような気がするのです。そこら辺もっといろん

な状況で使ってみて、調査をして、そして判断を

していただきたいというふうに思うのですけれど

も、お伺いをしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 先ほど言いまし

た大会議室の間仕切りと、それと小会議室の音響

についても今調査検討している最中でありますの

で、再度待合室についても検討させていただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） これ最終的にこのま

まで使うということにはならないのかなというふ

うに思うのですけれども、調査の結果、これは使

い方が悪いのではないと思うのです。建て方が悪

いと思うのです。使っている壁材だとか、そうい

うの影響があってこういうことになろうかなとい

うふうに思うのです。そうしたときにそこで何ら

かの手当てをする場合に、それは名寄市がお金を

出すのですか、それともコンサルがお金を出すの

ですか、お伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 今議員が壁材と

いうお話をされました。それも１つあるのかもし

れませんけれども、総体的な要因については先ほ

どからも言っているとおり調べているので、ちょ

っと私のほうからもそこはこうだという理由づけ

はできませんけれども、その改善策及び改善、そ

れと費用負担も含めて今設計会社のほうに行って

いただけるよう協議を進めているところでありま

すので、御理解をお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） ぜひそのようにお願

いしたいと思います。このような建物の設計をし

て、これで当たり前なのだとコンサルの方が思っ

ていただけるようだったら、これはちょっと私は

まずいというふうに思いますので、ぜひそこら辺

のところはコンサルの方には厳しく適切な対応を

求めていただきたいなというふうに思います。

これ以上言っても水かけ論かもしれませんので、

音響設備についてお伺いをしたいと思います。ち

なみに、大会議室の音響設備については工事費含

めてお幾らかかったか、ちょっとお知らせいただ

きたい。ごめんなさい。３５０万円とちらっと伺

ったのですけれども、それでいいのかどうなのか

お知らせください。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 音響設備につき

ましては、今回採用した機材では今議員言われた

とおり工事費含めて３５０万円ということになっ

ております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 工事費用がどの程度

かかったのかは、私はわからないのです。特に音

楽専用の音響装置というのはないのです。音楽が

できるものというのは、普通にしゃべった声もや

っぱりいい声で出てくるのです。私は、そういう

意味も含めていろいろ発言をさせていただいてい

たのですけれども、私が冒頭お伺いしました３５

０万円の値の音が出ているのかどうなのか、ちょ

っと難しい質問かもしれませんけれども、お伺い

をしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） ３５０万円とい

うお話では、もともと大会議室については機能上、

先ほども言いましたけれども、会議、それから講

演会あるいはＢＧＭという、そういう目的という

ことで機材も購入したと。それが３５０万円とい
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うことであります。これまで４月以降相当数の方

が利用されております。４４３回大会議室使用さ

れているということであります。それが当然なが

ら音響機材も使っているということでございます

ので、その中で音響設備についてどうこうという

苦情はいただいておりませんけれども、それが３

５０万円が妥当なのかどうなのかというのは私も

プロではありませんので、わかりませんけれども、

そうやって使っていただいているということにつ

いては問題がないのかなと。３５０万円の値があ

るのかなと、そんなふうに思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） （仮称）市民ホール

を設計をするに当たって、多分いろんなところに

視察に行かれたのだろうなというふうに思います。

そこで多分いろんなところで言われたのは、そう

いう音響設備だとかはまるっきりうのみにしない

で、いろんなところにちゃんと情報を聞いて、調

べて、調査して、そして入れたほうがいいよとい

うふうにアドバイスを受けたとは思うのですけれ

ども、そういったことというのは伝わっていない

のでしょうか。私は、専門的な市民ホールだけで

はなくて、ああいう一般的な大会議室であっても、

たとえ同じ３５０万円かけるのだったら、もうち

ょっと市民の皆さんが心地よく耳に聞こえるよう

なものを入れようとするのが必要ではないかとい

うふうに思うのです。そこら辺を調査をしたのか

どうなのか、私は素人ですからわかりませんで済

ませるのはちょっとまずいなというふうに思うの

です。やっぱりそれは調べなくてはいけないと思

います。だから、何回も言いましたけれども、風

連の交流センターの中で余りシステムがうまくい

かなくて民間のエンジニアの方にお願いしていろ

いろやってもらったという経緯があるはずなので

す。どうしてそういうのをそういう人にちょっと

アドバイスを求めないのかとか、わかりませんか

らうのみです、それが何の問題があるのですかと

いうふうに聞こえてしまうのですけれども、そう

いうやり方ではよくないのではないかなと私は思

いますけれども、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 音響設備そのも

のについては、設計会社で当然プロの音響設備担

当の方もおられて、それ以外には部外の専門業者

もいて、その中で今の設備になったと思っており

まして、これについては私自身は問題ないかなと。

ただ、今議員が言われた音響設備、音楽です。な

ぜそこをやれるその音響設備にしなかったという

御提言でありますけれども、当時のことは私も詳

しくはわかっておりませんけれども、あくまでも

市民会館の貸し館ということで、それに基づいて

やるという基本は持ってやったのかなと。音楽に

ついては、これから建てる市民ホールと。そちら

に区分けしてお願いしたいと、そういうことで音

響設備については音楽、先ほども言いましたミキ

サーという、私も音楽詳しくありませんけれども、

そういったものはつけないということで今回整備

になった部分だと思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 問題ないというのは、

本当に監査的に言うと問題ないと思います。契約

の手続だとか、そういったことは全く問題ないの

だろうなというふうに思いますけれども、何を求

めるかというのがちゃんと見えていないで、それ

を失礼な言葉かもしれませんけれども、うのみに

するというのは、それは私はよくないと思います。

それは、やっぱりちゃんと調査をして、知らない

のであれば知っている人に聞くぐらいのことはこ

れからの手順としてやっていくべきだと私は思う

のです。名寄市内にもいます、そういう人。だっ

て風連の交流センターが都合の悪いときにそうい

う人にお願いしているのですから。あるいは、士

別にだってわかっている人いるし、美深にだって

いるし、そういう人のところに一声かければ同じ

３５０万円でも、例えばスピーチをしてももっと

心地よく聞こえるようなものが入るかもしれない
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ではないですか。そういうもう一つの、もう一段

階の努力をするべきだと私は思いますけれども、

そこに関する考え方をお伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） ちょっと先ほど

も言いましたけれども、うちのほうも、コンサル

は確かに議員言われたとおり１００％ではありま

せん。しかしながら、先ほども言いましたけれど

も、あくまでもプロはプロだと思っています。た

だ、そこが今言ったとおり１００ではありません。

いろんな意見を聞くというのも１つだったと思い

ますけれども、恐らく私は聞いているとは思いま

すけれども、最終的には設計会社のほうからいろ

いろな機種も含めて提案があったと思っておりま

す。その中で今回の機種を選んだものだと思って

おります。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） アマチュアではない

のだから、お金をもらってやるのだから、プロだ

ろうなというふうには思うのですけれども、通常

そういった音響設備に詳しい皆さんというのはそ

ういうのが好きなのです。例えば１００万円与え

られたら、この１００万円でどれだけいい音が出

るものをプランできるかなんて大好きでやるので

す。３５０万円もあったら、本当に立派なものが

買えるはずなのです。それが聞こえるからクレー

ムが出ない、その程度だと思います、聞こえなく

はないですから。だから、普通のラッパスピーカ

ーよりはよく聞こえると。本当によく聞こえるの

だろうなというふうに思います。しかし、本当に

それが同じ税金３５０万円を使って市民に使って

もらおうとするときに、このやり方がいいのかど

うなのか私は疑問ですので、今後協議をしていた

だければというふうに思います。

最後行きたいというふうに思います。営業戦略

室について答弁をいただきました。ここで大変反

省をされるような答弁いただきましたけれども、

私そこまで求めておりませんで、評価される部分

というのは、やっぱり営業戦略の皆さんは民間の

中に入っていって一緒に物をつくっていこうとさ

れる姿というのは非常にいいと思うのです。例え

ばジンギスカンにしたって私はそうだと思うので

す。今まで行政と民間がこれだけ一つになって物

事をやってきたというのは余り見たことがない。

これは、やっぱり営業戦略の一つの大きな成果だ

と私は思っています。あれが実を結んでくれるこ

とは望んでおりますけれども、こういう形ができ

たということは私は評価をしたいというふうに思

います。ここでそんなに反省しなくてもいいとい

うのは、今後やっぱりそういうふうな経験を踏ま

えて、会議体だとか、事務をこなすだとか、そう

いったことをもう少し着実におやりになれる環境

をつくったらいかがなのかなというふうに思いま

したので、申し上げさせていただきましたけれど

も、時間がないので、答弁はよろしいですので、

今後ともそういった形で頑張っていただければと

いうふうに思います。

合宿の誘致につきましてですけれども、ターゲ

ットを絞ってやったらどうだというふうな話をさ

せていただきました。名寄では、冬のスポーツ、

これにやっぱりもう少し合宿とかで来ていただけ

ればありがたいなというふうに思っています。特

にクロスカントリーは一定程度来ていただいてい

るのかなというふうに思いますけれども、アルペ

ンのほうがなかなか来ていただけていない。ジャ

ンプもそんなに伸びていないのかなという感じも

しておりまして、こういったところ、なかなか難

しい点もあるのだろうなというふうに思いますけ

れども、関係団体と協議していただいて、名寄市

のほうからこういうことをやりたいので、ぜひ大

会の誘致あるいは合宿の誘致ということを相談を

されたらよいのではないのかなというふうに思い

ますけれども、されているかもしれませんけれど

も、そこら辺の状況についてお知らせをいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 常本営業戦略室長。
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〇営業戦略室長（常本史之君） ありがとうござ

います。

合宿誘致の考え方につきましては、今現在先ほ

ども申し上げましたとおり庁内で内部検討してい

る段階でございます。私のほうで各団体との交渉

ですとか大会の誘致等については承知をしており

ませんけれども、現状名寄市内での合宿誘致につ

いて受け入れられる数ですとか、そういった部分

も含めて今庁内検討委員会の中で整理をしている

段階でございますので、それがまとまり次第そう

いった部分に動いてまいりたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） 冬の合宿誘致につい

てはよろしくお願いしたいと思います。

名寄市の施設として、１つ余り話題に出てきて

いないのがクレー射撃場かなというふうに思うの

です。あそこというのは、設備も結構いいですし、

ロケーションもいいのです。オリンピックの種目

でもありますので、そういった名寄市の施設も今

後有効利用ということで考えていただきながら、

誘致活動のどこかに加えていただければありがた

いなというふうに申し上げまして、終わりたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で東千春議員の質

問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ３時０１分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 山 田 典 幸

署名議員 高 橋 伸 典
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平成２５年第３回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２５年９月１９日（木曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

８番 竹 中 憲 之 議員

１９番 東 千 春 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

社会保障制度改革国民会議最終報告書にかかわ

って市の方向性について外２件を、佐々木寿議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） おはようございま

す。ただいま議長から御指名と発言の許可を得ま

したので、通告順に従いまして、質問してまいり

ます。大きな項目で３点にわたって質問をしてま

いります。

第１点目は、社会保障制度改革国民会議最終報

告書にかかわって市の方向性について伺ってまい

ります。社会保障制度改革国民会議の最終報告は、

今後の改革の方向性として１９７０年代モデルか

ら団塊世代が７５歳を超える２０２５年モデルへ

の転換を掲げ、医療、介護、年金、少子化対策の

４分野で必要な改革案が示されました。社会保障

と経済、財政は密接不可分な関係にあり、十分相

互の状況を踏まえながら、一体的に検討すること

が必要でありますし、当市といたしましてもこの

制度改革にかかわって現状や将来の暮らしの視点

から課題や展望を伺ってまいります。

初めに、超高齢化社会にふさわしい医療提供体

制の方向性について伺います。今回の国民会議の

最優先課題となっていたのが医療改革ということ

で、背景に急速な高齢化による医療ニーズと費用

の増大があります。高齢化で慢性疾患や複数の病

気を抱えた患者がふえてきております。医療は、

主に治療が目的だったこれまでの病院完結型から

病気と共存しながら地域全体での生活を支える地

域完結型に転換せざるを得ないとしておりますが、

病院完結型から地域完結型への方向性について伺

います。

また、幾つもの病気を抱える高齢者には、専門

医よりも総合的な診療能力のある総合診療医のほ

うが適切な場合が多いとして、地域医療の核と位

置づけておりますが、総合診療医の方向性につい

て伺います。

次に、要支援は介護が必要な度合いを７段階に

分けたうちの軽い方の２つの区分です。日常生活

に何らかの支援が必要な人が認定され、身体状態

の悪化防止や改善に向けた介護予防サービスを受

けられるが、これを市町村事業に移行させるとし

ております。また、現行は要介護１から５の人が

希望すれば入所を申し込めますが、これを要介護

３より重たい人に限定する。介護度の低い人は在

宅で、より重い人は施設でという介護サービスの

役割分担が打ち出されております。当市として要

支援の認定を受けた軽度の要介護者向けのサービ

スの見直し等の将来の介護対応について伺います。

次に、働く女性は第１子を出産後、約６割が働

き続けることを断念していて、子供か仕事をやめ

るか二者択一の状況を危惧しております。男性の

育休取得は、１２年度の女性の取得率が８ ６％

に対し、男性は ８９％、これを２０年までに１

３％に上げる目標としております。また、妊娠か

ら出産、幼児期までの相談や支援を切れ目なく行

う拠点づくりを進めるよう求めておりますが、男

性の育休取得促進、育児相談窓口の一本化等の少

子化対策の対応について伺います。

２点目、健全、安全な教育環境の推進について

伺います。学校内、家庭内、そして地域内の健全

な環境が大切であり、子供たちを元気にする源と

考えております。子供たちが精神的にも肉体的に
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も社会的にも健全に育つ環境を推進しなければな

らないと考えております。そこで、いじめは本市

においてもいじめ絶無に向け積極的に生徒指導に

取り組んでいると考えておりますが、２４年度よ

りも今年度のほうが増加傾向にあり、いじめの形

態も複雑化、多様化しております。いじめ絶無に

向けた取り組みについて伺います。これは、きの

うの竹中議員と重複しておりますが、よろしくお

願い申し上げます。

次に、全国の１割を超える学校で体罰が起きて

いたと文科省調査で判明いたしました。体罰は、

学校教育法で明確に禁止されておりますが、愛の

むちなら認められるといった考え方が根強く、な

かなかなくならないというのが現実で、また先生

に認められている指導との線引きが難しいとされ

ておりますが、当市として体罰根絶の対策につい

てはどのように進めているのか伺います。

次に、地域の子供は地域で守り、子供たちが安

心して暮らせる環境を確保するため、子ども１１

０番運動を推進しています。子ども１１０番の家

の機能の現状と取り組み状況について伺います。

次に、道内の小中学生は家庭の学習時間が短く、

テレビやビデオ鑑賞、テレビゲーム、インターネ

ットに費やす時間が長いということが学習状況調

査の結果で明らかになりました。道教委が学力テ

ストの目標に掲げる全国平均以上を達成するため

には、学習に取り組む姿勢を変える必要があると

いうことで、当市として家庭学習の指導について

どのように進めるのか伺います。

大きな項目の３点目、地域づくりについて伺い

ます。当市としても大学や自衛隊、企業等毎年比

較的多くの転入者がおります。転入者にとって手

続、生活に関しての情報等不安なことが多々ある

と思われますが、市の魅力をいち早く実感しても

らうため、新規転入者に対する市のＰＲに関する

対応についてどのようになっているのか伺います。

以上でこの場からの質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） おはようござい

ます。佐々木議員からは、大項目３点にわたり質

問をいただきました。大項目１は私から、大項目

２の小項目１、２、４は教育部長から、３は市民

部長から、大項目３につきましては総務部長から

答弁させていただきますので、よろしくお願いい

たします。

初めに、社会保障制度改革国民会議最終報告書

にかかわって市の方向性について、小項目１の超

高齢化社会にふさわしい医療提供体制の方向性に

ついて申し上げます。将来の社会保障制度のあり

方を検討してきた政府の社会保障制度改革国民会

議は、８月６日に安倍首相に対し社会保障制度改

革国民会議報告書を提出しました。報告書では、

社会保障制度を少子高齢化社会に対応できる２１

世紀日本モデルへと転換することが打ち出され、

全世代型の社会保障と地域重視の社会保障をキー

ワードに社会保障４分野の改革として少子化対策、

医療、介護、年金の改革が報告されたところであ

ります。これを受けて政府は、８月２１日、医療

や介護など社会保障改革の実施時期を明示した社

会保障制度改革プログラム法案骨子を閣議決定し、

１０月の臨時国会にこのプログラム法案を提出す

る予定であります。御質問の医療制度改革におき

ましては、高齢化の進行により慢性疾患や複数の

病気を抱えた患者が増加する中、医療は主に治療

が目的だったこれまでの病院完結型から住みなれ

た地域や自宅の生活のための医療、地域全体で直

し、生活を支える地域完結型の医療への転換が示

されましたが、名寄市では現在も急性期医療は名

寄市総合病院、長期療養、慢性期医療は名寄東病

院、在宅医療は在宅療養支援診療所であります名

寄市風連国民健康保険診療所が担っているほか、

市内の開業医師の先生にはかかりつけ医としての

外来診療や入院治療のほか、リハビリテーション

など医療のサービスを提供していただいていると

ころであり、ほかの地域と比べても先駆的な取り

組みがなされているものと考えているところでご
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ざいます。地域完結型の医療には、地域医療ビジ

ョンの策定による病床機能分化など病床の絞り込

みや再編が必要であり、都道府県にその責任と権

限を持たせていくよう報告されておりますが、高

齢者の医療提供体制には医療を含めた介護、住ま

い、予防、生活支援サービスが身近な地域で包括

的に確保される地域包括ケアシステムの体制づく

りが必要とされておりますので、今後とも国の社

会保障審議会医療部会の審議内容を注視し、北海

道とも連携しながら、情報収集に努めてまいりま

す。

次に、総合診療医の方向性について申し上げま

す。議員御指摘のように、国民会議の報告書では

医療のあり方そのものについての変化を求めてお

ります。高齢化の進展に伴い、複数の疾患などさ

まざまな問題を抱えた患者が増加しており、初期

診療においては従来の各領域の専門医による診療

よりも総合的な診療能力を有する総合診療医によ

る診療のほうが適切な場合が多く、その養成と国

民への周知が重要と指摘しております。また、厚

生労働省では、専門医のあり方に関する検討会の

中で、従来の専門領域に新たに総合診療医を加え

ることを昨年の中間まとめで決定し、今後平成２

９年度から研修を開始する予定で準備を進めてお

ります。このような状況の中、市立総合病院では

総合内科で内科の全般的な診療、治療のほかに症

状と病態を判断して適切な専門診療科への振り分

けを行うなど、いわゆる総合診療的な取り組みを

実施しております。今後も旭川医科大学総合診療

部との連携を図りながら、総合内科の充実と総合

診療医の育成に努めてまいりたいと考えておりま

す。

次に、小項目２の要支援の認定を受けた軽度の

要介護者向けのサービスの見直し等の将来の介護

対応について申し上げます。介護保険制度改革関

係では、議員御質問のとおり要支援者に対する介

護予防については市町村が地域の実情に応じ住民

主体の取り組み等を積極的に活用しながら、柔軟

かつ効果的にサービスの提供ができるよう新たな

地域包括推進事業に段階的に移行させていくべき

であること、また介護を要する高齢者が増加して

いく中で、特別養護老人ホームは中重度者、要介

護３以上に重点化を図り、軽度の要介護者、要介

護１から２と低所得の高齢者の住まいの確保を推

進していくことが報告書に盛り込まれております。

これを受けて厚生労働省は、年内に社会保障審議

会介護保険部会において見直し案をまとめ、来年

の通常国会に改正法案を提出し、平成２７年度か

ら３年間程度で要支援１、２の人を段階的に市町

村事業に移行する方針を打ち出しているところで

す。名寄市の７月末の要支援認定者数は、要支援

１が２７７人、要支援２が１４０人で、合わせて

４１７人となっている状況です。介護予防サービ

スの利用状況の主なものは、訪問系サービスでは

１１０人、通所系サービスでは１５２人、短期入

所サービスでは９人、特定施設入所者生活介護で

は８人、小規模多機能型居宅介護では５人となっ

ており、要支援認定者の約６８％が介護予防サー

ビスを利用している状況にあります。また、８月

末の特別養護老人ホームの入所状況につきまして

は、清峰園では要介護１が１人、要介護２が７人、

しらかばハイツでは要介護１が１人、要介護２が

１８人入所しておりますが、現在入所している方

については経過措置が設けられますので、退所に

は至らないものと考えているところです。いずれ

にいたしましても、現時点では詳細な内容が明ら

かになっておりませんので、今後開催される厚生

労働省の社会保障審議会介護保険部会の審議内容

を注視しながら、対応を図ってまいりたいと考え

ております。

なお、平成２６年度に予定されております第６

期高齢者保健医療福祉計画及び介護保険事業計画

の策定におきましては、高齢者のニーズ調査及び

介護保険法の改正内容等も踏まえながら、サービ

スの低下を招かないよう計画を策定してまいりた

いと考えております。
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次に、小項目３の男性の育休取得促進、育児相

談窓口の一本化等の少子化対策の対応について申

し上げます。少子化対策関係では、議員御質問の

男性の育休取得促進につきましては企業における

仕事と子育ての両立支援を進めることが必要とさ

れ、取得率の低い男性の取得促進を進めるために

も育児休業期間中の経済的支援の強化が必要であ

るとの報告がされたところであります。名寄市役

所における男性の育児休業取得の状況につきまし

ては、これまでに３人が取得しております。男性

の育児休業等の取得の推進に当たりましては、次

世代育成支援対策推進法に基づき名寄市特定事業

主行動計画を策定しており、その中で育児休業を

取得しやすい環境整備を目指して所属長の役割に

ついて定めており、具体的な数値目標として育児

休業の取得率については女性おおむね１００％、

男性５％としているところです。今後におきまし

ても特定事業主行動計画推進委員会において計画

の見直しや各職場における取得内容や目標に対す

る実績等について公表しながら、効果的、組織的

に取り組みを進めてまいりたいと考えております。

次に、妊娠、出産、子育てへの連続的な支援の

取り組みにつきましては、妊娠期から子育て期に

かけての支援を有機的に束ねた上での対策の強化

が必要であることが報告されております。現在本

市におきましては、妊娠、出産、育児等就学前ま

での子供の成長に合わせた子育て相談を保健セン

ター、こども未来課、地域子育て支援センター、

総合療育センターで実施しております。保健セン

ターでは、妊娠が判明した時点から母子手帳の交

付、妊娠、一般健診の案内、赤ちゃんが産まれた

らこんにちは赤ちゃん訪問として生後４カ月まで

に全戸訪問し、健診や予防接種の案内、相談を行

い、３から４カ月健診、７カ月健診、１歳６カ月

健診、３歳児健診のそれぞれで発育、発達、栄養、

育児、保健、歯科等相談を実施しております。ま

た、もぐもぐ離乳食教室、のびのび親子教室、ち

びっこひろば、親子ふれあいひろばを開催し、成

長期に対応した事業を実施し、親子の交流の場を

図りながら相談を実施しております。こども未来

課では、家庭児童相談員、母子自立支援員を配置

して相談窓口を設け、児童の成長、虐待、療育、

就労、経済的問題、各種手当や助成制度等の相談

を実施しております。地域子育て支援センターは、

東保育所、大谷認定こども園、風連さくら保育園

の３カ所で開設し、多くの子育て親子に利用いた

だいており、夜泣き、子供とのかかわり方、言葉

のおくれ等育児全般の子育て相談を実施し、一人

で悩まない育児環境づくりと必要に応じて家庭訪

問での相談を実施しております。また、総合療育

センター「こどもらんど」では、理解やコミュニ

ケーション、運動、情緒面での発達が心配と思わ

れる就学前の児童を対象に相談を実施しておりま

す。相談内容は、児童の年齢、成長過程、家庭環

境状況等で異なり、各セクションで相談に当たり

緊密な連携を図りながら相談の解決に向けて取り

組んでおりますが、子育てや子供の成長に対する

不安や悩みを抱いている保護者は多く、丁寧な対

応が求められていることから、今後においても情

報の共有に努め、協力、連携を図りながら相談体

制のさらなる充実に努めてまいります。

また、国民会議の報告書では、市町村を中心と

した保健所、産科、小児科等の医療機関、認定こ

ども園、保育所、幼稚園などさまざまな機関が連

携、情報の共有強化を図り、総合的相談や支援を

ワンストップで行えるような拠点整備が必要と報

告されておりますので、今後とも国の社会保障審

議会、児童部会の審議状況や国の子ども・子育て

会議の審議内容を注視し、関係機関とも連携しな

がら、情報収集に努めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目２の小項目１と２と４について答弁をさせて

いただきます。

まず最初に、小項目１、いじめ絶無に向けた取
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り組みについてであります。先日の竹中議員への

答弁と重複する部分もあろうかと思いますので、

お許しをいただきたいと思います。いじめの問題

につきましては、どの子供にもどの学校でも起こ

り得るものであり、学校教育に携わる全ての関係

者が改めていじめの問題の重大性を認識し、いじ

めの兆候をいち早く把握をして、迅速に対応する

必要があります。また、いじめの問題が生じたと

きには、その問題を隠さず、学校と教育委員会が

一体となって対応するとともに、家庭や地域と連

携をして対処するなどいじめの解決を図る取り組

みの徹底が強く求められております。これまで本

市では、いじめの問題の早期発見、早期対応を図

るため、市内の小中学校の全児童生徒を対象に北

海道教育委員会のいじめの問題の実態把握及びそ

の対応状況等調査を実施をしてきております。昨

年５月の同調査では、３件をいじめであると認知

をしております。また、本年６月の同調査では、

６件をいじめであると認知をしております。この

後この６件につきましては、解消に向けて学校で

対応し、５件は解消しておりますが、残り１件は

学校と教育委員会が連携をして全力で解決に向け

た取り組みを続けているところでございます。こ

のような調査のほか、各学校では教育相談を適時

あるいは定期的に実施するなど日ごろからいじめ

の未然防止、早期発見、早期対応に努めていると

ころであります。

学校からのいじめをなくすためには、児童生徒

の思いやりの心や態度、命を大切にする心や態度

を養うことが大切であります。各学校では、地域

の特色を生かしたさまざまな体験活動を実施をし、

児童生徒の豊かな心の育成に努めておりますし、

道徳の時間の指導や性に関する指導などを通じて

生命、命を尊重する心や態度の育成を図っており

ます。さらに、よりよい人間関係づくりを基盤と

した集団づくりが大切なことから、各学校では児

童会、生徒会活動によるいじめ防止集会やいじめ

防止の標語、ポスターづくりなど一層工夫をし、

児童生徒の自発的、自治的な取り組みによるいじ

めを絶対に許さない学校、学級づくりを強力に推

進していくようお願いをしております。その結果、

いじめはどんなことがあっても許されないと思う

と答える児童生徒の割合がこの２年間で全小学校

の平均で８０％台から９０％台に、全中学校の平

均では７０％台から８０％台に上昇しており、い

じめは悪いことであるという認識が子供たちの中

で浸透してきております。

また、近年は携帯電話などのインターネット掲

示板やメールによる誹謗中傷などネット上のいじ

めが大きな問題となっていることから、各学校で

は情報モラルにかかわる指導にも力を入れるとと

もに、家庭でのルールづくりやフィルタリングな

どの設定促進など家庭との連携にも努めていると

ころであります。今後とも教育委員会といたしま

しては、いじめの未然防止、早期発見、早期対応

に向けた取り組みを徹底してまいります。そのた

め、これまでに実施してきたいじめの問題の実態

把握及びその対応状況等調査などの結果を効果的

に活用するなどして、日ごろから積極的に学校の

実態把握に努めてまいります。なおかつ、いじめ

の問題が起きた場合には、学校、家庭、教育相談

センター等との連携を十分に図りながら、迅速に

対応してまいります。また、個人情報の扱いに留

意をしつつ、事実関係の把握を正確かつ迅速に行

いながら、適切な情報提供を行うなどして保護者、

地域住民の信頼を確保してまいります。

２点目の先生の体罰根絶への対応についてお答

えをいたします。体罰は、学校教育法第１１条に

おいて禁止をされており、教職員は児童生徒への

指導に当たりいかなる場合も体罰を行ってはなら

ないとあります。体罰は違法行為であるのみなら

ず、児童生徒の心身に深刻な悪影響を与え、教職

員及び学校への信頼を失墜させる行為であります。

また、体罰により正常な倫理観を養うことはでき

ず、むしろ児童生徒に力による解決への志向を助

長させ、いじめや暴力行為などの連鎖を生むおそ
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れがあります。このため教職員は、指導に当たり

児童生徒一人一人をよく理解し、適切な信頼関係

を築くことが重要であり、日ごろからのみずから

の指導のあり方を見直し、指導力の向上に取り組

むことが必要であります。現在市内の各学校にお

いては、職員会議や校内研修などで教職員が体罰

に対する正しい認識を持ち、指導が困難な児童生

徒の対応を一部の教員に任せたり、特定の教員が

抱え込んだりしないよう共通理解を図り、組織的

な指導体制を確立して取り組んでおります。

なお、本年２月、北海道教育委員会が体罰に係

る実態調査を実施した結果、本市の小中学校では

昨年４月から本年２月まで体罰に該当する事案は

ありませんでした。教育委員会といたしましては、

今後とも各学校の校内研修等において北海道教育

委員会からの各種通知や服務規律ハンドブックな

どを活用し、教職員に体罰は決して許されない行

為であることを改めて認識してもらうよう指導を

してまいります。また、児童生徒の心身を守り、

児童生徒が安心して学校生活を送ることができる

ようよりよい教育環境づくりを一層進めてまいり

ます。

小項目４点目、家庭学習の指導についてお答え

をいたします。昨年度の全国学力・学習状況調査

における本市の児童生徒の質問紙調査の結果から、

全国と比べて努力を要する傾向を示した項目は、

小学校では１つには学校の授業時間以外に１日１

時間以上勉強するという点、また２点目に土曜や

日曜など学校が休みの日に１日２時間以上勉強す

る点などの項目がございました。また、中学校で

は、１点目として学校の授業時間以外に平日１日

２時間以上勉強すること、また２点目としては土

曜、日曜などの学校が休みの日に１日２時間以上

勉強するなどの項目がございました。また、中学

校にあっては平日１日に３時間以上テレビゲーム

をしているという傾向も見られたということであ

ります。このように本市の小中学生においても家

庭の学習時間が不足していることやテレビゲーム

をする時間が長いということなどが継続的な課題

となっております。望ましい学習習慣、生活習慣

の確立については、学校と家庭が児童生徒の学習

面、生活面の課題を共有し、それぞれの役割を果

たしながら協力して継続的に取り組むことが大切

であることから、各学校では家庭学習の手引など

を活用して学年に応じた学習方法や学習時間の定

着、１日の生活リズムの確立などについて指導し

ているところであります。また、家庭では早寝早

起き朝御飯などの生活リズムを整えることや子供

が集中して学習できる環境づくり、子供の努力を

認め励ます声かけなどに努めるようにお願いをし

ているところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 私からは、大項目２、

小項目３、子ども１１０番の家の取り組み状況に

ついてお答えいたします。

複雑多様化する現代において、市民生活を脅か

す予期せぬ事件、事故等が全国の至るところで発

生しており、特に幼児、児童、生徒、高齢者など

の弱者が巻き込まれるなど不幸な出来事や事件が

後を絶ちません。本市においても昨年児童や高齢

者が相次いで痛ましい交通事故の犠牲になったこ

とや最近では女子学生が不審者に遭遇し、突然肩

を抱かれるという事案が発生しました。この種の

事案は重大事案に発生するおそれもあることから、

日ごろから防犯を心がけ、被害防止に努める必要

があります。御質問の子ども１１０番の家は、子

供たちがトラブルや犯罪に巻き込まれそうになっ

たとき助けを求めて駆け込むことができる避難所

として、市内の公設施設を初めコンビニエンスス

トア、ガソリンスタンド、理容店などの協力で５

５カ所に設置しております。不安を感じて駆け込

んできた子供たちを保護し、直ちに警察、学校、

家庭等へ連絡していただくもので、地域ぐるみで

子供を犯罪被害から守るための取り組みでありま

す。
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また、市内の９校の小学校では、児童の通学時

や下校時などの安全を守るために各学校区におい

て学校、家庭、地域が連携し、安全安心会議を組

織しております。この組織は、学校と地域による

子供たちの見守り活動で、不審者の情報提供ある

いはその対応策、安全安心マップによる危険箇所

の確認など子供の安全確保に取り組んでいるもの

です。市は、安全安心円卓会議を開催し、各学校

の安全安心会議と関係機関を交え、各組織におけ

る活動状況や取り組みなどの報告により情報の共

有化を図っているところです。また、毎年名寄地

区の小学校には２５０枚のＳＯＳこども１１０番

の家ステッカーを、風連地区、中名寄の小学校に

は４０枚のＳＯＳ地域１１０番の家の桃太郎旗を

配付しております。各学校の安全安心会議の中で

地域と調整をいただき、古くなったステッカー、

旗の交換を行い、新たな子ども１１０番の家の登

録など地域による通学路の見守り活動を御協力し

ていただいております。今後も学校、家庭、地域

が連携をより一層強化し、子供たちにとって安全、

安心な地域になるよう関係機関や各団体の協力を

いただき、子供の安全確保を図っていきたい考え

ております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目３、

地域づくりについて、新規転入者に対する市のＰ

Ｒに関する対応についてお答えをいたします。

本市への転入者は、年間おおむね ３００人、

９００世帯となっております。転入者に対する対

応につきましては、まず転入時における窓口対応

として暮らしに必要な各種制度や公共施設の説明

及び地図情報などの生活情報をまとめました暮ら

しのガイドブック、ごみの出し方ガイドブック、

ごみ分別ポスターのほか、各種パンフレットなど

の配付に加え、今年度はコミュニティバスの実証

運行に合わせてバス路線図と無料券の配付を行っ

ております。また、今年度から新たに転入者向け

市民見学会を開催しており、４月２１日と２７日

に開催し、合わせて１９人が参加をしております。

見学会では、コミュニティバスやごみの分別、市

立病院などについて説明したほか、市内主要施設

や観光スポット、公園などの見学、ご当地グルメ、

煮込みジンギスカンの試食など生活情報や名寄の

魅力を実感していただいたところであります。今

後とも転入者の皆様に住みよさと魅力を感じてい

ただけるよう取り組んでまいりたいと考えており

ます。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 御答弁ありがとう

ございます。時間も余りないので、時間のある限

り質問したいと思いますが、まず社会保障制度改

革国民会議の中で、最初の病院完結型から地域完

結型、これについて、この制度については名寄市

としては大体病院ごとにちゃんと分化されておっ

てなっているということでありますし、他市町村

から比べても進化していると、進んでいるという

ことでございますが、ただ病院関係のほうでも３

次医療圏は都道府県ごとに１つなのですけれども、

北海道は医療圏６つになっていますね。それで、

２次医療圏は一般の入院にかかわる医療を提供す

るということになっていまして、医療機能の分化、

連携を推進するという意味では病院のほうでも地

域完結型の実現を進めていると思うのです。それ

で、病院関係の部分を考えては今のところどのよ

うな進捗状況になっているのでしょうか、現状は。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） ちょ

っと答弁が適切になるかどうかわからないのです

けれども、当院は２次医療圏はもちろん、旭川市

と、上川南部を除いた３次医療圏のほうにも指定

されているのがございます。２次は基本的には上

川北部なのですけれども、医療圏としては定住自

立圏を構成する１３市町村で平成２３年度から広

域医療を展開をしておりまして、医療については
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２次医療圏が少し広がっているという状況になっ

てございます。それと、救急の関係を少し申し上

げたいと思うのですけれども、基本的に当院は小

児科を含めて士別と合体したことによって平成１

９年から小児の夜間救急は全て市立病院で受け入

れをいたしておりまして、救急外来等も平成２４

年の１年間では１万 ５２５件と２３年よりは若

干減っているのですけれども、年間１万件程度は

上回っているという状況になっております。地域

完結型ということで、基本的に国のほうはそうい

うような方向は理解をしているのですけれども、

道北地域全体的に医療は特に過疎になってきてお

りますので、そこの部分なども総合的に判断しな

いとなかなか地域完結型というのが実態が伴わな

いのでないのかなというふうに考えているところ

でもございます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） では、先ほど御答

弁いただいたのは、それぞれの例えば介護のほう

になってくると医療と介護と一緒になって地域で

やらなければいかぬという部分がある。それと、

医療関係部分というのはかぶさっている部分とか

ぶさっていない部分とがあるのです。例えば救急

医療の機能とか、介護福祉サービス機能とか、あ

るいは専門的な治療を行う機能とか、その部分と

いうのはおおむね先ほどのあれだと病院方もそれ

に対しての連携はちゃんとできているということ

でよろしいのですか。

〇議長（黒井 徹議員） 松島病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（松島佳寿夫君） 最初

の健康福祉部長の答弁にありましたように、急性

期を中心に市立病院が受け入れておりまして、そ

のほかに慢性期として公営ではありますが、東病

院、さらには民間でありますけれども、三愛病院

ですとか吉田病院ですとか、あるいは近隣の一部

有床の診療所などにも慢性、その症状が落ちつい

た後はそういうふうに転院などをしていただいて

おります。ただ、それでその辺の連携体制が全て

順調かといいますと、一部なかなか患者さんの状

態ですとか、家族によって退院ができる、できな

いですとか、いろんなケースがございますので、

当然地域包括支援センターですとか、うちの医療

支援相談室が中心となってそういう連携はしてい

ますけれども、それが必ずしも十分かというとケ

ース・バイ・ケースで、一部課題があるのも事実

でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） わかりました。

あと次に、先ほどの妊娠から出産までの切れ目

のない支援ということで、私には余り縁がないと

いうか、全くないと言ったほうが正しいのかもし

れないけれども、ひまわりの子育てガイドブック、

これを拝見させていただきました、照れながら。

これを見ますと、先ほど御答弁になったように本

当にしっかり体制ができ上がっているなというふ

うに感じております。これは、本当に多分奥さん

方しか見ていないのかなと思うのですけれども、

これからは男性の夫の方にもやっぱりこれもしっ

かりと見ていただいて、確実に普及させていただ

きたいなというふうに思っております。よろしく

お願いしたいと思います。

それで、男性の育休でございますけれども、市

役所の中では余り、３名ですか、しかとっていな

いということなのですけれども、従業員１００人

以上のところは企業で次世代育成支援対策推進法

で義務づけられておりまして、１４年までの時限

立法なのですけれども、これも見直しされるとい

うふうにはなっていると思いますが、これは中小

企業や、あるいは非正規の労働者が取得しやすい

制度、あるいは環境にはなっていないわけなので

すけれども、この辺の見通しというのはどういう

ふうに指導されているのか、ちょっと今の段階で

伺いたいと思いますけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 男性の育児休暇

の取得の促進ということでお答え申し上げますけ
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れども、政府は女性の活躍が政府の成長戦略の中

心だとこのたびは位置づけたところでありますが、

それを実現するためには男性の家事、それから育

児参加が最も必要だと考えております。一説には、

日本の男性の１日の家事、育児時間は約１時間、

育児だけだと３９分、両方ともゼロ時間の男性は

７から８割程度いるというような状態だというこ

とです。これは、先進国で最低のレベルというこ

とであります。育休をとるのは圧倒的に女性でご

ざいまして、男性の取得は該当者のわずか２％程

度であるということでありまして、男性が女性の

かわりに育児休暇をとるという発想ではなくて、

双方が分担して、あるときはこちら、あるときは

こちらというようなことが大切だと考えておりま

すし、また短時間労働も含めながら、育児に男性

も参加していかなければならないというふうに国

も考えております。今までの伝統ですとか習慣で

すとか、男性の価値観やライフスタイルを変えて

いくということが重要だと考えております。男性

の育児休暇の促進につきましては、育児休業期間

中の経済的援助の強化と、それと男性の意識改革

が必要ではないかと考えているところです。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） 男性の場合は、育

児休暇をとるというのはなかなか職場にいたらと

りにくい環境があるということは確かだと思うの

です。国のほうでも今御答弁ありましたように給

料の半分、５０％ですか、給付になるわけですけ

れども、これはちょっと上げて、なるべくとって

も大丈夫だよというふうな環境に持っていくとい

うふうになっていますけれども、行政のほうとし

てももっと積極的にこういうことは前向きに考え

て取り組んでいただきたいなと思いますけれども、

見解を伺いたいと思います。なかなかとれない環

境がありますので、その辺を考えて見解がありま

したら。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今健康福祉部長のほ

うからもお話ありましたけれども、私どもも次世

代育成支援対策推進法の関係含めてそれぞれ特定

事業主の行動計画をつくって、できるだけ仕事と

子育ての両立が可能と。これは、女性ばかりでは

なくて男性も含めてしっかり対応していこうとい

うことで、こうして計画づくりをやってきたわけ

です。国におきましては、一般事業主ということ

で、これは民間でありますけれども、３０１人以

上の従業員を抱えるところにつきましては行動計

画をしっかりつくりなさいと。私ども国でありま

すとか、それから公共機関、地方自治体を含めて

でありますけれども、この辺につきましては特定

事業主として行動計画をつくりなさいということ

になっておりまして、私どもも法律の趣旨に従っ

てしっかり取り組んでまいりたいというふうに思

っております。しかしながら、実態として、目標

として５％挙げておりますが、おおむね一般職で

いきますと４００人ほど職員がおりますけれども、

女性はほぼ１００％取得の状況にありますけれど

も、男性職員につきましてはこれまでの実績を含

めて３名ほどしかいないということであります。

しかしながら、社会環境も随分変化をしまして男

性も十分子育てにかかわれるような環境もできて

まいりましたし、一定程度生計の保障も私ども共

済組合含めて対応させていただいているところも

ありますので、今後とも法律の趣旨にのっとった

形でしっかり対応してまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） まさにそのとおり

だと思います。私の時代は、男性は働くもの、女

性は家庭の中で子供を育てるものというような、

そういうような時代で育ってきたものですから、

私は余りそういう今の環境というのはなかなか理

解できないのですけれども、本当は男女別なく、

やっぱり本当に子供のために育てることが大切な

のだなと思いますし、先ほどもガイドブックで申

し上げましたように一緒になって子供を育ててい
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くということが大切だと思いますので、どうぞ今

後ともよろしく推進をするようにお願いしたいと

思います。

さて次に、いじめについてでございますけれど

も、これは先ほどの御答弁にもあるとおり絶対や

ってはだめだと。もう完全に根絶しなければいけ

ないというものは原則なのですけれども、それで

もどんな指導をしながらも、あるいはどんな取り

組みをしながらもなかなか根絶には至らないとい

うのはどこの学校でもどこの地域でもそうなので

はないかと思いますが、ちょっと紹介をさせてい

ただきますけれども、東京の品川においては各専

用サイトを設けておりまして、いじめの相談や通

報ができるシステムを携帯電話で２次元バーコー

ドを読み取るとサイトにつながって、それがいじ

め情報を２４時間匿名で送付できるという仕組み

があったり、あるいは兵庫県ではいじめ防止の独

自教材をつくって小学校低学年から高校まで４種

類に分けて具体的な体験学習をさせていると。あ

るいは、一昨年大津、いじめで大変暗くなったわ

けで、学校でいじめや暴力などがあった場合には

警察への連絡、相談をする基準をまとめた教員向

けの「警察への連絡・相談の手引き」というの、

これ４３ページあるそうですが、これを作成して

いるということで、やっぱり実のある、効果ある

具体的な取り組みをやっていかなければいけない

と思うのですが、その辺についての今のこと、見

解があれば伺いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ただいま各地のいじ

めの防止に関する特色ある取り組みにかかわりま

して、事例を挙げていただいて御紹介をいただき

ました。教育委員会としての考え方、取り組みに

ついてお答えをさせていただきたいと思います。

まず、いじめの防止の教材作成、それから警察

との連携の手引書の作成、またいじめ通報の仕組

みと大変先進的な取り組みでございます。本市と

いたしましても道内や管内のいじめの防止に関す

る取り組み等を注視しながら、まず現行の教育活

動の充実を図るということ、また学校関係機関と

の連携を一層強化をすることによって、いじめの

未然防止と早期の発見と早期の対応に積極的に取

り組んでまいりたいというのが基本であります。

具体的に申し上げますと、いじめ防止の教材につ

いてはこれまでも各学校で道徳の読み物、資料、

心のノートなどを活用しているところであります

けれども、日ごろの児童生徒の悩みであるとか、

それからいじめなどの問題行動への要因を的確に

捉えて、それを解消するために適切な教材を選択

をして、重点的に活用するよう促してまいりたい

と考えております。

また、警察との連携につきましては、いじめな

どの問題行動というのは学校と家庭、また教育委

員会がその実態を共有して連携して解決に当たっ

ていくということでありますが、犯罪行為として

取り扱われるべきものになった事例につきまして

は警察とも連携をして対応してまいりたいと考え

ております。

また、いじめの通報の仕組みについては、これ

まで各学校でいじめに対する調査とかアンケート

の実施、児童生徒との教育相談の実施、家庭訪問

や保護者会等実施を通じていじめの早期発見に努

めているところでございます。今後ともこれらの

取り組みを一層充実をして、児童生徒や保護者と

のコミュニケーションを深めるということを第一

にいじめの未然防止とか、早期発見、早期対応に

取り組むようにお願いをしてまいりたいと考えて

おります。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） しっかりと具体的

な進め方によっては少なくなるのではないかと。

できるだけ１００％、ゼロに近いものにやってい

ただきたいと思います。

それで、先ほどの体罰についてですけれども、

暴力はもう体罰と言葉とありまして、いわゆる私

の言いたいのは教師が子供たちの前で、稚内の例
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を出しますと、高校の例ですけれども、あれは子

供を指導して次の日に、先生も指導して、次の日

にやらないよという意思表明をしなさいというよ

うなことを強制的に言ったということで、残念な

がら子供が自殺したということなのですけれども、

やっぱり子供のためという善意で行われるような

指導がその子にとっては本当に精神的に追い込む

こともあると思うのです。そしてまた、生徒の行

為に対する懲戒が重過ぎたり、あるいは全校生徒

の前で恥をかかせるような決意表明を科すという

ことは、この指導は教師が考える以上に子供の精

神的な打撃になると思うのですけれども、その指

導に対する線引き、あるいは今までもそういうよ

うな指導者に対する取り組み、これはどういうふ

うな方向で今やっていますか。ないということな

のですけれども、どういう取り組みをされていま

すか。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 教師の厳しい態度で

あるとか、それから厳しい言葉によって、ひいて

は指導死というような選択を子供がせざるを得な

いという具体例を挙げて御質問をいただきました。

学校においては、当然ながら共感的な児童生徒の

理解のもとに人権が尊重される環境づくりを進め

ていく必要というのがあるのが基本であります。

そのため日ごろから教師は児童生徒の意見をきち

んと受けとめて聞くということとか、それから明

るく丁寧な言葉で声かけというのを行うというこ

とを心がけるとともに、児童一人一人がかけがえ

のない存在として尊重するということが基本にな

ければならないと考えております。このような姿

勢が教員には強く求められております。現在でも

初任者研修等を通じて、具体例でいえば生徒の指

導の中で子供に声かける中で、だからあなたはだ

めなのだというような言葉ではなくて、君ならば

やればもっとできるというような、児童生徒のや

る気を起こさせるような言葉をかけるというよう

なこと、そういった児童生徒に話しかける言葉の

部分についても十分に気を配るというようなこと

が大切であるということを指導をしております。

また、体育等の授業中では、運動部の練習や試

合中に教員が激励として厳しい言葉や内容を児童

生徒に発することもありますが、常に人格を否定

をしたり、練習や競技を続ける意欲を失わせるよ

うな、そのような言葉かけについては不適切であ

るということを指導しているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１１番（佐々木 寿議員） わかりました。

その他についてはまた別の機会にしたいと思い

ますが、最後に新規転入者にする対応なのですけ

れども、ある自治体では市の魅力をいち早く実感

してもらう。名寄市でも若干やっているのですけ

れども、公共、民間施設を年間または１回の無料

でできるパスポートを発行しているのです。これ

は、いわゆる地域に関心、愛着を高めて定住促進

にもつなげるという狙いもあるのだということで、

転入者は届け出から１年間、学生は４月から翌年

３月まで、自分の好きなときに自分の行きたいと

ころの公共施設を見学する。それは無料で見学さ

せるということなのですが、これは可能性として

はできるのではないかなと思いますけれども、ち

ょっとその辺の見解を伺って終わりたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） せっかくの縁で名寄

に来ていただくということでありますから、当然

名寄の歴史でありますとかよさをぜひ実感してい

ただきたいと思っております。今回見学会も開催

をしておりますが、入ってきていただく人数に比

較すると少々少ないというような思いもありまし

て、今御提言ありました内容につきまして私ども

ぜひ真剣に検討してみたいと思います。よろしく

お願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で佐々木寿議員の

質問を終わります。

健康マイレージの取り組みについて外２件を、
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高橋伸典議員。

〇１０番（高橋伸典議員） おはようございます。

議長の御指名をいただきましたので、通告に従い

まして、順次質問をしてまいりたいというふうに

思います。

まず、健康マイレージの取り組みについてを御

質問させていただきます。急速な少子高齢化や生

活習慣病の変化から、脳血管疾患、認知症などか

らも介護を必要とする人もふえ、医療費の抑制や

介護予防の視点から、健康づくりの対策が重要に

なってきております。名寄市健康増進計画健康な

よろ２１の市民一人一人が自分の健康は自分で守

るをモットーに進められておられますし、生涯を

通し健康づくりができるよう環境の整備や充実に

努めるとともに、生活習慣病の発症の予防や重病

化、予防を図ることで高齢になっても介護を必要

としない人間をつくり上げる必要があるというふ

うに言われております。健康寿命を延ばすことを

目的に生涯を通じ健康づくりを図っていく中で、

名寄市の健康づくり事業の推進状況と理事者の御

見解をお願い申し上げます。

市民の健診受診率を上げ、健康づくりに励むこ

とで健康で楽しい暮らしのできる生活や医療費や

介護費の抑制につながるほか、地域コミュニティ

ーや地域経済の活性化などまちづくりや人づくり

もなし遂げていくことに期待できるユニークな施

策を全国で今行っております。日本一健康文化都

市の静岡県袋井市では、健康づくり活動をポイン

ト換算制とし、公共施設利用券と交換することが

できる健康マイレージ制度を平成１９年から全国

で初めて実施しており、集めたポイントを幼稚園、

保育所、小学校、中学校にベルマークのように寄

附するという用途でも使えるそうです。また、政

令市の中で最も高齢化率が高い北九州市、約２６

％では平成２１年に政令市で初めて健康マイレー

ジ事業を導入いたしました。４０歳以上の市民が

市が認めた運動教室、また健康関連のイベント、

健康診断を受診したりすることにより、景品と交

換できるポイントシールの実施、今年度からはよ

り充実化を図るために町内会ごとにネットワーク

を持つ市の社会福祉協議会に委託してイベント事

業を倍増し、健康促進に活動を行っております。

このような取り組みは、将来超高齢化を見据えた

施策の一つとしては全国に広がりつつあります。

本市でも高齢化率約２８％になりつつある今、健

康マイレージの取り組みを検討し、推進する必要

があると思われますが、理事者の御見解をお願い

いたします。

大きい項目２つ目、災害時要援護者の避難対策

について質問をさせていただきます。災害時に自

力で避難することが難しいお年寄りや障害者など

災害時要介護者の名簿作成を市町村に義務づける

改正災害対策基本法がさきの通常国会で成立をい

たしました。改正法では、これまで曖昧だった個

人情報の取り扱いが明確化され、名簿の整備と情

報提供が進むことが期待をされています。従来の

制度でも災害発生時における高齢者、障害者など

の避難支援の指針となる災害時要援護の避難支援

ガイドラインに基づき、名簿作成を市町村に求め

ておられましたが、義務づけではないため作成し

ている自治体は約６割程度にとどまっておりまし

た。今回の改正は、要援護者の名簿の作成が市町

村に義務づけられました。名簿は、本人の同意を

得た上で消防または民生委員など関係機関にあら

かじめ情報を提供しますが、災害が発生した場合、

同意がなくても必要な個人情報を提供できるとい

うことになっております。ただし、個人情報を厳

格に保護するため、情報を知り得た人は秘密保護

の義務が課せられておられます。名簿の整備、共

有は、避難支援を円滑に進めるためのまずは第一

歩にすぎず、避難支援の取り組み自体は自治体が

入念な準備と整備にかかっておられます。弱い立

場の人をどう守れるかというのが次なる大きな課

題であり、それぞれの地域社会に投げかけられて

おられるのは間違いないというふうに思っており

ます。災害時に個別の支援行動計画、事前に細か
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い計画を決めて訓練をするなど、いま一度日ごろ

からの地域の高齢者や障害者を支える体制を整備

することが重要となっております。本市の自主防

災組織が昨年度つくられました。要援護者の名簿

も着々と進められておられると思います。対象町

内会の個別計画の推進状況、また理事者の御見解

をお知らせいただきたいというふうに思います。

今回の改正には、名簿作成義務化のほか避難所

における生活環境の整備が明確になりました。安

全性を満たした施設確保をすることに加え、食料

品、衣料品なども用意し、東日本大震災では避難

生活が長期化したことで病気や体調の不良などの

原因で亡くなる震災関連死亡が相次いだことで、

これから福祉避難所の普及や医療サービスの提供

にも努めるとされております。本市の避難所の生

活環境の整備について理事者の御見解をお願いい

たします。

災害対策基本法改正の成立を受け、名簿作成、

個別支援行動計画、消防、民生委員との連携、町

内会との連携、防災訓練、避難物資の確保等々本

市の今後の具体的な計画をお知らせいただきたい

というふうに思います。

次に、大きい項目の３つ目、教育行政について

お尋ねをいたします。小中学校の空調機器整備に

ついてお伺いいたします。空調整備は、名寄市立

病院も終了し、きのうの日根野議員の中でも総務

部長の報告でもありました。これから必要な４施

設、しらかばハイツ、小学校、中学校、名寄市立

大学、また市立図書館の施設には空調施設を進め

なければいけないという報告をされておりました。

特にきのうは、風連中学校、智恵文中のパソコン

教室ということで、着々と小学校のパソコン教室

は冷暖房が進められております。近年異常気象が

あり、６月から１０月までの大変に暑い日が続い

ております。小学校、中学校は３６５日中２２０

日間という授業が行われ、８時から、また４時ま

で生活の３分の１をする場であります。近年この

暑い中、勉強に支障があるということでＰＴＡが

中心となり、名寄東中学校に１クラス４台の扇風

機が設置をされております、３クラス。この３ク

ラスのような状況をやはり名寄市としては平等に

つくり上げるのが教育行政、教育都市名寄の使命

であるというふうに私は感じるものであります。

全小中学校の空調施設とは言いません。扇風機等

の設置を進めることが必要と感じられますが、御

見解をお願い申し上げます。

最後に、全国学力テストの結果を受けてお尋ね

をいたします。昨年全国学力テストは小中学校全

１０科目中、中学校の国語のＢが上昇したほかは

全国平均を下回り、全国下位、２５％の児童は国

語、算数の３割を超える人が最低限の学力、基本

が身についていないというふうに言われておりま

した。本年も北海道の中学校は３８位、小学校は

４５位、高橋はるみ知事も小学校の通信にこのよ

うに言われております。子供たちは、基礎的な学

習内容が十分に身についていない。脚力、持久力

に関する運動が苦手。テレビ、ゲームの時間が多

く、１日の家庭学習の時間が少ないと言われてい

ます。本市のこれからの学力、体力向上のための

施策をお知らせいただきたいと思います。

以上をもちまして壇上での質問を終わらせてい

ただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 高橋議員からは、

大項目３点にわたり質問いただきました。大項目

１は私から、大項目２は総務部長から、大項目３

は教育部長から答弁させていただきますので、よ

ろしくお願いします。

初めに、健康マイレージの取り組みについて、

小項目１の健康づくり事業の推進状況について申

し上げます。急速な高齢化や生活習慣の変化に伴

い、生活習慣病は年々増加し、脳血管疾患や認知

症などからも介護を必要とする人がふえ続けてお

り、介護予防の視点、さらには医療費や介護費用

の抑制を図ることからも健康寿命の延伸に向けた

生活習慣病の予防対策は重要な課題となっており
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ます。このため本市における健康づくり事業につ

きましては、平成２５年３月に名寄市健康増進計

画健康なよろ２１、２次計画を策定し、市民一人

一人が自分の健康は自分で守ることを基本に生活

習慣病の発症予防や重症化予防に重点を置き、生

涯を通じた健康づくりができるよう対策の推進を

図ってきております。その取り組みの一環として、

広く市民を対象とした名寄市民健康づくりチャレ

ンジデーやなよろ健康まつりのイベントの開催、

また運動習慣の定着を目的になよろ健康あるキン

グなどさまざまな機会を通じてスポーツの振興と

ともに健康管理の大切さや健康づくりに向けての

意識啓発に努めてまいりました。さらに、特定健

診や各種がん検診などを中心に各地域の中におけ

る健康教室、健康相談、冬の健康づくりに向けた

健康体操教室などさまざまな機会を利用し、地域

や健康づくり団体との連携を図りながら、生活習

慣病予防や介護予防に重点を置いた事業の展開を

進めてきております。また、生活習慣病は早い段

階において生活習慣を見直すことにより予防が可

能であると言われておりますことから、今年度か

ら特定健診の対象年齢を国の制度より１０歳引き

下げ、３０歳から７４歳までの市の国民健康保険

加入者を対象に若い世代から健診を受けられる体

制づくりに取り組んできております。このほかに

高齢者の介護予防に向けた取り組みは、現在地域

包括支援センターを中心に健康づくり体操教室や

町内会及び老人クラブでの介護予防教室が展開さ

れ、さらに基本チェックリストで生活機能が低下

していると判断された高齢者に対しては、介護予

防事業を継続的に実施してきております。今後も

関係機関や各団体との連携を視野に入れながら、

ニーズを把握し、市民の方と一体となって健康づ

くりや介護予防ができるよう事業の推進に努めて

まいりたいと考えております。

次に、小項目２の健康マイレージについて申し

上げます。市民一人一人が主体的な健康づくりに

取り組んでいくためにも、生涯にわたり楽しみな

がら健康づくりへの習慣と関心を高めていける環

境づくりが重要と考えております。議員御案内の

健康マイレージは、市民の日ごろの健康づくりへ

の取り組みをポイント化し、健康づくりへの積極

的な参加を誘導する制度であります。現在本市に

おいては、５月の最終水曜日に開催しております

名寄市民健康づくりチャレンジデーをきっかけに

健康づくりの取り組みを継続するために６月から

８月までの３カ月間、身近にできるウオーキング

の歩数を参加者同士で競い合うなよろ健康あるキ

ングを実施しております。本年度は８１人の参加

があり、上位の入賞者は９月２８日に開催されま

すなよろ健康まつりで表彰し、参加者全員に記念

品を贈るなど健康づくりへの意欲をたたえ、継続

的な運動習慣の定着を目指す取り組みを行ってき

ております。しかし、屋外でのウオーキングがで

きる時期は限られており、冬の運動不足につなが

りやすいこと、さらには自分の健康状態を把握し

ていくためにも年に１回の特定健診を受けること

は重要となりますが、その指標となる特定健診受

診率が平成２３年度法定報告速報値では本市２

２％と全道平均２ ５％よりは上回っているもの

の、全国平均３ ７％よりは下回っているなど、

課題として捉えております。今後生活習慣病予防

や介護予防の視点から、さらには健診を受けるこ

とにより健康管理につなげていくためには、健診

受診率向上や市民に対する積極的な健康づくりへ

の働きかけは重要と考えております。そのため第

６期高齢者保健医療福祉計画、介護保険事業計画

策定に向けて平成２６年度に実施を予定しており

ますニーズ調査等において健康づくりや介護予防

事業に対する希望や意見を把握し、あわせて市民

の健康に対する意識を高め、健康づくりへの積極

的な参加を誘導する仕組みについても研究してま

いりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目の
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２、災害時要援護者の避難対策について申し上げ

ます。

まず、自主防災組織、要援護者の名簿、対象町

内会の個別計画の進捗状況についてでありますが、

災害対策は自助、共助、公助が基本となりますが、

東日本大震災の経験から、まずは自分の身は自分

で守ることが一番重要なポイントとなります。そ

れとともに、自分たちの地域は自分たちで守ると

いう意識により組織した自主防災組織は、災害時

に地域住民が連携、協力して初期活動や救出、救

護活動を初め、災害時要援護者の避難誘導などに

取り組むことにより減災を図ることができます。

平成２２年７月の大雨により被災した旭ケ丘町内

会と風連南区町内会は、被災後独自の危険マップ

の作成、災害時要援護者の支援者確定や避難方法

の見直しなどの取り組みを行ってきております。

これらの町内会を含め、自主防災組織は９月４日

現在で１２の町内会となっており、ほかに１５の

町内会で立ち上げに取り組んでいるところであり

ます。

次に、災害対策基本法が改正され、災害時要援

護者の名簿作成を市町村に義務づけることとなり

ましたが、当市では昨年１０月から手挙げ方式で

取り組み始めております。現在４６の対象町内会

において１５５人の災害時要援護者名簿を市と地

域で共有しているところであります。また、これ

らの名簿につきましては消防、警察、民生委員な

どとの情報共有も可能とする体制も整えており、

いざというときには人命を守る有効な手段となる

と考えております。

続きまして、避難所の生活環境の整備について

でありますが、当市では平成２２年７月の大雨災

害時に避難所を開設しており、そのときの教訓か

ら、避難所開設の役割分担の明確化、備蓄、食料

や毛布などの速やかな搬入など、開設の円滑化を

基本に訓練などを行ってきましたが、新たに東日

本大震災以降の避難所運営指針により女性やお年

寄り、また子供などの視点で避難所生活における

備品や備蓄資材などにも一層配慮して運営してい

くことが求められております。また、災害時要援

護者の高齢者や障害者の方々の避難所での対応に

ついても平常時では福祉サービスなどの提供があ

ることを前提に生活が成立していることもあり、

長期にわたる避難所の設置を想定した場合、男女

共同参画などの視点とともに、福祉部局や医療関

係者が支援に入り、生活機能はもとより、生命の

確保も進めることが必要となります。これらの対

応も含め、避難所の整備に当たっては衣食住に係

るもの、また薬品などの備蓄などについても必要

性の検討を進め、可能な物資については避難所と

なる施設に一定程度配備することなど、他市の状

況や当市の実情及び力量に照らし合わせて対応を

進めてまいりたいと考えております。

続きまして、災害対策基本法改正案の成立を受

けてでありますが、災害対策基本法の改正につい

て、現在国がこの法の改正点や今後の執行の具体

的な事項などを都道府県に説明しているさなかで

あり、今年中に北海道から各自治体へ説明する予

定とのことであります。これらの動向を注視し、

他市との情報交換を行いながら、当市としまして

は災害時の要支援者の個別計画のさらなる推進及

び消防署、民生委員などとの連携による災害対処、

また防災訓練につきましては冬期間における避難

所の環境を意識した訓練も必要と考えております。

避難所の物資につきましては、平成２２年７月の

大雨災害を契機に原則として１夜５００人分の局

地的な災害の対応を基本とした食料、毛布などを

計画的に備蓄してきておりますが、災害の規模が

大きくなるときには民間や自治体との協定により

物資の確保を行うなど、当市の実情を踏まえつつ

対応してまいりたいと考えております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目の３、教育行政について答弁をさせていただ

きます。
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まず、小項目１、市立小中学校の空調機器整備

についてお答えをいたします。まず、名寄東中学

校の教室に空調機器、扇風機が導入された経緯に

ついてございます。昨年度より保護者から教室に

扇風機を設置をしてほしいという要望があり、学

校とＰＴＡ役員会において導入に向けた検討がな

されました。当初ポータブルの扇風機を１教室に

２台試験的に設置したところ、効果が薄いという

ことで、他の学校の導入事例等を参考に壁設置型

の機種を１教室に４台設置することになったとこ

ろであります。また、導入に当たりましては１教

室当たり６万円から７万円の経費が必要なことか

ら、ＰＴＡの会計から経費を捻出する関係上、風

通しが比較的悪いということ、また受験生である、

受験を控えているということなどを考慮をして、

３学年の普通教室に設置をすることとなったと聞

いております。教育委員会といたしましては、こ

れまで各学校には窓に網戸を導入するなどして暑

さと、それからスズメバチなど害虫の侵入対策に

対応してきましたが、学校の要望に十分に応える

ことができない状況でございます。また、議員御

指摘のように、近年の異常気象とも言われるよう

な暑さが続く中、子供たちが良好な環境の中で学

校生活を送るためには何らかの空調機器を各学校

に導入することも有効な手段とは考えてはおりま

すが、名寄東中学校の例を見ましても全校に空調

機器を設置するためにはそれ相応の経費もかかる

ことから、導入に当たりましては学校への各種事

情等がありますので、聞き取りや有効な他の方策

がないかなどを協議をしながら、慎重に対応して

いきたいと考えているところであります。

次に、小項目２、全国学力テストの結果を受け

てでございます。全国学力・学習状況調査の結果

と学力向上の取り組み状況についてお答えをいた

します。本年度の本市の全国学力・学習状況調査

等の結果につきましては、現在詳細な分析を進め

ておりますので、昨年度までの同調査の結果から

得られた本市の児童生徒の学力、学習状況の主な

傾向について申し上げます。小学校の算数では、

基礎的な知識及び技能の習得において徐々に改善

の傾向が見られ、その中で数量や図形についての

技能の定着状況がよくなってきております。また、

中学校国語でも基礎的な知識及び技能の習得にお

いて徐々に改善の傾向が見られ、その中で書く能

力の定着状況がよくなってきております。しかし、

基礎学力を初め根拠を明らかにして考えるとか、

物事を関連づけて考える、そして考えたことを条

件に応じてまとめあらわす力を身につけさせるこ

とや家庭での学習習慣の定着を図ることが継続的

な課題となっております。このような課題を踏ま

え、教育委員会では授業改善と望ましい生活のリ

ズムの定着を車の両輪と位置づけ、名寄市教育改

善プロジェクト委員会を中心として市内の小中学

校が一体となった総合的な学力向上の取り組みを

推進をしております。具体的には、学習内容を確

実に身につけさせるため、繰り返し指導、学習内

容の習熟の程度に応じた指導などを工夫改善し、

個に応じた指導の充実を図る取り組み、また思考

力、判断力、表現力等を育むために、言語に対す

る関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を

図る上で必要な言語環境を整え、言語活動の充実

を図る取り組み、また主体的に学習に取り組む態

度を養うため、全小中学校で一貫した学習規律、

学習習慣の確立を図る取り組み等を行っていると

ころであります。

なお、本年度の本市の全国学力・学習状況調査

の結果の公表に当たっては、国語、算数、数学の

調査において全国と比べ成果の見られた設問と課

題の見られた設問及び改善策の例、児童生徒の学

習や生活の状況において望ましい傾向と努力を要

する傾向及び改善策の例などをまとめ、市のホー

ムページに掲載をしてまいります。また、教育委

員会といたしましては、この結果、分析を踏まえ、

名寄市教育改善プロジェクト委員会の取り組みの

改善、充実を図るとともに、学校はもとより家庭

や地域の方々などとの連携を密にしながら、目標
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や課題を共有する中で各学校のニーズに応じたき

め細かな支援を一層充実させてまいりたいと考え

ております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） では、再質問を進め

させていただきたいと思います。

まず、健康マイレージについてお聞きをいたし

ました。名寄は、健康づくりチャレンジデーだと

か、また健康まつりのイベント、運動習慣にはな

よろ健康あるキングということで進められて、特

定健診等々の部分でも全国まではいかないけれど

も、道よりも若干進んでいるというふうに報告を

受けました。その中で本当特定健診は、これ国保

の部分の健診率だというふうに思っているのです

けれども、名寄全体とすれば社会保険の方々、共

済の方々もおられますし、国保で２９％というこ

とは状況から見ればきっと人数的にも国保が一番

多いのかなと、人口的にも。そして、よく社会保

険、共済というのは御主人が入っていますので、

奥様には特定健診を受けてくださいというものが

届くのですけれども、なかなか行ける人もいるし、

行けない人もいるということで、名寄市全体の健

診の受診状況というのがわかれば教えていただき

たいというのと国保の方々というのは名寄市で

０００だったか、ちょっとうろ覚えなのですけれ

ども、何千人の方が国保に加盟されているのかお

知らせいただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 国保の被保険者

全体については、ちょっと把握はしておりません

が、国保の特定健診の対象者といたしましては国

が示す法定義務づけの部分では４０歳から７４歳

までということでございまして、その対象人数は

１５２人ということであります。受診者が ５

０６人ということで、率として先ほど申し上げま

した２ ２％ということであります。先ほど申し

上げましたが、ことしからは３０歳からというこ

とにさせていただきましたが、２３年度につきま

しては３５歳から３９歳までを独自にということ

でやっておりまして、対象者が２３５名、受診率

で４１名で１ ４％というような状況であります。

また、市内全体の各保険者の受診率については

把握はしておりませんが、がん検診等では市民全

てが対象となっておりますので、申し上げます。

名寄市の場合、胃がん検診の場合は１ ５％、北

海道は１ ８％、全国では ２％です。それから、

子宮がん検診では名寄は２ ９％、北海道は２

２％、全国では２ ９％、肺がん検診につきまし

ては名寄は１ ２％、北海道は１ ５％、全国は

１７％です。乳がん検診は、名寄は２ ９％、北

海道は２ ４％、全国で１ ３％、大腸がん検診

は名寄は２ ０％、北海道は１ ９％、全国では

１８％ということになっております。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） わかりました。でも、

これの対象を見ると、１ ５％のがん検診だとか、

子宮が２ ９、肺がんが１ ２、乳がんが２ ９、

大腸がんが２０％ということで、これでいっても

やっぱり約８０％の方は検診受けていないという

状況になるのですよね。そして、特定健診も ５

０６名は受けているのですけれども、残り約 ６

００名の方は受けられていないという状況の中で、

やはり国保の基金が ０００万円あったとしても、

残りの ６００名の方が一つの病気になった場合

もう ０００万円なんてすぐなくなる基金ではな

いかなというふうに思いますし、今回東京オリン

ピックが決まりました。そのときに猪瀬さんがこ

う言われていたのです。高齢者の方々は、皆さん

が運動してほしい。なぜかと思ったら、介護料と

健康保険料、医療費が下がるし、若者はスポーツ

やってほしい。それは、仲間をつくって、そして

そういうきずなをつくるためにスポーツは進めて

ほしいのだというお話をされておりました。この

健康マイレージというのは、予算がかかる部分で

もないですし、各市町村、一番最初に袋井市が始
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めたのは平成１９年なのです。そして、日ごろの

健康づくりだとか実践状況をポイント化して、そ

のポイントを幼稚園、保育所、小学校、中学校に

寄附したり、公共施設の利用券にしたりして人づ

くりやまちづくりに貢献できる制度であると。そ

して、全国で先駆してやったのですけれども、袋

井市の行政評価では極めて効果的であると。もう

続けていって、やはり介護料、そして医療費の削

減をしていこうという評価になっている。そして、

福岡県北九州でもここでは健診だとか、あと景品

との交換、ここは高級景品があるそうで、それを

目当てに皆さんが頑張っている。行政評価でも成

果の状況、活動の状況が順調だと。参加者も前年

度より ３倍ふえていると。そして、茨城県のつ

くば市では参加された方は全員に応募の資格があ

って、参加の景品が当たる。そのほかに応募され

た方が抽せんで豪華景品がもらえるという、その

部分もあるのですけれども、この中で市の保健福

祉部長の答弁でこのように言っているのです。年

度途中から事業を開始だったため、市民への周知

が十分ではなかったと。しかし、３５８名の参加

者でございましたが、参加した市民からは初めて

みずから行動を変えることができた、来年もぜひ

継続して実施してほしいという意見が続出したと

いうふうに言われていますし、佐賀県の鳥栖に埼

玉県の三郷市議会が視察に行かれたそうなのです。

そして、市民福祉常任委員会の行政報告にはこの

ように言われています。ポイントを集めて楽しむ

ことが知らず知らずのうちに健康づくりを実践し

ており、結果として健康のすばらしさに気づき、

その健康づくりを継続していくという動機づけの

支援であると。平成２４年の実績では、参加者

２０８名であったと。それがもう６０代の方々が

多く、 ２０８名のうちポイントを交換し、景品

をいただいたのは３３９名の方々で、この佐賀の

鳥栖市では健康マイレージ事業に参加されていた

と。

先ほどの名寄でもなよろ健康あるキングを進め

てある程度景品を差し上げるというふうに言われ

ておりました。名寄では、やっぱり高齢化率２８

％ですから、約 ０００名の高齢者がいるという

部分だと思うのです。それで、やっぱりなよろ健

康あるキングに８１名というのはちょっと少ない

のかなという。やっぱり市民周知だとか、そうい

う部分の努力も必要ではないかというふうに思い

ますし、やはり運動できる体制をどんどん、どん

どんふやしていく必要があると思うのですけれど

も、その辺の考えについてあればお聞かせいただ

きたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） まず、先ほどの

特定健診の関係だったのですが、名寄市が２ ２

％と申し上げましたけれども、名寄市といたしま

しては特定健診の対象者のうち４割が病院に既に

通院されている方でありますので、それ以外の部

分を新規に勧奨していくということをやっており

まして、大体年間２００名程度の方が未通院者と

して健診を受けていただいているというような状

況もありますので、少し健診率が下がっていると

いうようなことがございます。

また、今の健康マイレージの事業につきまして

は、静岡県と、それと県内の市町が共同で実施し

ている先進的な事業ということで、全国知事会の

先進事業の先進政策バンクというホームページに

紹介されておりました。それでまた、議員からの

御紹介のありました静岡県袋井市につきましては

市独自の事業として、県には乗っからず、７年前

から取り組んでおられまして、ポイントをみずか

ら必要なサービスと交換するほか、学校へのポイ

ントの寄附ですか、これを選択できる仕組みを整

えておられまして、健康づくりをボランティア活

動ですとか社会貢献につなげるというような波及

的効果も出ていると伺っております。それで、健

康マイレージは、市民の健康づくりに取り組むイ

ンセンティブでもありますので、有効的な手段の

一つであると考えておりますので、道内でも既に
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何カ所か実施されているという情報も得ておりま

すので、その実施内容ですとか、あと効果、それ

から経費、課題など調査研究させていただきたい

と思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） ぜひ進めていただき

たいというふうに思います。道内も２カ所これを

やられていて、健康づくりはやっているのですけ

れども、静岡県袋井市だとか、静岡県全体で今進

められているのですよね。そして、静岡県は県自

体で健康マイレージを進めて、ポイント制にして

その地域、地域にお店の対象者をつくって、その

ポイントによって何％削減、商品の１０％削減だ

とかを進められているみたいです。本当に名寄で

も健康づくりに一躍できる部分だというふうに思

いますので、進めていただきたいというふうに思

います。

あと、よく市民から言われるのです。先ほど言

った冬の健康対策、名寄は一応本当にすばらしい

日進の健康の森があって、よくハイキングだとか

歩かせていただいていますと。でも、なかなか冬

になると歩く場所がないというのです。前回も何

回か私も冬、小学校の体育館だとかスポーツセン

ターを高齢者に開放して、この日、１週間に１回

歩く、ウオーキング日だとかをつくって、無料で、

歩くだけですから、歩かせていいのではないかと

いうお話をさせていただきましたけれども、市と

して冬の対策をどう今検討されて進められている

のか、ちょっとお聞かせをいただきたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 先ほど静岡県含め、

北九州市も含め、先進事例のお話ありました。名

寄市は、過去に健康マイレージという形ではない

のですけれども、健康の森を大々的につくって、

パークゴルフやさまざまなスポーツも含めて、後

期高齢者の保険料が去年で終わったと思うのです

けれども、全道３５市のうち唯一６年間軽減を受

けた市でもありました。お隣の合併した風連町も

同じような経過出ていまして、これについては高

齢者の皆さん方のスポーツ振興が自分たちみずか

らで楽しんで、みずからで企画して大会やったり、

近隣のところへ出かけていくと。こういうすばら

しい実績は、行政が施設の整備と維持管理はしま

したけれども、大会の企画運営、行事、イベント

等について特に企画しなくてもそういう面ではし

っかり市民の皆さん方が自発的、自立的に行って

きたと。そういう中で町内会の対抗のパークゴル

フ大会があったりとか、それからサッカー少年団

でいうとお父さん、お母さんも参加してもらうよ

うな芝生のグラウンドをつくったことによる効果

があったりとか、陸上競技場のグラウンドも含め

て高校生と小学生、中学生も一緒になった形の練

習であるとか、さまざまな動きがあったというふ

うに聞いております。

課題の関係につきましては、健康の森は冬期間

については歩くスキーということで取り組んだ時

期もありまして、学校で小学校でもいろいろやっ

た時期もありますけれども、授業時間全体の枠組

みの中で、歩くスキー等については少し楽しむ方

が減ってきているのか、この辺も踏まえまして、

それから多少自己負担はかかるのでしょうけれど

も、スポーツセンターの階段、廊下周辺を歩くで

あるとか、トレーニング室を使うであるとかとい

うさまざまな利用する団体の方々もふえています

ので、この辺については市民皆スポーツを掲げて

いる体育協会等も含めて、健康増進に役立つよう

な冬期間の軽スポーツについても検討してまいり

たいというふうに考えています。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） よろしくお願いしま

す。ぜひ冬のスポーツを推進できるようにお願い

いたします。高齢者の部分でいいますと、歩くス

キーはなかなか難しいのかなという部分がありま

すので、軽くウオーキングできる場所を提供でき

る体制をお願いいたします。
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次に、災害対策基本法改正についてを御質問い

たします。先ほど扇谷部長から４６町内会、約５

３７名中１５５名の要援護者の名簿の作成が完成

されたというふうに言われて、名寄旭ケ丘町内会、

名寄風連南区町内会はこの名簿を作成し、町内会

独自の救援体制だとか、どう進めて、また１２町

内会、これから１５立ち上がるというふうに言わ

れておりますけれども、名寄は８２町内会ありま

すので、その残りの部分はどうなのかということ

をちょっとお知らせいただきたいというふうに思

います。

今回国で災害対策基本法の改正案では名簿の作

成がもう義務づけられてくるということで、まだ

道から連絡来ないということで言われておりまし

たけれども、この名簿だけはやっていかなくては

いけない部分だと思いますので、その部分をどう

進められるのか、あればお聞かせをいただきたい

というふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） ８２の町内会がある

わけですが、現在４６町内会、１５５人の方から

の、これは手挙げ方式という形で名簿の作成を既

に行って、町内会と共有させていただいていると

いうことであります。しかしながら、私どもが本

質的に支援が必要と言われる方の名簿につきまし

ては５３７名という形で押さえておりますので、

最低ラインはまずはここということになります。

これから実際に手を挙げていただいて、本当に支

援が必要がどうかという判断なり見きわめをしっ

かりするということが第２弾になるわけでありま

して、できれば町内会の中でそれぞれ支援の必要

な方々に対する個別支援の計画というものをあわ

せてつくっていただかないと、名簿だけ作成して

も実際の支援にはまだ至らないということもあり

ますので、それは第３弾としてしっかりそれも進

めていただくということになるわけであります。

これ実際に名簿を押さえている段階では、本当に

全ての方に対して支援が必要なのかどうなのかと

いうところの押さえまではまだ十分できてはいな

いということがありまして、行政であってもなか

なか御連絡を差し上げても本人の状況をすべから

くしっかり伝えていただくということができにく

いという、そんな状況もそれぞれ個人、個人の方

で事情をお持ちでありますから、そこのところは

個人情報の壁が少しあるということも含めてあり

ますけれども、今後掘り起こしはしっかりしてい

って、手を挙げていただきながら、なおかつ支援

策も個別計画という形でつくれるように取り組み

は進めてまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

いたします。

手挙げ方式がいいのかどうかという部分があり

ます。今回災害対策基本法の策定に関している部

分で、１８名の方に全国で策定をしていただきま

した。この中でやはり今回の東日本大震災のとき

に要援護者の御主人が寝たきりでした。でも、母

親は要援護者ではなかった。でも、波が来たとき

に助けてと言ったそうです。でも、助けられる状

況ではなかったのです。３０分間の中で要援護者

を助けられる体制というのは非常に難しく、その

奥さんは私たちを放っておいて逃げてくれと言っ

たと。やはり名寄は地震だとか、そういう災害と

いうのは少ないですけれども、結局いつ何が起こ

るかわからない。今回あさって２１日からロータ

リーでライラセミナーというのが、防災セミナー

を行わせていただきます。全道の若い青年にピヤ

シリに来ていただいて、防災の訓練、私もそれの

中に入ってちょっと寝させてもらおうかなと思う

のですけれども、アルミホイルの袋に入ってどん

な状況で一夜をできるのかと思ってやらせていた

だこうかなと思うのですけれども、その状況にな

るときに、やはり私は支援が、この要支援をどう

いう体制にするのかというのが一番重要な部分で

はないかなというふうに思っているのです。そし

て、この要支援の部分では、関係機関共有方式が



－108－

平成２５年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号

進められているところが多いのです。防災関係部

局だとか福祉関係部局、自衛、防災、町内会、そ

して民生委員だとか消防全部含めてここの人は必

要なのだよというところには一応アンケートを出

して、拒否はしていないなというところは全部要

援護者として名簿に連ねるという、そういう規則

をつくって条例化するというところもありますし、

名寄の手挙げ方式だと、家族が元気な場合、要援

護者が１人いる場合、昼間家族元気な人は仕事に

行っているよ、でも援護者は中にいたらその援護

者は助けられないというふうになってしまうと思

うのです。だから、手挙げ方式が本当にいいのか

どうかという部分をこの中では言われておりまし

た。もう一つは、同意方式ということで、先ほど

扇谷部長が言われたように町内会、また福祉機関、

そして民生委員、そして防災関係等々含めてみん

なで町内会にいるそういう要支援者のところに行

って同意を得る。こういうことがあったときには、

地域の私たちがあなたを守ってあげますよという

同意方式も必要ではないのかなという思うのです

けれども、先ほどの部分とこの方式の部分、ちょ

っとお聞かせをいただきたいというふうに思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私ども早く始めたと

いうこともありまして、手挙げ方式という形でし

っかり本人の意思確認をさせていただける一番い

い手法だということも含めて対応させていただい

ております。その結果が現在のところ４６町内会

１５５人の届け出ということでありますが、この

手挙げ方式、現在の段階でも個別の支援計画がし

っかり組み立てが終わっている方というのは実は

６０人しかおりません。これ以外にも実は町内会

それぞれの独自の取り組みがありまして、個別支

援計画はつくらずともしっかり助ける体制はでき

ているよというところもありますから、ここのと

ころ全て数字だけの判断はできませんけれども、

やはりせっかく手を挙げていただいて支援が必要

ということで町内会と名簿の共有をしても、町内

会としてはなかなか個別支援という確定的なとこ

ろまではいかないという事情があります。これた

くさんの方が要支援名簿、母集団という形で私ど

も持っておりますが、この今後の取り扱いにつき

ましてはやはり手挙げ方式で手を挙げていただい

た方にしっかり支援の体制ができるような体制づ

くりをまずは始めようということで、もう今も私

ども担当が町内会と日々連絡をとり合って何とか

計画できないでしょうかねという話をさせていた

だいております。この間取り組みの中で町内会の

皆さんに大変いろんな形で御意見をいただいて、

これ御意見いただくということは相当町内会もや

はり必要な事業という認識を持ってやっていただ

いていると。ですから、町内会、町内会と言って

いるばかりではなくて、これは１つはやっぱり行

政としてどういう支援ができるかということもあ

わせてしっかりお知らせをしないといけないとい

うこともあります。まずは、今現在やっている手

挙げ方式の中でしっかり個別支援計画が必要な方

をしっかり救っていこうと、やっていこうという

ところにちょっと力を注がさせていただきながら、

今後国の法律の枠組みの中でのいわゆる名簿の扱

いにつきましても、これから北海道通じて情報と

か入ってくると思いますので、中身としては大変

難しい問題になるのだろうというふうには思って

おりますけれども、しっかりその辺の情報も得な

がら、今後どういった進め方が必要か、これにつ

きましても検討を進めてまいりたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） わかりました。

その中で福祉避難所の部分を明確にしなさいと

いう部分も書かれておられました。東日本大震災

の場合は、やはり震災、女性、障害者、高齢者、

そして幼児の避難の方々が大変困った部分があっ

たというのです。その中でやはり女性が避難所に

行った場合どうするのかという部分と福祉避難所
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の指定をされているのが昨年の３月の時点で全国

市町村で４ ８％しかなかったというのです。で

も、名寄はきっと福祉避難所という項目の部分と

いうのはないと思うのですけれども、これから検

討されていくのか、それともこれから名寄南小学

校も建ちますし、やはりそういう部分にしっかり

と設置をしていかないと、備蓄等々含めて設置し

ていったほうがいいのではないかなというふうに

思うのですけれども、答弁をお願いしたいと思い

ます、短く。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） これまで議会等の答

弁の中で若干お話をさせていただいておりますが、

体制としましてはやっぱりいっとき避難所という

ところに重点を置きながら、この間私ども対応さ

せていただいたということであります。これ私ど

もの地域防災計画の中で、いっとき避難所とは別

に収容避難所というような、少し長期間にわたっ

ての滞在が可能な施設として現在３７の施設を指

定しておりまして、こうした中でやはり福祉避難

所の考え方を織り込むことが可能かどうかも含め

て、今後少し検討してまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１０番（高橋伸典議員） 時間もありません。

最後に教育部長、先ほど言った扇風機、１クラス

約６万 ０００円ぐらいです。６万 ０００円で

約五、六十だと思うのです。四、五百万円で快適

な児童の環境をつくれるというように思うのです

けれども、ぜひ頑張っていただいて、御足労いた

だいて、小学校、中学校の扇風機をお願い申し上

げ、私の質問を終わらせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午後 ０時０２分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

名寄市の基幹産業を守るために外１件を、山田

典幸議員。

〇５番（山田典幸議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、これより通告に従い順次質問を

してまいります。

初めに、名寄市の基幹産業を守るために、１点

目、局地的集中豪雨による今後の対応、対策につ

いてお伺いいたします。本年夏、特に８月以降全

国各地で記録的な大雨による被害が相次いでおり、

北海道内においても記録的短時間大雨情報が全国

都道府県別で最多の１０回を超えて発表されるな

ど、短時間で局地的に大雨が降る、いわゆるゲリ

ラ豪雨が多発しております。当地域においても６

月、７月の少雨干ばつから一転して、８月に入っ

て以降連日のように雷を伴った局地的な集中豪雨

が頻発しておりましたが、８月２０日、畑作地帯

である市内智恵文地区において強風とひょうを伴

ったゲリラ豪雨が発生し、収穫目前のスイートコ

ーンがなぎ倒され、降ひょうによりレタス、白菜、

キャベツなどの葉が裂けるなどの被害が確認され

ました。同時に排水溝があふれ、カボチャやスイ

ートコーンの畑が冠水する被害も発生し、収穫が

皆無となった圃場もあり、収穫期を前にした農作

物、そして農家に大きな損害を与えました。こと

しも春の天候不順による播種、定植作業の大幅な

おくれから始まり、そしてその後の高温干ばつの

中での管理作業と大変な苦労をして育ててきた作

物が収穫できなくなるということほど農家にとっ

てつらいことはありません。特にことしのような

これまでに経験したことのないような大雨やゲリ

ラ豪雨の頻繁な発生など異常気象が異常でなくな

ってきている今、このような状況に対応できるよ

う排水溝の改良または河川の整備等を含めた抜本

的な排水能力の改善がこの地域の畑作野菜経営を

守っていくためには何にも増して必要な状況にな

ってきていると考えますが、今回の集中豪雨によ
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る被害を受けての市としての今後の対応、対策に

ついてお考えをお伺いいたします。

２点目、農作物被害に対する支援の考え方につ

いてでありますが、前段申し上げた８月２０日の

集中豪雨、強風、降ひょうによる農作物被害面積

は４ ６ヘクタール、被害戸数は延べ１６戸に上

るという調査結果が出ておりますが、その中でも

被害の程度において今後の生育によっては多少の

回復が期待できるものも一部ある一方で、壊滅的

な被害を受け、収穫が皆無となったものもありま

す。収穫ができないということは、翌年の再生産

も全くめどが立たないということであり、このよ

うな状況が農家の経営に大きな影響を与えるとい

うことは明らかであります。そこで、被災農家に

対する行政としての支援の考え方についてお伺い

をしたいと思います。

３点目、有害鳥獣の現状と今後の対策について

お伺いいたします。さきの第３回臨時会において

今年度のヒグマ出没への対応、対策についてとい

うことで緊急質問をさせていただき、例年になく

早い時期での出没、目撃情報に対しての適切な対

応を求めさせていただいたところでありますが、

その後のヒグマ出没や被害の状況、それらの状況

を踏まえての今後の対策について改めてお知らせ

をいただきたいと思います。

大項目２点目、教育行政にかかわって３点につ

いてお伺いをいたします。１点目、名寄市立大学

アスリートサポートの今後の展開と可能性につい

てお伺いいたします。スポーツ栄養学、心理学な

ど大学の持つ専門性を生かし、地域のスポーツレ

ベルの向上、トップアスリートの育成、生涯スポ

ーツの推進など地域のさまざまなスポーツ活動を

支援しようという目的で名寄市立大学の学生によ

るアスリートサポートが本年５月に発足したとい

うことであります。学生の自主的な活動組織とい

うことでありますが、この取り組みは地域のスポ

ーツ振興のみならず、大学と地域のかかわりや市

立大学を持つ自治体としての意義がより一層高ま

るものと期待をするところであります。そこで、

この取り組みに対しての支援の考え方なども含め

た今後の可能性についてお考えをお知らせ願いま

す。

２点目、第２次名寄市子どもの読書活動推進計

画についてお伺いをいたします。情報化社会が進

み、またインターネット等の普及により、子供た

ちの読書離れが言われて久しくなっている中、当

市におきましては名寄市子どもの読書活動推進計

画に基づいてさまざまな取り組みがなされてきた

ところであります。２００７年度から２０１１年

度までの第１次計画の検証をもとに２０１２年度

から第２次計画での取り組みが進んでいる段階で

ありますが、第１次計画の検証に基づいての第２

次計画での主な取り組み、また現段階での計画推

進の状況等についてお知らせを願いたいと思いま

す。

３点目、学校力向上総合実践事業の具体的な取

り組みについてお伺いいたします。先般全国学力

テストの結果が公表されましたが、このことは先

ほどの高橋議員の一般質問の中でも触れられてお

りましたので、詳細は申し述べませんが、北海道

はやや改善は見られるものの、依然として小学校、

中学校ともに全国平均を下回り、下位にとどまっ

ている状況であります。このような状況を踏まえ、

子供たちの基礎学力を保障するためには、学校全

体の教育力が欠かせないという考えに立ち、管理

職のリーダーシップのもとでの包括的な学校改善

の推進と実践的な校内研修を行うことにより若手

教員を育て、そこから将来のスクールリーダーを

輩出するという目的のもと、道教委による学校力

向上総合実践事業が平成２４年度より指定校７校

で先行実施、今年度新たに７校を指定し、１４校

の指定校で本格実施が開始されております。この

事業で昨年度より名寄小学校が実践指定校に選ば

れ、あわせて近隣校として選ばれた名寄南小学校、

名寄西小学校、風連中央小学校が指定校での授業

の成果を吸収するという体制の中で、名寄市全体
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の教育力の向上を図り、子供たちの学力向上につ

なげていくという取り組みがなされているところ

であります。そこで、当事業における実践指定校

並びに近隣校においての具体的な取り組みについ

てお伺いをいたしまして、この場からの質問とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） ただいま山田議

員から大項目で２点にわたり御質問をいただきま

した。大項目の１、名寄市の基幹産業を守るため

にの小項目１、局地的集中豪雨における今後の対

応、対策については私から、小項目の２、農作物

被害に対する支援の考え方について及び小項目の

３、有害鳥獣の現状と今後の対策については経済

部長から、大項目の２、教育行政にかかわっての

小項目１、名寄市立大学アスリートサポートの今

後の展開と可能性については大学事務局長から、

小項目の２、第２次名寄市子どもの読書活動推進

計画について及び小項目の３、学校力向上総合実

践事業の具体的な取り組みについては教育部長か

らの答弁とさせていただきます。

大項目の１の小項目１、局地的集中豪雨におけ

る今後の対応と対策についてお答えをいたします。

この夏は、８月中旬以降名寄市内の各地区におい

て狭い範囲の中で集中豪雨が発生いたしました。

８月２０日の智恵文地区を襲った集中豪雨につき

ましては、降ひょうを伴ったものとなり、農作物

が被害を受けたところであります。このたびの局

地的な集中豪雨により、河川や道路排水が一時的

にあふれましたが、これら施設はゲリラ豪雨など

に対応した整備とはなっておらず、またその対策

を講じたものでもございません。河川、排水とも

それぞれ勾配などにより流域を持っており、その

流域から流れる水を受けるための断面としており

ます。今回の被害のありました智恵文地区の報徳

川につきましては、智恵文地区道営畑地帯総合土

地改良として昭和５０年度より事業を着手し、農

道、明渠排水、客土、暗渠、農地造成、区画整理

など受益面積約 ２００ヘクタールの整備を行っ

たものであり、市道南１号線道路及び報徳川は、

この事業の中で農道、明渠排水路として整備を行

い、事業完成後に市道及び普通河川として認定し

た施設であります。当時報徳川は、排水としての

基準により補助事業を入れ、整備を行っており、

ゲリラ豪雨などを考慮した整備断面計画とはなっ

ておりませんが、他の地区においては同様な条件

から、冠水被害などが発生している箇所について

簡易な改修により改修が可能な箇所については維

持管理の範囲の中で対応を図ってきております。

報徳川につきましては、流末が天塩川本流となっ

ていることから、排水の高さ調整などの対応は難

しく、単純に河川断面を大きくするなどの手法が

想定されますが、多額な工事財源と用地買収など

地域の協力が必要となることから、現在これらの

手法について検討を行っているところであり、ま

た報徳川の課題の一つであります国道横断部分に

つきましては現在北海道開発局と協議を開始して

おりますが、どのぐらいの断面が必要かなど市の

計画に合わせての対応となりますので、時間がか

かるものと考えております。今後も開発局などと

協議を重ね、課題解消に向けて対応を進めていき

たいと考えております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 私からは、大項目１

の小項目２、農作物被害に対する支援の考え方に

ついて申し上げます。

８月２０日の智恵文地区における局地的な大雨

と降ひょうによる農作物被害につきましては、さ

きの行政報告でも報告いたしましたが、被害状況

はスイートコーン１ ２ヘクタール、カボチャ２

９ヘクタール、キャベツ３ヘクタール、白菜

１ヘクタール、てん菜 １ヘクタール、レタス

３ヘクタールの合計４ ６ヘクタールとなってお

ります。特に葉物野菜のキャベツ、白菜、レタス

においては収穫途中や収穫を目前にした時期でも
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あり、作物によっては収穫に結びつくものもある

ことから、被害額は今後の推移によりますが、共

済制度もないことから、生産者の被害は大きなも

のと認識しております。今回の農作物被害におい

ては、市長の状況調査のほか、所管常任委員会で

調査を行っていただいたところであります。ここ

数年この地方の天候は不順であり、平成２２年と

２３年は冷湿害並びに高温、大雨、湿害による被

害がありました。特に今年度は局地的な豪雨など

異常気象が続いており、被害が発生した場合、よ

り迅速な被害状況の把握はもとより、営農技術対

策などにおいて関係機関との協議を行ってまいり

たいと考えております。

また、支援策においては、各農家ごとの被害額

の状況を見きわめながら、次年度における再生産

への影響などを考慮し、必要な措置を道北なよろ

農業協同組合とも協議してまいりたいと考えてお

ります。

次に、小項目３、有害鳥獣の現状と今後の対策

について申し上げます。行政報告で昨年より上回

る出没状況をお知らせしましたが、９月２日現在

では昨年４７件に対し今年度４３件と４件少ない

状況となっております。本年は、７月に智恵文更

正地区で小麦の被害と中名寄名風線林道で子熊２

頭が確認されました。あわせて今年度もスイート

コーンを目当てとした出没があり、例年より早い

出没情報が寄せられました。昨年より少なくなっ

た要因としては、風連地区においては旭地区、東

風連地区で電気柵を設置していただいた農家がふ

えたことにより、山の中や池の上地区、日進地区

で熊が確認されましたが、人家の多い地区への出

没に至らず、人目に触れる機会が減り、報告数が

減少したものと考えております。智恵文地区では、

昨年と同様、智北、八幡、北星、智東、更正地区

に出没があり、智恵文地区においても智東、智北

地区で電気柵を設置した畑には被害のない状況が

確認されており、今後もヒグマ被害を防ぐ有効な

手段として農家へ電気柵の設置をお願いしていき

たいと考えております。

ヒグマの出没状況の周知については、出没箇所

への看板設置、周辺住民への周知、町内会への周

知によって危険周知をしており、あわせて猟友会、

警察署、農協へも情報周知を行い、連携し、危険

回避に当たっております。今年度は猟友会、警察

署、農協と７月に事前協議を行うとともに、人家

の多い地区への出没があった場合のパトロール体

制を確認し、新たに農家へ電気柵や防衛対策の周

知を文書にて行ってまいりました。捕獲対策にお

いては、たび重なり出没した智恵文地区２カ所と

中名寄２カ所に箱わなを設置しましたが、捕獲に

は至っておりません。今後とも関係機関との連携

を密に対策を行ってまいります。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 鹿野大学事務局長。

〇市立大学事務局長（鹿野裕二君） 私からは、

大項目２、教育行政にかかわって、小項目１の名

寄市立大学アスリートサポートの今後の展開と可

能性についてお答え申し上げます。

名寄市立大学アスリートサポート同好会は、本

年５月に大学に対して設立の届け出がなされまし

た学生の自主的な活動団体であります。この同好

会は、地域のスポーツ活動団体と連携して学生み

ずからが学びながらスポーツ栄養やスポーツ傷害

の予防、メンタルトレーニングなどのスポーツ活

動における課題の解決をサポートしていくことを

主な目的としていると聞いております。現在まで

の主な活動状況は、７月の大学祭などでスポーツ

栄養に関するセミナーの開催や７月２９日から８

月１日までの４日間、中学生や高校生を対象とし

たジュニアアスリートキャンプを開催し、スポー

ツ活動における体調管理や調整に関するアドバイ

スなどを行い、好評を得てきていると聞いており

ます。この同好会の学生たちは、学生の身分であ

るけれども、自分たちも学習をしながら、競技者

を目指す中高生のためにできることをしていきた

いと豊富を述べております。大学といたしまして
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は、顧問の指導教員とともに、この同好会の活動

を見守ってまいりたいと考えております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、大

項目２の小項目２と３につきまして答弁をさせて

いただきます。

まず、小項目２、第２次名寄市子どもの読書活

動推進計画についてお答えをいたします。名寄市

では、平成１９年度から５カ年間の第１次計画を

推進し、平成２３年度に読書に関する意識調査、

第１次計画の取り組み状況の検証を行い、平成２

４年度から第２次の計画をスタートいたしました。

第２次計画は、１つには子供がいつでもどこでも

自主的に読書活動が行えるよう子供の成長に応じ

た読書のきっかけづくりや読書活動の習慣づけを

図ること、２つ目には読書を通じて言葉を学び、

感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かにし、

人生を深く生きる力を身につける、この２つを目

的に掲げ、図書館が中心となり、家庭、幼児施設、

学校、ボランティア団体が連携、協力を強め、取

り組んでいくことといたしました。

第２次計画から新たに実施いたしました取り組

みについては、１つは学校や図書館の読み聞かせ

ボランティアと図書館とで名寄市読み聞かせ連絡

会議を発足させ、活動の情報交換や読み聞かせボ

ランティアの今後の運営などについて意見交換を

するとともに、読み聞かせ技術の向上のための研

修会や講演会を開催してまいりました。２つ目に

は、北海道立図書館の市町村支援事業を活用し、

昨年は智恵文小学校で学校ブックフェスティバル

を開催し、本年は２校を計画をしているところで

あります。３点目には、住民生活に光をそそぐ交

付金を活用して学校専用貸し出し図書８３０冊を

購入し、昨年７月から貸し出しを開始をしており

ます。そのほかに乳幼児向け絵本を６冊セットに

したぺんぎんセットの貸し出し、図書館だよりの

発行、図書館職員が幼児施設や学校に出向いてテ

ーマに沿って本の紹介と本に興味を持ってもらう

ためのブックトークや読み聞かせの実施などに取

り組んでおります。これらの取り組みを通しての

成果としては、関係機関、団体との連携と協力体

制が強まってきていることと子供の本に対する興

味の高まりが感じられ、利用者などからも好評を

得ておりますので、今後も内容の充実に努めなが

ら継続をしてまいります。

また、学校図書室とは学校図書室担当者会議を

開催をし、学校図書室の状況把握を行い連携を深

めるとともに、学校図書室へのアドバイスやシス

テムの支援、巡回文庫でありますやまゆり号の巡

回などに取り組んでおります。そうした学校との

相互協力により、学校図書室を楽しんで利用する

児童や本の利用もふえている状況にあると学校の

担当者からの報告がなされてきております。これ

からも子供が本に興味を持ち、楽しんで読書に親

しみ、本から多くのことを学べる環境をつくるた

め、第１次計画からの継続事業を含め内容の充実

と創意工夫に富んだ事業を推進してまいりたいと

考えております。

次に、小項目３、学校力向上に関する総合実践

事業の具体的な取り組みについてお答えをいたし

ます。北海道教育委員会が実施をする本事業の趣

旨についてでありますが、学校改善の取り組みは

これまでも道内外でテーマ別にさまざまな研究指

定が行われ、事例集や指導資料等の形での成果が

蓄積をされてきております。こうした先行事例等

を十分に踏まえて管理職のリーダーシップのもと

での包括的な学校改善を推進することにより、従

前の研究成果のさらなる普及に資するとともに、

当該校から将来のスクールリーダーを輩出する新

たな仕組みを構築するため、昨年度試行実施がさ

れました。本市では、実践指定校として名寄小学

校、その事業の成果を効果的に吸収をする近隣校

として名寄南小学校、名寄西小学校、風連中央小

学校が指定を受け、基礎学力の保障、初任者研修

の自校実施、放課後のテーマ研修への近隣校等の
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教員の受け入れなどに取り組み、学校改善及びス

クールリーダーや初任者等の育成を図る体制づく

を進めてきたところであります。また、本格実施

となった本年度は、近隣校として小中学校の連携

の視点から、新たに市内４つの中学校を加え、こ

れまでの取り組みを拡充し、推進しているところ

であります。

本事業の内容は、教育課程、地域、家庭との連

携、人材育成、研究機関との連携等４つの領域で

構成をされており、その中で本市の実践指定校、

近隣校が重点的に取り組んでいる具体的な内容に

ついて申し上げます。１点目は、全国学力・学習

状況調査等の結果に基づく学力や学習、生活の状

況等の現状、課題の徹底的な分析及び具体的な改

善策の構築であります。２点目は、基礎学力を保

障する教育課程指導方法の工夫改善として、学習

内容の確実な定着を図る年間指導計画や１単位時

間の指導課程の工夫改善、学習内容の習熟の程度

に応じた指導の充実、小学校高学年の放課後の補

充的な学習の充実などであります。３点目は、学

習規律、生活規律の確立、徹底として１時間の授

業の結果をまとめた板書の基本形の徹底、ノート

指導の徹底、全小中学校で共通に一貫して取り組

む学習規律、学習習慣の確立及び保護者との連携

などであります。４点目は、名寄市立大学との連

携による特別な支援を要する子供へのきめ細かな

指導の充実として、名寄市特別支援教育専門家チ

ームによる巡回相談の活用、大学生ボランティア

による放課後の学習支援の充実などであります。

５点目は、初任者指導教員や各学校の若手教員の

指導に当たる巡回指導員の取り組みの充実及び初

任者及び若手教員等の育成であります。６点目は、

名寄市教育改善プロジェクト委員会と連携して行

う全小中学校共同研修会や初任者研修の実施であ

ります。これについては、例えば全小中学校共同

研修会では昨年度から年に２回学校力向上に関す

る総合実践事業アドバイザーとして全国的に著名

な教育の研究者、実践家を招いて講演会や模擬授

業の実施をいたし、多くの先生方が 研修を深めて

おります。最後に、７点目は日常授業の改善に直

結する校内研修の確立であります。昨年度から本

事業と名寄市教育改善プロジェクト委員会を連動

させて取り組みを推進してまいりましたが、実践

指定校、近隣校を初め全小中学校が一体となって

教員の研修や日常の授業改善、児童生徒の学力向

上等に取り組む体制が充実してきたところであり

ます。今後も本事業の取り組みの改善、充実を図

りながら、教員の指導力、学校の組織力を高め、

児童生徒に生きる力を確実に育む教育を推進して

まいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） それぞれ御答弁をいた

だきましてありがとうございます。それでは、順

番に再質問のほうをさせていただきたいと思いま

す。

まず、局地的集中豪雨における今後の対応、対

策についてということで御答弁をいただきました。

先ほども申し上げましたけれども、最近は本当に

これまでに経験したことのないような大雨という

表現がたびたび報道等テレビなんかでも使われて

おり、よく耳にする言葉なのですが、今回のこと

はまさにそのような大雨でありました。私も実際

その現場に居合わせましたけれども、本当に私自

身も経験したことのないような大雨、また長く地

域に住む先輩方も今までにこのような短時間での

大雨は経験したことないと口をそろえておっしゃ

っておりました。後からのレーダー解析では、時

間約５０ミリ程度の雨だったということで、相当

量の雨が降ったということで、同時にひょうも降

ったということで被害が非常に大きくなってしま

ったという現状があります。御答弁いただきまし

て、特に被害のあった１３線、いわゆる報徳川、

基本的に流量不足ということでの今後河川の断面

等の拡張等、農地に係る部分もあるので、そうい

った部分、農家も含めて検討していきたいという
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ことでの、若干と言っては失礼ですね。前向きな

対処をいただけるという答弁と受けとめておりま

す。今後開発局の国道を横断する横断管も含めて

ということでもございますので、そのあたりの今

後のスケジュールについてどのような形で進めて

いくのか、今検討している段階でお答えできるも

のがありましたら、教えていただきたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 実は検討が始ま

ったばかりで、詳細なスケジュールは言えません

けれども、今開発さんのほうでも現地を確認して

調査に入ったということで伺っております。これ

まで市あるいは議員の地域の方がそれぞれ開発の

ほうへ行かれまして要望をいただきましたけれど

も、なかなか単独では動いていただけないという

事情があって、今回の大雨、ゲリラ豪雨ですけれ

ども、これに際しましても実質的には行政なり、

また地域のほうから動かなければなかなか動いて

くれないというのが１つありますので、横断管の

拡幅だけではちょっと難しいということで、前後

の報徳川の計画の見直しをしなければ多分開発は

動いてくれないだろうという考え方から、今後開

発のほうと協議していきたいと思うのですけれど

も、ただこの間の河川の測量あるいは用地、それ

と私もこれ勉強不足だったのですけれども、小さ

い橋梁が何橋かあるということでお聞きしたもの

ですから、そこらの調査をしますと先ほども答弁

の中で言いましたけれども、少し時間がかかるの

かなと思っておりますので、早急な対応というこ

とでは検討していきたいと思っていますけれども、

１年とかという部分ではないかもしれない。一、

二年かかるかもしれない。とりあえずは、開発の

ほうとは随時協議をしていきたいなと思っていま

すので、計画が一定程度の素案ができた段階で、

また地先なり議員のほう等お知らせしていきたい

なと思っておりますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 私ども地域の人間とし

ても今回のことを受けて、それは希望としまして

はすぐに改善されるというのが一番いいことなで

すけれども、ただこれから１年かかるか、２年か

かるかということなので、時間はかかるかと思い

ます、当然市だけの問題でもなく、また開発も絡

んでくる部分でありますので。ただ、そういった

今後のスケジュール、動き方に関して、今回被害

に遭った農家の方を含めて地域に今後こういった

スケジュールで動いていきますというのをぜひ発

信していただきたいと思います。そういった部分

で時間はかかるけれども、しっかりと行政も動い

てくれているのだということは農家の皆さんにも

わかっていただける部分だと思いますので、そう

いったまずきちんと説明する場を持っていただけ

ればいいかなと思いますので、いずれにしてもそ

ういう形で動いていただいているということで、

今後も引き続きお願いしたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

あと、今回のことを受けまして、排水溝ですと

かも含めて河川の特に雑草等、非常に水量を少な

くしている、流れを悪くしているというような状

況も一部の箇所では見受けられたのかなと思いま

す。市のほうとして通常河川ですとか、排水溝の

管理や整備というのはどのような形で行っておら

れるのかお伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 排水あるいは河

川に流れる水量が雑草でいたずらされてなかなか

流れづらいという話であります。維持管理はどう

しているかというお話でありますけれども、道路、

河川など草刈りの維持管理につきましてはこれま

でも地元の皆さんに大変お世話になっておりまし

て、景観美化を含めて御協力をいただいていると

ころであります。なかなか行政だけでは道路、河

川あるいは排水など全ての草刈りの管理ができな

いということもございまして、これからも地域の

皆さんに御協力をいただきながら、その維持管理
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に努めていきたいと考えておりますけれども、１

つは智恵文地区にも河川愛護の会がございます。

この辺と協議をしながら進めていきたいなと思っ

ていますけれども、ことしも実は曙の河川愛護会

でもう既に草刈りが終わっているという状況であ

りましたので、うちのほうとしてはこれから雨が

降る時期になりますので、余計、それで何とか早

目にということで愛護のほうとちょっとお話しさ

せていただいたのですけれども、終わったという

ことなので、ただそれではまずいので、関係部署

のほうと、また議員も含めましてちょっと一回打

ち合わせをさせていただきたいなと思っておりま

す。それで、地域によっては農家戸数の減少ある

いは高齢化によって圃場の管理のほか排水、河川

の草刈りなどについて非常に大変な作業になると

いうことは認識をしてございます。これらの課題

も整理して、今後どのように管理をしていくかと

いうことを含めまして検討させていただきたいと

思っていますので、御理解をお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） やはり行政だけでは難

しいという御答弁もありました。まさにそうだと

思います。農家のほうも自分の畑のそばの排水の

草刈り、やはり当然今おっしゃったように高齢化

の問題ですとか、そういった部分でできていない

部分もあるかと思いますけれども、やれる方はや

はりやっているという、やれていたり、やれなか

ったりという箇所があるのも現実だと思います。

ただ、やはり一部農家の声としまして、どこまで

自分たちでやっていいのか、やっていいのかと言

ったらおかしいですけれども、どこまで自分たち

でやるべきなのか、どこからどこまでは行政なの

かと、そういう線引きがはっきりされていない。

わからないという部分で、そういった部分からも

ほったらかしになってしまって雑草が生い茂ると

いうような状況も生み出しているのかなと思いま

す。そういった意味では、今後話し合いをしてい

きたいということで伺いましたので、そういった

部分私も協力させていただきますので、地先の農

家の方も含めて、やはりどこまでが行政の範囲で、

ここから先は農家の方も協力していただきたいと

いうような形でお願いすれば、農家の方もそれは

もう自分の畑、当然雑草が生えていますといろん

な部分、排水だけではなくて農作物への害虫です

とか、そういった部分の影響もありますので、そ

のあたりはきちんと対応できるかと思いますので、

ぜひそういった動きでやっていただければと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

それでは、次にまいりたいと思います。今回の

被害に対する支援の考え方についてということで、

市長も含めてそれぞれ各部長さんも翌日に現地に

入っていただきまして、ありがとうございます。

現在の智恵文畑作地帯の状況をお話ししますと、

雨続きで本当に極めて深刻な状況であります。実

は、９月１５日の早朝にも時間約２０ミリぐらい

になるでしょうか、午前６時少し前からやはり集

中豪雨がありまして、ハウスが冠水するという被

害も軽度ではありますけれども、出ております。

また、８月２０日冠水した同じ圃場も集中豪雨に

よって同じように２度目の冠水を確認いたしまし

た。そういった状況で、本当に８月１０日前後か

ら圃場が乾く暇がないという状況で、各作物収穫

は当然おくれております。通常であればほぼ収穫

が完了するカボチャなんかもまだ収穫が終わって

いないという状況もありますし、秋まき小麦、平

年であればもう播種が済んでいなければならない

ものが予定面積の２割ほどしか播種が終わってい

ないと。バレイショは、収穫状況いまだ５％です。

１割にも満たない収穫状況です。掘りたくても掘

れないという状況です。特にバレイショは、８月

の雨続きで正直１カ月近く水につかった状態とい

うのが続いている状況でありますので、当然今後

品質の低下というのが懸念されております。品質

低下の懸念と、あともう既に圃場で腐敗している

という状況も確認されております。また、てん菜、

ビートに関しても品質低下の懸念、これは心配さ
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れております。余り悪いことばかり言いたくあり

ませんけれども、最終的には収穫まだ終わってお

りませんので、何とも言えない部分もありますけ

れども、このような状況から考えますと、今回の

被害を含めて、それ以外にもやはりことしは正直

何かしらの対策が必要になってくるのではないか

なというふうに私は思っておりますけれども、改

めてそういった状況を踏まえて行政としてのトー

タル的な支援という考え方、経済部長のほうから

お伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 支援の関係について

は、１２月が組勘の整理月だということで、その

部分で次年度に対して各農家さんで資金対応する

かどうかが一つのめどになるかもしれません。た

だ、今山田議員から言われたように被害状況が大

きければ、多分その前にＪＡのほうからも御相談

があるというふうに考えておりますので、そうい

った意味でできるだけきめ細かな対応というか、

していきたいというふうに考えていますけれども、

先ほど言いましたように一応１２月の組勘整理が

基本的めどになるかなというふうに考えておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） １２月にならない、被

害の状況、それは当然確認していただいて、対応

していただきたいと思いますけれども、２２年、

２３年、高温、湿害の際にも資金の部分で利子補

給もいただいております。ただ、正直それが悪い

ということではないのですけれども、やはりもう

一歩二歩踏み込んだ形で、当然農家の方々がどの

ような支援を望んでいるのか、そういった部分で

本当に必要な支援を行政としてしていただきたい

という気持ちを私自身も持っていますし、農家の

皆さんもそれを望んでいる部分があります。農家

の方がどのような支援を望んでいるのかという、

改めて調査といいますか、そういった聞き取りも

含めて対策を考えてはいかがかと思いますけれど

も、そのようなお考えはいかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 今の件については、

ＪＡも含めて検討させていただきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いしたいと

いうふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） なかなかそういった部

分では前向きな答弁がいただけない部分ではあり

ますけれども、例えば一例を出しますと２２年の

水害時です。その何年か前でしょうか、当然湿害

等で、名寄市ではありません。道内の他の市町村

で翌年の種子代の助成、また肥料代の助成をした

という市町村があったということでお伺いしてい

ます。そういった単純に資金の利子補給を農協と

行政それぞれ ５％ずつするというものではなく

て、何かしら新たな支援策も必要かと思いまして、

こういった御質問をさせていただいていますけれ

ども、改めて見解があればお願いしたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 他市町村の状況を調

査させていただいて、研究してまいりたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願いしま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 積極的に研究していた

だいて、また農家に対して本当に必要な支援は何

かという部分を、これは当然ＪＡとも連携して、

ぜひここの部分は強く求めておきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。

有害鳥獣の件に関して再質問させていただきた

いと思います。９月２日現在で４３件ということ

で、出没が当然スイートコーンの熟期の関係もあ

るのでしょうか、件数自体は昨年よりも減ってい

るということでの御報告がありました。御答弁の

中にもありましたけれども、電牧柵の効果によっ

て被害が減少しているということで、有効な対策
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だと。そういう意味では、被害が軽減されたとい

うことは有効な対策なのだと思います。そういっ

た周知、やはり農家の方々にもっとわかるように

周知をしてはいかがかと思います。というのもこ

ういった文書が他の資料と一緒にそれぞれの農家

さんに送られたというのは私も中身見ていますし、

電牧柵の効果もここに当然書いてございます。た

だ、私ある農家さんと話をする機会がありまして、

熊の出没に関していろいろお話をしていましたら、

これ見ていないのです、現実問題として。今収穫

等で忙しい時期、これが送られたのは８月ぐらい

でしょうか、収穫期にも入る忙しい時期。実際こ

れ農家の皆さん見ません。封書に入って送られて

きて、熊のこと何か書いてあるのだろうぐらいに

しか、これ実際見ていません。電牧柵が各地で張

られて効果があったということを私もその農家さ

んにお話をしたのですけれども、返ってきた答え

はそうなのと。知らないのです。我々は、いろん

なそういった事例も見聞きしている中で、やっぱ

り電牧柵張ると寄ってこない。寄ってきても入ら

ないで逃げていくということは理解していますけ

れども、意外とほとんどの農家の皆さん、電牧柵

が効果があるというのは理解をしていません。そ

ういった意味では、少し収穫期が終わって冬場に

でも何かの機会を捉えてでもいいでしょうし、ヒ

グマ対策ということに特化してもいいと思います。

電牧柵の設置による効果の実例ですとか、やはり

農家の皆さんを集めて直接周知をすべきだと思い

ます。そういうような対策はやはり必要だと思い

ますが、お考えをお願いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 農業被害防止対策協

議会もありますので、一応ヒグマの農業被害防止

という、そこに特化した形で冬の間に研修会等開

催に向けて前向きに検討させていただきたいとい

うふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） ぜひやっていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。

今協議会のお話が出ました。有害鳥獣農業被害

防止対策協議会、さきの臨時会でも私ヒグマ対策

に関して今年度しっかりやるようにということで

求めさせていただきましたけれども、行政の耕地

林務課の職員さん、正直本当に一生懸命やってい

ただいています。朝早くから現場に来ていただい

て、また連絡等も本当に私たち農家は朝早いの当

たり前ですけれども、職員さんにしてみたら普通

寝ているような時間に私に御連絡いただいたり、

もう畑にいるというような連絡もいただいており

ます。本当に大変だなと思うぐらい一生懸命やっ

ていただいていますけれども、私ある意味協議会

の機能というのはどうなっているのかなと。とい

うのは、現場でいろいろそういうパトロールをし

たり、猟友会の皆さんも含めてなのですけれども、

わなを設置したりするのは猟友会の皆さんと行政

の耕地林務課の職員さんだけ。対策協議会ってＪ

Ａも入っていますよね。ある意味ＪＡの職員さん

の顔も姿も私一度も見たことないのですけれども、

そういった動きの中での協議会というのはどうな

っていますでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 特にヒグマの関係に

ついては、担当が行政でいけば耕地林務課の林務

係ということになっております。ただ、再質問で

あったように対策協議会の中にはＪＡ、猟友会も

含めての協議会となっておりますので、そういっ

た意味では農協においては農業被害があった場合

については各農家さんへの周知だとか、そういっ

た意味で御協力をいただいているということであ

りますので、御理解をいただきたいというふうに

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） それぞれ行政、ＪＡ、

猟友会含めての組織でありますからあれですけれ

ども、私はちょっと現場の職員さんに負担かかり

過ぎているような気がします。そのあたりうまく
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一定の部署の職員さんに負担がかからないような

体制をぜひともこれはお願いしたいなと。来年度

に向けての課題ということで捉えていただきたい

なと思います。

時間がなくなってまいりましたので、もう一点

だけちょっとヒグマのことに関して。隣町の下川

で相当数捕獲をしているようであります。これ済

みません。悪いということではないですけれども、

今捕獲がまだ一頭もないという状況、どのような

原因があると思いますか。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋経済部長。

〇経済部長（高橋光男君） 私専門家ではないの

ですけれども、推測で言うしかないと思うのです

けれども、たまたま下川町ではことし６頭ヒグマ

の捕獲をして、そのうちわなで５頭とっています。

スズキのテストコースの中でもわなで捕獲をして

います。捕獲の箱わなの設置場所だとか、そうい

った部分については、これ私どもでここに設置し

なさいということは言えません。ということは、

わからないものですから、猟友会のわな免許を持

っている方の指導によって、ここにわなを置いて

餌を入れて設置をするといったような状況になっ

ておりますので、その部分については行政のほう

からなかなか言えないというのが実態で、猟友会

さんのほうにお任せをしているのが実態だという

ふうに思います。できればことしも本当はわなに

入っていただきたかったのですけれども、捕獲に

は至りませんでした。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 猟友会にお任せという

ことではなくて、それも含めて協議会のほうでど

ういうふうにすれば捕獲の可能性が高まるのか、

そういった部分もこれも含めてＪＡとも、せっか

くの協議会でありますので、そういう中で調査研

究は今後引き続きしていっていただきたいと求め

ておきたいと思います。

次、教育行政にかかわってということで、アス

リートサポート同好会という組織が立ち上がった

ということであります。大学を生かしたまちづく

り、これは総合計画の中にもありますけれども、

まさにそういう可能性が広がるのではないかなと、

そういう取り組みだなと私は感じて、今後の活動

に期待をしているところでありますけれども、当

然このまちの子供たちのスポーツレベルの向上、

またそこからトップアスリートの育成という、そ

ういった目的も持って組織が立ち上がったようで

ありますので、やはりそういった部分での団体、

同好会の皆さんが地域のために大いに活躍できる

環境づくりをしていくべきだと思います。そうい

った部分では、大学のみならず、やはり行政、特

に生涯スポーツということでいえば管轄する教育

委員会も含めて連携した中で活動をサポートして

いかなければならないのだと思いますが、このこ

とに関して教育委員会としてのお考えをお聞かせ

いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ただいま名寄市立大

学アスリートサポートの活動に関しまして、教育

行政全体の、特にスポーツ活動の推進という部分

でございます。議員も御指摘のように、長い目で

見て小学校、中学校、そして高校、大学、そして

社会人とスポーツ活動の段階的な育成というのが

大きな課題となっているところではないかと思っ

ています。ただ、その中で今回スポーツ活動の中

で競技力の向上というのが最終的な目標でありま

すけれども、アスリートサポートというのは栄養

であったり、スポーツに伴うけが、また大変重要

なメンタルトレーニングについて光を当てて、専

門家の方が学生の立場でサポートをしていただけ

るという部分については、小学校、特に今回中学

校の子供たちが参加をしている部分でもあります

ので、その部分については大いに期待を込めて見

守っていきたいと考えておりますので、御理解い

ただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 今野球を頑張っている
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子供たちの、前にもお話ししたかと思いますけれ

ども、１００回記念大会に名寄地区から甲子園へ

という思いはまだ途絶えておりません。５年後で

あります。今の小学校６年生が高校２年生、中学

校１年生が高校３年生の年であります。また、２

０２０年、７年後東京オリンピックも決まりまし

た。そういった意味では、地域からそういったス

ポーツ選手が輩出されることもこういった活動か

ら可能性が高まればと考えておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

時間がなくなってまいりました。最後、学校力

向上総合実践事業についてお伺いをしておきたい

と思います。この取り組みに関しては、やはり指

導力を含めて若い先生の育成というのがまず大き

な目的なのかなと思います。大変いい取り組みで

あるなということで内容を見させていただいてお

ります。名寄、特に若い先生が非常に頑張ってお

りまして、学校にも活気がすごくあるなというふ

うに私自身も感じております。ただ、ある保護者

の方からの意見として、２０代、３０代の若い先

生が非常に多いのはいいのだけれども、逆に経験

豊富な中堅クラスの先生がやっぱり不足している

のではないのかと。そういった先生の層がもう少

し厚くなれば、もっと名寄の教育、先生方の指導

力もより一層高まるのではないかというような御

意見を頂戴したこともあります。若い先生の育成

はこういった事業に関して行われておりますが、

中堅のそういった経験豊富な先生の配置について

の考え方について最後お伺いして、終わりたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 教職員の人事の適正

配置及び異動のことについての御質問かと思って

おります。小中学校の教職員の人事異動につきま

しては、さきにも教育長が基本的なお考え方をお

話をしているところでありますけれども、教育の

機会均等とその水準の維持の向上という意味で、

義務教育の趣旨を踏まえて行われているものであ

ります。学校運営を円滑に推進する上では、大変

重要な部分でもあります。とりわけ教職員の構成、

例えば教職員一人一人が持っている免許教科であ

るとか年齢、性別、それから経験年数等を適正に

はかるということが大変重要だと考えております。

議員御指摘のように現在名寄市の小中学校の教職

員の年齢構成は、２０代後半から３０代前半の先

生が大変多く、学校において逆に４０代の割合が

少ないという状況であります。学校が大変若い先

生で活性化しているという部分はありますが、た

だ学校運営という部分ではなかなか中核となる先

生が不足しているというのが課題でございます。

学校運営の活性化を図ったり、それから活力ある

教育活動を展開する上で、児童一人一人の生きる

力を育むためには各学校の教職員の構成を適正化

するというのが極めて重要であります。これまで

も北海道教育委員会に対しましては、教職員の年

齢構成等の適正化をお願いをしてきたところです

けれども、名寄市の今後の教育の一層の充実のた

めに、引き続き適正な人事交流が行われるよう上

川教育局等にも働きかけていきたいと考えており

ますので、御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で山田典幸議員の

質問を終わります。

なよろコミュニティバスの運行見直しについて

外２件を、奥村英俊議員。

〇２番（奥村英俊議員） 議長から御指名をいた

だきました。３点について質問していきたいとい

うふうに思います。

１点目は、なよろコミュニティバスについて質

問いたします。６月の第２回定例会においても取

り上げさせていただきましたが、運行の見直しに

ついて秋口に予定との答弁でしたが、今般の行政

報告では年内をめどに見直しを図るとなっていま

す。改めて運行見直しの時期についてお伺いいた

します。

また、交通弱者の方や市民の方の利用促進とい

う観点から、福祉サービスも含めた新たな割引制
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度や無料パスについて検討されているかお伺いし

ます。

次に、男女共同参画社会の形成についてですが、

名寄市では平成２０年３月に名寄市男女共同参画

推進計画実施計画を策定し、着実に実践されてい

るのではないかと思いますが、実施計画にありま

す委員会、審議会などにおける女性委員の参画促

進における女性委員の比率と市の政策方針決定の

場合の男女共同参画への促進における市役所の女

性管理職の比率についてお伺いいたします。

また、総合計画では条例制定を目指すとしてい

ますが、現在までの作業状況と制定の時期をお伺

いします。

３点目は、これも６月の第２回定例会で取り上

げたことですが、平和の推進について本年度の具

体的な名寄市の取り組みについてお知らせくださ

い。

また、今後の取り組みについてということで、

平和のためのポスターコンクールなど教育委員会

と相談し、検討していくという回答がありました

が、その後の状況についてお伺いし、壇上からの

質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 奥村議員から大項目

３点にわたり質問をいただきました。まず、大項

目の１、なよろコミュニティバスの運行見直しに

ついて申し上げます。

なよろコミュニティバスの見直しの基本的な考

え方と時期についてでありますが、この１年間の

実証運行結果に基づき、高齢者などが日常生活に

は欠かせない買い物や通院などの移動に困らない

交通体系の構築及び町中へのにぎわい創出に向け

て利便性や効率性の高い公共交通サービスの提供

を基本に路線及び便数の見直しを行ってまいりま

す。

また、見直しの時期につきましては、きめ細や

かな意見反映とするため、緊急雇用創出推進事業

を活用しながら、バス利用者や市民の皆様から直

接御意見をお伺いしたいと考えており、当初のス

ケジュールから若干おくれてはおりますが、これ

らの意見集約と利用状況を反映した見直し案を策

定し、地域公共交通活性化協議会の議論を経て本

年１２月の路線ダイヤの見直しに向けて準備を進

めているところであります。

次に、利用促進と交通弱者への対策について申

し上げます。利用促進、また交通弱者対策として、

まずは利便性の向上に向け路線と便数の大きな見

直しを行っております。また、運行スタートから

１週間を全便無料、駅前から市立病院までの４カ

所を２カ月間降車無料とするなど新しいバス体系

に親しんでいただきました。さらにまた、今年度

につきましても駅前交流プラザよろーなのオープ

ンに合わせて西回りを３便ふやすとともに、４月

から６月までの約２カ月間を駅前降車無料、さら

に市立大学の入学者や市内の転入者への無料乗車

券の配付や市民見学会における説明をするなど利

用促進を図り、あわせて老人クラブ連合会総会な

どにおいても利用に向けた理解をいただくため説

明を行ってまいりました。今後のさらなる利用促

進策につきましては、割引制度などのお話もござ

いましたけれども、緊急雇用創出推進事業を活用

したバス利用におけるさらなるニーズの把握や新

たなインセンティブのあり方などについて再検証

を行う中で検討してまいりたいと考えております。

次に、大項目の２、男女共同参画社会の形成に

ついて申し上げます。本市では、平成２０年３月

に男女共同参画社会に向けた基本指針として、名

寄市男女共同参画推進計画を策定し、その実現に

向け取り組む事務事業を実施計画として取りまと

めております。実施計画では、１つとして男女共

同参画社会の実現に向けた意識の改革、２つとし

て家庭、地域、職場における男女共同参画の促進、

３つとして健康づくりと福祉の充実の３つを基本

目標に現在９４本の事業に取り組んでおり、その

一つの取り組みとして各委員会、審議会等におけ

る女性委員数を平成２８年度までに５０％とする
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目標を掲げているところであります。平成２４年

度の実績でありますが、地方自治法上の附属機関

の女性委員数は１１８人、２ ３％で、全道集計

値は１ ７％となっております。また、市の一般

行政管理職６８人に占める女性管理職の割合は６

人、 ８％で、全道集計値は ６％となっており、

本市が目標といたします５０％は下回ってはおり

ますが、全道と比較すると一定の取り組みは進ん

でいると考えております。さらに、平成２４年度

には事業の外部評価を実施しておりますが、評価

結果では順調及びおおむね取り組まれているを合

わせた肯定的な評価につきましては８８事業、９

４％、否定的な評価となるより積極的な取り組み

が必要は６事業で６％、早期に取り組む必要があ

るはゼロとなっておりますことから、おおむね実

施計画の着実な推進が図られていると認識はして

おりますが、今後民間におきましても一層の意識

の高まりが必要と考えられることから、今後とも

評価結果を踏まえ、取り組みを推進してまいりま

す。

次に、条例制定についてでありますが、平成１

１年に男女共同参画社会基本法が制定をされ、自

治体においても男女共同参画計画や条例化の取り

組みが進められており、本年４月現在道内で計画

を有する市町村数は３９、条例化している市町村

数は１８となっており、本市では平成２０年３月

に平成２８年度までを計画期間とする名寄市男女

共同参画推進計画を策定し、現在に至っていると

ころであります。条例の制定につきましては、総

合計画前期計画においては早期に制定するとした

ところでありますが、総合計画後期計画の策定過

程におきまして御論議をいただいたとおり、現行

の推進計画を着実に推進し、市民への普及を図る

中で条例化を目指すとされ、今後とも推進計画の

効果的な推進を図るとともに、推進計画の後期に

おきまして改めて条例制定に向けて調査検討を進

めてまいりたいと考えております。

次に、大項目の３、平和の推進についてお答え

をいたします。まず、平和行政としての今年度の

取り組みについてでありますが、本市では御承知

のとおり人類共通の願いである戦争のない世界平

和と核兵器廃絶、幸せな市民生活を守るため、平

成１９年３月に非核平和都市の宣言を行い、取り

組みを進めてきたところであります。御質問のあ

ったことしの取り組みについてでありますが、現

在まで５月１２日に憲法記念ロードレースを、７

月１０日に戦没者追悼式と平和音楽大行進をそれ

ぞれ実施をしてきたところであります。また、８

月には名寄原爆の絵を見る会実行委員会が主催す

る原爆の絵名寄展に対し名寄市及び名寄市教育委

員会として後援したほか、一昨年制作をしました

名寄在住の戦争体験者の話をまとめたＤＶＤを多

くの市民に閲覧していただけるよう図書館、北国

博物館で貸し出しを行っております。また、本年

度からは北国博物館で学校への貸し出し資料セッ

トの中に戦争体験を語り継ぐ資料として鉄かぶと

やゲートルなどの軍隊放出品や千人針、日の丸寄

せ書きなど戦中の生活を語る資料を加え、平和教

育への活用を図っております。

次に、今後の取り組みについてでありますが、

非核平和都市宣言の精神にのっとり、平和に対す

る取り組みを各種民間団体が主催する平和推進事

業と協調を図りながら継続するとともに、今後と

も着実に普及啓発を行い、全市民が共通の願いと

して取り組めるよう対応を進めてまいります。ま

た、さきの定例会で御提案いただきました杉並区

を参考とした取り組みにつきましては、次年度以

降の課題として精査を進めてまいっております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） それぞれ御答弁をいた

だきました。最初に、コミュニティバスの運行の

関係であります。基本的な考え方も含めてお話を

いただきました。高齢化社会に対応したバス文化

の創造と利便性の高い公共交通サービスの提供を

目的とすると。これは、当初からの話だというふ
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うに思います。そういう中で一番の利用者、利用

せざるを得ない人も含めてになりますけれども、

どういう方だというふうに思われるでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 高齢者でありますと

か、幼い子供を抱えてなかなか御自分で車の移動

が困難な方とか、またさまざまな障害を持ってお

られる方とか、そういった方が主に弱者として私

ども対応する必要があるというふうに考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 私もそのとおりだとい

うふうに思います。さらに言えば、実際に利用し

ている人ということもありますけれども、小学生

であったり、高校生であったり、そういう人たち

が主な利用者となるのだというふうに思います。

そういう意味では、そういうふうにこれは名寄市

全体のものでありますけれども、主に利用する人

たちの利便性をやはり今回の見直しの中で図って

いくということ、そのことを今回そういう意味で

は１年間の基礎的なデータも含めて検証されなが

ら取り進めているというふうにも聞いていますし、

そういう基本的な考えで進めているというふうに

思いますけれども、もう一つは今までの路線もそ

うですけれども、多くの公共施設をやはり回ると

いうふうになっていると思います。市側の考え方

として、そういうようにこの方法をとったと思い

ます。まずは、駅を起点にしながら、東回り、西

回りという形で公共施設を回るという、そういう

路線を今実際には運行しています。ただ、実際に

先ほど言いました一番の利用者の方からすると、

最初の答弁にもありましたけれども、やはり買い

物であったり、通院であったりというのが一番の

目的だというふうにお聞きしています。そういう

意味では、そのことを考えるときにそのことから

の利便性を考えると、今の西回り、東回り、乗り

かえをするということがやはり一番の利用者の方

にとって苦になるというか、そういうことだとい

うふうに聞いています。これは、実際に事業運営

していただいていますバス会社の方にもお聞きし

ましたけれども、やはりその部分については第一

に改善すべきだとおっしゃっていましたけれども、

その辺の認識についてお伺いをしたいというふう

に思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 駅前を起点にしてい

るということと、それから乗り継ぎが必要という

ことでありますけれども、これらにつきましては

今回検証するに当たりましてＪＲでありますとか、

それから都市間バス、それから各種交通機関が駅

前のほうに集中するということがありまして、そ

ういった連結、それからよろーなができるという

ことで、ぜひよろーなを起点としたにぎわいづく

りも含めて対応させていただければというような、

そんな考えも当初からございました。そういうこ

とで駅前を起点にしながら運行をということで実

証試験始めたわけですけれども、実際に１年を経

ましてさまざまな御意見いただいておりまして、

その中ではやはりなれていないということもござ

いまして、乗り継ぎが不便、それから買い物等に

つきましてはぜひもう少し町中にというようなお

話もございまして、その辺につきましてはまさに

見直しに当たる課題の一つというふうに考えてお

ります。先ほども申し上げましたけれども、緊急

雇用の創出事業を使いまして、一定程度もう一段

利用者の皆さんの声を聞きたいというふうに考え

ておりまして、その中で改めてこれらの課題につ

きましても御意見を伺いながら、一層の利便性を

含めた対応に結びつけていきたいというふうに考

えております。その中で路線、それから乗り継ぎ

の問題、起点の問題等改めてちょっと精査をさせ

ていただきたいなと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 利用者の方からすると、

今回の見直しはやはりそういう意味では大きな期

待をされている部分もあると思います。今言われ
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たように、一番不便に感じていた乗りかえがなく

なるようになってほしい。つながることによって

多少時間がかかるとしても、乗りかえるよりは実

際には自分たちで車を使わない人にとってはいい

交通機関だというふうに言っていましたし、そう

いったことをポイントにぜひ路線の見直しをして

いただければというふうに思います。

また、何点かあるのですけれども、今東回り、

西回りのほかに徳田線ですか、イオンに行くバス

も走っていると思います。それは、実は路線が少

し重なる部分があるのです。イオンの部分につい

ては、乗り方で無料になるということであります

ので、どうしてもそちらを利用することになるよ

うであります。そうすると、せっかくの路線、同

じところを走ってしまうものですから、無駄と言

ったらあれですけれども、全体の路線をつくるに

当たってしようがなかった部分はあると思います

けれども、今度の見直しの中ではそういった路線

の重複は避けて、先ほど言いました乗りかえなし

の一筆書きの形ができればいいのではないかとい

うふうに思います。私もちょっと公共施設を拾い

上げて自分で動いてみたのですけれども、１時間

ぐらいかかります。乗りおりも含めて、もしくは

冬の状況も考えたらもうちょっとかかったりもす

るのかもしれませんけれども、そういったことの

ほうが利用する方にとっては今まで以上の便利さ

を感じられるのではないかなというふうに思いま

す。基本的には、今までありました市内循環バス

であったり、東西線という感覚があるものですか

ら、そういったことも基本にありながら、乗りか

えということはやはり何回も言うようですけれど

も、ないほうがいいというところだというふうに

思います。

それから、今言った路線が重なるということで

いいますと、バス停も当然重なってしまう部分が

ありますので、それも路線の見直しの中ではなく

していくことがいいのかなというふうに思ってい

ます。

それから、運行時間の関係も、これも既に調査

されていることかというふうに思います。朝早か

ったり、夜遅い便については、なかなか今実際に

利用する方がいないようであります。そういう意

味では、もし同じ便数が確保できるのであればそ

こに運行した分を日中に回したりということもで

きるのかなというふうに思っています。

それから、夏場は自転車乗れる人は自転車を使

って、バスではなくてということなのですけれど

も、やはり冬期間降雪が始まるとバスを利用し、

利用者が当然ふえるということになります。１つ

は、除雪対策を少し優先的にする必要があるので

はないかというのですけれども、もちろんバスを

運行するに当たってそういう話で進めていたとい

うふうにも聞いていますけれども、昨年のような

大雪の状況の中でいくと、それもなかなかままな

らない。そういった事情もわかりますけれども、

例えばこれで通勤や通学、実は小学生も通学に使

っていたりするのです。そういったことも含めて

どうしても一、二カ所、いつも雪で、低床のバス

ですから、余計走りづらかったりというふうなこ

ともあるようですから、その辺もぜひ今後の検討

課題にしていくべきことかなというふうに思いま

すけれども、その辺についてもう既に御承知であ

れば見解も含めてお願いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 東回り、西回り、徳

田線と。現在市内を走っているバス路線は３つあ

るということであります。それで、実は今回実証

試験を始めるに当たりまして、従前東西線という

ようなことでありまして、これにつきましては市

が直接支援をするような形で運行させていただい

た経緯がありまして、市内循環線につきましては

バス事業者みずからが運営をされている。徳田線

というのは、ある種一社の企業さんがお金を出し

て、乗り方によっては無料になるということで、

実は三者三様の運営形態をとっていたということ

があって、ここのところでコミバスとしての運行
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をどういうふうにしようかと考えたときに、基本

的に市内中心に循環バスと、それから東西線と何

とか融合しながらということで、一方は徳田線は

やはり企業さんが一部運営をされているというこ

ともありましたので、なかなか３つを一遍に融合

するということにはならないという判断がござい

まして、当面は東回り、西回りという形で、そこ

のところは市の対応の中でという、そんな経緯も

ございまして、確かにそんな中で運行を始めまし

たので、一部路線が重複をしているということも

ありますけれども、あくまでも路線は徳田線を抜

きに必要な路線を私どもで選定をさせていただき

まして決定をしたという経過もございまして、必

ずしも重複していることが問題ではないのかなと。

ただ、今後のいわゆるより一層の利便性なり効率

性ということを考えていくと、３つの線一体とし

た考え方がやはり必要になってくるということが

想定をされますので、その辺も今後の課題として

しっかり受けとめて検討してまいりたいというふ

うに考えております。

それから、時間帯もどうしても少ない人数であ

りますけれども、やはり一連、一日の中で必ず乗

降される方もいると。特に病院等に通われる方に

つきましては早い時間帯が当然でございますし、

やっぱり夜遅くまで民間企業で働いている方につ

きましては遅い時間も必要と。なかなかそれぞれ

利用される方の時間帯に差異がございまして、そ

このところは最大公約数をとらざるを得ないとい

うことで、おおむね皆さんが利用できる時間帯を

想定をしながら、路線の時間というのは設定をさ

せていただいております。そこのところも今後い

わゆる効率性ということをどこまで私ども検討す

ればいいのか、これは難しい話ではありますけれ

ども、やはり時間帯につきましては都度いろんな

検証が必要だというふうにも考えておりますので、

この辺も改めてニーズを含めてしっかり御意見を

賜っていきたいなというふうに思います。

それから、冬場のいわゆる停留所の除雪の関係

でございますけれども、ここのところはコミュニ

ティバスの試験運行を始める段階から安全対策と

いうことでしっかり対応してくれというようなお

話も重々いただいておりまして、当然路線に係る

道路を含めて、これは建設水道部の除雪担当部局

と十分な話し合いをさせていただきながら、ある

種優先ということになるかどうかは別にしても、

安全対策上必要な除雪についてはしっかりやって

いただくという、そんなお話もさせていただいて

います。あわせて当然ことしの冬みたくたくさん

雪が降りますと、なかなか乗降時間に間に合わな

いということも生じまして、また一度除雪行った

けれども、すぐ雪がたまって危険な状況になって

いるとか、これ実際道路が相当狭くなりますから、

バスの運行に相当支障を来すということも正直ご

ざいました。それで、私どもバス事業者さんと相

談させていただきまして、よほど危険な場所、そ

れから状況が著しく悪くなった場合には、バス事

業者みずからがタイヤショベルを持っていって一

部排雪をされているというようなこともございま

して、この辺につきましては年間の半分が雪があ

って冬場ですので、冬場の運行というのはもう当

初から大きな課題になるというふうには私どもも

押さえておりまして、今後もどういった形で一番

安全対策を含めて運行に支障がないような除排雪

に至るか、その辺も都度検証していると、そんな

状況であります。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 今除雪の話がありまし

た。確かに最優先ということで必ずいいかという

と、そうはならない部分もあるというふうに思い

ます。事業者の方の協力も得てということでされ

ているというふうに私も聞きました。ただ、どう

しても事業者の方が出ても、例えば民地にまで雪

を押すということには実際ならないわけで、既に

道路いっぱいに降り積もっている雪を押すという

のもなかなか厳しいようであります。そういった

ことについてぜひ詳しい話をお聞きいただいて、
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さらにどういう形で安全を確保していくかという

ことをしていただければというふうに思うところ

であります。今の見直しの話、やはり基本的に名

寄市が責任を持って公共交通、バスの運行をして

いくということとそういう意味でもう一点は、そ

うしたものをたくさんの人に利用してもらうとい

うことが、やはりそのための見直しだというふう

に思います。そういう意味で路線や運行本数や運

行時間帯見直しということもありますけれども、

もう一つは、やはり先ほど言いましたけれども、

交通弱者の方に対する具体的な支援というのもそ

ういう意味では具体的に検討すべき課題かなとい

うふうに思います。当然何でもただにすればいい

ということではありませんし、そういったきちっ

とした根拠があって名寄市として助成ができたり、

割引制度が保障できたりということにならないと

だめだというふうに思いますけれども、やはり一

番の利用者、お年寄りだったり、障害のある方、

例えばあと車に乗れない方、どうしてもバスを使

わなければ移動ができないという方たちのことを

考えたときに、そういう人たちが少しでも金銭的

なことも含めて利用しやすいということがあって

もいいのではないかというふうに思います。先ほ

ど言いました福祉、政策的なことも含めて考えて

いく必要があるのではないかというふうに思いま

すので、その辺について今後の協議ということ、

すぐに協議検討ということではないようでありま

すけれども、今後のことだとは思いますけれども、

当該の健康福祉部のほうでの考えとかがあればお

聞かせをいただければと思いますけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 以前合併前に旧

名寄市で高齢者の交通助成事業として７０歳以上

の高齢者の方に老人クラブ活動ですとか、それか

ら通院のために利用する交通機関がバスとかＪＲ

しかない場合に限りまして、回数券を交付するよ

うな事業も行ったことがございますが、この事業

については合併を機に廃止したということでござ

います。その理由といたしましては、利用できる

のがバス、ＪＲの沿線の住民の方に限られるとい

うことで、不公平感があったということが１点で

あり、もう一点は利用も対象者の４０％台であっ

たと。これは、いわゆる沿線の住民しかなかなか

利用できなかったということで、固定化されたと

いう面もあります。また、議員おっしゃられまし

た妊婦とか、あと子育ての世代の方に……

（何事か呼ぶ者あり）

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） それはいいです

か。それでは、高齢者の部分ではそういったよう

な状態であります。コミュニティバスは、公共交

通機関として無理のない金額を受益者負担という

形で負担をしていただいて、自分たちの足を自分

たちで守っていくというような意識だとか、また

コミバスを支えていくという意識も醸成するとい

う意味で、そのような意識づけが必要と考えてお

ります。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 受益者負担については

何ら否定するつもりもありませんし、適正なそう

いったことをこれまでも実施されてきていると思

いますし、必要なことだというふうに思います。

ただ、福祉のサービスという観点で考える必要が

あるものではないかというふうに思っているとこ

ろです。言っていないのに出てきましたけれども、

高齢者であったり、妊産婦の方、それから障害の

ある方、例えば６５歳以上で運転免許を自主的に

返上する、そんな若くしてする人は余りいないか

もしれませんけれども、そういった人たちがいる

とすれば、限られた人になるかもしれませんけれ

ども、名寄市のそういったサービスとして実施し

てもそれはいいのではないでしょうか。以前に打

ち切ったときの考え方がどうかというのは今さら

のことでありますけれども、今後新たに検討し、

取り組んでもいいことだと思いますので、ぜひ検

討していただければというふうに思うところであ

ります。
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もう一点、次に意見集約というか、緊急雇用の

関係の事業ということで、聞き取りやデータの精

査や、そういうことで既にやられているというふ

うに思いますし、そのことを基本に見直しを図る

ということでありますけれども、その中で私はや

っぱり直接市民の方と向き合って、議論だったり、

意見交換をするということが大事なことなのでは

ないかなというふうに思います。直接そういった

課題や何かを話しすることで課題の解決につなが

ったり、お互いの理解を深めるということができ

るのではないかというふうに思います。その上で

一定の見直しができれば、それはやっぱり利用促

進にもつながるのではないかというふうに思いま

すけれども、その辺についてはいかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 緊急雇用を使いまし

てさまざまな事業展開考えておりまして、これま

で私どもある種のインセンティブの考え方含めて、

私どもの力量でやれる部分でそれなりのサービス

は行ってきたということでありますけれども、新

たにイベントなんかはこの事業を使ってできるの

ではないかと。そういったイベント企画の中でし

っかり改めてこんな形で利用していただけるよと

いうような細かい気配りのあった御案内もできる

かなと思っております。

それから、今御指摘のございました直接利用者

の皆様から御意見を伺うということは、一部バス

会社含めて当初バスの中でやっておりましたけれ

ども、ここのところはやっぱり外に出てしっかり

地区別の懇談会なりを少し開催をさせていただき

ながら、直接市民の皆さんから声を聞くというこ

とも必要と判断をしておりますので、この辺につ

きましては緊急雇用を使いながら、対応させてい

ただきたいなと思います。

それから、１つ宣伝になります。９月２１日の

土曜日の日、バスの日と。２０日が本当はバスの

日なのですが、これが金曜日ということで、土曜

日にバスの日記念のバスの広場というのをよろー

なを会場にしましてイベントを行いたいなと。そ

の中で改めてバス利用に係る市民の皆さんの御理

解いただけるような、そんな中身も含めてちょっ

と対応させていただきたいというふうに考えてお

ります。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 地域に出て意見を聞く、

今度の２１日も含めてそういった対応をしていく

ということでありますので、ぜひ多くの皆さんと

直接意見交換をしながら、よりよい見直しができ

ることを願っているところであります。

バスの部分は最後になりますけれども、この実

証運行については２７年３月までということにな

っているというふうに思います。ただ、３月で終

われるものかというと、先ほどの基本的なバス運

行している内容からするとやっぱり継続すること

が必要なのではないかというふうに思います。た

だ、運行の事業者の方だけでできるかというと、

採算的に冬に乗る人たちが年中乗っているという、

１年間を通してということであればそれなりにと

いうこともちょっとお聞きしましたけれども、夏

場の状況を考えるとやはり事業者さんだけでは難

しい話だというふうに聞いております。そういう

意味では、公共交通の確保という点も含めて名寄

市として運行事業者の助成や支援を含めて継続し

ていくお考えはあるのかお伺いしたいというふう

に思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） コミュニティバスに

つきましては、まさに買い物の足ですとか、それ

から病院に通われる方の足ですとか、それからさ

まざまな公共施設を利用される方の足になるとい

うことで、極めて公共性が高いものというふうに

判断をしておりまして、これは継続性が必要とい

うふうに考えております。しかしながら、今御指

摘もございましたとおり、実証運行が終了した後、

バス事業者みずから運行していただくということ

にもなりますので、そうすると当然採算性という
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のが一番ネックになるかなというふうに正直考え

ております。従前先ほど申し上げました東西線に

つきましては、市が資金を拠出をしながら運行し

てきたという経緯もございまして、そうした過去

の東西線に係る対応も含めて、ぜひそれをベース

に必要な支援についてはしっかり検討してまいり

たいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） １２月１日の見直し運

行ということで進めているようでありますので、

ちょうど降雪期にも入っていきます。利用者がふ

えていく状況にありますので、ぜひよりよい見直

し結果になるように要望をして、次の質問に移り

たいというふうに思います。

２番目に、男女共同参画の関係です。先ほどの

答弁で、実施計画については一定着実に推進をし

ているということでのお話だったというふうに思

います。私が取り上げたのは、とりあえず女性委

員の比率、それから市の管理職の比率という部分

だけでありましたから、全体的なことまでは話を

していませんでしたけれども、女性委員の５０％

の目標については平成２０年、実施計画ができた

ときには３ ５％だったようであります。それが

２３年には２ ９％、そして２４年に先ほど言い

ました２ ３％、２５年度については最終結果が

また違うかもしれませんけれども、さらに下がっ

て２ １％だというふうにお聞きをしています。

全道的なレベルからいえば悪くはないという評価

かもしれませんけれども、現実的に名寄市的に見

ると年々これについては下がっているというのが

現実であります。そういう意味では、着実な推進

が全体的に１つごとの項目を拾い出すと特によく

やっていることがあったりということもあるから、

着実な推進という評価かもしれませんけれども、

事このことについて言えば実際には進んでいない。

逆に悪くなっているというのが実態であります。

そういう中でいくと、これは推進計画の策定にか

かわった方からも取り組みがやはり進んでいない

というふうに言われました。そして、私も名寄市

全体としても男女共同参画の推進に係る部分につ

いて、特に何か進んでいるという実感があるかと

いうと、そうでないというのが現実ではないかと

いうふうに思います。実施計画がどういうふうに

進んでいるかという調査をしたり、一つ一つとし

ての取り組みを進めるに当たって市の職員の方が

先頭に立ってやっているというのが実態だという

ふうに思いますけれども、なかなかそういう意味

では全市的な広がりということもなっていないの

が実感だというふうに思います。やはりこの推進

計画をより実効性のあるものにしていくというこ

とでいいますと、条例の制定というのが１つポイ

ントだというふうに思います。当然行政の仕事を

するに当たって何を基本に仕事をされているかと

いうと、最終的に法律だったり、条例であったり

ということになってくるのというふうに思います。

それに基づいて推進の計画があったり、基本の計

画があったり、そういうものではないかというふ

うに思います。そういう意味でやはり条例制定、

そのことを市内外へ表明をすることが重要だとい

うふうに思います。そういう意味では、条例制定

の意義についてどう考えているかお聞かせいただ

ければというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 御指摘いただきまし

たとおり、なかなか状況としては厳しいものがあ

るなというふうにも感じております。これは、実

際に数字で出ております。これまで推進計画のも

とにさまざまな啓蒙啓発活動というのは市役所を

中心に行ってきた経緯がございますけれども、結

果として市がある種公募をしたり、それから応募

をいただいたりとかいうことの委員が委員の方の

構成でいくと女性の方からの応募が少ないとか、

なかなか推薦でも一定程度限界があるとかという、

そんな現実的な状況にぶつかっております。これ

私どものいわゆる取り組みの仕方が足りないのか、

もしくはもっといろんな形で啓蒙啓発の手法があ
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るのか、この辺はまさに今私ども担当も含めて悩

みながら共同参画の対応に当たっているというと

ころが実は正直なところでございます。

それで、実際に条例を制定しながら１つ取り組

みを進めるべきというようなお話もございました。

総合計画の中でそれぞれお話をさせていただいた

経過からしますと、推進計画が醸成をされた中で

条例を制定したほうがいいだろうというような、

そんな御意見もございまして、それで後期計画の

中しっかり取り組むべきと、そんな結論に至って

いるというところでもあります。条例をつくるこ

とでそれが１つ確たるお示しになりながら、やは

り市民の皆さんに一定程度内容も含めて認知して

いただけるという、確かにきっかけにはなるもの

というふうにも考えておりますが、それ以前に推

進計画をどう市民の皆さんに御理解をいただいて、

その中身について進めていくかということもある

種検証もしくは対応がないと、仮に条例をつくり

ましても実行の伴わないものになる、そんな可能

性もありますので、これどちらが優先されるべき

かというような御議論もあるのかもしれませんが、

現状を認識をしながら、本当の意味で男女共同参

画が可能な取り組みは何かというものをしっかり

検証していきたいなというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 当然のごとく条例の制

定が優先すべきものだというふうに思います。そ

の上で、今おっしゃった実施計画が着実に進むよ

うな取り組みをどうやってやるかというふうに考

えていくのが市の職員の方の仕事の進め方ではな

いかというふうに私は思っています。一つのきっ

かけかもしれませんけれども、そのことをするこ

とで、この男女共同参画、担当の部局、今企画だ

というふうに思いますが、担当のところの仕事で

はないのですよね。名寄市全体の仕事であるべき

だというふうに思います。条例ではなくても宣言

でもいいのかもしれません、そういう意味では。

そういったものがあって、その上での実施計画、

それは役所だけでつくったのではないのです。市

民の皆さんに入っていただいて、策定委員の皆さ

んがしっかり議論して、これだけのことを目標と

してやりましょう。先頭には市の職員の皆さんが

やってもらわなければならないということかもし

れませんけれども、そういった流れできています

ので、ここで条例づくりに二の足を踏むというこ

とではないというふうに思います。もしどうして

も市でつくる気がないのであれば、これは議員提

案ということもできますよね、条例については。

だから、そんな状況であれば市民の皆さんと、こ

れは簡単ではないですよね、条例づくりは。どこ

かの持ってきてぱっぱとつくれるものではない。

当然男女共同参画というのはどういうものなのか、

例えば差別や人権侵害、権利侵害、暴力の排除、

そういったことを社会全体、企業の皆さんも含め

て理解をしてもらう、市民の意識の向上があった

り、市民のワーキングの実施をしたりとか、そう

いった段階を徐々に踏みながら、最終的に条例と

いう形にしてくる。当然市のほうでやるとしても

同じようなことをやるのだというふうに思います

けれども、ここは市のほうでもぜひ競っていただ

く意味も含めて条例制定に向けてしっかり取り組

んでいきたいというふうに思いますし、私も市民

の皆さんと一緒にやっぱり条例制定に向けて取り

組みを進めていきたいということを申し上げて、

次の質問に移りたいと思います。

３点目は、平和の推進についてであります。本

年の取り組みについてということで何点かありま

した。毎年同じこと、ことし原爆絵画展というこ

とでの後援ということがあったようでありますけ

れども、基本的には同じ取り組みをこの間重ねて

いるということだというふうに思います。また、

新たな取り組みの関係についても前回の６月の答

弁とそういう意味では一字一句違わず、基本的な

答弁をしていただいたというふうに思います。や

はり１つお聞きしたいのは、平和記念式典やそう

いった国家的な取り組みでテレビ中継なんかもさ
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れていたと思います、８月のときに。８月の広島

や長崎の原爆投下の日や終戦記念日には、ことし

は当然していないのだというふうに思います。こ

れまでも何かしたということはありましたか。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 原爆が投下された日

でありますとか終戦記念日の扱いにつきましては、

私どもとしては特段の事業を展開をしたというこ

とはございませんけれども、ことしは終戦記念日

には半旗を掲げまして、戦没者の皆さんの追悼を

行ったという経過がございました。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） ほかの自治体や何か取

り組みが特に進んでいるということではないにし

ても、そういった平和にかかわる日については例

えばサイレンを鳴らす。長く鳴らして市民の皆さ

んに黙祷の呼びかけなどをするといった、そうい

った取り組みをされているところが多くあるよう

であります。今後の課題というか、取り組みとい

うことでぜひ検討をしていただきたいというふう

に思いますけれども、もう一点、先ほど戦争体験

のＤＶＤが６月のときにも学校教育の中で活用さ

れているというふうな答弁だったのですけれども、

実際に活用されているのであれば、そのＤＶＤを

見ての子供たちの反応や感想というのがあればお

聞かせいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからさきの

答弁でお答えいたしました戦争体験を語り継ぐＤ

ＶＤ、これ冊子もセットでございますけれども、

これにつきましての活用状況についてのお話をさ

せていただきます。

まず、ＤＶＤ及び冊子につきましては、図書館、

それから北国博物館での一般市民への貸し出しと、

それから学校配付での教育活動における活用とい

う２つの分野で行っております。まず、博物館で

の貸し出し状況についてですけれども、平成２３

年１０月から……

（何事か呼ぶ者あり）

〇教育部長（鈴木邦輝君） 前段の部分も必要で

すので、ちょっとお答えさせていただきます。

（何事か呼ぶ者あり）

〇教育部長（鈴木邦輝君） わかりました。

個人で１３件ほど貸し出しをして、年配の方が

多いので、自分の戦争体験にあわせて感激を持っ

て見たということであります。

また、学校での貸し出し状況ですけれども、現

在のところ今後の利用も含めまして小学校で３校、

それから中学校で２校、合計５校、科目としては

社会科と、それから道徳で鑑賞したということで

あります。子供たちの感想としては、出演された

方の語りを通じて戦争の悲惨さについて理解をし

たという感想があります。ただ、学校での利用に

ついては決して多い数ではありません。やはりＤ

ＶＤ、冊子だけの配付では一部片手落ちだったの

かなと、不十分であったのかなと、こう考えてお

ります。今後は、さきの答弁もありましたけれど

も、博物館での実物資料、戦争に関する資料の貸

し出しとセットで学校の中でより教材として活用

しやすいような方法について学校のほうとお願い

をしていきたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 実際に学校で鑑賞され

て、そういう悲惨さの理解をされたという話であ

りました。そういう意味では、一歩進んだ取り組

みが現実的にされたのだというふうに思います。

先ほど言いました、例えばサイレンなどによる市

民の皆さんの黙祷等、市民啓発、啓蒙等具体的な

取り組みを１つずつ進めることがやっぱり平和を

推進することにつながっていくのだというふうに

思います。そういう意味では、前回の６月の定例

会でも言ったかもしれませんけれども、具体的な

ほかの都市でやっていることや何か少しあります

ので、ぜひお聞きいただければというふうに思い

ます。先ほどあった原爆絵画展は共催では、それ

こそ市が主催をしていいのではないかというふう
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に思います。これに必要な資料については、例え

ば借り先幾らでもあります。広島に直接お願いし

ても貸してくれるものだというふうに思いますし、

そういったことをできるのではないか。それから、

８月の広島、長崎の原爆の投下の日、終戦記念日

にはサイレンを鳴らして黙祷の呼びかけをする。

そういった取り組みを、あと積極的な取り組みを

されているところでは広島の平和記念式典に児童

生徒を派遣をするといった事業をしているところ

もあります。その中で平和記念資料館、世界遺産

である原爆ドームの見学もしたりということを具

体的に取り進めているようであります。また、名

寄市も平和市長会議に参加というか、加盟をして

いますね。その平和市長会議では、２０１０年１

２月から核兵器禁止条約の早期実現を目指した市

民署名活動の実施に取り組んでいます。せっかく

加盟をしていますし、そういった取り組みをされ

ているところでありますから、これは名寄市とし

ても取り組むことができるのではないかというふ

うに思います。また、これも前にもお話ししまし

たけれども、友好都市の杉並区では平和のための

ポスターコンクール、平和のカレンダーの作成等

進めているところであります。道内においても帯

広や深川については平和コンサートであったり、

さまざまな取り組みを実はしているところであり

ます。そういったことをぜひ参考にしていただい

て、来年度以降取り組みができる部分から進める

というお考えがあるかどうか、これについてお答

えいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今さまざまな御提案

をいただきました。ほかの都市でもいろんな取り

組みがなされているということであります。私ど

もこれまでなかなか一部限られた活動にとどまっ

ていると、そんな御指摘もいただきましたので、

ぜひ少し研究させていただいて、例えば黙祷の呼

びかけでありますとか、それからサイレン等につ

きましては、これは次年度から可能だというふう

に考えておりまして、そういったそれ以外のもの

につきましてもまたちょっと研究をさせていただ

いて、検討してまいりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） せっかく名寄に生まれ

て育って、名寄市が非核平和都市宣言をしている。

そして、少しずつではありますけれども、具体的

な取り組みを進めているということが小さいとき

から、子供のときからそういうことがわかってい

れば、それは大きくなっても平和の推進をみずか

らの取り組みとしていけることにつながるのでは

ないかというふうに思います。現在の安倍政権で

は、憲法を改正せず、集団的自衛権の行使や終戦

記念日での政府の追悼の言葉で不戦の誓いに触れ

ないなど、戦争のできる国に進んでいるという声

もあるところですが、日本国憲法の平和主義に基

づいて非核平和都市宣言を発し、みずからも平和

主義者であるというふうにおっしゃって宣言をし

ています名寄市の市長として、先ほどあったでき

るものから実践をしていく。恒久平和を祈願し、

その思いを市民と共有していくことがこれは平和

を推進していくことになるというふうに思います

が、最後に加藤市長のお考えを聞いて、質問を終

わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 総務部長の答弁と全く一

緒で、平和を愛する者として、またそれを市民に

伝えていくということを一歩一歩しっかりとやっ

ていきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で奥村英俊議員の

質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ２時５９分

平成２５年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号
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上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 竹 中 憲 之

署名議員 東 千 春

平成２５年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号
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平成２５年第３回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２５年９月２０日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 報告第３号 平成２４年度決算に基づ

く健全化判断比率の報告について

報告第４号 平成２４年度決算に基づ

く資金不足比率の報告について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 報告第３号 平成２４年度決算に基づ

く健全化判断比率の報告について

報告第４号 平成２４年度決算に基づ

く資金不足比率の報告について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君

平成２５年９月２０日（金曜日）第３回９月定例会・第４号
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

２番 奥 村 英 俊 議員

６番 川 口 京 二 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

国民健康保険制度にかかわって外１件を、川村

幸栄議員。

〇１番（川村幸栄議員） おはようございます。

通告順に従いまして、大項目２点にわたって質問

をさせていただきます。

１点目、国民健康保険制度にかかわってであり

ます。昨年８月、社会保障制度改革推進法が成立

し、推進法によって設置された社会保障制度改革

国民会議がまとめた最終報告書が出されました。

これを受けて安倍政権は、８月２１日、公的介護、

医療、年金、保育の諸制度を大改悪していく手順

を定めたプログラム法案の骨子を閣議決定いたし

ました。社会保障の全面的な改悪へ突き進む手順

をあらかじめ定めるのは異例のことであり、安倍

政権の暴走ぶりが際立っていると言わなければな

りません。介護では、要支援を保険給付から外す、

施設からは要介護１と２の人を締め出すなどが挙

げられています。医療では、７０から７４歳の患

者負担を現在の１割から２割への引き上げを２０

１４年度にも実施する構えであります。病院で治

し、病院で最期をみとる病院完結型の医療から地

域で治し、地域でみとる地域完結型の医療へと進

めようとしています。さらに、２０１５年の通常

国会にも法案を提出し、２０１７年度実施に向け

て国民健康保険の運営主体の都道府県への移行、

広域化を行おうとしています。国民皆保険制度の

堅持という言葉がなくなり、国民皆保険制度の崩

壊が危惧されるところであります。

そこで、国保の都道府県単位化、広域化につい

て伺います。民主党政権下の平成２２年第４回定

例会一般質問でも私取り上げさせていただきまし

た。当時の市民部長からは、財政基盤の安定強化

を図るために大きな受け皿として都道府県単位化

が望ましいと考えているとの答弁があったところ

でありました。移管後の市町村が担う業務は徴収

業務などにとどまり、保険税はできるだけ統一す

る方向にあります。道内では２０１１年度の１人

当たりの保険料でいうと最高額が猿払村の１４万

９９９円、最低額が西興部村の５万 ４６６円

となっていて、 ７倍もの差があるところであり

ます。こうした中で統一されると、名寄市の国保

税額はどのくらいになるのか、不安の声も聞かれ

るところであります。名寄市として試算している

のか、それはどのくらいか伺いたいと思います。

社会保障制度である国保は、ナショナルミニマ

ムを維持するという点で国が制度設計や財政運営

に責任を持つべきことは、社会保障及び国民保健

の向上に寄与するをうたっている国民健康保険法

第１条や国の運営責任を明確にした制度であるこ

とをうたっている国民健康保険法第４条を見ても

明らかであります。国保は、相互扶助ではありま

せん。国保総収入に占める国庫支出の割合が１９

８０年、５ ５％から２０１１年、２ １％へと

下げられ、市町村による一般会計の繰り入れは１

９８９年、 ７７５億円から２０１１年、 ９０

３億円に上っています。国保負担の削減を進め、

国保に対する国の責任を後退させてきました。国

庫負担の増額が強く求められるものであって、都

道府県への責任転嫁は許されません。改めて国保

の都道府県単位化へのお考えをお聞かせをいただ

きたいと思います。
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２点目に、名寄市の国保の現状についてお伺い

します。行政報告では、軽減の対象が加入世帯の

５ ５％とありました。７割軽減が３ ６％にも

上っています。低所得者層が多いことを示してい

るのではないでしょうか。加入世帯の平均所得と

保険料の関係では、所得の１割を超えていたとこ

ろでありましたけれども、全国的には収入は減少

し、国保料、国保税は年々高くなるという減少の

中、負担が重くのしかかっているのではないでし

ょうか。そこで、名寄市の生活保護費からの滞納

徴収について、差し押さえの状況、分納や軽減、

減免の相談、保険証の窓口とめ置き状況、短期証

の交付方法と高校生以下の子供のいる世帯の交付

方法をお知らせをいただきたいと思います。

大項目２点目、エネルギー問題にかかわってお

尋ねをいたします。平成２５年２月、平成２４年

度の名寄市新エネルギー・省エネルギービジョン

が出されたところであります。利活用が期待でき

る新エネルギーとして、太陽光発電、木質バイオ

マス、雪氷熱が挙げられ、新エネルギーに関する

補助制度についても詳しく紹介されています。そ

して、各事例ごとに利活用について検討すること

としますとなっていますが、具体的な活用につい

てどのように進めようとされているのかをお聞き

したいと思います。

１つに、雪を生かしたまちづくりについて伺い

ます。平成２５年度市政執行方針で市政推進の基

本的な考え方の３点目に財産を生かしたまちづく

りとあります。雪は非常に厄介者であると同時に、

使いようによっては自然の恵み、財産となり得る

のではないでしょうか。現在名寄市でもＪＡ道北

なよろでは農産物利雪低温貯蔵施設、雪室型もち

米低温貯蔵施設が稼働中であります。また、７月

３０日の地元新聞では、美唄市農協の雪蔵工房も

紹介されていました。厄介者を活用し、農産物に

付加価値をつけ、電気代の削減に成功しています。

また、私は８月２１日、南富良野町が進めている

雪氷乾燥システムを使った木質チップボイラーの

導入状況を視察させていただいてきたところであ

ります。南富良野町と地元森林組合、民間が連携

して雪氷冷熱による除湿と太陽熱とで乾燥させた

空気を使い、含水率２０％以下に抑えた林地未利

用材を原料としたピンチップを製造するシステム

であります。北海道経済産業局の調べによると、

２０１２年３月時点の調査で雪氷熱エネルギーを

利用した施設は道内には６８施設あると言われて

います。名寄市の雪氷熱の活用についての考えを

伺いたいと思います。

２つ目に、電気料金の値上げによる市民生活へ

の影響についてお尋ねをします。９月１日より北

海道電力は、家庭向け電気料金を平均 ７３％値

上げしました。国が値上げ認可した８月６日から

２９日までの間、合計で約 ６００件の問い合わ

せがあり、特にオール電化住宅利用者からの問い

合わせ、不満や軽減を求める声が殺到したと。全

体の７割を占めたと報道されていました。道内で

は、東日本大震災後円安などで既に値上げが進ん

でいます。２０１１年２月と比べると、ことし６

月分で ３％も上がっているところです。為替相

場などによる燃料費の変動を自動的に料金に反映

できる燃料費調整制度があるためであります。政

府の電気料金審査専門委員会、５月１７日に行わ

れたものですが、料金算定の根拠に疑問を呈する

意見が相次ぎ、意見陳述した高橋知事は北電にさ

らなる経営効率化を求めたと言われています。北

電は、９月５日から特に負担増が大きいとされる

オール電化住宅利用者、値上げ率は１ ８３％に

上ると言われていますが、この方たちを対象に説

明会を開き、６日には名寄市でも行われたようで

あります。負担軽減のための節電方法、電気暖房

機や電気給湯器などの電気機器の効率的な使い方

を紹介するといいます。オール電化住宅利用者か

らは、 １１以降節電は徹底してやっているし、

値上げしてからの説明会とはなど怒りの声がある

ところであります。市営住宅なども含めその影響

は大きいものと考えますが、名寄市としてどのよ
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うに考えているのか伺いたいと思います。

以上でこの場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） おはようございます。

川村議員から大項目で２点にわたり御質問いただ

きました。大項目１は私から、大項目２は総務部

長からの答弁となりますので、よろしくお願いい

たします。

まず、都道府県単位化、広域化について申し上

げます。持続可能な社会保障制度のあり方を検討

してきた社会保障制度改革国民会議は、８月６日

に安倍首相に対して国民会議報告書を提出しまし

た。報告書では、国民健康保険制度のあり方につ

いて改革案がまとめられたところです。この報告

書を受けて政府は、８月２１日、法制化に向けて

の具体的日程と内容を示したプログラム法案骨子

を閣議決定し、秋の臨時国会に法案を提出する予

定としております。国民会議が取りまとめた国民

健康保険制度改革案として、国民健康保険が被用

者保険と比べ所得水準が低いこと、被保険者の高

齢化による医療水準が高いことなど構造的問題を

抱えていること、さらに小規模保険者の存在や保

険税の地域格差の解消が課題としてまとめられま

した。これらの課題解消に向けて財政基盤の強化

を通じた国民健康保険の財政的な構造問題を解決

することを前提条件としまして、効率的な医療供

給体制の確立及び保険料の適正化など国民健康保

険制度を持続可能な制度とするために保険者を都

道府県に移行させ、都道府県の役割と責任を明記

した制度改革のプログラム法案が策定されたとこ

ろです。保険者の意向は、財政運営の安定のみな

らず保険税負担の平準化に資する取り組みである

とともに、医療計画の策定者である都道府県が医

療供給体制と供給責任を負うことにより、円滑な

運営が図られるものです。名寄市といたしまして

も保険者の都道府県単位化に向けての具体的な議

論に際しては引き続き国の動向を注視しながら、

北海道や全道市長会などと連携を密にし、迅速に

情報収集を行いながら議論を深めてまいります。

また、適切な医療供給体制の充実や新たな市民負

担を生じさせない体制、制度改革とするためにも

必要な要望を行い、格差解消と持続可能な保険制

度の確立のために努めてまいります。

次に、広域化の２点目の御質問であります広域

化後の国保税額についてであります。現時点では、

北海道において広域化後の国民健康保険税額の負

担割合等のシミュレーションが示されておりませ

んので、試算までには至ってございません。今後

国の財政支援等の内容が示され、北海道と道内市

町村広域連合間とで行われます広域化連携会議等

の議論により負担内容が明らかになるものと考え

ております。

次に、名寄市の現状について御質問をいただき

ました。初めに、加入世帯の平均所得と平均保険

税額の比較についてであります。今年度当初賦課

を分析しますと、１９年度以降課税所得は２２年

度に５０億円を切った以外５０億円を超えていま

したが、今年度は４８億円と減少しました。加入

世帯の平均所得につきましては、前年度と比較し

まして１１５万 ９７２円から１０９万 ６８６

円と６万 ２８６円減少しております。また、加

入世帯の平均保険税額につきましては、１２万

７５３円から１２万 ７６９円と１６円増加して

おります。加入世帯の平均所得に対する保険税額

の割合は、１ ２％から１ ８％に上昇しました。

加入世帯の平均所得は、ここ数年減少傾向で、被

保険者の高齢化により年金受給者の方々の割合が

高まっていること、景気低迷の影響で失業者や所

得の減収が要因と考えられます。加入世帯の平均

保険税額の増加につきましては、税額改正による

調定額の増加と世帯数の減少によるものでありま

す。

次に、納税についての対応でありますが、１点

目の生活保護費からの滞納徴収については基本的

に税の徴収は行わないことにしております。ただ
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し、保護が開始されても従前の滞納金額が消滅す

るものではありませんので、御自分の意思で少し

ずつでも分納を続けている方はいらっしゃいます。

２点目の差し押さえの状況については、平成２

４年度決算における国保税現年度調定額が６億３，

３３１万 ０００円、収入済額が６億 ０２６万

０００円で、収納率が９ ３６％、平成２３年

度の９ ５４％から ８２％向上しており、収入

未済額は ３０５万 ０００円となっております。

滞納処分につきましては、総合徴収としておりま

して、市税全体では３４５件の差し押さえ、前年

度比１１件減少、国税還付金等債権差し押さえが

３３２件となっております。

３点目の分納や軽減、減免の相談状況につきま

しては、分納されている世帯は現在１９２世帯で

あります。軽減や減免の相談につきましては、窓

口の相談を受けました際に所得状況の確認や災害

などによる減免事由の有無について聞き取りをさ

せていただいております。軽減につきましては、

賦課の際に所得が確定している世帯のうち法定基

準対象世帯に対しましては当初賦課時点で２割、

５割、７割軽減を適用いたします。所得を申告さ

れていないことによる法定軽減の未適用世帯に対

しましては、税務課と連携のもと申告していただ

くよう随時対応し、軽減が適用されるよう生活実

態に応じた適切な課税を行っております。減免に

つきましては、災害や生活困窮を事由とする適用

は現在ございません。また、分納や執行停止によ

る納付対応により税負担の軽減を行っているとこ

ろであります。

４点目の保険証の窓口とめ置きの状況について

ということで、保険証の未交付世帯についての対

応でございますが、訪問による実態調査により所

在不明や長期不在等が確認された１５世帯につき

ましては、交付が不能となっています。これらの

世帯につきましては、居所の確認等の調査を引き

続き行ってまいります。

５点目の短期証の交付方法と高校生以下の子供

のいる世帯への交付方法についてでございますが、

短期証の交付状況は平成２５年６月１日現在対象

世帯が１５０世帯であります。この方々への対応

につきましては、夜間窓口を利用しての窓口交付

や郵送、訪問による手渡しなどにより交付をして

いるところであります。また、高校生以下の子供

のいる世帯への短期証交付につきましては、６カ

月以上の有効期限の保険証を郵送や窓口を中心と

して交付しており、子供に対しては有効期限に切

れ目のないよう交付を行っております。いずれも

短期証の交付に当たりましては有効期限前に文書

案内を行った上、面談機会を確保しながら保険証

の更新を行っております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私からは、大項目の

２、エネルギー問題にかかわってについて申し上

げます。

まず、雪を生かしたまちづくりについてであり

ますが、本年２月に策定をいたしました名寄市新

エネルギー・省エネルギービジョンにおきまして

太陽光発電、木質バイオマス、雪氷熱について有

望であるとの方向性を示させていただきました。

まず、太陽光発電につきましては、導入が容易で

普及性にすぐれた非常に有望な新エネルギーと評

価しており、住宅用太陽光発電システム設置補助

金交付要綱を制定し、本年度から向こう４カ年一

般住宅への太陽光発電システムの設置誘導及び実

証を行ってまいります。また、市内業者によるメ

ガソーラー発電施設が建設中でありまして、民間

業者によるエネルギー活用の推進及び新エネルギ

ーに対する市民意識の高揚にも結びつくものと期

待をしているところであります。

次に、木質バイオマスにつきましては、賦存量

が多く、有望な新エネルギーでありますが、７月

に木質バイオマス利活用検討庁内委員会、８月に

地域協議会を立ち上げ、今後の利活用について検

討を開始したところであります。
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次に、雪氷熱につきましては、豊富な雪資源を

活用した有望な新エネルギーと評価をしておりま

す。雪氷熱を利用した施設としては、曙地区に国

内初のモチ米専用の低温貯蔵施設でありますゆき

わらべ雪中蔵があるほか、風連地区にも農産物の

食味劣化を防ぐための農産物出荷調整利雪施設が

あり、現在道北なよろ農業協同組合が管理運営を

行い、品質の保持はもとよりブランド化にも貢献

をしております。雪氷熱施設は、豊富な雪資源を

利用することで大幅に二酸化炭素を削減すること

ができるエネルギー施設でありますが、一方で広

い敷地を要することや設備費用が高価であること

などの課題もありまして、利活用に当たりまして

は施設の特性や条件など十分考慮しながら、また

民間との連携なども含めて検討してまいりたいと

考えております。

続きまして、電気料金の値上げによる市民生活

への影響についてお答えをいたします。御案内の

とおり、北海道電力では本年９月１日から電気料

金の値上げを実施をいたしました。値上げの内容

は、家庭向け電気料金で平均 ７３％の値上げで、

特にオール電化の場合に影響が大きく、契約電流

３０アンペアの標準家庭の値上げ率が ７２％、

月額３１３円の値上げ影響に対し、オール電化住

宅向けのドリーム８の場合は値上げ率が１ ８３

％、月額平均の値上げ影響額が ７６５円と設定

をされております。北海道電力では、今回の値上

げで特に影響のあるオール電化住宅の利用者を対

象に全道５２カ所、７５回の説明会を開催すると

のことで、名寄市におきましても去る９月６日に

開催をされ、１５組１９人の方が出席をし、節電

方法や個別相談を行ったとのことであります。高

橋知事の意見内容のお話もございましたが、これ

まで本市といたしましても６月１７日に本市で開

催をされました値上げ申請に関する説明会などで

北海道電力に対しさらなる企業努力による値上げ

の中止や少なくとも値上げ幅の引き下げを行うこ

と、あわせまして説明責任を果たすこと、電気料

金納入に当たって相談体制の充実を図ることなど

関係機関と連携して強く求めてまいりました。こ

の結果、最終的に認可された値上げ幅は申請時に

比べ圧縮をされ、家庭向け料金で当初申請の１

２０％から ７３％へと ４７％の引き下げ、企

業などの自由化部門で当初申請の１ ４６％から

１ ００％と ４６％の引き下げとなりました。

しかしながら、この値上げがオール電化住宅利用

者はもとよりあらゆる家庭に重くのしかかるもの

であることは変わりはありませんので、市といた

しましても一層の生活弱者対策なども含め、北海

道電力に要請をしてまいりたいと考えております。

また、本市の公共施設における電気料金の影響

額についてでありますが、北海道電力において平

成２４年度の実績をもとに年間ベースで試算した

ところ、市立病院で約１１％増の６８０万円程度

の増、そのほか３８カ所の主な公共施設で約１０

％増の ３００万円程度の増と試算をしておりま

して、本市にも値上げの影響は非常に重いものと

受けとめております。

以上、答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） それぞれ御答弁をいた

だきましたので、再質問をさせていただきたいと

思います。

まず、国保の都道府県単位化であります。先ほ

ど部長のほうからも持続可能な制度、そういう中

身になっている今回の推進法の中で進められた社

会保障制度改革国民会議の報告書だというふうに

述べられていたわけですけれども、本当に持続可

能なものなのかどうかというところら辺だという

ふうに思っています。私は、国保の問題取り上げ

るときにやはり国の国庫支出の割合が減ってきて

いることが大きな障壁になって、市民の皆様、本

当に国保に入っている方々に大きな負担増を強い

ているのだということで述べてきたところであり

ます。今年度の市政執行方針の中で市長は、安定

的な運営のために国などへの財源支援の要望をし
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ていくというように述べられています。そこで、

市長に伺いたいというふうに思うのですけれども、

全国知事会などが主催する国保制度改善強化全国

大会、ここで２０１０年度では従来の枠を超えた

国庫負担割合の引き上げを求めていますし、２０

１１年にも国保財源の安定化のため、国庫負担の

拡充、強化をと決議しているところであります。

この間のあらゆる機会において国庫負担の増額を

国へ強く求めてほしい、このように私求めてきた

ところですが、加藤市長はどのようにこのことに

ついて取り組んでこられたのかお伺いをしたいと

いうふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 国民健康保険の都道府県

化、広域化については、市長会でもたびたび話題

になっておりまして、本当にこのことに関しては

基本的にはおおむね基盤がしっかりと確保されて

いくという意味での広域化については、方向性と

してはよろしいのではないかと。しかし、それぞ

れの自治体においていろんな事情があって、努力

をしてきた経過もあるということでの状況をぜひ

加味をしていただいて、今のそれぞれの自治体の

皆さんが納得できる、不利益をこうむらない形に

なるような制度の改正をしっかりお願いしたいと

いうことをこの間市長会の中でも議論になってい

るというふうに承知をしております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 全国知事会でそういう

議論が深まったというところら辺に加藤市長はど

のように要望なりなんなりをしてこられたのか、

その点についてお伺いをしたいというふうに思っ

たところなのですけれども、もう一度よろしいで

しょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 今私がお話ししたような

内容を全国市長会あるいは全道市長会の中でも事

あるごとにお話をさせていただいているというこ

とでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 強く求めてほしかった

なというふうに思ったのですが、ちょっと御紹介

をさせていただきたいのがあるのですが、実は全

国知事会社会保障常任委員会委員長をされていま

す栃木県知事の福田富一知事のコメントが９月１

３日、読売新聞にありました。この中で知事会と

して国がきちんと役割を果たすなら、都道府県も

責任を担う覚悟があると態度表明をしている。そ

の前提として求めているのは、国保の財源基盤を

強化し、持続可能な制度にすることだと。財政立

て直しのための財源は明確に示してもらわなけれ

ばならない。この条件が満たされなければ、国保

の運営を都道府県が引き受けることはできないだ

ろうと、こんなふうに述べていらっしゃいます。

私は、この思いはやはり地域の皆さんのことを思

っている中での御発言というふうに受けとめてい

ます。その後、一般会計からの繰り入れをほとん

どしていない、栃木県内ではそういうところが多

いので、保険料が高くなり、滞納者がふえている

と、納める側も徴収する側も大変厳しい状況だと、

こんなふうに述べていらっしゃるところでありま

す。そして最後に、国保は国民皆保険の最後のと

りでと言われていると。ならば国の責任において

きちんと基盤整備をしてもらい、将来的にも持続

可能な制度にしてもらわなければならない、この

ようにきっぱりとおっしゃっています。先ほど国

民会議の中では、こういったことが含まれている

というような受けとめられるような御答弁もあっ

たわけですけれども、そうではないのだといった

ところを栃木県知事はおっしゃっているのですが、

この点についてのお考えをお聞かせいただきたい

と思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 全国市長会においても広

域化については改革の方向は示されたことを高く

評価すると。一方で、国において安定的な運営が

確保されるように必要な財政措置を確実に講じて

平成２５年９月２０日（金曜日）第３回９月定例会・第４号
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ほしいと。加えてそれぞれ自治体において取り組

みやいろんなことが違ってくるということも含め

て、協議あるいは移行時間を十分に配慮してほし

いといったこと、さらには地方自治体のそうした

さまざまな状況、異なった意向を十分反映してほ

しいということを要請をしていますし、そうした

ことをたびたび市長会等を通じて訴えているとい

うことであります。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 国保の問題、命につな

がる問題ですので、やはり住民の皆さん、加藤市

長においては名寄市民の皆さんの命と健康を守る

と、そういう立場で強く求めていっていただきた

いなというふうに思うところであります。

社会保障と税の一体改革、この一環として国保

の都道府県単位化が強行に推進されようとしてい

るところであります。国保を都道府県単位で運営

させることで、現在自治体が行っている一般会計

からの繰り入れをやめさせて、純粋に支払われた

国保税の範囲で提供される医療サービスに押し込

めることが狙いだといいます。国保財政問題が現

状以上に悪化するのではないかと私は非常に危惧

をしているところですが、この点についていかが

お考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 今議員が御質問され

た点につきましては、知事会の見解もいろいろあ

るかというふうに思います。私ども地方自治体に

おいては、非常に国保財政が厳しい状況がござい

ます。御承知のとおり、年々保険者、加入者が減

少しております。あわせて昨今の経済状況も含め

て所得が年々減少している。なかなか立ち上がれ

ないという状況にあろうかというふうに思います。

そういう中で地方の一自治体の中で、正直厳しい

財政をいかに持続するかというところが一番課題

になっていまして、昨今、ことしについても税率

の見直し等させていただきました。いずれにいた

しましても、北海道が特に自治体の数が多くて、

自治体の中で課題を抱えていまして、それぞれの

自治体で実はいろいろな軽減を持っていたりして

います。そういった状況の中で今回広域化につい

ては、一自治体の中の財政ではなかなか厳しいの

で、広く国保の加入者が寄り集まって大きな単位

の保険者になって、その中で安定的な国保運営を

していこうというのが趣旨かなというふうに思っ

てございます。将来的には、ぜひ職業なり、ある

いは地域なり、そういったことではなくて、保険

制度自体が一元化をされるような方向に向かう第

一歩ではないかなというふうに実は私は思ってご

ざいます。議員とは見解を異にするかもしれませ

んけれども、ぜひ地方自治体における国保財政が

非常に厳しい中での一歩だということで御理解を

いただきたいというふうに思います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 加入者が減ってきてい

るという状況の中で、事業運営非常に困難になっ

ている。それは、私も承知しているところであり

ます。先ほどもお話ししましたように、国庫から

の負担金が非常に減らされているということです。

国保というのは社会保障制度であって、先ほども

申しましたように相互扶助ではないのです。社会

保障ですから、やはり国がきちんと保障しなけれ

ばならない。そこの地域に住んでいる人たちだけ

が保険料を払い、その中で供給される、そういう

ものではないというふうに私は思っています。で

すから、今回都道府県化にしていくということの

大きな問題は、地域の実情に合わせた事業運営方

針、それぞれの地域で法定外の繰り入れをしたり

等々しながら保険料を抑えて地域住民の皆さんの

命を守っている。そういったところに今回はそれ

もやめさせてしまおうという、そういう案であり

ますので、やはり個々の地域の実情や、また住民

や被保険者の加入世帯の皆さん方の声を踏まえた

対応というのが非常に困難になってくるというふ

うに私は考えています。
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そうした中でやはり社会保障であるというとこ

ろの押さえが重要ではないかというふうに思って

いるところであります。負担増と徴収強化をさら

に拡大していく。先ほど次のところで申し上げよ

うと思っていたのですが、滞納の状況等でも収納

率が上がってはいますけれども、収納率を上げる

がための徴収強化、こういったことも出されてい

る中で、ますます住民の皆さんが苦しくなってい

くのではないか。今でも高過ぎる国保税のさらな

る値上げの不安や、また機械的な取り立て、制裁

措置、そういったことを続けていくことで国保制

度を崩壊させることにつながるのではないかとい

うことで、私は非常に危惧をしているところであ

ります。この点についてお考えをお聞かせくださ

い。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 議員のおっしゃると

おり、国の補助金の関係につきましては明らかに

減少傾向にありました。その一方で、地方の固有

財源である地方交付税を使って基盤安定事業であ

るとか、これには道も市町村も応分の負担をさせ

ていただいていますけれども、裏側については地

方交付税の算定の基礎に含めるということで、そ

の分だけ本当は地方固有の財源である交付税の使

途が決められたような形になっております。さら

に、平成の初めぐらいからは安定化支援事業とい

うことで、従前は約 ０００万円を超えるお金、

最近では ６００万円ぐらいにお金がこれも地方

交付税で国保の財政の基盤強化ということで来て

おります。ちょっと意見が違うかもしれませんけ

れども、保険者である市町村から広域化によって

都道府県にするということにつきましては、先ほ

ども中村部長が述べましたように医療の供給体制、

病院の配置等も含めた体制と、それから保険料収

入をいただいてしっかりとした財政基盤の中で道

民の命を守っていくのだという観点からすると、

ある面では社会保障制度の充実につながるものと

なると思っています。ただ、バランス的に見ます

と保険料収入が全道で相当な開きがある中で、そ

の一方で１人当たりの医療給付費の関係について

も国保会計については高齢者が多いということも

含めて年金生活で所得が少ないということもあり

まして、保険料負担については随分重たいものだ

なと。これにつきましては、消費税の増税という

国全体で社会保障制度をどのように支えていくか

という部分で、一定の低所得者に対する財源措置

についても金額が具体的に出ていますけれども、

その金額が本当に実行されるのかどうか、できれ

ば前倒しも含めてしっかり対応していただいて、

安定的な国保財政運営に寄与していただけるよう

に、市長も全国の国保の理事にも就任しておりま

すので、改めまして制度設計についてもしっかり

声を出していきたいなというふうに考えておりま

すので、この辺御理解賜りたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 国保財政の問題でいう

と、やはり今回の都道府県単位化の中で住民の皆

さんの加入世帯からの保険料で供給を間に合わせ

ていく、要するに自助ですよね。自己責任でやっ

ていく、そういう方向に今回の国民会議の回答は

強く前に出されているというふうに私は思ってい

ます。ですから、そういった中で今消費税の問題

も出されましたけれども、社会保障の財源を消費

税に充てるというふうに言われている中で、国民

にこういう消費税で負担を押しつけながら、また

片一方では国から、また地方からの持ち出しを減

らしてさらに負担を押しつけるやり方というのは、

非常に負担の重ねと、おもしを重ねていくだけの

ものではないかというふうに私は思っています。

そういったときにやはり住民の皆さんの命と健康

を守るために、やはり積極的に国へ発言をしてい

ただきたいということを強く求めたいというふう

に思います。

またの機会にもう一度御議論もさせていただき

たいと思いますので、次に移らせていただきます

が、名寄市の国保の現状について先ほど御答弁を
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いただきました。生活保護費からの滞納国保税の

徴収についてでありますけれども、先ほど市民部

長もおっしゃったように生活保護法では被保護者

は保護金品を標準として租税その他の公課を課さ

れることがないというふうに定めているわけです

から、本人の合意ということでおっしゃっていま

したけれども、その辺のやはりお話をする方向が

どのようにされたのかなというふうに私は思って

います。というのは、分納していただいたので、

生活保護受給されてもというような言い回しをし

たのか、そこら辺の言い方によっても本人、本人

から求めて支払いたいと言ったのかどうかといっ

たところら辺にちょっと疑問を感じています。今

月から生活保護費の削減も始まっている中で、最

低限度の生活を保障する生活保護費です。そこか

らまた滞納分を徴収というのはしてはならないと

いうことでこのように生活保護法では定めている

わけで、そのことについてもう一度お考えをお聞

かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村市民部長。

〇市民部長（中村勝己君） 生活保護の受給者の

方から過去における公課の滞納分についての徴収

ということで再度御質問がございました。先ほど

も申し上げましたけれども、基本的にはもちろん

最低限の生活を保障するという生活保護制度です

ので、私どもで強制的に分納をしてくださいとか、

そういうことでは決してございません。あくまで

も御本人の意思で、これまで分納していた方がほ

とんどなのですが、生活保護自体は受給後どの時

点で実は受給から外れるかというのはいろんな状

況が出てくるかなというふうに思います。早期に

就職ができる場合もあるでしょうし、あるいはほ

かの家族の方、親族の方が援助される場合もある

でしょうし、そういったいろいろな場合があると

いうふうに思っています。基本的には、生活保護

受給ということで、先ほど申し上げましたけれど

も、滞納金額自体が消滅をするということではあ

りませんので、あくまでも御本人が一定程度生活

保護が切れた場合のことも含めて納めてくださっ

ているのかなというふうに思っています。ただ、

分納を続けてきていただいて、生活保護受給に変

わったときの説明の仕方については、少し私ども

もその時点で御本人との相談も含めてしっかりや

る必要があるのかなというふうには思ってござい

ます。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 受給者に対する説明、

また相談状況も含めてなのですけれども、やはり

その方の立場に立った相談、適切な対応というの

はもう本当に非常に重要だというふうに思います。

あと、民医連のソーシャルワーカーさんたちの実

施した医療費・介護費相談及び無料低額診療事業

利用者分析調査というのがあるのですが、この中

で見ますと、医療費の相談に訪れた８割の方が国

保世帯からの相談だったという調査が出されてい

ます。やはり先ほども言ったように、収入が少な

くなっている中に国保税の負担が大きくなってい

る。そして、医療費もというと、やはりそういっ

た部分での相談が多いのだというふうに思います

ので、分納や、また軽減、減免などの相談、親切

なその人の立場に立った対応をしていただくこと

を強く求めて、次のエネルギー問題に移らせてい

ただきたいと思います。

エネルギー問題なのですけれども、今回先ほど

南富良野町の視察をさせていただいたのを御紹介

させていただいたのですが、地産地消型のバイオ

マス事業を展開して、南富良野町と森林組合、民

間企業が連携して低コストに取り組んでいるので

す。先ほど雪捨て場、広い土地だとか、また設備

費がかさむというようなお話もありましたけれど

も、非常にその点を知恵を出し合って取り組んで

います。私実際に見せていただいて、本当に感銘

を受けたところであります。自然エネルギーの活

用として太陽熱、また雪氷エネルギーを取り入れ

ているわけです。この取り組みが今南富良野町で
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は、カーボンオフセットとして森林資源の再生と

して繰り返し使えるように、そしてピンチップは

ホテルや中学校や計画中の小学校でも熱エネルギ

ーとして供給されるというふうに言われていまし

た。中学校には、大きな太陽光パネルが張られて

いたところでありますけれども、本年度からはこ

の熱エネルギーを利用してハウス栽培事業に取り

組んでいます。よくお聞きしますと、農協と競合

しないようにということでベビーリーフの栽培を

行っているということで、この利益をまた森林資

源の再生のために使っていきたい。林齢という、

いろいろ木の年齢のばらつきがあってそれを標準

化したいのだという森林組合の参事のお話でした

けれども、そういったところに使いたいのだとい

うふうにおっしゃっていました。私は、南富良野

町の取り組み全てを取り入れてということではな

くて、こういった先進的な取り組みを参考に名寄

市に合った活用が望まれるのではないかというふ

うに考えているのですが、その点についてのお考

えをお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 自然エネルギーの活

用につきましては、私どももビジョンをつくりま

して、今後しっかり取り組んでいこうということ

を施策として持っておりますし、木質バイオの関

係につきましても先般議員の御質問にもお答えを

した経緯もございます。まさに地産地消としてこ

の地に合ったエネルギーのあり方というのは、し

っかり自治体においてもやっぱりもう検討して、

施策の中に入れるべき、そんな時期に入っている

のだというふうに思います。そういった意味では、

１つ順番として、可能性の一番高いものからとい

うことで、太陽光発電の関連の事業につきまして

私ども取り組んできたというところであります。

既に先ほど申し上げましたけれども、ゆきわらべ

雪中蔵の話もさせていただきました。なかなかた

くさんのお金がかかるという話もさせていただき

まして、これはＪＡとのさまざまな取り組みの中

で出てきた事業ということになります。まさに自

治体と民間がいかに手を組んでしっかりこういっ

た事業を立ち上げていくかということが今後特に

自然エネルギーの活用については重要なポイント

になるだろうというふうに思います。今後私ども

もそれぞれ大型の公共施設抱えながら、新たな建

設も含めてやはりエネルギーの問題というのは常

に検証しないといけないという時期にも入ってき

ています。しかしながら、どうしてもやっぱり財

政の問題というのが非常に大きな課題になってま

いります。これゆきわらべ雪中蔵のお話をさせて

いただきますと、総事業費で３億 ０００万円ほ

どかかっておりまして、一部補助金はいただけま

すけれども、ほとんどもう３億円以上やはり自治

体が持たないといけないということになります。

建物を建てるときには、本体に係る経費、それか

らこういったエネルギーに係る経費、当然将来に

おける維持管理費も含めてトータルで検討しなが

らやらざるを得ないというところがどうしても仕

組みとしてありますので、しかしながら新エネル

ギーの活用というのはできるだけやっぱり進めよ

うという施策もございますから、どういうレベル

でいろんな施設に合った、どういったものが一番

効果的で効率的なのか含めてしっかり検証させて

いただきたいなと思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） そのとおりだと思いま

す。名寄に合ったものをというのをぜひ検討して

いただきたいなと思いますし、このように先進的

な取り組み、本当はもう全部御紹介して皆さんに

お知らせしたいぐらいちょっと感銘を受けた取り

組みだったのですけれども、時間がないので、そ

れはできないのですが、そういったいいところ取

りといいますか、そういったところら辺をぜひ検

討にしていただいて取り組んでいただきたいなと

いうふうに思っています。また、私もいろんなと

ころを見せていただきながら、取り組みを検証さ

せていただいていきたいなというふうに思ってい
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ます。

今総務部長からもお話があったように、やはり

自然エネルギーへの取り組み、非常に重要になっ

ているかなというふうに思っています。２年半た

った １１、福島原発事故が起きてからこの間本

当に自然エネルギーへの関心、また原発への関心

は高まっているところです。そんな中で今回の北

海道電力の値上げについて、泊原発停止をしてい

るために火力発電所の稼働率を高めることで重油

等の燃料費がかさんで経営が悪化してきていると

いうような理由でした。北電の値上げの理由に納

得がいかないという、こんな声も多くあるところ

であります。先ほども言いましたように、いろい

ろ説明に納得がいかない、そういった批判の声も

出されているところでありますが、６月１７日に

は名寄市として要請もしたということでしたけれ

ども、やはり引き続き取り組むと、声を届けてい

きたいという御答弁がありました。引き続き取り

組んでいただきたいというふうに思います。

私は、泊原発の中でどのぐらい費用、維持費が

かかっているのか、こういったところをちょっと

調べさせていただきました。泊原発の維持管理費

が約８００億円に上ると言われています。泊原発

３号機の導入が電力コストを大きく押し上げてい

ると言われています。また、加えていろんなマス

コミで報道されているように、元役員などの厚遇

について、社外役員の報酬が原価に算入されてい

るというような話も聞かれるところであります。

これでは、やはり負担を押しつけられた住民にと

っては納得できるものではありません。この点に

ついてのお考えをお聞かせをいただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 泊原発のお話もござ

いましたけれども、泊原発につきましてはこの間

最大稼働率でいきますと、北海道の全域の４０％

の電力を担うという大変大きな施設でありまして、

それが現状とまっているだけで、なくなったわけ

ではありませんから、当然安全面のさまざまなコ

ストというのはやっぱりかかっていくだろうと。

そういう意味では、議員御指摘の金額はやっぱり

かかるのかなというふうにも思っております。し

かしながら、電気料金、まさに公共料金として私

たちの生活に直接深くかかわっていくものと。当

然そういう形になっておりますので、私どもとし

てもできるだけ私どもの生活、影響のないような

形でぜひ何とか値上げについては検討いただきた

いということで、この間北海道電力にも要請して

きた経緯がございます。しかしながら、一つのエ

ネルギー問題として大きなくくりの中での国の考

えもありまして、私どもとしてはそういったエネ

ルギーの施策に関して、またそういった電気料金

に関してなかなか具体的にかかわるということは

できるような立場ではございませんけれども、今

後ともさまざまな機会ありますので、しっかり私

どもの声、電力会社にも届けさせていただきなが

ら、やはり特に生活弱者含めての対応はしっかり

行っていただきたいと、こんな申し入れは今後と

も続けてまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） ぜひそれを進めていた

だきたいと思います。

今北海道電力泊原発の再稼働を進めようとして

います。ちょっと御紹介します。８月２７日、１

時間に５０ミリに近い豪雨が降りました。３号機

の地下２階湧水ピットから１７０トンの雨水が流

れ込んで、制御用地震計が１メートルも水につか

って排出するまでに６時間を超えたと言われてい

ます。今なおこの制御用地震計動かないと言われ

ています。こうした状況での再稼働申請などあり

得ないと地元の方々おっしゃっています。東京電

力でも、福島第一原発でも高濃度の放射能汚染水

流れっ放しの中で、大変な状態になっています。

安倍首相やっときのう５号、６号機の廃炉を求め

るというふうに言っています。大飯原発が稼働停

止して、１５日から再び原発稼働が全国でゼロと
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います。私は、再稼働すべきではないと、このこ

とを強く申し上げて、終わりたいと思います。あ

りがとうございます。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

ＮＩＥ（新聞活用教育）について外１件を、上

松直美議員。

〇３番（上松直美議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、さきの通告に従いまして、本定

例会において大項目２点について質問してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、大項目１点目のＮＩＥ、新聞活用

教育について質問いたします。ＮＩＥとは、ニュ

ースペーパー・イン・エデュケーションの略称で、

教育に新聞をと直訳されています。学校教育、学

級活動で新聞の記事、コラム、社説を教材に活用

した教育方法で、もともとはアメリカで誕生した

教育活動で、ニュースや情報の収集、整理、分析、

再構築という訓練を通じて社会性を養い、みずか

ら物を考え、判断する能力を育むことが最大の特

徴であります。現在では、全世界７０カ国の国で

実践されていると言われております。このＮＩＥ

が全国の教育現場で広がっていることはどういう

ことなのか、新聞をどのように生かし、何を育て

ようとしているかに注目し、学校教育に生かせる

ことをしっかりと学び取ることが教育行政の責任

と考えます。

学習指導要領でも言語活動の充実が重視されて

いるところであります。さまざまな新聞記事を使

ったＮＩＥ、新聞活用教育の推進を文部科学省発

行の指導事例集の中でも授業提案として示されて

おります。思考力、判断力、表現力を育てる複数

新聞の読み比べなどを実践的に導入することを継

続することが幅広い知識の習得につながり、生徒

だけではなく、社会性に富む教育者の育成にもつ

ながると考えます。また、全国学力テストの結果

からも新聞やニュースに関心が高いほど読解力、

学力は高い結果がはっきりと出ております。また、

全体的に情報を読み取って書くことが苦手という

分析も国立教育政策研究所が出し、新聞の読み比

べ、コラム記事の感想を書く授業の提案をしてい

るところであります。新聞は、社会との接点であ

り、総合学習の時間で社会を知るための絶好の教

材です。ＮＩＥ、新聞活用教育の推進と継続的な

学習方法でさまざまな取り組みを実践すべきであ

ると考えます。

以上の観点から、まず１点目に市内小中学校に

おけるＮＩＥ、新聞活用教育の現状についてお聞

かせください。

２点目、学力向上対策としてのＮＩＥの可能性

についてどのように捉えているかお聞かせくださ

い。

３点目、学校教育での言語活動の充実とその可

能性について教育行政としての意見をお聞かせく

ださい。

大項目２点目、名寄産業高校名農キャンパスの

将来ビジョンについて質問したいと思います。道

教委は、２０１４年から２０１６年度の公立高校

配置計画を決定しました。道内の自治体は、地元

の公立高校存続にさまざまな提言や支援策に取り

組み、努力をしているところであります。名寄産

業高校も平成２３年４月に完全統合され、２校舎

制による名寄産業高校名農キャンパスとしてのス

タートをしました。酪農科学科は、１学年定員４

０名、３学年で１２０名の枠で、在籍生徒数は現

在４８名となっております。厳しい状況は続いて

いるところであります。公立高校の統廃合は、名

寄市においてもいろいろとした変遷を踏まえて現

在に至っており、私たちも複雑な思いで我が母校

が消えていくさまを見守ってきたところでありま

す。今後の名農キャンパスでの魅力化対策と募集

援護、市行政としての支援策をしっかりと検討す

べきであり、現状と問題とを捉え、公立高校廃止

計画にしっかりと方向性を出し、地域に根づいた

高校をつくり上げていかなければならないと思い

平成２５年９月２０日（金曜日）第３回９月定例会・第４号
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ます。地域の特性を生かした高校づくりに今現在

もさまざまな活動で努力しているところですが、

行政との連携の強化、名農キャンパスの可能性を

最大限に引き出すことを強く求めていきたいと思

います。基幹産業を農業という北海道の道北の名

寄に農業系の学校を残す意義は極めて重く、農業

経営、農産物の加工技術、食品加工技術、環境シ

ステム、バイオ技術など習得できるコースの選択

をふやすことも重要と考えます。しっかりとした

マーケティングを実施し、地域のニーズを的確に

捉えることが重要になってくると考えます。さま

ざまな可能性を視野に入れて、できることをしっ

かりと実行していき、いいアイデアをよりよいも

のに進化させていく前向きな姿勢を教育行政に望

みたいと思います。

以上の観点から、１点目に現状と問題点につい

てお聞かせください。

２点目に、教育行政としての対策についてお聞

かせください。

３点目、名農キャンパスの多面的機能と有効性

についてお聞かせください。

以上にて壇上からの質問を終わらせていただき

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ただいま上松直美議

員からは、大項目で２点にわたり御質問をいただ

きました。２項目とも私からの答弁とさせていた

だきます。

まず、大項目１点目、ＮＩＥ、新聞活用教育に

ついてでございます。小項目の１、名寄市内小中

学校におけるＮＩＥの現状についてお答えをいた

します。現在本市では、ＮＩＥ推進協議会の実践

指定校としての取り組みを進めている小中学校は

残念ながらございませんが、学習指導要領に基づ

き各教科等の学習において目標を実現するための

手段の一つとして適切に新聞を活用した教育を推

進をしているところであります。

次に、２点目、学力向上対策としての可能性に

ついてお答えをいたします。ＮＩＥに取り組むこ

とにより、子供たちに新聞を閲覧する習慣が身に

つく、また新聞は読解力の向上に役立つなどの報

告が示されており、学力向上を図るために新聞を

活用することは有効な手段の一つであると考えて

おります。本市では、ＮＩＥを取り上げて重点的

に推進している小中学校はございませんが、確か

な学力の育成を図るために各教科等の学習におい

て新聞を効果的に取り入れるようにしております。

例えば小学校５年生では、国語の授業で目的や意

図に応じ考えたことなどを文章全体の構成の効果

を考えて文章に書く能力を身につけさせていると

ともに、適切に書こうとする態度を育てるため、

新聞の仕組みを知り、見出しや記事の表現を工夫

して新聞をつくるという学習が行われております。

また、理科では気象情報を生活に活用する能力を

育てるとともに、天気の変化についての見方や考

え方を持つことができるようにするため、テレビ

や新聞、インターネットから得られる気象情報等

を活用しております。中学校の社会科では、指導

の全般にわたって資料を選択し、活用する学習活

動を重視するとともに、作業的、体験的な学習の

充実を図るようにし、その際地図や年表を読み、

かつ作成すること、新聞、読み物、統計その他の

資料に平素から親しみ、適切に活用すること、観

察や調査などの過程と結果を整理をし、報告書に

まとめ、発表することなどの活動を取り入れるよ

うにしております。このように各教科等の学習で

新聞を十分に活用できるよう、また児童生徒が日

ごろから新聞に親しむことができるよう教育委員

会では各学校に図書購入費で新聞を購入すること

を奨励をしてきております。

このほか名寄市放課後子ども教室においてもみ

ずから学び、みずから考える力を育むため、多様

なテーマ学習の一つとしてＮＩＥ教室を年数回実

施し、例えば悩み相談の新聞記事から努力するこ

とについて討論をする学習であるとか、新聞に載

っている世界の政治リーダーの写真から世界の国
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を探す学習などが行われております。

以上、本市におきましては、確かな学力の育成

を目指し、各学校や学校外でそれぞれの児童生徒

の発達段階や実態に応じまして新聞を効果的に活

用した教育活動が展開されていると認識をしてお

ります。

小項目３点目の学校教育での言語活動の充実と

可能性についてお答えをいたします。学校におき

ましては、児童生徒の思考力、判断力、表現力な

どを育む観点から、基礎的、基本的な知識及び技

能の活用を図る学習活動を重視するとともに、言

語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力

の育成を図る上で必要な言語環境を整え、児童生

徒の言語活動を充実することが求められておりま

す。本市の児童生徒については、これまでの全国

学力・学習状況調査の結果から、根拠を明らかに

して考えるであるとか、物事を関連づけて考える、

また考えたことを条件に応じてまとめあらわす力

を身につけさせることが課題となっており、記述

式の問題を苦手としている状況が見られます。こ

のため各教科等においては、思考力、判断力、表

現力等の目標を育成する手だてとして、児童生徒

の発達の段階に応じて記録、要約、説明、論述な

どの言語活動を充実させる必要があります。具体

例といたしましては、日常生活や体験的な学習活

動の中で感じ取ったことを言葉や歌、絵、身体な

どを用いて表現をする、身近な動植物の観察や地

域の公共施設の見学の結果を記述、報告すること、

新聞等の論説や報道などに盛り込まれた情報を比

較をして読むこと、文書や資料を読んだ上で自分

の知識や経験に照らし合わせて自分なりの考えを

まとめて、Ａ４、１枚、 ０００字程度といった

与えられた条件の中で表現をすることなどがあり

ます。また、理科の調査研究において仮説を立て

て観察、実験を行い、その結果を整理し、考察し、

まとめ、表現したり、改善したりすること、また

予想や仮説の検証方法を考察する場面で予想や仮

説と検証方法の討論をしながら、考えを深め合う

ことなどの言語活動がございます。また、こうし

た言語活動の充実を図るためには、教師が一方的

に説明している授業であるとか、グループでの話

し合いを位置づけてはいますけれども、１時間の

授業の目標実現にはつながっていないような授業

など、これら課題のある授業を改善することにも

つながることであります。本市では、授業改善と

望ましい生活リズムの定着を車の両輪と位置づけ、

名寄市教育改善プロジェクト委員会を中心として

市内の小中学校が一体となった総合的な学力向上

の取り組みを推進をしており、個に応じた指導の

充実、言語活動の充実、学習規律、学習習慣の確

立を重点として、さらに取り組みを強化してまい

りたいと考えております。

次に、大項目の２点目、名寄産業高校名農キャ

ンパスの将来ビジョンについてであります。１点

目の現状と問題点についてであります。名寄産業

高校につきましては、職業学科集合型の専門高校

の位置づけで、将来の道北地域の産業を支える人

材の育成を担う高校として魅力ある高校づくりに

向け、特色ある教育活動を展開をしていると認識

をしております。名寄産業高校の特色ある教育活

動として、１つには各学科の特色を生かしたコー

スの選択で物づくりと生産実習を行っていること、

２つ目に地域連携で社会貢献を行っていること、

３つ目に学年ごとのキャリア教育を推進をしてい

ること、４つ目に資格、検定取得の取り組みを多

く充実させていること等がございます。特に地域

連携事業では、４学科がアスパラまつりなど各種

のイベントへの参加や市内小学校との連携事業な

ど地域との交流による教育活動を展開をしており

ます。また、名農キャンパス内のみずならショッ

プの取り組みは市民から大変好評を得ております

し、今年度においては家庭クラブ、農業クラブの

全国大会への出場など、その活動には目をみはる

ものがございます。これらの取り組みを通じて、

地域においても存在感のある高校として期待と信

頼を得ていると考えております。
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小項目２点目の教育行政としての対応について

でございます。名寄産業高校の入学者につきまし

ては、酪農科学科においてことしは本州から２名

の入学者がいるなど、今後の展開に期待が持てる

状況もあるところですが、平成２５年度について

は定員１６０人に対し出願者が１００人となって

おります。特に酪農科学科と建築システム科にお

いて出願率が低い状況があり、今後の入学者の推

移が心配されるところであります。北海道教育委

員会による公立高等学校配置計画の上川北学区に

おいては、現在のところ平成２６年度から２８年

度までは間口減などの方向性は示されてはおりま

せんが、平成２９年度以降については欠員が４０

人以上生じている学校については学科の見直しや

定員調整などについて検討が必要との見解であり

ます。高等学校での４間口というのは、適正な教

員配置や教育活動を保障するためには必要な間口

であります。教育委員会としては、今後の情勢に

よっては将来的に間口や学科構成に変更の可能性

も否定はできないことから、北海道教育委員会か

らの情報収集に努めてまいりたいと考えておりま

す。

次に、小項目３点目、名農キャンパスの多面的

機能の有効性についてであります。名寄産業高校

の名農キャンパスは、旧名寄農業高校の校舎敷地

を引き継ぎ、北海道の農業科のある高校ではトッ

プクラスの実習農地と充実した施設、設備を所有

をしております。現在は、酪農科学科に関連する

施設が使用されておりますが、その他に畑作、水

稲、野菜、それから草花などの栽培施設もござい

ます。名寄市では、名寄農業高校が平成２３年４

月に名寄産業高校に完全統合となることに伴い、

平成２１年より酪農分野以外の施設実習農地につ

いて今後の活用を検討する懇話会を設けました。

平成２２年１０月には北海道名寄農業高校農場活

用に関する検討委員会として５回の委員会、視察

などを行い、名農キャンパス内に（仮称）名寄市

農業担い手研修センター設置に向けた報告書をま

とめたところであります。その後関係者を交えた

具体的な協議に入りましたが、実習農地や施設利

用につきましては一部利用が可能ながら、人的、

機材の支援であるとか、名寄市の農業振興センタ

ーとの関連など名寄市単独での取り組みについて

は限界があるということから、設置については見

送られた経緯がありますが、名農キャンパスにつ

いては現在でも空間的、施設的にも有効利用の可

能性があることについては認識をしているところ

であります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 答弁どうもありがとう

ございました。再質問のほうに入りたいと思いま

す。

ＮＩＥの新聞活用教育について、まず最初に再

質問をさせていただきます。先ほども答弁にあり

ましたとおり、ＮＩＥの実績は名寄市内では新聞

の活用については認められるのですけれども、活

用実績というか、認定校にもなっていないし、活

用の状況はなしということで報告を受けましたけ

れども、先ほどから新聞活用に対する教育部とし

てのいろんな意見が出されましたけれども、いま

一度ＮＩＥのメリットをどのように捉えているか、

それとあわせてさまざまな全国で先進地で取り組

みが行われている、それをどのように受けとめて

いるか、それについて２点お伺いします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 議員御質問のＮＩＥ

のメリットにつきましては、議員の御質問の中に

もありましたとおり言語活動分野において大変重

要な分野であると認識はしてございます。先ほど

の答弁の中でも、いわゆる指定校としての実践に

ついては実施をしていないということであります

けれども、学校の学習課程の中においては、具体

的に言えば７校の小中学校、小学校では５校、中

学校では２校が積極的な取り組みを行っておりま

すので、それについてはそれぞれの学校の中でそ
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のメリットについて十分重要な認識をしていると

考えていると思っております。

また、名寄市は御存じのように学力向上に関す

る総合実践事業の指定を受けております。その中

で名寄小学校を実践指定校として事業の成果を効

果的に吸収する近隣校３校あわせて包括的な授業

改善を進めております。この中でも新聞を活用し

ての学習、それからＮＩＥと同じような取り組み

を行っているという部分でありますので、この部

分については御理解をいただきたいと思っており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 全国でさまざまな取り

組みをやっておりまして、先進的なところ、いわ

ゆる１９３０年代からアメリカで始まった活動が

今またさらに日本全国の教育関係者が注目し、そ

れに光を当てながら実践しているところなのです

けれども、それに対してやはり教育部としてもう

ちょっとアンテナを張って、全国の先進地、いろ

んなところの情報を収集して、いいものを実践的

に少しでも学校に取り入れて、新聞の有効活用と

いうか、新聞活用教育を名寄市に根づかせて学力

向上につなげていくという考え方を強く求めたい

のですけれども、再度その調査というか、そうい

うものはなされたことがあるのかどうかお願いい

たします。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 先ほども申し上げま

したけれども、本年度の道内におけるＮＩＥの実

践指定校につきましては全体では３４校が指定を

受けております。この中で上川管内につきまして

は、主に中学校５校が指定を受けております。主

に旭川の学校が中心なのでありますけれども、先

進事例といたしましてこちらの部分について情報

の収集、それから照会等をさせていただくという

ことは考えておりますので、御理解をいただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 北海道の中で、上川管

内の中でこういうことをしているとかいう情報も

大事なのですけれども、全国的な取り組みとして

今年度も静岡県においてＮＩＥの全国大会が開催

されました。その中でも北海道からでもいろんな

方が行って学び取ってくる部分が多かったと思い

ます。先般私もある新聞の特集の中で、教育ルネ

サンスという、新聞で育てるという形のコラムを

見たときに、さまざまな取り組みを全国で紹介し

てありました。まず、お願いしたいのは、教育関

係のニュースをしっかりとつかんでほしい。そし

て、いいものがあればそこに問い合わせしたり、

資料を送ってもらったりしてやるという、そうい

う前向きな姿勢が必要ではないかと思います。

実践的に取り組んだところの例を挙げると、新

聞の投稿で文章表現を磨くという学校がありまし

た。もう一つは、情報を読み取る力を高めるため

に新聞を深読みする。書いていないことまで、文

章にないことまで深く読める。そのために新聞を

有効活用しながら、感想文やいろんなディスカッ

ションを重ねた中でいろんな深読みできることを

身につけていく。もう一つの事例では、朝の１０

分間の時間の中で学力アップを目的に新聞を取り

入れた活動をやっておりました。最後には、やっ

ぱり道徳教育として心に響く記事を教員の人たち

がスクラップした中で、これがいいというものを

きちっと出していって道徳教育にしっかりと出し

て、いじめの問題とか社会問題含めて生きる大切

さを記事から学ぶという事例がありました。これ

は、私新聞のこの特集を見てすごくいい、ＮＩＥ

を宣伝するだけではなくて、ただ学力向上を目的

とするのがＮＩＥの目的ではないというふうに感

じました。やはり人間として生きていくために、

いろんな情報の中に、今小さい子供から大人がお

ります。その中でどういう情報をどのように読み

込んで、それを理解しながら、いいものと悪いも

の、自分たちの、自分で必要なもの、そして自分

で判断する力をつけるためには新聞を活用する、
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新聞を読んで日常生活に新聞をどうやって取り込

んでいくかということが大切だと思います。私自

身も民間企業とか、自衛隊のときもですけれども、

業務とか、いろんな都合によって新聞を毎日読む

習慣が途切れた時期がありました。でも、現在に

おいては社会情勢とか、いろんな問題を情報収集

するためにやはり４社から５社の新聞を毎日読む

ことを実践しております。その中で自分にないも

の、先ほどから言っている教育委員会、文部科学

省のほうから出ている言語活動の充実という意味

で、やはりそういう今現在に利用できるものを最

大限に活用していくというか、難しいことではな

いので、学校教育の中でも教員の皆様にも各種の

新聞を読み比べて、そしてどういったニュースが

今大事なのだということを子供たちに伝えていっ

たり、そしてまたは社会情勢の中にそういう的確

なアドバイスを与えることによって生徒たちも安

心感を持っていろんな情報を理解できる。そのた

めにも教員の皆様にも、教職員の人たちにも新聞

の読み比べということで、各学校にある程度の新

聞、全国紙を含めた新聞をきちっと配付というか、

予算をとって環境づくり、整備づくりをしてもら

いたいと思うのですが、その点についてどうでし

ょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ＮＩＥを中心とした

全国の先進的な事例につきましては、きちっとア

ンテナを高くして情報収集に努めてまいりたいと

考えております。

また、先ほど申しましたが、今名寄市の中では

教育改善プロジェクト委員会を中心として学力向

上について取り組んでいるわけですけれども、そ

の中での言語活動というのも大変重要な分野でご

ざいます。特にＮＩＥにつきましては、もし各学

校の校長裁量で校長先生が自校の特色ある教育活

動の一つとしてぜひともＮＩＥを取り入れたいと

いうことであれば、これにつきましては学校等の

主体性を尊重するという立場から、教育委員会と

しても積極的に支援をしていきたいと考えており

ますので、御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 新聞の購読については、

やっぱりお金が発生して、予算の獲得とか、いろ

いろ問題出てくると思うのですけれども、ＮＩＥ

の認定校になると市内で配付されている全国紙を

ある程度一定期間無料配付というメリットを与え

られます。それと、出張事業とか、いろんな資料

の提供、やっぱりそういったメリットを最大限生

かしながら、ＮＩＥをもっともっと市内の小中学

校に導入の積極的な姿勢を教育委員会初め教育部

として推進してもらいたいと思います。来年度の

ＮＩＥの認定校にまず１校でも２校でも手を挙げ

て、小学校１校、中学校１校というような形で手

を挙げてみることから始めてはどうでしょうか。

それについて。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） まず、市内の小中学

校の新聞の購読状況についてはお知らせさせてい

ただきたいと思いますが、新聞につきましては全

ての学校で購入をしております。ただ、内部的な

構成では、いわゆる地元紙が多くを占めておりま

して、あとブロック紙が２校、それから全国紙を

とっているのは３校ということで、先ほど議員が

言いましたように全国紙、ブロック紙の講読の割

合が低いという状況もありますので、これらにつ

きましては全国的な情報発信の部分を全国紙、ブ

ロック紙から得るということも含めて学校に講読

についてお願いをしていきたいと思っております。

また、それぞれまず指定を受けるというお話で

ございましたが、これについてはこの席でやり切

るということはちょっと言えませんけれども、校

長会、教頭会とも御相談を申し上げて対処させて

いきたいと考えておりますので、御理解いただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 前向きに認定校として
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手を挙げて、上川管内でも推進校というか、やは

りモデルみたいになるように頑張ってもらいたい

と思います。そして、学力向上と教職員のレベル

アップにもつながるという意味で、新聞を毎日読

む習慣づけと言語活動の充実により一層の努力を

願いたいと思います。先ほどから言っております

けれども、正確に新聞を読んで、うのみにしない

で分析して表現するというのは、やっぱりこれか

らいろんなメディアを読み解く力が現在から未来

にわたって求められている力だと思いますので、

ＮＩＥのみならず、言語活動の充実について教育

委員会として積極的な取り組みを期待しておりま

す。以上でこの件については終わります。

続きまして、名農キャンパスの将来ビジョンに

ついて再質問入りたいと思います。先ほどの答弁

にもありましたとおり、名寄産業高校名農キャン

パスということで私今回一般質問させてもらいま

した。私自身も名寄工業の電気科卒であります。

電気科もなくなり、光凌高校になり、名寄農業高

校もなくなり、最後名寄産業高校というような変

遷を踏まえて現在に至っております。私自身も人

ごとではないというふうに感じております。いわ

ゆる同窓会も解散されて、名寄工業高校の同窓会

も今現在はありません。やはり産業高校の同窓生

を見ると、まだ何期しかいません。２０代前半の

人たちだけでやっています。名農と名寄工業と産

業高校、いろんな形で同窓会を盛り上げながら、

名寄名農キャンパスをどのように有効に利用して

いくかということもやっぱり視野に入れながら、

あらゆるネットワークを通じながら、市民の認識

を、名農キャンパスの有効利用、名寄産業高校を

どう生かしていくかということが重要になってく

ると思います。先ほども言われたとおり、今現在

は２５年度の欠員状況はマイナス６０という厳し

い状況の中におります。各学年の人数を見ると、

本当に４０のところを１５名、１８名という、特

に酪農科学科と建築システム科、まさに厳しいど

ころか、もうぎりぎりのところを歩んでいるみた

いな現状であります。

ここで、１つ質問なのですけれども、今後の名

寄市内の中学生の生徒数の動向をどのようにつか

んでおられるかお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 今後の中学校の卒業

生の動向につきましては、数的な資料については

持ち合わせておりませんので、後ほどお答えをし

たいと思いますが、御存じのように名寄市のその

前提となる小学校、中学校の児童生徒数につきま

しては、ここ１５年間ほどで普通規模校１校、小

学校の定員の分ぐらいの減少があります。また、

今後の名寄市の人口動向の中で、御存じのように

少子化の中でこれからも一定程度、ここ５年間ほ

どは現状維持をするというふうになりますけれど

も、それ以降につきましては逓減的に減るという

状況でありますので、今後高校卒業生の進路決定

に当たってはいろいろ厳しい状況が出てくるとい

う認識でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 私はちょっと調べてみ

たのですけれども、上川北学区の高校配置計画の

中で平成２５年から３２年度までのデータがあり

ます。名寄市内の中学卒業者が平成２５年度は２

３８人、これは恐らく予想だと思いますけれども、

予想というか、実際の実効値です。平成２６年に

は２４８人、平成２７年には２０１人、２８年は

２２５名、２９年、２３６名、３０年は２５９名、

３１年、２２４名、３２年、２１７名と。これお

もしろいのです。一回減って、またふえていって

横ばいというような形の中で推移しているのです

けれども、この動向の中で名寄市内の動向と上川

北学区の生徒数の動向を分析しながらやっぱりき

ちっとある程度の考え方を絞っていくというのが

教育委員会の務めだと思うのです。ただ名寄市内

の数字をつかむだけではなくて、上川北学区の人

数も把握して、そして名寄市外からどれだけのニ

ーズやどれだけの数の生徒がいるか、その人たち
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をどうやって引き込むかということも踏まえて、

その中で４から３とか、いろんな考え方が出てく

ると思うので、これは北海道教育委員会のことな

ので、名寄市は全く関係ないと言われてしまえば

そこで終わりなのですけれども、私は名寄市内に

高校が残ること、それはどういうことなのかとい

うことと小中学校を踏まえて、次に高校に進学す

るときに名寄市内にどういった高校があるべきか

ということをきちっとニーズを捉えて、そのニー

ズを捉えながら人数の変動によってどういう学科

が必要なのか、どういうものが学校に求められて

いるのかということが大事だと思います。この件

について教育部としての見解をお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ただいま議員がお示

ししました上川北学区の高校配置計画の中で、将

来展望につきまして私どもも同じ資料がありまし

たので、その数字の中で議員おっしゃったように

平成３０年には一部ふえますが、それ以降につい

てはまた５６５人から５０４人、また４８４人と

減ってくるという状況もございます。人口予測に

ついては、統計資料を駆使しての推定ではありま

すが、ほぼこのような形で推移をしてくるのでは

ないかと思っています。

中学生の方の進路選択にあっては、地元にいか

に魅力ある行きたい学科があるかというのが大き

な要素になるのかと思いますので、その時点で魅

力ある学科構成を持った学校があるということが

まず大前提であろうかと思っております。また、

名農キャンパスの酪農科学科につきましては、現

在でも全国から定員の５％の枠内で特別推薦枠が

あるということであります。その制度を利用して

ことし２名本州から入ったという実績もございま

すので、こういった特殊な学科の部分についても

活用しながらの展望も道が開けてくるかなと認識

しているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） いわゆるさまざまなニ

ーズがいろんなところに存在していて、ただ市内

だけではないということを認識をいま一度深めて、

そして道教委に対して私たちはどういう学校が必

要なのだということを求めていくことが大事だと

思います。ただ適正配置計画に流れの中に身を任

せるのではなくて、自分たちが理想としている学

校づくりをきちっとビジョンを示して、しっかり

としたデータに基づいたり、ニーズに基づいた学

校づくりを教育委員会、教育部を主体としてビジ

ョンをしっかりと持ってもらいたいと思います。

産業高校の出身者数のデータを見ると、本当に名

古屋とか武蔵野市とか札幌、旭川とか、いろんな

ところから来ております。だから、やはり名寄市

内の学生にきちっと産業高校に行ってもらうこと

も大事ですけれども、市内外から、道内外から来

てもらえるような、そして何かインセンティブと

いうか、優遇措置という行政としての支援策が求

められるのではないかと思います。そこで、行政

としてできる範囲の中での支援策というものは何

か、どういうものなのかについてお聞きしたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 全道の各地の高校、

特に専門学科を持つ高校にありましては、基本は

北海道教育委員会の構想と計画のもとに現在新し

いタイプの高校づくりというのを推進していると

いうところでございます。先ほどの答弁にもあり

ましたように、名寄産業高校につきましても現在

の学科構成の中で最大限の特色ある教育活動をし

ているということを認識をしておりますが、欠員

が生じているという状況の中では平成２９年度以

降において再編などの動きが出てくる可能性があ

ろうかと考えております。現在の時点で北海道教

育委員会の方針としては、名農キャンパスの酪農

科学科については道北地域の酪農家の担い手を育

成するという方針は将来的にも堅持をしていきた

いということであります。また、今後の想定され

る学科再編等につきましては、当地、この地域の
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地域事情を踏まえて考えていかなければならない

と思っております。それに対して現在の時点でそ

れに対する支援策等については、今の時点では教

育委員会の中では持ち合わせておりませんが、北

海道教育委員会との情報収集等に努めていきたい

と考えておりますので、御理解いただきたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） わかりました。

前の答弁にあったのですけれども、いろんなニ

ーズがあって、その中で今の現状の学科では無理

だという分析も出てくると思います。その中で道

教委なんかは、学科転換ということを視野に入れ

て抜本的な対策をやっぱり練ってくると思うので

すけれども、その中で自分たちがこういう学科が

必要なのだと。時代に合った学科はこうなのだと

いうものを地元から声を上げていかなければだめ

だと思います。例えば福祉科、よその学校、農業

高校に福祉科を併設した学校もあります。そうい

った別な学科を導入することによって、そこに募

集難をクリアできる対策が出てくるのではないか。

そういったことをきちっとやってほしいし、また

はアイデアを出していって、ただいろんな考え方

があっていいと思います。私の考えですけれども、

逆に言ったらスポーツ専攻科というか、体育を主

体にやりたい学生たちを集めて、特化したウイン

タースポーツとか、いろんな球技に熱中しながら、

健康スポーツ科とか、またはあと環境システム科

といったようにして、農業だけではなくてもっと

大きな環境をもテーマにするような学科でコース

選択できるような学科もいいのではないかと思い

ます。時代のニーズに合った学科転換ということ

も視野に入れて、道教委に強く自分たちはこうい

う学科が必要だし、こういう学科があればそうい

う人たちが来るのだという、そういうビジョンを

出してほしいと思います。これは強く求めておき

たいところですけれども、この件についてどうで

しょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） ただいま今後想定さ

れる学科の再編につきましては、当然ながら学校

と地域の実情を踏まえて、特に名農キャンパスに

ついては農業に関連づけた学科や現在使われてい

ない実習農地や施設、設備を有効に活用できるよ

うな学科など、地域の要望を踏まえた再編案とな

るように北海道教育委員会に働きかけを強めてい

きたいと考えております。議員のほうからは、可

能性を含めた将来検討を今からつくっておくとい

う御提案につきましては一定の理解をするところ

であります。ただ、公立学校等の配置計画につき

ましては、あくまでも北海道教育委員会が所管す

る事項ですので、教育委員会として現在の段階で

どの程度踏み込めるかにつきましては内部協議を

踏まえ、一部課題のあることも御理解をいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） わかりました。

これは、次は要望というか、自分なりの考えな

のですけれども、まず名農キャンパスの有効利用

については小中学校と連携した食育の事業をもっ

ともっとより一層ふやして有効活用してほしいと

思います。そして、やっぱりオープンキャンパス

という意味で小中学校の生徒たちがそこを移動す

る回数がふえることによって産業高校のイメージ

をアップして、そして自分たちは将来産業高校に

進んで、こういう道に進みたいというビジョンが

できてくると思います。そこで、食育を観点とし

た小中学校の学生たちに、生徒たちに産業高校の

有効利用を促進してもらいたい、それが１つです。

もう一つは、今現在産業高校名農キャンパスに

は寮があります。３６名の人たちが利用しており

ます。３６名の人たちの利用は、有効に利用され

ていると思います。しかし、残りの空き数はかな

りの空き数があります。そこをどうやって埋めて

いくかというのは、募集難だから、もう利用者数

が減っているのは当たり前ですけれども、私の考
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えをちょっと一つ二つ聞いてください。合宿で利

用できないのか。教育施設だからできませんとい

う、恐らく教育部のほうからはそういう回答があ

ると思います。道教委からもあるかもしれません。

しかし、私は２０、３０、５０人という枠の中で、

やはり合宿、長期合宿から短期合宿含めて名農キ

ャンパスの有効利用、これ検討してもらいたいし、

要望してもらいたいと思います。学校の有効利用、

いわゆる学校施設をただそこに指をくわえて空き

部屋をつくっているのではなくて、有効に活用す

るアイデアを出してほしい。もう一つは、オープ

ンキャンパスです。いわゆる全道から来る学生た

ちを１泊２日で、そして体験させて、そこでいろ

んなことを学んでいってもらう。そして、学校の

ＰＲ活動になる。オープンキャンパスで体験学習

として利用してほしい。それと、これは同じこと

なのですけれども、学校の寮と研修、宿泊施設、

この共有化ができないのか。管理が別々になるか

らできないとか、管理が教育委員会、道教委だか

らこういうところには使わせないではなくて、ど

うやったら有効に共有できるか、ここを深く掘り

下げていってもらいたいと思います。寮の有効活

用、これをただ教育施設だからと諦めるのではな

くて、これから台湾とか、いろんなところから修

学旅行の生徒たちが来ます。そのときに使えるの

か、そういうことも踏まえて有効、いろんな意見

があると思うのですけれども、私の意見としてち

ょっと聞いてもらいたいのですけれども、この２

点について教育委員会としての見解をお聞かせく

ださい。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） さまざま貴重な前向きな

御提言ありがとうございました。名農がキャンパ

ス化ということは、北海道でも類を見ない体系で

あるということで、このことは当時それこそ名農

の同窓会の皆さんだとか、市民挙げての要望もあ

って、その熱意もあってこういったことになった

というふうに私は記憶をしていまして、今産業高

校の酪農科学科も含めて定員が非常に危惧されて

いるということで、同窓会も変わっていくのかも

しれませんけれども、しかしいろんな集まり、産

業高校を育む集いだとか、そうしたことで皆さん

集う場面があるのでしょうから、このことは市民

の皆さんも、あるいは同窓会の皆さんを中心に声

を上げていただいて、ぜひ知恵を絞っていただき

たいということを私からも改めてお願いしたいと

思います。

そんな中で、先般の中野道議との政策懇談会の

中で、このことが非常に地域としても憂慮される

ということを中野道議にも実は提案をさせていた

だいています。今９月の道議会の定例会の中でも

中野道議はこのことに対して恐らく質問されるの

ではないかという情報を聞いております。このこ

とも含めて産業高校、特に酪農科学科、どういう

ふうなことをこれからしていくのかということは、

当然道教委の管轄といいながらも名寄市としてし

っかりとできることは何かということを教育委員

会等含めて考えていきたいというふうに思ってい

ます。

台湾の修学旅行の話が出ましたので、このこと

に関して寮を使えないかという打診を我々も実は

させていただいていたのですけれども、やはり教

育寮という縛りがありまして、非常に現状では厳

しい状況だというふうに思っています。これも学

科転換ということも無関係ではないのかもしれま

せんけれども、そういう実態もよく調査をしなが

ら、寮も含めたあのキャンパスそのものは本当に

大きな財産なので、そこをしっかりと利活用して

特色ある高校づくりというのはどうあるべきかと

いうことは我々もぜひ研究していきたいというふ

うに思うし、できることがあればしっかりとさせ

ていただきたいというふうに思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） 最後に１つお願いした

いのは、行政としてできる、教育行政としてでき

ることをしっかりとやっていってほしいと思いま
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す。道教委がやることだから、市は関係ないとい

うことではなくて、やはりもっと積極的に名農キ

ャンパスの有効活用ということを視野に入れて、

行政としてのインセンティブ、いわゆる支援策の

検討をお願いして、この場からの……教育長のほ

うからひとつお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 名寄市の教育委員会と

いたしましては、高等学校の再編計画等に当たっ

て公立学校の配置計画、地域別の協議会において

意見を求められる立場にあります。これ市長も同

じでございますけれども、そういう立場でありま

すので、地域の要望等については積極的に意見を

述べていきたいと、そんなふうに考えております。

道教委から示されております上川北学区の高校

配置計画によりますと、平成２９年から３２年ま

での見通しとして、欠員が４０人以上生じている

学校について学科の見直しですとか、定員調整を

行うということになっております。このような現

状を踏まえまして、ことし７月に行われました公

立学校の配置計画の協議会の中で、先ほど議員御

指摘のように平成２５年度の産業高校の子供たち、

今欠員が６０名となっておりますことから、この

ことにかかわって学科の見直しでありますとか、

定員調整について道教委として何か具体的なこと

を検討しているのかということで私のほうから質

問をしました。そのとき道教委で答えられたこと

が２点ございます。１つは、各年度の中卒者の進

路状況を把握しながら、今後慎重に対応していき

たいと。とりわけ名寄産業高校においては、工業

科の欠員が目立っているということに大変苦慮し

ているということ。それと、もう一つは、北学区

においては工業科と農業科は産業高校にしかない

ということから、今後の欠員の状況も加味しなが

ら対象学校や市町村と協議を進めていきたいのだ

というような回答を得たところでございます。

一方、聞くところによりますと、現在北海道産

業教育審議会、２４期というのが行われておりま

して、キャリア教育を踏まえた産業教育のあり方

について審議されているとのことでございます。

その中で全道的に職業学科についての議論がなさ

れているということでございます。今また先ほど

市長からお話ありましたけれども、昨日の道議会

におきまして中野道議のほうから北海道の高校に

おける産業教育についてという質問が内容はちょ

っと詳しくわかりませんけれども、されていると

のことでございます。名寄産業高校再編等のあり

方については、地域の中学生の進路決定にかかわ

る大事な問題だと私どもも受けとめておりますの

で、こんな状況を踏まえまして、今後とも道教委

の高校教育課の産業教育指導グループと、それと

もう一つ、新しい高校づくりの推進室などとしっ

かりと連携を深めながら、名寄産業高等学校の将

来の学科転換等のあり方にかかわって、今から私

ども地域の要望などについて十分配慮していただ

くようお願いをしてまいりたいと思いますので、

御理解をいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 上松議員。

〇３番（上松直美議員） しっかりとしたニーズ

を捉えて、しっかりとしたビジョンを持って取り

組んでもらいたいと思います。

以上で質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で上松直美議員の

質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ 報告第３号

平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の報

告について、報告第４号 平成２４年度決算に基

づく資金不足比率の報告について、以上２件を一

括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第３号 平成２４年

度決算に基づく健全化判断比率の報告について及

び報告第４号 平成２４年度決算に基づく資金不
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足比率の報告について、一括して御報告を申し上

げます。

報告第３号は、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項の規定に基づき、また報

告第４号については同法第２２条第１項の規定に

基づき平成２４年度決算に基づく健全化判断比率

及び資金不足比率を御報告申し上げるものであり

まして、細部につきまして総務部長から説明させ

ます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 補足説明を扇谷総務部

長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） それでは、報告第３

号 平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の

報告につきまして及び報告第４号 平成２４年度

決算に基づく資金不足比率の報告について一括し

て補足説明をさせていただきます。

配付いたしました資料の１ページをお開きくだ

さい。初めに、総括表①、健全化判断比率の状況

についてでありますが、実質赤字比率及び連結実

質赤字比率につきましては赤字が発生していない

ことからなし、バー表示となっております。実質

公債費比率につきましては前年度より ７％下が

って１ １％、将来負担比率につきましては１

３％下がって５ ５％となりました。

次に、各指標の具体的な説明をさせていただき

ます。２ページをお開きください。総括表②、連

結実質赤字比率等の状況についてであります。初

めに、表の左上の欄は一般会計の赤字の割合を示

す実質赤字比率積算の内訳を記載をしております。

一般会計の実質収支は３億 １０４万 ０００円

の黒字となっていることから、分母であります標

準財政規模に対する割合はマイナス ７６％で、

実質的な赤字が発生していないことからなし、バ

ー表示となります。次に、一般会計に特別会計、

企業会計など全ての会計を対象としました連結実

質赤字比率につきましては、全ての会計の実質収

支を合計すると表の右下のとおり２１億 ８１６

万 ０００円の黒字となりました。この額が標準

財政規模に占める割合はマイナス１ ５８％にな

り、実質的な赤字が発生していないことから同じ

くなし、バー表示となります。なお、企業会計に

ついては、実質収支を計算する際の数値は純利益、

または純損失ではなく、資金不足、剰余額となり、

水道事業会計及び病院事業会計のいずれの決算も

流動資産の額が流動負債の額を上回っていること

から、上回っている金額が資金剰余額として計算

されることになります。

３ページをお開きください。次に、総括表③、

実質公債費比率の状況についてであります。実質

公債費比率とは、一般会計の公債費に加え特別会

計や企業会計、一部事務組合などへの公債費に準

じた繰出金や負担金などの合計額が標準財政規模

に占める割合をいい、直近の決算、平成２２年度

から２４年度の３カ年の平均を用います。平成２

４年度決算では、前年度より ７％下がって１

１％になりました。実質公債費比率が下がった主

な要因は、起債の償還終了に伴い元利償還金が減

少したこと、公債費に準じる債務負担行為の減少、

普通交付税の増に伴う標準財政規模の増加などが

挙げられます。

４ページをお開きください。総括表④、将来負

担比率の状況についてであります。将来負担比率

とは、地方債残高など一般会計が将来にわたって

負担すべき金額が標準財政規模に占める割合をい

います。平成２４年度決算では、前年度より１

３％下がって５ ５％となりました。上段の将来

負担額は、地方債の現在高、債務負担行為に基づ

く支出予定額、公営企業債等繰り入れ見込み額、

職員の退職手当負担見込み額など将来にわたって

負担すべき金額を記載をしております。また、中

段の充当可能財源等は、充当可能な基金や特定歳

入、公営住宅使用料等でありますが、将来にわた

って地方交付税で措置される基準財政需要額算入

見込み額などを記載をしております。将来負担比
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率が下がった主な要因は、組合等を含む地方債の

現在高、職員の退職手当負担見込み額などが減少

したこと、充当可能財源であります基金の残高、

基準財政需要額算入見込み額の増加などが挙げら

れます。

５ページをお開きください。ここでは公営企業

会計の資金不足比率の状況をあらわしております。

企業会計であります水道事業会計及び病院事業会

計の歳出相当額の欄は貸借対照表における流動負

債の金額、病院事業会計につきましては流動負債

の金額に固定負債を加えた金額でありますが、そ

れを、また歳入相当額につきましては流動資産の

金額をそれぞれ記載をしており、その差額が資金

不足額となります。両会計とも流動資産の金額が

流動負債の金額を上回っているため資金不足額は

マイナスとなっており、資金不足比率はありませ

ん。バー表示となります。

また、簡易水道事業特別会計ほか４特別会計に

ついては、それぞれ歳入歳出の決算額を記載して

おりました。いずれの会計も一般会計繰入金で調

整しておりますので、収支はゼロで、資金不足は

生じておりません。

以上、補足説明といたします。よろしく御審議

くださいますようお願いをいたします。

〇議長（黒井 徹議員） これより、報告第３号

外１件について一括質疑に入ります。御発言ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

報告第３号外１件を終結いたします。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日９月２１日から９月２

６日までの６日間を休会といたしたいと思います

が、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、明日９月２１日から９月２６日までの

６日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ０時１１分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 奥 村 英 俊

署名議員 川 口 京 二
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平成２５年第３回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２５年９月２７日（金曜日）午後１時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１５号 平成２４年度名寄市一

般会計決算の認定について（決算審査

特別委員長報告）

議案第１６号 平成２４年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て（決算審査特別委員長報告）

議案第１７号 平成２４年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第１８号 平成２４年度名寄市下

水道事業特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第１９号 平成２４年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について（決算審査特別委員長

報告）

議案第２０号 平成２４年度名寄市簡

易水道事業特別会計決算の認定につい

て（決算審査特別委員長報告）

議案第２１号 平成２４年度名寄市公

設地方卸売市場特別会計決算の認定に

ついて（決算審査特別委員長報告）

議案第２２号 平成２４年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて（決算審査特別委員長報告）

議案第２３号 平成２４年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて（決算審査特別委員長報告）

議案第２４号 平成２４年度名寄市病

院事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

議案第２５号 平成２４年度名寄市水

道事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

日程第３ 議案第２９号 名寄市職員の給与に関

する条例及び名寄市職員の育児休業等

に関する条例の一部改正について

日程第４ 意見書案第１号 鳥獣・海獣被害防止

対策の充実を求める意見書

意見書案第２号 ＪＲ北海道の重大事

故・トラブルの徹底した原因究明と安

全運行を求める意見書

意見書案第３号 札幌航空交通管制部

の存続を求める意見書

意見書案第４号 ブラック企業根絶を

求める意見書

日程第５ 報告第５号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第６ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第７ 委員の派遣報告

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１５号 平成２４年度名寄市一

般会計決算の認定について（決算審査

特別委員長報告）

議案第１６号 平成２４年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て（決算審査特別委員長報告）

議案第１７号 平成２４年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第１８号 平成２４年度名寄市下
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水道事業特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第１９号 平成２４年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について（決算審査特別委員長

報告）

議案第２０号 平成２４年度名寄市簡

易水道事業特別会計決算の認定につい

て（決算審査特別委員長報告）

議案第２１号 平成２４年度名寄市公

設地方卸売市場特別会計決算の認定に

ついて（決算審査特別委員長報告）

議案第２２号 平成２４年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて（決算審査特別委員長報告）

議案第２３号 平成２４年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて（決算審査特別委員長報告）

議案第２４号 平成２４年度名寄市病

院事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

議案第２５号 平成２４年度名寄市水

道事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

日程第３ 議案第２９号 名寄市職員の給与に関

する条例及び名寄市職員の育児休業等

に関する条例の一部改正について

日程第４ 意見書案第１号 鳥獣・海獣被害防止

対策の充実を求める意見書

意見書案第２号 ＪＲ北海道の重大事

故・トラブルの徹底した原因究明と安

全運行を求める意見書

意見書案第３号 札幌航空交通管制部

の存続を求める意見書

意見書案第４号 ブラック企業根絶を

求める意見書

日程第５ 報告第５号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第６ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第７ 委員の派遣報告

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君
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市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１２番 駒 津 喜 一 議員

１５番 日根野 正 敏 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ 議案第１５

号 平成２４年度名寄市一般会計決算の認定につ

いて、議案第１６号 平成２４年度名寄市国民健

康保険特別会計決算の認定について、議案第１７

号 平成２４年度名寄市介護保険特別会計決算の

認定について、議案第１８号 平成２４年度名寄

市下水道事業特別会計決算の認定について、議案

第１９号 平成２４年度名寄市個別排水処理施設

整備事業特別会計決算の認定について、議案第２

０号 平成２４年度名寄市簡易水道事業特別会計

決算の認定について、議案第２１号 平成２４年

度名寄市公設地方卸売市場特別会計決算の認定に

ついて、議案第２２号 平成２４年度名寄市食肉

センター事業特別会計決算の認定について、議案

第２３号 平成２４年度名寄市後期高齢者医療特

別会計決算の認定について、議案第２４号 平成

２４年度名寄市病院事業会計決算の認定について、

議案第２５号 平成２４年度名寄市水道事業会計

決算の認定について、以上１１件を一括議題とい

たします。

付託いたしました委員会の審査の経過並びに結

果の報告を求めます。

決算審査特別委員会、竹中憲之委員長。

〇決算審査特別委員長（竹中憲之議員） 議長よ

り御指名いただきましたので、今定例会で決算審

査特別委員会に付託されました議案第１５号 平

成２４年度名寄市一般会計決算の認定について、

議案第１６号から議案第２３号までの各特別会計

決算の認定について、議案第２４号 平成２４年

度名寄市病院事業会計決算の認定について及び議

案第２５号 平成２４年度名寄市水道事業会計決

算の認定について、委員会の審査経過と結果の御

報告を申し上げます。

第１回委員会は、９月２日に開催し、直ちに正

副委員長の互選が行われ、委員長には私竹中が、

副委員長には川口京二委員が選出をされました。

第２回の委員会は、９月２４日に開会し、審査

日程を９月２４日から９月２７日までの４日間と

決め、実質審査に入りました。

審査期間中は、市長を初め関係する職員の出席

を求め、説明、答弁をいただき、各会派の代表に

よる総括質疑並びに各会計で延べ４７名の委員か

ら質疑が行われ、慎重に審査を行いました。

審査経過につきましては、当委員会は全議員を

もって構成された特別委員会ですので、詳細の報

告は省略させていただき、審査の結果のみ報告を

申し上げます。御了承をお願い申し上げます。

当委員会に付託されました全会計決算中、一般

会計及び国民健康保険特別会計、介護保険特別会

計については起立多数により、その他の特別会計、

病院事業会計、水道事業会計はいずれも全会一致

で原案のとおり認定すべきものと決定をいたしま

した。

よって、当委員会に付託されました各会計決算

につきましてはいずれも正確な収支が行われ、予

算の執行が適正であることが認められました。

以上が審査の結果であります。

なお、委員会開催中は、委員並びに理事者各位

におかれましては終始慎重かつ熱心な審議を尽く

していただきましたことにお礼を申し上げます。

また、日程どおり決算審査特別委員会を終えるこ

とができましたことに重ねてお礼申し上げまして、

本委員会の報告といたします。ありがとうござい

ました。
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〇議長（黒井 徹議員） ただいま決算審査特別

委員会委員長より報告のありました議案第１５号

外１０件については、全議員をもって構成されま

した特別委員会でありますので、この際質疑を省

略し、直ちに採決を行います。

議案第１５号 平成２４年度名寄市一般会計決

算の認定について委員長報告のとおり認定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（黒井 徹議員） 起立多数であります。

よって、議案第１５号は委員長報告のとおり認

定することに決定いたしました。

お諮りいたします。議案第１６号 平成２４年

度名寄市国民健康保険特別会計決算の認定につい

て委員長報告のとおり認定することに賛成の議員

の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（黒井 徹議員） 起立多数であります。

よって、議案第１６号は委員長報告のとおり認

定することに決定いたしました。

お諮りいたします。議案第１７号 平成２４年

度名寄市介護保険特別会計決算の認定について委

員長報告のとおり認定することに賛成の議員の起

立を求めます。

（起立多数）

〇議長（黒井 徹議員） 起立多数であります。

よって、議案第１７号は委員長報告のとおり認

定することに決定いたしました。

次に、議案第１８号 平成２４年度名寄市下水

道事業特別会計決算の認定についてから議案第２

５号 平成２４年度名寄市水道事業会計決算の認

定についてまでの８件について委員長報告のとお

り認定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１８号から議案第２５号までの

８件は委員長の報告のとおり認定することに決定

いたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ 議案第２９

号 名寄市職員の給与に関する条例及び名寄市職

員の育児休業等に関する条例の一部改正について

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２９号 名寄市職

員の給与に関する条例及び名寄市職員の育児休業

等に関する条例の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

国においては、平成２４年２月２８日に国家公

務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律が公

布をされ、このことにより地方自治体にあっては

国家公務員と同様の措置を講ずることが求められ

ておりました。本市においては、これまで一般職

の独自削減や役職加算の凍結を平成１９年１月１

日から実施をしていること、また組織のスリム化

として合併以降９１人の職員を削減していること、

さらには給与制度の見直しについても検討すると

いうことにしております。一方、大学教員、教育

職給料表の適用者については、独自削減は実施を

せずに国と同様の措置を講じてきていることから、

今回国に準じて給与削減を実施をするため、本条

例の一部改正を行うとともに、あわせて文言の整

理を行うものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２９号は原案のとおり決定することに御
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異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２９号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第４ 意見書案第

１号 鳥獣・海獣被害防止対策の充実を求める意

見書、意見書案第２号 ＪＲ北海道の重大事故・

トラブルの徹底した原因究明と安全運行を求める

意見書、意見書案第３号 札幌航空交通管制部の

存続を求める意見書、意見書案第４号 ブラック

企業根絶を求める意見書、以上４件を一括議題と

いたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外３件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認め、採決

を行います。

本件を原案のとおり決定することに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外３件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第５ 報告第５号

例月現金出納検査報告についてを議題といたし

ます。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第６ 閉会中継続

審査（調査）の申し出についてを議題といたしま

す。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申し出のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、申し出のとおり決定いたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第７ 委員の派遣

報告を行います。

派遣されました委員の報告を求めます。

総務文教常任委員会、駒津喜一委員長。

〇総務文教常任委員長（駒津喜一議員） 議長よ

り御指名をいただきましたので、これより平成２

５年度の総務文教常任委員会の行政視察報告をい

たします。

当委員会は、７月１日から３日までの３日間で

視察を行いました。

最初に、三笠市。三笠市立高校について、専門

学科、食物調理科について御報告申し上げます。

平成１９年に北海道高校適正配置計画により、平

成２１年には北海道三笠高等学校の募集停止が確

定されました。人口１万人弱の三笠市では、廃校

になった場合の市内経済への影響と人口減少、さ

らには教育格差の助長と保護者の負担増など、こ

れらの懸念を総合的に考慮した結果、三笠高校を

市立化にしてでも高校は必要との判断により、平

成２３年度に三笠市教育委員会の中に三笠市立高

校設立準備室が開設されました。準備室での協議

内容として、普通科での市立化には難しいと判断。

道が策定した新たな高校教育に関する指針におい

て、あすの地域を支え、産業を担う職業人として

の資質や能力の育成を目的に食と観光に関する指

導の充実を図る職業教育を推進していくためにも

食物調理科を将来期待できる学科として設置に至

りました。同じ食物学科で成功している三重県多

気町を参考にして、北海道では初めての取り組み

でありましたが、北海道の豊富な食材を生かした

特徴ある食物調理科として全国的に注目されてい

ます。現在２年目で、１年生、２年生各４０名で、



－165－

これからの就職率１００％と進学のサポートを対

応していくことが課題となっておりました。

次に、同じ三笠市にて北海道初の小中一貫教育

について視察研修いたしました。三笠市は、炭鉱

の閉山による急速な人口減少と少子化により、平

成１７年から構造改革特別区域法に基づき岡山萱

野小中一貫教育を実施し、国際科、地域科、選択

学習の３教科を新たに設け、小中の区切りをなく

し、義務教育９年間をタイムスパンとして基本、

基礎の定着と中学へのギャップを解消し、学力の

向上を目指すことを目的に実施されました。さら

に、小学校１年生から国際科は英語教育を実施し、

コミュニケーション能力の向上と国際社会へ対応

できる子供の育成と小学校３年生から中学校２年

生まで地域科を設け、三笠市の自然、産業、歴史

などを生かした授業により地域に対する関心を高

め、三笠市で生活する誇りとまちづくりにも貢献

する情操を育成するなど、特徴ある新しい教育を

実施しています。平成２３年度に小学校５校を２

校に、中学校３校を２校に統合し、再編成後の三

笠小学校、三笠中学校でも小中一貫教育に取り組

み、三笠市全市で小中一貫教育が実施されたこと

により、９年間で子供を育てるという教員の意識

改革、学力の向上、落ちついた学習環境の確保な

どの効果があり、さらに学校、地域、家庭の一体

感が養われ、不登校の減少にもつながり、また教

育活動がスムーズに展開するように学識経験者、

地域代表、保護者代表、教職員、教育委員会で構

成する小中一貫学校運営協議会を導入して、地域

が支援をして人間性豊かな児童生徒の育成と地域

に開かれた学校づくりを推進しています。

２日目の視察研修先は、千歳市の防災学習交流

施設そなえーるを視察研修しました。千歳市は、

北東に陸上自衛隊東千歳駐屯地、南東に航空自衛

隊、南西に北千歳駐屯地が点在する地域で、防衛

施設周辺整備計画の一環としてできた国の高額補

助制度、まちづくり構想策定支援事業の要望活動

により、平成１７年１２月に千歳市が採択され、

事業の着手となり、平成２２年に総事業費２１億

円で完成し、防衛施設と共存した災害に強い安全

なまちづくりを進める内容の事業となっています。

千歳市防災学習センターそなえーるの１階は防災

学習室や屋内訓練所で構成し、２階は過去に起き

た大地震の体験コーナーと展示スペースで構成さ

れ、さまざまな体験学習を通じ防災に対する意識

を高める学習体験ができる施設です。設置の効果

として、東日本大震災の教訓から、防災に関し防

災訓練や町内会、自主防災組織による消火、救出

等の訓練などを通じ、防災に対する意識の向上が

図られています。また、今後の方向性と課題とし

て、自主防災組織、町内会、事業所に対しての意

識を高めるために、防災マスターリーダーを中心

とした市民協働事業の一環として、防災意識の向

上を図り、見学施設の利用のみではなく、各関係

団体との連携により防災面以外での利活用を進め

ていく方針です。

次に、江別市北海道情報大学の図書館を視察研

修しました。図書館は、学生が集い、学び合う学

習空間を基本に平成２３年４月に設備、開館して

おります。現在蔵書は全部で１２万 ５６０冊、

ほか雑誌が３４４誌となっています。図書館内部

には、４階から６階を利用し、１階は書籍エリア

で１０万 ０００冊収納可能な自動書籍システム

を採用し、利用する際は４階の検索窓口から利用

者みずから検索し、貸し出しするシステムとなっ

ています。４階フロアには、ほかにも参考図書な

ど ０００冊書架にあり、閲覧席、情報検索コー

ナー、ラーニングコモンズ２８台があり、少人数

でも共同学習やディスカッション、プレゼンテー

ション等にも利用されている。また、各コーナー

に学習アドバイザーを配置し、レポート作成など

相談できるようになっています。５階では、閲覧

席５２席、書架には３万冊あり、一番利用がある

フロアとなっています。６階は情報プラザで、Ｐ

Ｃコーナーにはウィンドウズ３２台、マッキント

ッシュ４２台導入され、自由に利用できるほか、
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読書室、視聴覚コーナーが完備されています。利

用者は年間７万 ０００人で、書籍の貸し出しは

１日平均２５冊から３０冊でした。また、学生以

外の図書館利用も可能となっていました。名寄市

においても大学図書館の整備計画が進んでいる中、

規模的に違いはありますが、備品配置や運営方法

などについて参考になる点が多い視察先でありま

した。

最後の３日目、岩見沢市の土曜ふるさと学校を

視察研修しました。土曜ふるさと学校は、岩見沢

市が平成２１年から取り入れ、授業のない土曜日

に市内小中学校を会場にして、地域にかかわりの

ある市民が講師となり、知識や経験を伝えたり、

地域の行事を生徒と一緒に催したりすることで子

供たちに地域のつながりと講師役の市民にも学習

活動の成果を活用していくことが目的となってい

ます。５年目となる本年度は、市内各地区を５ブ

ロックに区分して３講座、予備枠５回の合計２０

回の開講を予定し、講座内容は料理教室や紙飛行

機づくりなどの昔遊びを初め、茶道教室、陶芸教

室などを通して地域住民との交流を深めていくこ

とに重点が置かれています。講師役を務めている

のは、市内でサークルや文化活動で活躍されてい

る一般市民が中心で、開設当初は講師確保が困難

しましたが、次第に人材が集まり、現在では年間

延べ２００人にもなり、地域ぐるみの活動となっ

ています。講座の内容は、講師の市民が子供たち

とともに楽しめる内容にすることを目標に企画し

て、回を重ねるごとに通常の授業では目立たない

児童生徒がリーダーシップを発揮するなど新しい

発見もあり、講師役の市民講師が楽しんで開催し

ていることがこの事業の成果とも言えます。保護

者からは、安全面や教育的な効果にも十分配慮さ

れていることから、安心して参加することができ

ると好評を得ているとのことでした。今後は、文

科省の学習指導要領の見直しなどにより土曜授業

の再開に対しましても曜日を変えて継続して開講

することを含めて対応していきたいと意欲的な取

り組みをされています。子供たちの笑顔が広がり、

まちの大人が先生の土曜ふるさと学校は、未来に

向けた子供たちの意欲や可能性を引き出す一翼を

担っている事業でした。

以上、３日間にわたり教育行政施設４カ所、防

災施設１カ所を行政視察いたしました。いずれも

地域と子供たちのかかわり方とこれからの新しい

教育方法を模索する名寄市においても大変参考に

なった意義ある研修だったことを申し添え、総務

文教常任委員会の行政視察報告といたします。

なお、詳細につきましては、さきに各担当委員

より復命書にて議長へ報告していますので、閲覧

していただけるようお願い申し上げまして、報告

を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 次に、市民福祉常任委

員会、日根野正敏委員長。

〇市民福祉常任委員長（日根野正敏議員） 議長

より指名がありましたので、今年度の市民福祉常

任委員会の視察報告を申し上げます。

当委員会は、去る７月１日から７月４日までの

４日間の日程で道外６カ所、新潟県見附市、長岡

市、糸魚川市、長野県上田市、松本市を視察をい

たしました。

最初の視察先、見附市では、空き家等の適正管

理に関する条例について視察を行い、条例制定に

至った背景は老朽危険家屋の問題化による関係部

門へのさまざまな苦情、景観阻害、不法投棄、雑

草繁茂、倒壊の危機、火災の危険等があったが、

その都度の対応に終わっていた。実態調査で空き

家率 ３％で、新潟県や全国の実態調査と比較し

平均以下ではあるが、年齢区分別人口推移、所有

者の高齢化、遠隔地への居住、経済的事情、築３

０年から４０年が多く、今後空き家が急激にふえ

ることが明らかになった。新聞報道でも空き家急

増、対策急げ、倒壊のおそれ、治安悪化など市民

の声なども取り上げられ、議会からも必要性が求

められていた。制定までの検討課題は、現行法令

で規制するのではなく、独自の義務づけをして、
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特に行政指導、行政命令、行政代執行など実効性

のある条例をどこまで広げるかなど検討した。工

夫した点では、市民の役割の中で土地、家屋の所

有者など地主の協力が不可欠であり、支援策とし

て空き家バンク制度への誘導、解体、補修などの

実施にかかわる業者の紹介、弁護士等法律相談へ

の誘導、税制的対応が盛り込まれた。平成２４年

１０月に条例施行から８カ月後、成果と課題では

建物自体の危険度を４段階に分類、レベル２以上

を老朽危険空き家として認定し、周辺建物や公道

等への影響に分け、調査を行った。市民から空き

家情報提供は４６棟で、施行前解体５棟、再利用

２棟、施行後認定９棟のうち解体８棟、修繕１棟、

未認定９棟は解決し、合計２５棟が解決した。条

例の運用で何が危険かのトラブルもあり、危険度

の見える化を実施していました。

次に、長岡市子育て支援の取り組みについて視

察をしました。特徴として、母子保健、子育て支

援、家庭教育、幼児教育、学校教育、青少年健全

育成を教育委員会に一元化をして、子供たちが健

やかに成長していくために乳幼児から思春期まで

の子供の成長に合わせた一貫した支援体制を整備

をして、市民の要望に応えたこそだてのえきを設

置、冬の間や雨の日、公園が使えないため雨や雪

の日でも安心、安全、伸び伸びと遊べる保育士の

いる屋根つき公園として、平成２１年度から２４

年度までに４カ所のこそだてのえきを開設されて

いました。視察先のこそだてのえきてくてくでは、

保育士８名体制で、施設の内容は運動広場、交流

サロン、絵本コーナー、赤ちゃんコーナー、相談

室、情報コーナー、授乳室、一時保育を行ってお

り、１日５００人、土日 ０００人の利用があり、

７割が市内の利用者で、利用料は無料で、一時保

育は１時間３００円、１日平均七、八人の利用が

あり、小さい子供連れだけでなく家族で利用する

人も多く、イベント、子育て相談、サポーターも

１００名の登録があり、自分の得意分野でサポー

ト活動をし、行政と市民が協力し、子育て応援を

していました。

次に、同じ長岡市内の高齢者総合ケアセンター

こぶし園を訪れ、定期巡回・随時対応型訪問介護

の取り組みについて視察を行いました。こぶし園

では、できる限り現在の生活を継続したいという

利用者自身の希望と心身、費用ともに過重な負担

を強いられる在宅介護者の双方を支えるために、

在宅生活を支えるサービスづくりに専念して、地

域住民の多くのニーズが住みなれた家や地域で生

活を続けたいことを理解して、これらを支えるサ

ービスシステムを構築し、さまざまなサービスメ

ニューを用意してきました。定期巡回・随時対応

型訪問介護では、重度の要介護状態となった場合

においても利用者が可能な限り在宅においてその

有する能力に応じて自立した生活を営むことがで

きるように、１日６回から８回の定期的な巡回介

護支援、また呼び出しにより居宅を訪問し、日常

生活の支援と緊急時の対応、そのほか夜間におい

ても安心してその居宅において生活を送ることが

できるようにするため、援助を行っていました。

利用料は施設入居と同程度で、こぶし園の介護サ

ービスの特徴として、映像機器を使用した端末機

を設置してこれにより緊急時を含む随時対応が可

能になることに加えて、双方がお互いに顔を見な

がら対話することができるために、安心感ととも

にその緊急度、必要度の判断が容易になることと、

そしてサービス提供者側から呼び出しも可能にな

ります。また、ペンダント式の起動スイッチを携

帯することにより、利用者の方が本機から離れた

場所でも緊急事態の呼び出しなどに対応すること

ができ、機器使用料は無料で、基本料５００円と

通話料３０秒ごと３０円。名寄市でも施設待機者

が多く、こぶし園のような取り組みが必要と強く

感じました。

研修３日目は、糸魚川市の清掃センターを訪問

し、炭化システムを用いたごみ処理施設の現状と

次期施設計画について視察研修を行い、平成１４

年ごみ焼却施設の老朽化に伴い、全連続燃焼方式
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によりごみを炭化物として市内セメント工場など

の燃料として廃棄物を再利用する国内初のシステ

ムを採用し、ごみ炭化処理施設の供用を開始、平

成１８年から運転管理を委託、昨年１０年が経過

したことやごみの分別、減量化などごみ処理のあ

り方を考える場が求められることから、大学教授

や全国都市清掃会議技術顧問、セメント会社、地

域４地区の代表ら１０名によるあり方検討委員会

がスタートし、現在に至っていると説明があった。

次期の施設建設については、様式についてはスト

ーカー式、シャフト式など各地を視察し、検討中

で、現施設の運転を休止するわけにはいかないの

で、場所の選定も考えていかなければならず、手

続にも日数がかかることから、平成２９年度を目

標に検討中でありました。

次に、長野県上田市の環境基本計画と環境保全

プランについて視察を行いました。平成２０年に

策定された２９年までの１０年計画で、中間年度

において社会動向を見据え見直しを行い、見直し

の概要としては地球環境問題に対する国際的な枠

組みの変化や東日本大震災と福島第一原発事故に

伴うエネルギー政策、環境面への影響もあり、再

生可能エネルギーに対する意識の変化を基本に自

然エネルギーの普及拡大をさらに進めるため、関

連する施設に対する指標をふやし、政策効果がよ

りわかりやすくなるようにした。資源循環型社会

の構築に向けた歩みをより一層進めるため、資源

循環型施設の建設について環境対策を重視して修

正し、放射線対応については東日本大震災に伴う

原発事故により待機中に放出された放射性物質に

対する対応について整理し、水資源保全について

は近年外国資本による森林買収や大量取水による

地下水位低下などの懸念が生じ、関心の高まって

いる水源林や水資源の保全に関する動向について

まとめた。具体的な取り組みとしては、太陽光発

電の普及では住宅４万戸中２割に設置を目指し、

平成２３年度は８３５戸、防犯灯１万 ０００灯

を５年間でＬＥＤ化を進め、新ごみ焼却施設の建

設も図っていく計画でありました。

次に、最後の研修先、長野県松本市では、健康

寿命延伸都市について視察をしました。市長が医

師出身で、チェルノブイリにかかわったこともあ

り、命にこだわる姿勢が生かされ、平成２３年度

から新総合計画の目指すべき将来のまちの姿とし

て、健康寿命延伸都市・松本、６つの健康づくり

を基本目標として、人の健康、生活の健康、地域

の健康、環境の健康、経済の健康、教育・文化の

健康を協働で取り組み、環境づくり全ての施策が

健康寿命につながる総合計画を策定し、具体的に

は健康寿命の延伸を目的とした市民歩こう運動、

ウオーキングマップの作成、みずから実践できる

ような工夫、歩くことにより車を使わないことも

啓発の一つ、健康づくりの基盤となる地域コミュ

ニティー創造、福祉ひろば３５カ所、専門職員や

健康運動指導士の配置、人口２４万人で５０人の

保健師の配置等の取り組みにより、健康寿命が徐

々に伸びてきている。また、平成２５年３月、第

１回健康寿命をのばそう！アワード、厚生労働大

臣賞自治体部門優秀賞を受賞をしたそうです。

以上６件の視察を終え、特に新潟県長岡市こそ

だてのえきの取り組み、定期巡回・随時対応型訪

問介護こぶし園の取り組み、長野県松本市健康寿

命延伸都市の取り組みは、名寄市にとっても注意

すべき事例であったことを申し上げ、市民福祉常

任委員会の視察報告とさせていただきます。

なお、さらに詳しい報告書については、議長に

提出してありますので、御一読いただきたいと思

います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 次に、経済建設常任委

員会、竹中憲之委員長。

〇経済建設常任委員長（竹中憲之議員） 議長よ

り指名をいただきましたので、平成２５年度経済

建設常任委員会の行政視察の報告を申し上げます。

視察期間は、７月２３日より２６日までの４日

間であり、今回の委員会視察は道外５市で６項目
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の調査をさせていただく決定を受け、富山県富山

市、新潟県上越市、長野県飯山市、千曲市、安曇

野市を訪問し、研修をさせていただきました。

初日午後２時３０分より、富山市の環境未来都

市計画を視察をいたしました。平成２２年度国の

新成長戦略によって、誰もが暮らしたいまち、活

力あるまちづくりの実現を目指し、持続可能な付

加価値創造都市と地方都市が抱える課題解決のモ

デルとなり得る施設の展開普及を通じて活力ある

まちづくりの実現を目指しています。環境未来都

市計画とは、環境や超高齢化に対応した社会経済

システムやまちづくりなどの面で世界に類のない

成功事例を創出するとともに、その成功事例を国

内外へ普及発展することを通して地域活性化や我

が国全体の持続可能な経済社会構造の実現を目指

すことを目的に進められています。環境未来都市

計画策定までの経過は、平成２２年にアイデアが

提出され、平成２４年１月に国の選定がなされ、

同年２月に推進本部の設置及びスケジュールを確

認、同年３月国へ計画を提出し、推進が始まりま

した。公共交通を軸とした拠点集中型のコンパク

トなまちづくりを目指しており、まちづくりと連

携した温暖化対策を進めています。公共交通の積

極的な活用、町中への住みかえ、ライフスタイル

の転換、エネルギー管理、エコ商品の開発、普及、

地域連携が進められています。将来の実現に向け

た主な取り組みとして、再生可能エネルギーを活

用した農業活性化、ＬＲＴネットワークの形成、

ＬＲＴとは次世代型路面電車であります。農商工

連携による多様なビジネス推進、公共交通の活性

化、薬用植物栽培工場の構築など１５事業があり、

推進協議会が設置されており、環境、高齢化対応、

産業振興の３部会があり、部会の中にプロジェク

トチームがあり、それぞれの担当部署が各チーム

に配置されており、現在環境未来都市計画の進行

中とのことでありました。

２日目９時３０分より、上越市の上越ものづく

り振興センターの取り組み、特産品、土産物品の

開発支援事業補助金について視察をさせていただ

きました。振興センターは、上越地区の経済的産

業支援機関などで協議され、平成２１年１１月に

上越地区の物づくり、産業の振興を図る目的で開

設され、センターの役割として関係機関と連携の

もと、市内事業者の経営基盤の強化、経営の革新、

創業の促進、技術の高度化、人材育成等を総合的

に実施して産業の発展に寄与することにあります。

機能として、ワンストップ窓口、人材育成、ネッ

トワークの構築の３つの柱でものづくりを推進す

るためのトータルコーディネートを推進していま

す。支援事業として、新産業振興事業、ものづく

り産業活性化事業、企業振興事業、新産業創造支

援事業、特産品開発支援事業の中で開発、製造さ

れたすぐれた商品にメイド・イン上越として認定

し、販路開拓につなげているとのことで、上越も

のづくり振興センターを核にきめ細かな支援事業

を展開しており、産業振興に力を注いでいるとの

ことでございました。

同日午後１時３０分より、飯山市の飯山市優良

土産品推薦条例、てんだい倶楽部について視察を

させていただきました。てんだい倶楽部は、地域

の担い手研修などさまざまな支援の推進を積極的

に進めるために行政とＪＡとの連携組織として飯

山市営農センターを平成１２年度に設立、営農セ

ンター事業の一環として労働力確保対策を打ち出

し、ヘルパー制度の研究を重ね、平成１４年度か

らてんだい倶楽部が発足。同年７月に飯山市営農

センターから飯山市農業センターに名称変更し、

農地利活用の促進、担い手への集積を図っていま

す。平成２３年度飯山市農業再生協議会が発足、

行政が関連した農業組織の一本化として平成２４

年８月に飯山市農業センター事業を飯山市農業再

生協議会事業に統合し、現在に至っています。２

４年度のヘルパー登録者は、男性２４名、女性３

５名で計５９名で、受け入れ農家戸数は５６戸と

なっております。ヘルパーの年齢構成は３２歳か

ら７４歳と幅が広く、女性の割合が高いが、男性
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は若い人が多いとのことでありました。

３日目９時半より、千曲市の信州千曲ブランド

について視察をさせていただきました。信州千曲

ブランドは、千曲市の地域資源を積極的に活用し、

新たな価値を生み出す取り組みを千曲ブランドと

定義し、千曲ブランドの開発の促進と市内外への

浸透を図ることを目的とし、各産業分野にとらわ

れず、産業間の連携を基本的に展開しており、本

年で５年目を迎えています。ブランドの取り組み

は、経済部産業振興課兼産業支援センターが担当

しており、職員は所長兼務の課長をトップに推進

係２名とアドバイザー、民間ＯＢ１名の体制で進

められています。合併による市名変更で千曲市の

知名度が低いとの認識もあり、開発の促進と市内

外への浸透を図ることを目的としており、ブラン

ド構築に際しては農林業、工業、商業、観光など

の分野にとらわれず、各産業分野を横断した事業

展開が重要で、戦略として産業間の連携を基本に

政策を展開、具体的には千曲市の宝と位置づける

自然、力、物、技術などの地域資源を内外の連携

で磨き上げ、産業活性化につなげることを意図と

し、千曲ブランドの創出、内部連携強化、外部連

携強化の３本の柱を政策として取り組んでいます。

ブランド認定は、平成２１年設立した千曲ブラン

ド推進協議会の認定審査部で審査し、市内で製造

されている加工食品または市内で製造された原料

を使用している加工食品で、食品関係法令の法令

に違反していないもの、千曲市内に本店または主

な事業所を有するものが自社商品として市販して

いるものを千曲市のイメージを著しく損なうおそ

れのないものを基準に試食をしながら審査を行っ

ており、認定期間は２年間となっています。認定

数は、平成２１年の第１回認定申請では２２業者

８０品目を認定、第３回申請では主な原材料は国

内産としながら１項目を加え、３２業者１２０品

目を認定、認定商品にはシールを張るとともに認

定品一覧をパンフレットにし、アピールをしてい

るとのことでありました。千曲ブランドのＰＲ効

果もあり、各業者の売り上げは前年度比１０％か

ら２００％まで伸びたところが多いとのことで、

スタートは行政主導であったが、現在はイベント

参加時の企画運営、準備、後片づけは認定業者が

行っています。１年目は市内のイベント、２年目

は市外、県外、３年目は東京都内で長期出店した

ことが手応えとなって活動が活性化しているとの

ことでありました。一方で、今後認定業者間の相

互理解をさらに深め、自主的な組織活動ができる

よう進めていきたい。認定商品のレベルアップと

ランクづけを検討したい。ブランドとしてのコン

セプトについての明確化も重要との説明でありま

した。

同日午後１時半より、安曇野市の屋外広告物条

例について視察をさせていただきました。安曇野

市は、中央自動車道安曇野インター、オリンピッ

ク道バイパス、長野オリンピック等で人、物の流

れが大きくなり、海外広告物が乱立したことによ

り景観への影響を考え、市民と行政が協力し、条

例制定の動きが始まりました。平成５年度に市内

５地区が景観づくり住民協定に認定、景観条例と

ともに景観計画を策定、平成２３年４月１日から

運用を開始し、平成２４年３月議会において屋外

広告物条例を決議し、同年１０月１日から屋外広

告物条例施行となったとのことでありました。市

民への周知は、広報３回、ホームページ修正を含

み５回、条例のしおりを支所等へ配置、業者への

しおり送付、市民回覧、防災放送での周知、各種

団体の説明、職員への周知を行ったとのことでし

た。条例の主なポイントとして、３つの規制地区

に区分、許可期間は５年で、その他の許可物は６

カ月、違反に対する処置命令と罰則があるとのこ

とでありました。現在の許可件数は、第１種から

第３種合わせて１２７件となっております。条例

制定にかかわって市民、業者、行政が一体となっ

て取り組んでいることに感銘したところでござい

ます。名寄市においても取り組める施策が多くあ

ると考えたところであります。

平成２５年９月２７日（金曜日）第３回９月定例会・第５号
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なお、詳細につきましては、復命書にて議長に

提出しておりますので、一読を願いたいというふ

うに思います。

以上、経済建設常任委員会の視察報告といたし

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で委員の派遣報告

を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、平成２５年第３回定例会を

閉会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午後 １時４９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 駒 津 喜 一

署名議員 日根野 正 敏

平成２５年９月２７日（金曜日）第３回９月定例会・第５号
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質 問 文 書 表 （一般質問）

平成２５年第３回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 日根野 正 敏 １．加藤市長の今後について

（Ｐ ４２） (1) 来春の市長選挙に対する加藤市長の考えについて

２．名寄市公設卸売市場について

(1) 今後の対応について

３．公共施設の冷暖房設備設置について

(1) 公共施設の冷暖房設備設置計画の内容と取り組み経過について

(2) 市内小中学校のパソコン教室に冷房設備を

２ 大 石 健 二 １．加藤市長の政治姿勢に関して

（Ｐ ５２） (1) 第２期市長選出馬について

ア ２期市政の課題と抱負について

２．名寄市の行財政運営に関して

(1) 平成２６年度予算編成等から

ア 健全財政等に向けた取り組みについて

(2) 防災・減災等の対応対策から

ア 現状の課題とその応対策について

３．生活弱者等への支援対策に関して

(1) 生活保護行政等から

ア 受給者及び生活困窮者等の支援対策について

４．市民の声より

(1) 地域施設の管理と運営から

ア 都市（街区）公園の整備と管理運営について

・現状と課題について

イ 名寄市日進地区の再整備と管理運営について

・現状と課題について

３ 竹 中 憲 之 １．空き家対策について

（Ｐ ６３） (1) 空き家の数について

(2) 平成２４年度の倒壊家屋の実態について

平 成 ２ ５ 年 第 ３ 回 ９ 月 定 例 会
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(3) 今後の空き家対策について

２．地域防災対策について

(1) 近年の降雨等による被害の実態について

(2) 避難所の収容体制について

(3) 収容場所と避難地区の動線について

３．教育現場における「いじめ」の実態について

(1) 「いじめ」の実態について

(2) 教育委員会としての対応について

４ 東 千 春 １．木質バイオマスの利用について

（Ｐ ７４） (1) 名寄市木質バイオマス利活用検討地域協議会について

(2) 木質バイオマス昆焼発電の可能性について

２．駅前交流プラザ「よろーな」について

(1) 会議室及び待合室等の音の響きについて

(2) 放送設備設置の考え方について

３．これからの交流人口のあり方について

(1) 営業戦略室の今後のあり方について

(2) 広告代理店など、交流人口誘致ノウハウの活用について

(3) 合宿誘致の考え方について

５ 佐々木 寿 １．社会保障制度改革国民会議最終報告書に係わって市の方向性につい

（Ｐ ８８） て

(1) 超高齢化社会にふさわしい医療提供体制の方向性について

ア 「病院完結型」から「地域完結型」の方向性について

イ 「総合診療医」の方向性について

(2) 要支援の認定を受けた軽度の要介護者向けのサービスの見直し等

の将来の介護対応について

(3) 男性の育休取得促進、育児相談窓口の一本化等の少子化対策の対

応について

２．健全、安全な教育環境の推進について

(1) いじめ絶無に向けた取り組みについて

(2) 「体罰」根絶への対策について

(3) 「子ども１１０番の家」の取り組み状況について

(4) 家庭学習の指導について

３．地域づくりについて

(1) 新規転入者に対する市のＰＲに関する対応について
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６ 高 橋 伸 典 １．「健康マイレージ」の取り組みについて

（Ｐ ９８） (1) 健康づくり事業の推進状況について

(2) 「健康マイレージ」の取り組みを

２．災害時要援護者の避難対策について

(1) 自主防災組織・要援護者の名簿、対象町内会の個別計画の推進状

況

(2) 避難所の生活環境の整備について

(3) 「災害対策基本法改正案」の成立を受けて

３．教育行政について

(1) 市立小中学校の空調機器整備について

(2) 全国学力テストの結果を受けて

７ 山 田 典 幸 １．名寄市の基幹産業を守るために

（Ｐ１０９） (1) 局地的集中豪雨における今後の対応・対策について

(2) 農作物被害に対する支援の考え方について

(3) 有害鳥獣の現状と今後の対策について

２．教育行政にかかわって

(1) 名寄市立大学アスリートサポートの今後の展開と可能性について

(2) 第２次名寄市子どもの読書活動推進計画について

(3) 学校力向上総合実践事業の具体的な取り組みについて

８ 奥 村 英 俊 １．「なよろコミュニティバス」の運行見直しについて

（Ｐ１２０） (1) 見直しの基本的な考えと時期について

(2) 利用促進と交通弱者への対策について

２．男女共同参画社会の形成について

(1) 名寄市男女共同参画推進計画実施計画について

(2) 条例制定について

３．平和の推進について

(1) 平和行政としての今年度の取り組みについて

(2) 今後の取り組みについて

９ 川 村 幸 栄 １．国民健康保険制度に関わって

（Ｐ１３４） (1) 都道府県単位化（広域化）について

(2) 名寄市の現状について

２．エネルギー問題に関わって

(1) 雪を活かしたまちづくりについて
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(2) 電気料金の値上げによる市民生活への影響について

１０ 上 松 直 美 １．ＮＩＥ（新聞活用教育）について

（Ｐ１４５） (1) 市内小中学校におけるＮＩＥ（Ｎｅｗｓｐａｐｅｒ ｉｎ

Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ）の現状について

(2) 学力向上対策としての可能性について

(3) 学校教育での言語活動の充実と可能性について

２．名寄産業高校（名農キャンパス）の将来ビジョン

(1) 現状と問題点について

(2) 教育行政としての対策について

(3) 多面的機能の有効性について
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平成２５年第３回名寄市議会定例会議決結果表

平成２５年９月２日～平成２５年９月２７日 ２６日間

本会議時間数 １３時間４６分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

平 成 2 5 年 第 2 回 名寄市子ども・子育て会議条例の制定につい 25. 5.31 25. 8.28 25. 9. 2

定例会 て【市民福祉常任委員長報告】 市民福祉委員会付託 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

付 託 議 案 第 1 号

― ― 25. 9. 2
第 １ 号 名寄市手数料徴収条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 25. 9. 2
第 ２ 号 名寄市税外収入徴収条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 25. 9. 2
第 ３ 号 名寄市介護保険条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市後期高齢者医療に関する条例の一部改 ― ― 25. 9. 2
第 ４ 号

正について ― ― 原 案 可 決

名寄市水洗便所改造資金貸付条例の一部改正 ― ― 25. 9. 2
第 ５ 号

について ― ― 原 案 可 決

名寄市病院事業の設置等に関する条例の一部 ― ― 25. 9. 2
第 ６ 号

改正について ― ― 原 案 可 決

北海道後期高齢者医療広域連合規約変更に関 ― ― 25. 9. 2
第 ７ 号

する協議について ― ― 原 案 可 決

― ― 25. 9. 2
第 ８ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市一般会計補正予算（第５ ― ― 25. 9. 2
第 ９ 号

号 ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市国民健康保険特別会計補 ― ― 25. 9. 2
第 １ ０ 号

正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市介護保険特別会計補正予 ― ― 25. 9. 2
第 １ １ 号

算（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市下水道事業特別会計補正 ― ― 25. 9. 2
第 １ ２ 号

予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２５年度名寄市病院事業会計補正予算 ― ― 25. 9. 2
第 １ ３ 号

（第１号） ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

平成２５年度名寄市水道事業会計補正予算 ― ― 25. 9. 2
第 １ ４ 号

（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２４年度名寄市一般会計決算の認定につ 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 １ ５ 号

いて 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市国民健康保険特別会計決 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 １ ６ 号

算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市介護保険特別会計決算の 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 １ ７ 号

認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市下水道事業特別会計決算 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 １ ８ 号

の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市個別排水処理施設整備事 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 １ ９ 号

業特別会計決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市簡易水道事業特別会計決 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 ２ ０ 号

算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市公設地方卸売市場特別会 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 ２ １ 号

計決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市食肉センター事業特別会 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 ２ ２ 号

計決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市後期高齢者医療特別会計 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 ２ ３ 号

決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市病院事業会計決算の認定 25. 9. 2 25. 9.27 25. 9.27
第 ２ ４ 号

について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成２４年度名寄市水道事業会計決算の認定 25. 9. 2 25. 9.26 25. 9.27
第 ２ ５ 号

について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

― ― 25. 9. 2
第 ２ ６ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

― ― 25. 9. 2
第 ２ ７ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

― ― 25. 9. 2
第 ２ ８ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

名寄市職員の給与に関する条例及び名寄市職 ― ― 25. 9.27

第 ２ ９ 号 員の育児休業等に関する条例の一部改正につ ― ― 原 案 可 決

いて
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

意 見 書 案 鳥獣・海獣被害防止対策の充実を求める意見 ― ― 25. 9.27

第 １ 号 書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ＪＲ北海道の重大事故・トラブルの徹底した ― ― 25. 9.27

第 ２ 号 原因究明と安全運行を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ― ― 25. 9.27
札幌航空交通管制部の存続を求める意見書

第 ３ 号 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ― ― 25. 9.27
ブラック企業根絶を求める意見書

第 ４ 号 ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 25. 9. 2
専決処分した事件の報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 25. 9. 2
専決処分した事件の報告について

第 ２ 号 ― ― 報 告 済

報 告 平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の ― ― 25. 9.20

第 ３ 号 報告について ― ― 報 告 済

報 告 平成２４年度決算に基づく資金不足比率の報 ― ― 25. 9.20

第 ４ 号 告について ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 25. 9.27
例月現金出納検査報告について

第 ５ 号 ― ― 報 告 済

― ― 25. 9.27
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

― ― 25. 9.27
委員の派遣報告

― ― 報 告 済
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